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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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Prologue






　永えい訣けつの空は蒼あおく、遠かった。

　かざした指は五本とも揃そろっていて、隙すき間まから慈いつくしみの日差しをこぼす。

　両の耳もしっかりと残っていて、人の怒ど号ごう、盾たてと槍やりがぶつかり合う金属音、誇ほこり高くも苛か烈れつな獣けものたちのいななき、命と命がぶつかり合う音を聞き届けている。

　息を吸い込むと、腕うでに負ったかすり傷に塗ぬった軟なん膏こうの青あお臭くささが鼻び腔こうをついた。

　未練たらしくも昨日と変わらず、残された五体は。

　図ずう々ずうしくも昨日と変わらず、在り続ける世界は。

　ハローズ、と誰だれからともなく呼び始めた世界の形を、維い持じし続けている。

「団長」

　ならば、形なきものは？

　魂たましいは？

　己おのれの心に正直であれ、と教えられた。

　その教えに従うならば、自分の魂はもう──この世界には存在しないのかもしれない。

　誰かが再び、彼の名を呼び。

　彼の魂を、この世界に引き戻もどすまでは。

「ミカド団長。ハァミア副団長の軍が劣れつ勢せいに見えますが」

　苔こけむした岩のような重い声によって、青空に吸い込まれつつあった彼の魂は身体からだに戻った。寝ね覚ざめの悪い朝のような鬱うつ屈くつさがこみ上げる。

「……」

　彼は眩まぶしい日にかざした手を降ろし、無言で前方を指さした。

　そこには紛まぎれもない現実、少なくとも彼にとっての日常が繰くり広げられていた。

　枯かれた木々が幾いくばくか存在するだけの荒こう野やに響ひびくのは、剣けんや槍を手にした兵士たちの怒号と悲鳴。盾を構えた歩兵が敵軍の防衛線に押し込もうとするも、ひときわ大きな騎き獣じゆうに乗った矛ほこの使い手によって逆に前線を崩くずされたところだ。

「ハァミアに伝達」

　三千の軍勢に対し、二千の歩兵と少数の騎兵で対たい抗こうする軍を指さし、命令を下す。

「左さ翼よくを前進させつつ、騎兵を右から敵軍の横にぶつけろ」

　小高い丘おかの上に影かげを落とす彼の声は、戦場に響くどの声よりも冷静だった。

　ミカド・キャバレッティ男だん爵しやく。その爵位と、国境を守備する辺境第三騎士団の軍団長という肩かた書がきは、十七歳の若さで与あたえられるのは母国でも異例である。

　鉄糸を縫ぬい込んだ革かわ鎧よろいは、一兵士に与えられる支給品と同じものだ。だが円えん筒とう状の軍ぐん帽ぼうからは指揮官を示す赤い紐ひもを垂らしており、胸には棘いばらと槍を模したキャバレッティ家の紋もん章しようを貼はっている。戦時の装備は動きやすい軽装を好んで纏まとうが、鞍くらに金具で固定した大おお振ぶりの突とつ撃げき槍やりだけはずっしりとした重量感がある。

　そんなミカド自身と、彼の身長ほどもある突撃槍を支えているのは、一体の〝獣〟だ。

　獣の体長は、長い尻尾しつぽまで含ふくめるとミカドの三倍近くはあるだろう。一いつ対ついの眼めと雑食種の牙きばを生やした顎あごのある頭は、人のそれよりもだいぶ大きい。しなやかな四し肢しで大地を踏ふみしめる軀からだの表面は、硬かたい角質で覆おおわれている。

　ミカドが乗る獣は、この世界における騎乗用の汎はん用よう種であるラース種という血統だ。

　だがミカドの相棒である獣──ループという名の獣の佇たたずまいは、戦場を駆かける騎兵が乗る汎用種とは異なっていた。上等な染せん色しよくが施ほどこされた衣装で半身を覆い、一流の職人が手がけた特注品の鞍を装備している。

「ハァミア副団長へ伝達、復唱します。左翼を前進、騎兵を右手から敵軍の横へ」

　ミカドのそばには、二人の側近しかいない。

　両名ともラース種に跨またがった騎兵だが、乗り手の見た目は対照的である。

「〝流離さすらえよ、実生みのれよ〟……」

　花弁のような大きな帽子をかぶった少女──否いな、少年が呟つぶやいた。無骨な兵士たちが戦う戦場において、場ば違ちがいなほどにあどけない顔立ちをした子供である。ひらひらとした装束を纏い、柔やわらかそうな唇くちびるを控ひかえめに動かす様は、蠱こ惑わく的な色気すら感じさせた。

　少年が手にした杖つえを持ち上げようとするも、もう一人の側近である屈くつ強きような男が遮さえぎった。

「待て、副団長が動くぞ」

　白い無ぶ精しよう髭ひげを生やした、初老の騎士だ。睫まつ毛げまでも白いまぶたを両眼とも閉とざしているが、顔はしっかりと兵隊がいる方向を向いている。

　白髭の部下が言った通り、ミカドの眼下で二千の軍勢に動きがあった。

　本ほん陣じんの左側面を固めていた歩兵が前進し、一方で少数の騎兵が反対方向から敵軍に切り込んでいく。──つまり、今まさにミカドが指示しようとした通りの動きだ。

「〝何をぼんやりしているんですか〟とでも言いたげですな。これが終わったら、また団長がハァミア副団長に長い説教を喰くらう様が見られそうだ。わはは」

「フィギュさん、そんな言い方……」

　小こ柄がらの少年がたしなめるも、白髭は止まらなかった。

「実際、国母プラシリキア様が身み罷まかられてから、もう何日過ぎたか。〝母なる獣〟の庇ひ護ごなき今こそ、他国からの侵しん略りやくが危あやぶまれるというのに」

　ピクリ、とミカドは眉まゆを動かした。

「フィギュさん！」

「わはは、副団長の手間を省いて差し上げたまで。彼女が口を開こうとしたら、フィギュからすでに叱しかられたと言えば説教の時間も半分で済むかと」

「プラシリキア様が亡なくなられる前と、今の私では何も変わっていない」

　ミカドは表情一つ動かさず、言った。再び片手を空に掲かかげる。

「この世界もだ。人も獣も、何も変わらない」

　幾いく代よも人と獣が生まれては争い、消えていった。

　幾夜も月の下に国家が生まれ、朝日を迎むかえぬうちに滅ほろんでいった。

　それが時の流れというものであり、魂を受けて生きる者たちの定め。

　つまり──運命だ。

「果たしてそれで良いのだろうか、と考えていただけだ」

　しかし人々は永遠を望むだろう。

　少なくともミカドが忠誠を誓ちかった女性ひとは、それを望んだ。

　ならば彼がすべきことは、たった一つしかない。

「我が母国が変わるには──永遠の安あん寧ねいを得るには、今のままではいけない」

　二人の部下が、怪け訝げんそうに顔を見合わせた。

　彼らがミカドの言葉を理解できないのも、当然だ。

　ミカドが呟いたのは、ただの戯ざれ言にすぎない。あるいは感傷であり、何の意味もない独り言にすぎなかった。

「この世界の在り方そのものを、根底から変えないといけないのかもしれない」

　しかし紛れもなく、彼の魂から発せられた言葉だった。

　その願いを、この世界──ハローズは、確かに聞き届けた。

「……！」

　ミカドがかざした手の先、抜ぬけるような蒼そう天てんに一点の光が生まれた。

　そして次の瞬しゆん間かん、それは起きた。

「うっ──」

　ミカドたちがいる戦場が──いや、荒野全体の空気が凝ぎよう縮しゆくされたように張り詰つめた。

　激しい耳鳴りに襲おそわれた兵士たちが動どう揺ようし、戦いを中断すると同時に──。

　轟ごう風ふうが、戦場を襲った。

「わあっ……！」

　大きな帽子を吹ふき飛ばされないよう、必死で摑つかむ小柄な少年。

「なんだ……これはっ……！」

　白髭の男が呆ぼう然ぜんとした表情で、空を仰あおいだ。

　直前まで晴天だったはずの青空が、紫むらさき色いろに染まった雲に覆われていた。

　無限に拡ひろがる紫し雲うんが、遥はるか遠方に見える光点に向かって吸い込まれていく。激しい風も同じ方角に向かって流れ、幾柱もの雷いかずちが地上を叩たたく。

「何者かが、大たい儀ぎ法ほうを使ったのか……!?」

　自らが乗る騎獣を宥なだめながら、フィギュが閉ざした眼で戦場を見み渡わたした。

　丘の下にひしめく兵士たちは、完全に混乱状態に陥おちいっていた。騎獣は乗り手の言うことを聞かずにうずくまり、歩兵らも同様に地面に這はいつくばって風に対抗している。

「いや、これは──」

　ミカドもまた軍帽を押さえながら、紫に染まった天空を見上げた。どの騎獣も怯おびえる中、彼の愛獣ループだけは毅き然ぜんとして四肢を大地に下ろしている。

　突とつ如じよとして出現した紫雲と、雨のように降り注ぐ紫電の雷柱。

　空と大地の全すべてを吸い込むかのような、巨獣の吸気のごとき突とつ風ぷう。

　そのいずれも、ミカドがこれまでに読み漁あさった歴史書にあった通りだ。

　文ぶん献けんだけではない。彼自身が数少ない〝目もく撃げき者〟から聞いた特とく徴ちようとも合がつ致ちしている。

「〝天てん穹きゆう門もん〟が、開いたのか……！」

　落らく雷らいが、ついに戦場を襲った。兵士たちが悲鳴を上げ、地を這う紫電が騎獣を貫つらぬく。

「て、〝天穹門〟……？」

「まさか、これが、あの……!?」

　困こん惑わくする部下たちをよそに、ミカドは鞍の上で腰こしを浮うかせた。

「ループ！」

　彼と魂を交かわした愛獣が、手た綱づなを引くまでもなく彼の望む方角に向かって地を蹴けった。

　最初に光点が見えた方角、つまり紫雲と地上の土つち煙けむりを吸い込む中心に向かってだ。

「団長！　軍を置いて、どこへ！」

「演習は、中止だ！　全軍、駐ちゆう屯とん地ちへ撤てつ退たいさせろ！　指揮はハァミアに任せる！」

　慌あわててミカドを追いかける部下二人に向かって、命令する。

　丘の下での戦いは、実戦ではない。刃はを潰つぶした武器を使用した上での軍事演習であり、三千と二千に分かれた軍団は、いずれもミカドの指揮下にある兵士たちである。

「二人とも、このまま私とともに来い！　ルゥ！　ハァミアへ命令を伝えたら、シリーンにも私についてくるように伝えろ！」

　落雷の衝しよう撃げきと突風によって砂じや利りが飛び散る荒野に、ミカドの鋭するどい命令が響く。

「このままって……国境を越こえて、緩かん衝しよう地帯に入るんですか!?」

「それは、さすがにまずい！　王都の許可なしでは──」

「我ら辺境第三騎士団は、これより戦時態勢に移行する！」

「……！」

「王国国境に発生した異常事態の確かく認にんを、緊きん急きゆう任務とする！　武器および儀法の使用許可は必要ない！　戦せん闘とうに備えよ！」

　気を抜くと前後左右すら分からなくなりそうな嵐あらしの中でも、部下たちの雰ふん囲い気きが一変するのが分かった。少年ルゥ、白髭フィギュがミカドに併へい走そうして声を揃える。

「拝命します！」

　ルゥの肩かたに、衣装の下から黒い文字の集合体が滲にじみ出した。文字は懲こり固まって変色し、虹にじ色いろの羽と金色の嘴くちばしを持つ鳥型の獣けものと化す。

　少女のように甘い少年の容よう貌ぼうが、豹ひよう変へんしていく。大きな帽子で隠かくした両耳の先が尖とがり、戦場にあっても白い花弁のように艶つややかな頰ほおに、黒い模様が生まれる。

「〝流離えよ、実生れよ〟……」

「──〝泣く子を見せよ〟」

　呟くフィギュもまた、その双そう眸ぼうを変容させた。

　開いた両眼の奥にあるのは、真っ黒な障気を立ち上らせる獣の眼だった。遠視の能力を持つ漆しつ黒こくの瞳ひとみを、遥か前方に見える異変の中心点へと向ける。

「よりによって、この時期に……」

　異形の姿に変貌する部下たちを顧かえりみることなく、ミカドはループを走らせる。

「しかも、これは相当──近い」

〝天穹門〟。

　その呼び名と現象は、この世界で生きる誰だれもが知る伝説でもあった。

　ある国では歴史書に刻み、ある地方では絵本で子供に読み聞かせ、ある時代の生き残りは自らの体験談として語り継ついでいく。

　ミカドがはじめて知ったのは、幼少時だった。

　貴族の養子となった現在とはかけ離はなれた生活を送っていた、極貧時代のことだ。

　その日の糧かてを盗ぬすむために潜もぐり込んだ古書店で、気まぐれに一冊の冒ぼう険けん譚たんを開いたのだ。

「ハァミア副団長に、命令を伝達しました！　でも、あの……ハァミアさんは国境越えに反対してます……！　充じゆう分ぶんに備えてから、偵てい察さつ部隊を送るべきだと……」

「確認が、先だ。準備をしていては、他国に先んじられる可能性がある」

「中心点らしき地点を捕ほ捉そく！　嵐でよく見えないが、やはり国境の外だ……！」

　世界中を旅する冒険者の体験談を記した、その書にはこう記されていた。

　──〝この世界、ハローズには夢が降る〟。

　思えば、あれがミカドの悪あく癖へきである書物漁り、勉強狂ぐるいのきっかけだったのかもしれない。その文言は空腹と憎ぞう悪おで満たされていた彼の幼い魂たましいを揺ゆさぶった。

　──〝愛し、愛され、幸福になりたいと願う、誰もが求める夢ではない。その対極、他者を踏みにじりたい、奪うばいたいという夢、つまり戦いくさへの夢だ。天穹門が開き、その雫しずくが地上へ墜おちる。その雫を手に入れた者は等しく、戦へと駆り立てられた〟。

「ほ、本当に〝天穹門〟が開いたのなら、これから〝天穹の雫〟が……？」

「これまでの歴史通りならな！　この歳になってはじめて、その現場に居合わせるが！」

　冒険譚は、こう続けた。

　──〝雫。異なるもの。天穹門から現れるもの、あるいは者、其それらはハローズに、争いと戦いを招く。なぜならば、其れらは等しく侵略者だからだ〟。

「シリーンが来ました！」

　吹き荒あれる土煙をかき分け、一回り大きな騎き獣じゆうがミカドたちに追いついた。大おお振ぶりの矛ほこを背負った長身の女性が、ミカドと併走しながら目礼する。

「シリーン。何かあった時は、盾たてとなって私たちを守れ」

「拝命いたします」

　幼い頃ころのミカドの魂が揺れたのは、まだ見ぬ侵略者たちに恐きよう怖ふしたからではなかった。

　当時の彼にとっては、狭せまい極貧地区が世界の全てだった。

　たまに見かける貴族たちでさえ、彼の知らない外の世界の住人だったというのに──さらに、その向こうにも幾つもの世界があるという。

　無知で無力な子供だったミカドは、その無限に拡ひろがる可能性を夢想したものだ。

　あれ以来、忘れかけていた感情が今、再び彼の中に呼び覚まされつつあったが──。

　今のミカドは、もうあの頃のような子供ではない。

　一軍を率いる騎士となった以上、無限の可能性は憧あこがれの夢物語ではなくなった。

　母国の脅きよう威いとなり得る、災さい厄やくである。

「ぼく、お話でしか聞いたことないけど……本当なんですか？　過去に〝天穹門〟が現れた時は、いつも、その……」

「歴史を掘ほり起こすかぎり、間ま違ちがいない」

　ミカドは言う。

「〝天穹門〟が開いた時は必ず──幾多の国々が滅んでいる」

　嵐の中でも、彼の部下三人が息を吞のむ気配がはっきりと伝わった。

　確かにミカドは世界を変えたいと願ったが──。

　この世界、ハローズは最悪の形で彼の願いを叶かなえようとしているらしい。

「ルゥ、加速しろ」

「拝命します。──〝跳とべよ、奔はしれよ〟……！」

　騎獣の一歩が駆かける距きよ離りが、通常の数倍に伸のびた。落下すれば死は免まぬかれない速度だが、普ふ段だんから鍛きたえ抜いた部下たちは動じなかった。ミカド自身は言うまでもない。

　そうして国境から大分離はなれたところで、ミカドたちはその光景を目まの当たりにした。

「──」

　数千の兵士を率いる指揮官として、ミカドは常に自身に冷静さを強しいていた。

　だがそんな彼をもってして、その光景には絶句せざるを得なかった。

　空全体が、ある一点を中心として渦か状じように拡がる紫雲に埋うめ尽つくされていた。

　落雷は豪ごう雨うのごとく地上に降り注ぎ、天空そのものが雷の柱によって支えられた神しん殿でんであるかのようだ。逆に地上からは突風が吹き上げ、空の一点に吸い込まれていく。

　だがミカドの目を奪ったのは、渦状に蠢うごめく雲の中心点。

　そこから地上に向かって降り立ちつつある、巨きよ大だいな〝何か〟だった。

「う──あ──」

　ルゥがガクガクと震ふるえたのも無理はなかった。

　巨大な、杭くい。

　あるいは、不格好な柱。

　雲の中からゆっくりと伸びる──否いな、地上に向かって墜ちつつあるものを、ミカドの語ご彙い力ではそうとしか説明できない。中心となる柱の部分は漆黒に染まっており、二匹ひきの蛇へびのような太い帯が螺ら旋せん状に纏まとわりついている。

　問題は、その巨おおきさだ。

　ミカドたちがいる場所は、杭の落下地点からはまだ遠い。

　それなのに杭の表面の凹おう凸とつまで見えるのは、尋じん常じようではない巨大さゆえだ。

　あるいは杭のどの部分で切っても、切断面の面積はミカドの母国の王都に勝まさるかもしれない。あまりの重量で周囲の気流が乱れ、ゴウゴウと吹き荒れる嵐が地上にいるミカドたちを激しく殴なぐりつけた。杭の表面とぶつかり合う紫雲が、狂くるったように視界全体を覆おおう。

「墜ちるぞ！　まずい、団長……！」

　フィギュが叫さけんだ。

　あれだけ巨大な物体が地上に墜つい落らくしたら、どれほどの衝撃が地上を襲おそうことか。その震しん動どうと衝撃の波は、いとも容易たやすくミカドたちを打ち砕くだくだろう。

「シリーン！」

　ミカドの呼びかけに、シリーンが素す早ばやく動いた。

　彼女が跨またがった獣は汎はん用ようのラース種とは異なる変異種だ。ラース種よりも数倍大きい軀からだでミカドたちの前に立ちはだかり、来きたる衝撃から彼らを守ろうとする。

　少なくとも……シリーンは無事では済まないだろうな──。

　ミカドは心中で呟つぶやき、シリーンを見上げた。

　部下の女性は彼の視線に気づくと、にっこりと微笑ほほえんだ。その表情に迷いはない。

「墜ちる……！」

　ルゥが絶望的な悲鳴を上げた。

　ミカドたちは衝撃に備えるが──。

　その時は、いつまで経たっても訪おとずれなかった。

「止まっ……たのか……？」

　恐きよう々きようとしたフィギュの声が、その異様な光景を物語っていた。

　雷らい雲うんの中から垂れ下がった、黒い糸か。

　はたまた地上を砕く手前で慈じ悲ひをもたらした、巨人の腕うでか。

　天空から出現した杭の先せん端たんが、地上に突つき刺ささる直前で停止していた。

　一方で空に向かって伸びた杭の頂点は──あまりにも高すぎて視認できない。

「な、何、あれ……どうやって、ぶら下がってるの……？」

　杭の正体とその動きは、完全に理解の範はん疇ちゆう外だった。ルゥが涙なみだ目めで呻うめく。

　しかしミカドたちが我が身の無事を喜ぶよりも先に、新たな異変が視界をよぎった。

「……！　団長、あそこに、何か……！」

　フィギュが空を指さした。ミカドは男性の指の先を見る。

　紫し雲うんの中から、小さな影かげが飛び出すのが見えた。

　杭とはうって変わり、見み逃のがしてしまいそうなほど小さな物体だ。遠目に見るかぎり、表面から火を発し、そのたびに落下の軌き道どうを変えている。

「火に包まれていて、よく見えないが──今、墜ちた！」

「フィギュ、落下地点は捕捉したな！　先導しろ！」

　ミカドたちが一丸となって、小さな物体の落下地点に向かう。

〝天穹門〟は、異なる空を繫つなぐという。

　そうして〝天穹の雫〟と呼ばれる、未知の物体をもたらすといわれている。

　今まさにミカドの眼前に出現した杭、そして地上に墜ちた物体がそれだとしたら──。

「何としても、他国よりも先にあれらの情報を得なければならない……！」

　確保か、それとも破は壊かいか。

　母国を護まもるための選せん択たくを、この場でミカドが下す必要があるかもしれない。

「団長！　あれだ！」

　フィギュの導きで到とう着ちやくした先で目にしたのは、墜落の衝しよう撃げきで陥かん没ぼつした地表だった。

　大きく抉えぐられた地面に、半分以上埋まった状態で存在していたのは──。

「ひ、人……？」

　ルゥが思わず漏もらした声は、正確ではなかった。

　確かにミカドたちと同じ、人間らしき顔は見えた。ルゥと同じくらいの年とし頃ごろの少女のように見える。だが眠ねむっているように見える彼女の体格や服装まではよく分からない。

　なぜなら少女が横たわっているのは、銀色の球体の中だからだ。獣の卵のような形をした表面は滑なめらかで、透すき通った一部から少女の顔だけが見える。

『──ＶＩＰの緊きん急きゆう脱だつ出しゆつに失敗。不時着した地表周辺を構成する気体を分ぶん析せきします』

「わっ！」

　突とつ然ぜんに聞こえた奇き妙みような音に、ルゥが飛び退のいた。

　卵の中で眠る少女の口は動いていない。彼女が発した声ではないようだ。

『周囲に生命体の反応を確かく認にん。照合中──ＥＩ軍の正規兵隊ではありません』

「何かを喋しやべってるように聞こえるな……？　団長、何と？」

「分からない」

　ミカドは首を横に振ふった。部下たちが驚おどろく。

「えっ、ど、どうして……団長は〝耳と口〟の儀ぎ法ほうががかかってるのに！」

『軌道エレベータ〝ツリーＢＸ〟に救助申しん請せい、防衛システムの起動を要よう請せいします』

「……良くない予感がする。ルゥ、これを運べるか？」

　卵の表面に光の線が浮うかぶのを見て、ミカドは言った。

「こ、これを？」

「急げ。この物体が敵性のある兵器である可能性を考えて──我が国で接収する」

　ミカドの悪い予感は、遠方に見える杭が変化を見せたことで確信に変わった。杭の中心に巻きついた螺旋状の部分に、無数の光点が浮かび上がったのだ。

「あちらのほうは──持って帰るには大きすぎるからな」

　この場で破壊できるのであれば、正体を知る前に破壊してしまっても良かった。

　だが空から出現した杭は、巨大すぎた。

「この少女は、あの杭の正体を知るための手がかりとなる」

「〝白き産うぶ毛げよ、包めよ〟……」

　少年の薄うす紅べに色いろに濡ぬれた唇くちびるの先に、黒い文字が浮かび上がった。儀法文字と呼ばれるそれが少年の口元から消え、銀色に輝かがやく卵の表面に移る。

　陥没した地面に埋まっていた卵が、見えない力によって宙に持ち上げられた。

　大きい。目の高さまで浮かんだそれは、予想を超こえる容量を持っていた。内部で眠る少女がミカドたちと同様の人種だったとしたら、ゆうに三人分はあるだろう。

　卵の中に在るのは、おそらく少女一人だけではない──。

「団長！　光る筒つつのようなものが、こちらを向いている！　何十、いや何百もあるぞ！」

「帰き還かんする！　走れ！」

　ミカドたちが、宙に浮かべた卵を伴ともなって巨大な杭に背を向けて駆け出した直後──。

　ミカドたちに向かって、無数の光の線が伸びた。

　光は今しがたまで彼らがいた場所に命中し、ボコン、と地面に真っ赤に燃える穴を生み出した。衝撃こそ少ないが、まともに受ければ人の身体からだなど容易く貫かん通つうするだろう。

「攻こう撃げきされた！　何だ、あれは……あれも儀法なのか？　別の何かも動き始めて……！」

　杭を振り向いて呻くフィギュに向かって、ミカドは命令する。

「見てから避よけられる速度ではない！　フィギュ、そのまま光る筒とやらの動きを監かん視しして、敵の攻撃を予測しろ！　私たちはお前の後についていく！」

「後ろを向いたまま、先導しろと……？　──くっ……拝命します！」

「ルゥは、卵の運うん搬ぱんと我らの加速に集中しろ！　戦せん闘とうのことは考えなくていい！」

「拝命します！」

「シリーン、殿しんがりを任せる！」

「拝命いたします」

　そんな彼らを、光る熱線と、恐おそるべき速度で飛来する爆ばく発はつ物が執しつ拗ように狙ねらい続けた。

　攻撃に躊ちゆう躇ちよがない……この卵は、この程度では壊こわれないということか──。

　ミカドが心中で独白した時だった。

「あっ──」

　爆発で飛び散った岩石の欠片かけらが、ルゥの手を手綱から弾はじき飛ばした。体勢を崩くずすルゥ。

　ミカドが動いた。呆ぼう然ぜんとした表情で騎き獣じゆうから落下しようとする部下に向かって、一呼吸で自らの騎獣を寄せる。流れる動作で手綱から片手をはなし、鞍くらに固定した突とつ撃げき槍やりを摑つかむ。半身を騎獣から乗り出す勢いのまま、ルゥに向かって槍を突き出す。

　曲芸のような体勢でも、ミカドの槍は立ちこめる爆風を貫つらぬき、針の穴に通す繊せん細さいさを発揮した。突撃槍の切っ先が、的確にルゥの肌はだと肩かた紐ひもの間に滑すべり込む。

　そのままミカドの細い身体に似つかわしくない腕わん力りよくと、愛獣ループの支えによって、落下寸前だったルゥの身体を鞍に引き戻もどすことに成功した。

「──あ、ありがとうございます、団長……！」

　間かん一いつ髪ぱつのところで落下死、あるいは杭の攻撃による爆死を免まぬかれたルゥが礼を言う。

　ミカドは頷うなずき、突撃槍を鞍に戻した。再び前を向き、荒野を駆かける。

　部下の失態ではない。攻撃が激しすぎるのだ。このままでは──。

「団長！　また別の筒が動き出した！　これ以上は……！」

　卵を放ほう棄きするしか、ない。それで私たちに対する攻撃が止やむ保証はないが──。

　ミカドは苦く渋じゆうの判断を下そうとした。

　しかし前方、先導するフィギュの肩かた越ごしに小さな影が見えたことで、声を張り上げる。

「ハァミアっ！」

　突然、彼が出した大声に、団員たちがいっせいにミカドの視線の先を見た。

　遥はるか前方、ミカドたちの進路上に、大きな獣の姿があった。四本の太い脚あしで大地を進む獣の背に誂あつらえた輿こしの内部に座る、細い人影が見える。

「私たちを守れっ！」

　徐じよ々じよに接近する人影──長い黒くろ髪かみの女性が、「拝命します」と口を動かした。

「ふ、副団長……！　どうして、ここに！」

「命令を破って、ここまで追いかけてきたのか！　あの心しん配ぱい性しようは……！」

　口くち振ぶりとは裏腹に、安あん堵どの表情を浮かべるルゥとフィギュ。シリーンだけは真顔だ。

「今の我が国にとって、〝天穹門〟の出現は一大事である！　我らは早急にこの〝雫しずく〟を持ち帰り、対応を練らなければならない！」

　最大速度で騎獣を駆りながら、ミカドは叫さけんだ。

「生きて帰還するぞ！　我らが母国──リオランドへ！」

　爆風と光線に追い立てられながらも、ミカドは片かた腕うでを斜ななめ前方へ伸のばした。

「魂はソーラ──」

　フィギュ、ルゥ、シリーンが彼と全く同じ動作を取った。

　今まさにすれ違ちがう間ま際ぎわのハァミアも、同じ姿勢だ。

　ミカドを含ふくむ全騎士団員が、掲かかげた手を自らの胸に当てた。

「リオオランード王・国リとオとラもンにド！」

　声を揃そろえ、すれ違うミカドたちとハァミア。

　騎士団長ミカド・キャバレッティと彼が率いる騎士団が、忠誠を誓ちかった地。

　彼らが帰るべき場所。

　其その名は──リオランド王国といった。








Chapter 1










>>　Section 1






　ミカド・キャバレッティ男だん爵しやくは、七歳まではただのミカドだった。

　物心ついた頃ころには、極貧街の仕立て屋で汚よごれた布に囲まれていた。その仕立て屋も看板は名ばかりで、実際は最底辺の洗せん濯たく屋だ。娼しよう館かん、藪やぶ医い者しやの入院患かん者じや、暴力組織の隠かくれ家がに出向いては洗い物を引き取り、手の皮がすり切れるまで洗った。

　仕立て屋の年老いた女主人は彼について「拾った」とだけ言い、「ミカド」と呼んだ。当然ながら家名はないし、年ねん齢れいも彼女が勝手に決めただけだ。

　寒い洗濯部屋で寝ね起おきし、凍こごえながら汚れた布を回収し、冷たい水で洗う。

　たったそれだけが、幼い頃のミカドがいた世界の全すべてだった。

　いや──正確に言うならば、一つだけあった。極貧街を這はいずる虫のような生活を送っていた彼に、誰だれからともなくつけられたあだ名が。

「も、申し訳ございませんっ……！　お、お、お許しをっ……！」

　仕立て屋の女主人とともに、多めの洗濯物を運んでいる最中のことだ。

　たまたま騎獣に乗った騎士と鉢はち合あわせしたことで、女主人は地面に額を擦こすりつけることとなった。普ふ段だんは一いつ般ぱん平民すら寄りつかないのが極貧街だ。そんな場所に騎士が姿を現したのは、気まぐれの巡じゆん回かいか、それとも火遊びの帰りだったのかもしれない。

　ともあれミカドと女主人は、貴族らしき騎士と遭そう遇ぐうし──。

　ミカドと目が合った騎獣が、突然、暴れ出したのだ。

「爵しやく獣じゆう様にお怪け我がをさせるつもりなど、毛頭なく……！」

　爵獣。

　その呼び名は、この国、この世界では特別な意味を持っていた。

　古来あらゆる種が息づき、交通、物資の運搬、愛あい玩がん用から家か畜ちく用まで、人とともに在り続けるのが獣けものという生き物だ。

　その中でも特に稀き少しような種として、人と魂を交かわすことができる獣が存在する。

　魂ソーラという不可視の結びつきによって繫つながった獣は、人に〝儀ぎ法ほう〟と呼ばれる特別な力を行使する権利を与あたえる。

　爵獣は、戦争の絶えないこの世界において貴重な戦力となる。そのため国家が認める爵位を与えられ、無二の財産として管理されるのだ。

「いいや、我が歴戦の友が何事もなく暴れるはずがない！　貴様、何をした！」

　若い騎士がまたがった爵獣は、すでに落ちつきを取り戻していた。だが暴れた際に割れたまま放置された隣りん家かの庇ひさしがかすめ、皮ひ膚ふに小さな裂れつ傷しようができている。

　実際、ミカドと女主人は何もしていない。

　ただ、ミカドがじっと見入ってしまっただけだ。

　長い四本の脚は細いながらもしなやかで、鮮あざやかな色の鬣たてがみをなびかせた獣だった。二つの瞳ひとみは宝石のように眩まばゆく、軀からだを覆おおう衣装はミカドが触ふれたこともない高級品だ。全身から漂ただよう気高さは、極貧街でも見かける荷車用のラース種とはまるで違う。

　爵獣。──その、あまりの美しさにミカドは見とれたのだ。

「こ、この子供は、〝魂なしアンソーラ〟でして……！」

　魂なし。

　それが幼少時のミカドにつけられた、あだ名だった。

　魂の気高さを重んじる社会において、魂そのものがないという意味の蔑べつ称しようだ。人でなし、あるいは精神が壊れた者という意味合いで使われることも多い。

　ミカドの場合、感情の起き伏ふくが少なく、殴なぐっても罵ののしっても反応が薄うすいことが呼び名の理由でもあるが、一番の原因は別にある。

　彼は、とにかく獣に嫌きらわれるのだ。拒きよ絶ぜつ反応と言ってもいい。

　荷車を曳ひく獣を、目を合わせただけで気絶させたこともあった。

　魂を重んじる獣は、魂のないミカドを嫌けん悪おし、恐きよう怖ふするのだ──そう囁ささやかれるうちに、ミカドは極貧街の住人からも毛け嫌ぎらいされる存在となっていた。

「〝魂なし〟だと？　この子供が？」

　騎士が一いつ笑しように付そうとした。だが決してミカドに近づかない爵獣を見て、押し黙だまる。

「ど、どうぞ、罰ばつせられるのであれば、この子をいかようにも……！　私は年老いた物もの乞ごいです。牢ろうに入る体力も、賠ばい償しようする金もなく……！」

　女主人がぐいぐいとミカドの背中を押した。だがそれは爵獣を後あと退じさりさせただけだ。

「〝魂なし〟、か──」

　若い騎士が何かを思い出したように呟つぶやいた。手綱を引いて方向転てん換かんする。

「今日のところは急用があるため失礼する。後日、使いの者をよこす故ゆえ、心せよ」

「は、はい……！　しかと、お待ちしております……！」

　女主人はそう言ったが──その足で自宅に駆け戻るなり、入り口の鍵かぎを閉めた。

「もう戻ってくるんじゃないよ！　お前はうちとは関係ない！　いいね！」

　かくしてミカドは、あっさりと捨てられた。

　置き去りにされたのは、騙だまし合いと奪うばい合いが当たり前の極貧街。

　身寄りもなく、特別な力もない。それどころか魂すら持たない、〝魂なし〟。

　そんな彼が、ゴミ同然の存在に変わり果てるまで時間はかからなかった。せいぜい見つかっても殴り殺されない程度の盗ぬすみを働いては、少しずつ飢うえて消しよう耗もうしていった。

　そうして、とうとう干し肉の筋を嚙かみ切る力もなくなった頃、彼らは現れた。

「──ようやく見つけたぞ、〝魂なし〟のミカド」

　誰も来ることのない袋ふくろ小路こうじで力ちから尽つきかけていたミカドの前に、二人の人物が現れた。

　一人は、男だった。凜り々りしい顔つきは険しくも誇ほこりに満ち、革鎧よろいを纏まとった体格は屈くつ強きようそのものだ。ミカドをいじめることだけが取り柄えの極貧街の大人たちとは、まるで格が違うのが一目で分かった。ミカドを見ても微び動どうだにしない爵獣にまたがった姿は、ミカドが思い描えがく理想の英えい雄ゆう像そのものだった。

「この子で間ま違ちがいないのですね、キャバレッティ卿きよう」

　もう一人は、女──否いな、女め神がみだった。

　やや遠巻きに停とめた獣車から現れたのは、極貧街では見たこともないほど上質なドレスに身を包んだ人物だ。人の言葉を喋しやべり、女性の体形をしているが──その白い肌、薄い眉まゆと唇くちびる、触れただけで崩れてしまいそうに綺き麗れいな鼻筋は、ミカドのこれまでに頭に思い描いたどの女神像よりも美しかった。

　あまりに現実離ばなれした光景を見て、ミカドは自分がもう死んだのだと思った。

　飢えと寒さでミカドは死に、女神と軍神が現れ、問答している。

　眼前にいる小さな獣に、果たして死後の楽園に導くべき魂が在るのかどうか、と──。

「報告通りです。我が爵獣が警戒して、近づこうとしません。信じられん……」

「それでは、手はず通りに例の爵獣と引き合わせましょう。そして──」

「承知しております」

「ミカド。お前は今日より、我が子となるのだ」

　ミカドは我に返った。男の腕うでを摑つかみ返すが、ピクリとも動かない。

「ミカド」

　獣車から降りた女性もまたミカドに歩み寄り──あろうことか、彼の身を抱だきしめた。

「貴方にも、辛い思いをさせるでしょう。今よりも、ずっと苦しい思いを……」

　香かぐわしい花に抱いだかれたかのような甘い匂におい。暖かい日差しに包まれたような感かん触しよく。

　それは〝魂なし〟のミカドですらも抱きつつあった世界に対する憎ぞう悪おを、一いつ瞬しゆんで溶とかし去っていた。

　生まれてきて良かった──という思いを抱くには充じゆう分ぶんな、優やさしい魂の抱ほう擁ようだった。

「貴方は〝魂なし〟ではなりません。ほんの少し、その在り処かに気づきにくいだけ」

　ぽつり、と温かい滴しずくが、ミカドの肩かたに落ちた。

「そんな貴方を、我が母国に捧ささげることを赦ゆるして」

　リオランド王国、第一王おう妃ひプラシリキアが涙なみだしていた。

「リオランド王国は、あらゆる危機に備えなければならないのです……」

　あの日、彼女が涙を流し、彼に赦しを請こうた意味。

　それを知らされることなく、ミカドは極貧街から解放され──。

　ループという名の爵獣と、魂を交わす儀ぎ式しきを行うことを強制された。

「ミカド」

　儀式に成功したミカドを、プラシリキアは祝福した。

　その後、彼はキャバレッティ男爵という貴族の養子となり、徹てつ底てい的に貴族の所作を叩たたき込まれた。言こと葉ば遣づかいを正され、何人もの家庭教師によってあらゆる教育を詰つめ込まれた。

「ミカド」

　十歳にもならないうちに戦場に連れ回され、養父のそばで凄せい惨さんな光景を目まの当たりにした。周囲からは虐ぎやく待たいを疑われるほどに騎獣の扱あつかいと、キャバレッティ家に伝わる槍そう術じゆつを仕込まれた。プラシリキアが戦場の視察に訪おとずれると、彼女は必ず彼に声をかけてくれた。

「ミカド」

　彼が成長し、自らの部隊を率いて手て柄がらを挙げた時のことだ。プラシリキアは心から嬉うれしそうだった。褒ほう賞しようとして彼女から下か賜しされた宝槍は、キャバレッティ家の家宝となった。

「ミカド」

　養父が不ふ審しんな死を遂とげ、キャバレッティ家が没ぼつ落らくしかけた時も、彼女は彼に力を貸してくれた。今もかろうじて騎き士しでいられるのは、紛まぎれもなく彼女の威い光こうのおかげだ。

　そして──。

「ミカド……備えるのです──」

　原因不明の難病に臥ふすこととなった彼女は、しかし微み塵じんも美しさを損そこなわなかった。

　十四歳で王妃となり、一児の母となってからも、国母として王国に身を捧げた女性。権力、叡えい知ち、人格、その全てを持ちながら、余計なものを何一つ持たなかった人。

　はじめて出会った時、彼女が赦しを求めた理由を、ミカドはもう知っている。

　知りはしていたが、理解はできない。

　なぜなら彼女はミカドに対して、祝福しか与えなかったからだ。

「リオランド王国の危機に、備えて……ミカド──」

　だから彼女が死の床とこについた時点で、ミカドはもう生きていてはいけなかったのだ。

　彼の中には、彼女から貰もらったものしかない。

　それ以外は、何一つ──。

「ミカド」

　床に臥せたプラシリキアが、ミカドの腕を摑んだ。

　彼は驚おどろき、その潤うるんだ瞳を見つめ返す。

　リオランド王国で最も美しい女性が、その長い睫まつ毛げをミカドの頰ほおに寄せた。彼の腕を引き、毛布の隙すき間まからはだけさせた白い胸むな元もとに、彼の身体からだを引き寄せる。

　ミカドは硬こう直ちよくしたまま、動かない。いや──動けない。

　ぴったりとプラシリキアの肌はだが重なると、彼の心臓は爆ばく発はつしそうに高鳴った。

　違ちがう──。

　頭では理解しつつも、燃えるように熱くなる身体は全く言うことを聞かなかった。

　あり得ない。プラシリキア様は、このような淫みだらなことをされたことは──。

「ミカド……」

　耳元で囁く女性の舌が、甘い吐と息いきを伴ともなって彼の耳をなぞった。口をすぼめて硬かたくなった舌先で耳の穴を刺し激げきしたかと思えば、微び笑しようして柔やわらかくなった唇で耳たぶを甘く嚙む。

　これは、夢だ──。

　プラシリキアがもったいぶるように一度顔を離はなした。にっこりと微笑み、薄く開いた唇をミカドの口元に寄せる。

　美女の唇の奥でねっとりと輝かがやく舌が、ミカドの口へと近づき──。

　危あやうくミカドも舌を出して迎むかえ入れそうになったところで──。

　これは……夢だ！

　過去の出来事と虚きよ像ぞうが入り交じった、彼の夢は醒さめた。




　　　　　＊




　まだ夢の中にいるのか──。

　ミカドがそう考えたのは、まぶたを開いても、ふっくらとした唇が彼の頰に触れていたからだ。優しく、しかしほんの少し力を込めて頰を吸い、ちゅぽんと音を立てて離す。

　艶つややかな唇は執しつ拗ように彼の頰に口づけを繰くり返した。頰だけでなく耳、顎あごと吸い付く先を変え、舌先を伝わせ、ついには彼の下唇に吸い付いた。彼の唇を味わうように口の中で何度か甘あま嚙がみすると、甘い吸引力で引き伸ばし、また音を立てて離す。

　目眩めまいを覚えるほどの官能を引き立てているのは、唇だけではなかった。彼の露あらわになった上半身には、すでに豊満な女性の胸が覆い被かぶさっていた。まるで彼の肌に吸い付くためにあるかのようなきめ細やかな感触と柔らかさ、そして形が潰つぶれるほどに押しつけられた肉の感触の奥にある突とつ起きが、ミカド自身のそれと擦こすれ合う感覚。

　今度は彼の上唇を吸い込む女性と、目が合った。朦もう朧ろうとするミカドを見て、この上ない至福の表情で微笑む。

「うっ」

　女性の指先は、すでに彼の脚あしの付け根に迫せまっていた。細く、しなやかな指がゆっくりと彼をさすり、しかし確信的に刺激を呼び起こすように愛めでる。

　ミカドが刺激に反応してしまったことで、女性の潤んだ瞳ひとみが輝きを増した。また音を立ててミカドの上唇を解放し、そのまま唾だ液えきの輝きを残す舌先を顎、喉のど、胸と素す早ばやく這はわせ、あっという間に彼の下腹部に到とう達たつさせる。たちまち、うって変わって激しい刺激が全神経を痺しびれさせた。

「ロ──」

　下半身に吸いつく感触は快感よりも、ミカドの危機感を呼び起こした。

　まるでミカドの──いや、男の快感を知り尽つくしたかのような舌と指ゆび遣づかい。肌を合わせたらもう離れられなくなりそうな肉感。その全すべてが、これ以上の快感に甘んじたら、二度と戻もどれなくなるという予感があった。

「ローリィ！」

　ミカドの本能に、理性が勝利した。女性の肢し体たいを強ごう引いんに引き剝はがす。

「……！」

　口元から唾液の糸を輝かせ、驚きよう愕がくの表情を浮うかべた女性の全身が露わになった。

　乱れた服からこぼれた大きな胸と細い腰こしは、探せば近い体形をした人間の女性もいるだろう。だが長い銀ぎん髪ぱつと赤い双そう眸ぼう、やや尖とがった耳は、ごく限られた人種にしかない特とく徴ちようである。無表情でいれば彫ちよう像ぞうに見み紛まがうばかりの整った顔立ちも同様だ。

「こういう──ことは、お前の仕事ではない」

　毛布で下半身を隠かくした状態で、ミカドは言った。不覚にも声が上ずっていた。

「何度も言わせるな。お前はキャバレッティ家の家政婦として雇やとっているんだ」
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　女性──ローリィが、ハッとした。陶とう器きのように白い肌を真っ赤に染め、ベッドから床の上に飛び退のく。口元を拭ぬぐいながらはだけた衣服、白いフリル付きの仕立て服を直し、床に額を擦りつける。

「もっ、申し訳……ござ……！　わ、わたし……少しでも、ミカド様のお疲つかれをっ……癒いやせればと……！」

「分かっている。べつに咎とがめはしない」

「て、てっきり……お、お喜び、いただけているものと……！」

　ローリィの視線が、チラリと彼の毛布の下を見た。ミカドは眉まゆ根ねを寄せる。

　不覚。不覚。ここ最近で、一番の失態だ。

　慣れ親しんだ相手とはいえ、ここまで懐ふところへの侵しん入にゆうを許すとは。

「ここは、王都だ。必要ならそういう目的の店へ行き、対価を払はらう。お前に支払っている賃金は掃そう除じと食事、そして私が不在の間、この家を管理することに対してだ」

「……し、しかし、わたしは……どれも下手へたで……ご恩返しできる、ことといえば……」

「お前はよくやってくれている。お前が来てから、我が家の皿の枚数が五分の一に減ったことも、気にするなと言ったろう」

　平へい伏ふくして震ふるえる女性を見下ろし、ミカドは本心から言う。

「キャバレッティ家がこの平民街に移った時、残ってくれたのはお前だけだ。それだけで充じゆう分ぶん、感謝している。お前に以前の主人と同じことをさせるつもりはない」

「……うぅうう、うぅ……」

「さあ、生き残りの皿に朝食をよそう仕事に戻ってくれ」

　ローリィが涙を拭ぬぐいながら、「は、はいぃ」と踵きびすを返した。

　静かになった寝しん室しつに、ミカドの嘆たん息そくが漏もれた。眉み間けんに寄せた皺しわに、握にぎり拳こぶしを当てる。

「なんという……不敬な夢を」

　リオランド王国、王都セラス。

　その平民階級が住む地区に、ミカドの自宅であるキャバレッティ邸ていはあった。

　王城に近い中央区に住む貴族たちとは比べるまでもない、簡素な住家である。だが家人を含ふくめ、三名しかいない関係者が住むには充分な広さだ。周囲を雑居に囲まれているとはいえ、ちゃんと中庭もあり、日差しも入るのだから文句はない。

　寝室のベッドは、小金持ちの商人のほうがよっぽど上等のものを使っているだろう。かろうじて敷しき布ふと毛布はまともなものを使用しているが、すっかり洗いざらしだ。国境警備の任に就ついて以来、滅めつ多たに自宅に帰ることがなかったせいで、報告書の資料や遠えん征せいの備品を押し込んだ木箱に部屋の半分を占せん領りようされている。

　自室以外は多少の金をかけているとはいえ、とても男だん爵しやく家の当主の寝室とは思えない。

　しかし、これが貧びん乏ぼう貴族へと身をやつしたキャバレッティ家の現状であり──。

　キャバレッティ家の現当主、ミカド・キャバレッティの素顔だった。

「ローリィの〝発ほつ作さ〟に見み舞まわれたとはいえ、なんとあるまじき……」

　今は亡なき恩人、そして永遠の忠誠を誓ちかった女性に対して、不純な感情など一いつ切さいない。

　だからあの夢は家政婦の妙みよう技ぎが見せた気の迷いであり、それ以上の意味は微塵もない。

　自らにそう言い聞かせ、衣装簞だん笥すから引っ張り出したシャツを着込む。寝室を出て台所の隣となりにある部屋に入ると、いつも通り、石製の盆ぼんに水が湧わき出していた。

　一応は貴族邸てい宅たくという面めん目ぼくを保ってくれているのが、この水道だ。この平民街で上下水道が引かれている家は、多くないだろう。

「……」

　顔を洗うために水盆を覗のぞき見ると、いつもと変わらず無ぶ愛あい想そな顔がそこにあった。

　短めのくせ毛と、睫毛の長い瞳。いつになったら養父のようにたくましい顔つきになれるのか望んでやまない、中ちゆう途と半はん端ぱに幼さの残る顔。若さ故ゆえに侮あなどられないよう威い厳げんを保つように努めているが、残念ながら無感情の域を出ない顔立ちは生来のものだ。

　簡単に顔を洗い、目を覚ますために裏口から外へ出る。

　台所のほうで皿の割れる音を聞きながら、中庭に回り込む。水の滴したたる前まえ髪がみをかき上げながら朝日に目を細めると、先客が喉を鳴らして彼を出で迎むかえた。

「今朝も早いな、ループ」

　中庭の主あるじはミカドではない。眼前に横たわる、一頭の獣けものに譲ゆずり渡わたしてある。

〝爵獣〟ループ。ミカドの幼少時、王おう妃ひプラシリキアより直々に賜たまわりし獣である。

　大きな頭部にある一いつ対ついの眼めは、穏おん和わな輝きでミカドを見つめている。やはり大きな顎には時に敵の肉を喰くい破り、時に草をすり潰して食はむための門歯が並んでいる。長い首、太い胴どう体たいと四し肢し、とても長い尻尾しつぽには体毛が少なく、硬こう質しつの皮ひ膚ふが覆おおっている。

　大きな軀からだを包み込む衣装は、戦場にいる時とは異なる平装である。だが王都に住む者が見れば、一目でループがありふれた汎はん用ようのラース種ではないことが分かるだろう。

　ミカドと魂たましいを交かわした時点で、ループはリオランド王国において爵位を戴いただいた。

　かの獣はミカド・キャバレッティ男爵とともに、王国のために命を賭として戦う騎き士し。

　ループ男爵である。

「……ああ」

　悠ゆう然ぜんと日向ひなたぼっこをするループに倣ならって、ミカドも愛獣の腹を枕まくらにして横たわった。

　呼吸で上下する戦友の腹を通じなくとも、魂を通じて分かる。今のループが疲ひ労ろうしたミカドを労いたわり、慰なぐさめ、ほんの少しだけ笑っていることを。

「オレの──私の見た夢を、お前も見たのか？」

　つい貴族にあるまじき一いち人にん称しようが口から漏れそうになったが、すぐに修正して尋たずねる。

　小さく喉を鳴らして肯こう定ていする、ループ。

「忘れてくれ。一生の不覚だ……」

　ループは再び喉を鳴らし、男同士の約束を交わしてくれた。

　獣は、優やさしい。

　この世界の何者よりも自由を謳おう歌かできるはずなのに、人間に求められては魂を共鳴させ、不自由な道連れとなってくれる。無む償しようの愛で人に寄り添そい、常に共に在り続ける。

　そんな彼らを、ミカドはこの世で最も美しく、愛いとしい存在だと考えている。

　たとえループを除く彼らの全てが──〝魂なしアンソーラ〟のミカドを嫌けん悪おしていたとしてもだ。

「今日の王都は、昨日よりも少しだけ魂の濃のう度どが強いな……」

　まぶたを閉じ、愛獣とともに日差しの暖かさに身を委ゆだねる。

　それはミカドにとって、睡すい眠みんよりも穏おだやかな安息の時だった。

「ミ、ミカド様……朝食の、ご、ご用意ができました」

「──分かった」

　心安まる時間は、短い。

　これよりは王国のために働き、動くために食べ、家のために知ち恵えを絞しぼるために学ぶ。

「ル、ループ様も、す、すぐにお食事をお持ち、します……」

　ローリィは、働き者だ。ミカドが食しよく卓たくの椅い子すに座った時には、昨日と同じ朝食が、昨日と一つだけ異なる皿に盛られていた。味自体は養父が存命の頃に雇っていた料理人と比べるべくもないが、厳しい台所事情でよくやりくりしてくれている。

「……ミ、ミカド様……今日も、王城に？」

　黙もく々もくとスプーンを動かすミカドに、ローリィが尋ねた。

　並の大人よりも大人らしい身体からだつきから誤解されるが、彼女の年ねん齢れいはミカドとそう変わらない。ただ容姿が麗うるわしく、稀き少しような〝アルク人〟という種族の生まれであることが、彼女に多難な過去を与あたえていた。少々、会話能力に難があるのも、その影えい響きようだ。

「当然だ。今日こそは評議会に嘆たん願がんを聞き入れてもらわなければならない」

　ミカドが食事している間、ローリィはその横で直立したまま指示を待つ。

　じっと立たせたままにしているのは、不合理極きわまりないと彼自身は思っている。だが彼女にいつ賃金を支払えなくなるか分からない以上、次の勤め先で彼女が失態を犯おかさないように、家政婦としての作法を叩たたき込む責任が彼にはあった。

「……どうした？　何か言いたげだな。寝起きのことは、気にしていないぞ」

　ミカドのそばに立つ家政婦は、明らかに落ち着かない様子だった。

「い、いえ、そうじゃ……い、いえ、それも、本当に申し訳ござっ……！」

「では、何だ」

　ローリィが尖とがった耳を垂らし、思い切った様子で口を開いた。

「ミ、ミカド様は──王都が、お嫌きらいですか？」

　ミカドは朝食を口に運びながら、問い返す。

「なぜ、そう思う？」

「お、王城と往復する以外は、毎日、ご自宅で、お、お仕事と鍛たん錬れんをされるばかりで……お外で息いき抜ぬきや、ど、どなたとも交流されようと、なさらないの、で……」

　彼は嘆息した。体調が悪いわけでもないことも、今朝の些さ事じで見み抜ぬかれていそうだ。

「私の本来の任務は、国境の警備だ。今は任務の延長でここに留とどまっているが、王都で遊んでなどいられないし──私自身や我が騎士団の部下たちが、大手を振ふって王都を歩ける身分じゃないことは知っているだろう」

　過去に問題を抱かかえているのは、家政婦のローリィだけではない。

　ミカド自身、そして彼の部下たちは誰もが、本来ならば王都に足を踏ふみ入れることすら危あやぶまれるような理由ワケありの人間ばかりだ。

　落ち目の貴族であるミカドの周りに、将来有望な人材が集まることなどあり得ない。

　彼を頼たより、留まる者は誰もが、一度は希望を絶たれた者──。

　この世界に渦うず巻まく闇やみが生み出した絶望から、必死に逃にげ出そうとする者たちばかりだ。

「お前のほうこそ、どうなんだ。デルフォーンから音おと沙さ汰たはあるのか」

「あ、あっ……忘れてまし……！　き、昨日、ミカド様がご不在の時に訪おとずれて、ミカド様によろしく、と……！」

「そうか、ならいい。私がいない間、お前の身の安全はデルフォーンに気にかけてもらえるからな。ヤツのいる組織とは関かかわり合いたくないし、気も合わないが」

　うまく話をそらしたつもりだが、心しん配ぱい性しようの家政婦の表情は晴れない。

「ようするに──私の気が安まるのは、ここ、我が家だけということだ」

　彼が付け足すと、ようやくローリィが嬉うれしそうに顔を上げた。

「は、はい……！　あっ、た、ただいま、お代わりを、お持ち……あっ！」

　家政婦が浮うかれた代だい償しようは、新たな皿の尊い犠ぎ牲せい一枚で済んだ。

　朝食をとった後、ミカドはすぐに身み支じ度たくを調ととのえた。

　寝室にある鏡を見て寝ね癖ぐせを直し、義父ちちの遺品を仕立て直した礼服に腕うでを通す。シャツと上着の作りは若じやつ干かんどころか、かなり流りゆう行こう遅おくれだ。だが素材自体は貴族階級に相応ふさわしい高級品である。下半身は騎士としての本分を見失わないよう、太もも部分が膨ふくらんだ騎き乗じよう用のそれを穿はきつつ、戦場では決して使わない儀ぎ礼れい用のブーツに足を通す。

　胸にキャバレッティ家の家か紋もんである、棘いばらと槍やりを象かたどった紋もん章しようをつける。

　頭に被かぶった円えん筒とう状の帽ぼう子しには、決して砕くだけることのない宝ほう珠じゆを象ったリオランド王国の国印が刺し繡しゆうされている。

　仕上げとして、玄げん関かん口で深々と頭を下げるローリィが持ち出した槍やり掛かけに手を伸のばす。

「い、行ってらっしゃいませ、男爵様」

　キャバレッティ家の家宝、宝槍プラサスを装備することで登城の準備は完成する。

　プラサスの長い持ち手は獣の皮が巻かれ、緩ゆるやかに湾わん曲きよくしつつ収束する先せん端たんは、歴戦を経へても銀色の輝かがやきを失わない。

　自らの身長にも勝まさる大きな突とつ撃げき槍やりは、平和な王都において必ずしも必要なものではない。だが登城するにあたって、王家よりの下か賜し品を携けい行こうしないことは騎士の礼に反する。

　ローリィに見送られて家を出ると、すでに愛獣ループが待機していた。手た綱づなや登城用の衣装も、すでに家政婦によって整えられている。

「今日も頼たのむぞ、ループ」

　鐙あぶみに足をかけ、勢いをつけて鞍くらにまたがる。舌ぜつ鼓こや脚きやくによる合図の必要もなく、魂を交わした相棒が前進した。

　キャバレッティ邸ていがあるのは、雑居地域の奥地だ。石や煉れん瓦がを積んで壁かべにし、漆しつ喰くいを塗ぬり込んだ補修だらけの民家の間を通り抜けていく。

「わ、若様──じゃなくて、男爵様！　おはようございます」

　軒のき先さきに干ひ物ものをぶら下げようとしていた栗くり毛げの女の子が、慌あわてて頭を下げた。身の少ない干物を恥はずかしそうに後ろ手に隠かくし、かしこまる。

「お母さんがよろしく伝えておくようにって！　またお店に寄ってくださいって……」

　ミカドは頷うなずいた。干物を下げる紐ひもに引っかからないよう、突撃槍の位置を直す。

　細い路地を進んでいくと、ちょうど一いつ軒けんの家の窓が開いた。建て付けの悪い窓の奥から、疲つかれた表情の老婦人が顔を出す。

「……ちっ、朝から〝魂なし〟を見ちまったよ」

　老人はミカドに気づくなり、露ろ骨こつに顔をしかめて再び窓を閉めてしまった。

　ミカドとループは特に気にすることもなく、歩を進める。

　狭せまい道を抜けると、商店街に出た。

　まだ早朝だが、人は多かった。店先で開店の準備をする者たちが、ミカドを振り返る。

「今日も時間通りですね、キャバレッティ卿きよう！　今日も、お城へ？」

「良い野菜が入ったんですよ！　ローリィさんにおすすめしときますね！」

　正装で爵しやく獣じゆうに騎乗したミカドは、当然ながら目立つ。彼は頷き、通りを進んでいく。

「ミカド様！　ミカド様だ！　リズ様は帰ってきてないの？」

「こ、こらっ！　男爵様、でしょう！　申し訳ございません、男爵様……！」

　ミカドに対する近きん隣りん住民の態度は、おおむね良好であると言っていい。

　平民街に転居してきた直後は、いかにも貴族らしい横暴な振る舞まいをされるのではないかと警けい戒かいされたものだ。だがミカドが彼らに対し何もせず、一方で家政婦のローリィと、現在は自宅にいないキャバレッティ家の長女が彼らと親しく接することで、いつの間にか住民たちの警戒は氷解していた。ミカド一人ではこうはならなかっただろう。

「本当に国境から帰ってきてたのかよ、〝木もく獣じゆう卿きよう〟の野や郎ろう……」

「だから言ったろうが。モメるなよ、後々、面めん倒どうだからな」

「ヤツは〝魂なし〟なんだろ？　儀ぎ法ほうが使えない騎士なんて、ただのガキじゃ──」

「お、おい、バカ……！」

　通りの隅すみでコソコソと囁ささやいていた男二人が、ミカドの一いち瞥べつを受けて顔をそむけた。

　もちろん地域の誰もが、ミカドを歓かん迎げいしているわけではなかった。一部の信心深い老人は、不ふ吉きつの象しよう徴ちようである〝魂なし〟を疎うとんでいるし、気性の荒あらいゴロつき連中と揉もめたこともある。だが戦場の殺さつ伐ばつさと比べれば、それすらも平和の証しよう拠こといえた。

　平民街を抜けると、石いし畳だたみを敷しき詰つめた大通りに出た。

　王城を中心とした中央区に入ったのだ。大通りは中央区と王城、そして四方にある門を結ぶ車道が張り巡らされ、その幅はばは軍隊の行進ができるほど広い。

「この仕入れ品、中に入れても良いいですか？　旦だん那なさーん！」

「お早い出立で。またのお越こしをお待ちしております、お客様」

「そろそろ交こう替たいの時間だな。夜勤明けじゃ酒場も空いてないのが辛つらいぜ。なぁ？」

　中央区では、さすがにミカドの存在感も薄うすまった。

　運送業者の獣車や、旅行中らしき貴族一家が乗る二頭立ての幌ほろ付き獣車、二人一組で巡じゆん回かい中の獣騎士など、車道を通る者は少なくない。

「……〝母の迎むかえ〟まで、あと二十日か」

　通り沿いに設置された飾かざりを見て、ミカドは呟つぶやいた。

　歩道と車道の境目に、大きな鉢はちに植えた白木が並べられていた。白木の頂点には紐が結ばれており、隣となりの木と繫つながっている。白木と紐には獣を象った飾りがぶら下がっていた。

　それらは来たるべき、とある国家的儀式に臨のぞんで設営されたものだ。

「それまでに、備えなければ」

　──リオランド王国の危機に、備えて……ミカド……。

　あらゆる王国の危機を想定し、備えていたのがプラシリキア王おう妃ひだった。

　かの王妃亡なき後、ミカドはその遺志を継つがなければならない。

　そうでなければ、騎士として生まれ変わった意味がない。

「おはようございます、キャバレッティ男爵。本日も昨日と同じ用件で？」

　王都を囲む外がい壁へきには、東西南北の四門がある。

　しかし王都の中心にある王城を守る城壁で開放されているのは、南側の一カ所だけだ。

「ああ、評議会に向けた請せい願がん書の提出と、捕ほ虜りよとの面会を望む」

　城壁の門番たちが「お通りください」と道を空けた。彼ら門番たちの爵獣は離はなれた場所に鎮ちん座ざしているが、〝魂なし〟のミカドから決して警戒の眼まな差ざしを外さない。

　一方で、ミカドは愛獣ループ以外の獣とは、決して目を合わせなかった。

　幼少時は、眼差しを向けただけで獣たちを怯おびえさせたものだ。しかし現在は無む闇やみに彼らを刺し激げきすることはないし、意識して互たがいの魂たましいを穏おだやかに保つ術すべも心得ている。

　城壁の内側に足を踏み入れると、その敷しき地ちは実に広大だった。

　まず城門付近には衛兵の詰め所と、その数倍は面積のある爵獣のための宿場がある。王城に繫がる道は綺き麗れいに舗装されており、幾いく多たにも分ぶん岐きした道路の先には公爵家など序列が高い上級貴族たちの邸てい宅たくがある。

　城壁内部には他ほかにも、貴族の子息が通う王立学院、儀法研究所などといった施し設せつもあった。ようは敵に侵しん略りやくされそうになった時、最後まで死守すべき最終防衛線である。

　ミカドの苦手意識を感じ取ったのか、ループが歩を速めた。

　彼にとって城壁内で遭そう遇ぐうして嬉しい相手は、ほとんどいない。

　朝という時間帯を選んで登城するのも、そのためだ。城壁内を出歩く人々は衛兵以外は寝ね坊ぼう好きであり、もし起きていても朝っぱらから不吉なミカドに絡からもうとはしない。

　ループの速歩はやあしの甲か斐いもあり、ミカドはすぐに王城に辿たどり着いた。

「──ミカド・キャバレッティ男爵様。昨日の請願は、評議会により却きやつ下かされました」

　王城の入り口を守る衛兵が、昨日と同じ言葉をミカドに投げかけた。

　従ってミカドもまた、昨日と同じ行動をとった。懐ふところから小さな筒つつを取り出す。

「新たに請願書をしたためたので提出したい。捕虜との面会は？」

「却下されております」

「それでは責任者のアザン・ポーレ男爵と話がしたい」

　ミカドから請願書の入った筒を受け取りながら、衛兵が複雑そうな──正確には呆あきれと迷めい惑わくの入り交じった表情で、隣にいるもう一人の衛兵と目を合わせた。

「キャバレッティ卿……これで三十日間も、同じことを繰くり返されております。恐おそれながら、北方の国境を守る騎士団の団長として相応しい行動とは──」

「お互い、三十一回目がないことを願おう」

　親子ほど歳の離れた若き男爵に言われ、衛兵が眉まゆ根ねを寄せた。

「……武器をお預かりします。ループ様も城内には入れませんので、ご了りよう承しようください」

　武器と愛獣を衛兵に預け、ミカドは王城内に足を踏み入れた。

　王城全体に漂ただよう空気は、広い王都においても特別なものといえるだろう。

　真っ先に、どこからか子女の嬌きよう声せいが聞こえた。物もの陰かげで秘密の逢おう瀬せが繰り広げられているのか、それともわざと誰だれかに聞かせようとする戯たわむれか。よくあることだ。

　鼻び腔こうをくすぐる甘い香かおりは、誰かが炷たいた香こうのせいだ。付近を通った婦人の香水の残のこり香がかもしれない。ここでは誰もが競きそって流行の香りを手に入れ、自じ慢まんするのが常だ。

　ミカドが歩く廊ろう下かも、時折見える中庭も、鮮あざやかな花々が視界から絶えない。城内にある花か瓶びんの数は衛兵よりも多く、庭師の数は王族よりも多い──上級貴族たちがそう皮肉って笑っているが、戦場働きのミカドにとっては皮肉る貴族を含ふくめて爆ばく笑しようものだ。

　長年の間、表面上は戦火に縁えんのなかった平へい穏おんの地。

　おそらくはこの世界ハローズにおいて、最も安全と享きよう楽らくを謳おう歌かする城。

　それがこのリオランド王国の王城であることは間ま違ちがいない。

「……あのお方が、〝魂なし〟のキャバレッティ男爵？」

「しっ、その呼び名は不吉だ。せめて〝木獣卿〟と呼んであげたらどうだい、ふふっ」

「とてもお強いんでしょ？　綺麗なお顔立ちなのに、目つきが少し怖こわい……」

　連れ込んだ婦人とお楽しみ後の朝帰り中だろう。男女の陰口が耳に入った。

「先代と、先代が遺のこした騎士団が強いだけさ。本人は王都でも戦地でも引きこもって玩がん具ぐの木獣で遊ぶだけで、儀法も使えない……だから〝木獣卿〟と──」

　陰口と鼻に障さわる香りを無視し、ミカドは足早に貴族たちの散歩範はん囲い外がいへ脱だつ出しゆつする。

　いくつもの階段を上り下りし、いくつもの渡わたり廊下を通り過ぎる。

　そうして訪おとずれたのは、王城に隣りん接せつした塔とうの一つだった。

「ミカド・キャバレッティだ。アザン・ポーレ男爵と面会したい」

　またか、と露骨に顔をしかめる衛兵が口を開くよりも先に──塔の扉とびらのほうが開いた。

「入りたまえ、キャバレッティ卿」

　長い白はく髪はつと隈くまが浮かぶ眼め、ひょろ長い体格という不気味な男が姿を現した。王城内では珍めずらしく、着き飾かざるどころか襟えりが大きいだけの簡素なローブ姿である。

「──いい加減にしてくれたまえよ、貴公」

　白髪の男性、アザン・ポーレ男爵がミカドを招いたのは来客用の一室だった。調度品は綺麗に掃そう除じされているものの、無む駄だな装そう飾しよく品が一いつ切さいない。

「知っての通り、我ら王都第二騎士団はヒマではないのだ。毎日、バカみたいに──失礼、毎日、同じ時刻、同じようにやって来る貴公の応対をするだけでも士気が下がるのだよ」

　ミカドが訪れた塔は、王都第二騎士団という集団に与あたえられた区画である。

　彼らの任務は、情報収集だ。敵国の調査や、政治工作なども任務の内であり、その中には捕とらえた敵兵や工作員の尋じん問もんも含まれている。

「〝母の迎え〟まで、もう間もない」

　ミカドは使用人によって運ばれたカップを、口元に運んだ。一口だけ飲み、言う。

「我ら騎士は所属こそ違えど、リオランド王国を護まもるために一丸となるべきである」

「異存なし。しかし貴公の請願内容には、大いに反論したい」

　ポーレ男爵が、テーブルの上に一枚の紙切れを放ほうり出した。

　何日前のものだろうか。ミカドが提出した請願書の一枚だった。

「貴公が捕らえた捕虜──〝エチカ〟に関する情報開示の要求、および北方の国境に出現した〝天穹の雫しずく〟の調査要請に関しては、断固として反対である」

〝エチカ〟。

　それが先日、ミカドが国境から持ち帰った少女の名前らしい。どのようにして聞き出したのかは知るべくもない。

「それは王都第二騎士団としての判断か？　それとも評議会の？」

　謎なぞの少女とそれを収容した白い卵は、無事にミカドから王国へと引き渡された。

　だが、それきり──一切の情報が入ってこなかった。

　三十日間。

　ミカドは王都に留まり、情報の公開を求め続けた。国境の駐ちゆう屯とん地ちにいる兵士たちを部下に任せ、単身で王城に通っては陳ちん情じようを重ねているのである。

「両方だ。〝母の迎え〟が近いからと卿は言うが、こちらも理由は同じ。なぜ今、小さな問題を公開して余計な混乱を生む必要がある？　沈ちん黙もくして動くことがないという〝天穹の雫〟を、あえて刺激する必要がある？」

「小さな問題？　第二騎士団副団長ともあろう者が、なんと無警戒な──いや、それとも貴公が敬愛する団長の見解か？　ずいぶんと生ぬるい……」

　ピクリ、とカップを口に運ぶポーレの手が反応するのを、ミカドは見み逃のがさなかった。

「門もん前ぜん払ばらいのいつもとは違って、今日はまともに相手をしてもらえるのだな。せっかくだ、ゆっくりとお互いの見解について議論しようではないか」

「勘かん違ちがいしないでくれたまえ。この場は、貴公の勘違いを正すために設けたのだ」

　ポーレが手を払った。護衛の騎士団員や使用人たちが、扉の向こうへ姿を消す。

「もう一度、言おう──」

　二人きりになり、ポーレがカップを置いた。息を吸い込み、立ち上がる。

「いい加減にしたまえっ！　貴公がしつこく王城に通うことで、あらぬ噂うわさや疑いが王城内に広まっているのだ！　極ごく秘ひ任務を使命とする我が騎士団の妨ぼう害がいをするつもりかっ！」

　隈の浮ういた目を見開くポーレに対し、ミカドもカップを置いた。立ち上がる。

「私は己おのれの使命を忠実にこなすのみ！　すなわちリオランド王国の守護である！」

　戦場で毎日のように大声を張り上げているのだ。声量ならばミカドは負けない。

「かつてプラシリキア様は仰おつしやった！　あらゆる危機に備えよと！　かのお方の偉い大だいさは、貴公も知るところであろう！　私はそのご意向に沿うのみ！」

「貴公の任務は、国境の警備と辺境軍の訓練だ！　王都に留とどまり、王城に通っては無駄な陳情を繰り返すことではない！」

「国境を守るために、〝天穹の雫〟に関する情報が必要なのだ！　あれがもし我が王国にとって敵対的な存在であったとしたら、真っ先に被ひ害がいを受けるのは何も知らない我が騎士団だ！　そうなれば領土を失い、いずれは王都も危あやうくするのだと、なぜ分からない！」

「あれが敵対的なものかどうかも、まだ分からないだろうが！」

「……！」

　ポーレの口から出た言葉に、ミカドはピクリと眉根を動かした。

「帝てい国こくに送り込んだ諜ちよう報ほう員からの報告では、かの国に動きはない。それ以外の国も同じだ。〝母の迎え〟が迫せまった中、敵となりうる国、組織の動きは見られないのだ。来たるべき国事を無事に終えられそうな今、なぜ余計な問題を起こそうとする！」

「──逆だ、ポーレ男だん爵しやく。王国をとりまく危機を、貴公ら第二騎き士し団が把は握あくしてくれている今だからこそ、残された唯ゆい一いつの不安要素である〝天穹の雫〟を警けい戒かいすべきなのだ」

　顔を突き合わせた状態で、ミカドは尋たずねた。

「あれが敵対的なのかどうかも分からない、と言ったな」

「……」

「分かっていないのか？　これだけの日数を費ついやしても？」

　ポーレはじっとミカドを見つめたまま、答えない。

　騎士団の副団長ともあろう人物が、うっかり口を滑すべらしたわけではないだろう。

　尋問の専門家が三十日という時間をかけても、敵味方の判別すらついていないというのは、にわかには信じがたい状じよう況きようである。

「だとすれば、もし〝天穹の雫〟が原因で国事の妨さまたげとなるようなことが起きたとしたら──貴公ら、王都第二騎士団の責任は免まぬかれないだろうな」

「辺境騎士団ごときが、王都騎士団を脅きよう迫はくする気か？」

「脅迫ではない。その時は国境を守ることができなかった我が騎士団も同罪となろう」

「その通り」

「私に協力できることは、あるか？」

　ミカドの申し出に対し、ポーレは躊ちゆう躇ちよしなかった。

「再び、〝エチカ〟を拾った時の状況の説明を求める。〝天穹の雫〟から攻撃を受けた時の詳しよう細さいもだ。今度は──儀ぎ法ほうによる記き憶おくの掘ほり起こしも行う。どうせ〝魂なし〟にはろくに効かないだろうが、少しでも手がかりが欲しい」

「曲がりなりにも男爵たる私に、拷ごう問もん用の儀法を使おうと？」

　隠かくし立てすることなど、何一つない。だが異例の要求だ。評議会を通せば悪あしき前例となりかねない以上、正規の手続きを通すつもりもないだろう。

「その儀法を、なぜ〝エチカ〟本人に使わない？　私の記憶が役に立つとは思えないぞ」

「是ぜか非か、よく考えて答えたまえ。ちなみに非協力的な態度をとるようであれば、貴公のここ最近の行動を王都第二騎士団として正式に評議会に抗こう議ぎする準備がある」

　逆に脅迫される立場となったが、願ってもないことだ。

　進展か、あるいは後退か。

　訪れた変化の行く末はまだ分からないが、ミカドは言った。

「〝エチカ〟と引き合わせてもらおう。話は、それからだ」








>>　Section 2






「──最初は逃とう亡ぼうを試みたり、わずかな交こう渉しようめいた会話もあったが」

　ポーレに連れられて入ったのは、塔の最上階にある一室だった。

「私たちが自分を解放する気がないと思ったのか、やがて何も話さなくなった」

　一見するかぎり、上級貴族の甘やかされた令れい嬢じようの自室のようだ。

　天てん蓋がい付きのベッドは高級品で、洋よう服ふく簞だん笥すやテーブルまでも一級品だ。ミカドと同じくらいの背せ丈たけの綿人形や、王家御ご用よう達たしのお菓か子しなども目についた。

　豪ごう勢せいな部屋だが、しかし広い室内にいる面々は物々しかった。

　入り口付近に控ひかえた衛兵は完全武装しており、「それ以上は前に進まないよう願います」とミカドを制した。部屋の隅すみには、得体の知れない小こ瓶びんをいじる不気味な騎士もいる。

　ミカドは眉まゆをひそめた。

「薬まで、使っているのか」

「遊びではないのだ。とはいえ、ほとんど使えないものばかりだが」

　使わない、ではなく、使えない、か──。

　室内に置かれた贅ぜい沢たく品ひんを見る限り、彼らが捕ほ虜りよに与えているのは苦痛だけではないようだ。宥なだめ、すかし、脅おどし、騙だまし、あらゆる手段を用いた形式が見て取れる。

　それでも沈黙を保ち続けている人物が、部屋の最さい奥おうにいた。

「あれが──〝エチカ〟か」

　ミカドが呟つぶやくと、椅い子すに座ったままうなだれていた少女が顔を上げた。

　まるで人形が動いたかのような錯さつ覚かくを覚えたのは、雪のように白い肌はだのせいだろう。作り物のように柔やわらかそうな髪かみのせいかもしれない。──あるいは、そのいずれもが病人のように生気を失っているせいかもしれない。

　かなり顔立ちが整った少女だ。

　ミカドよりも歳は二、三歳ほど下だろうか。体形の合っていないドレスから覗のぞく首元に、見たことがない素材でできた首輪のようなものを着けている。

　逃亡を防ぐための首輪だろうか、と思ったが違うようだ。それは身体からだの一部のように少女に密着しているし、逃亡防止のためなら細い足首にそのための足あし錠じようがかけられている。

「──」

　少女の大きな瞳ひとみが、ミカドを見て一いつ瞬しゆんだけ揺ゆれた。

　まずいな──。

　吸い込まれそうな少女の眼まな差ざしを見つめ返しながら、ミカドは心中で呻うめいた。

　ミカドが、その揺るぎない両眼を見て感じた第一印象は〝知性〟だった。

　見た目はまだ子供の域を出ない、か弱い少女に過ぎない。アルク人のように耳が尖とがっているわけでもないし、拘こう束そくを解けるだけの特別な力も持っていないようだ。

　しかし彼を見つめる少女の目つきは、鋭するどい考察力と情報収集力を予感させた。

　長い拘束の中で発生した、新たな人物との遭そう遇ぐう──ミカドとの出会いに、脱だつ出しゆつの糸口を見み出いだそうとしていることが分かった。彼の頭からつま先まで観察し、利用できる人間か、今の自分に同情するような人格か、目まぐるしく考察しているのだ。

「〝エチカ〟が眠ねむっていた卵は？」

　ミカドは少女と目を合わせたまま、隣となりにいるポーレに小声で尋ねた。

「詳細は言えない。だが貴公が彼女を持ち込んでから間もなく、勝手に形を変えて彼女を〝排はい出しゆつ〟した。残ざん骸がいは──王家しか立ち寄れない場所に保管している」

「残骸？　あれは壊こわれたのか？　分ぶん析せきは？」

「貴公には関係のないことだ」

　にべもなく言い放たれる。だがミカドは、動じない。

「差し出がましいが、ポーレ卿きよう。見た目に騙されないよう忠告させてもらおう。この少女が自らの名を告げたのは、おそらくはわざとだ」
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「承知しているよ、キャバレッティ卿。この少女は自分の名前がどこかから漏もれ、外に伝わることを狙ねらっているのだろう」

「〝エチカ〟という名が外に伝わり、助けが来るのを待っている。つまり──」

　ミカドの脳のう裏りに浮かんだのは、空からぶら下がる巨きよ大だいな杭くいだった。

　どうやって空中に浮ふ遊ゆうしているのか、その原理は分からない。だがあれほどの大きさがあれば、内部にどれだけの人間や軍備を収容できるかは想像もつかない。

「この少女、〝エチカ〟には……仲間がいる」

　ミカドの呟きに、ポーレが険しい顔つきで頷うなずいた。

「正直言わせてもらうなら、やっかいなものを持ち込んでくれたよ、キャバレッティ卿。彼女は見た目にそぐわない知性と忍にん耐たい力があり、死をいとわない覚かく悟ごまであるようだ」

「死をいとわない覚悟ではない。──決して死ぬまい、という覚悟だ」

　ミカドと〝エチカ〟、二人の視線が真正面から交こう錯さくする。

「使命を持つ者の目だ」

　命を賭とし、与あたえられた使命をやり遂とげようとする者──。

　それが〝エチカ〟に対する、ミカドの確信に近い印象だった。

「こちらも、それ相応の覚悟を持って立ち向かわなければなるまい」

　ミカドは立ちはだかる衛兵を強ごう引いんに振ふり払はらった。部屋の隅にいる騎士団員も押しのけ、強引に机と椅子を奪うばい取る。机の上にあった薬箱を乱暴に机上から落とす。

「キャバレッティ卿、何を……！　ポーレ副団長!?」

　色めき立つ衛兵と騎士団員を、ポーレが嘆たん息そく混じりに手で制した。

「相応の覚悟とは？」

「書くものを拝借する。──彼女は、我らと意い思し疎そ通つうが可能なのか？」

「かろうじて〝耳と口〟の儀法をかけることはできた。従って、言葉は通じる」

「かろうじて？　我らの言葉を理解できるようにするだけの儀法が？」

「……」

「まあ、いい。それで、充じゆう分ぶんだ」

　あっという間に書き終えた紙を、ポーレの胸に押しつける。

「新たな請せい願がん書だ。今朝、提出したものは破は棄きしてくれていい」

「……貴公の忠誠心は、時として狂きよう気きとしか映らないことを自覚しているかね？」

　書面を読み終えたポーレが、顔を上げて口元を歪ゆがめた。

「この請願書は、貴公の気が触ふれている証明になってしまうだろう。貴公のためにも今すぐに破り捨てたいくらいだが……一体、何が貴公をそこまでさせるのかね？」

「備えよ、と私を騎士にした方が仰おつしやられたのだ」

「……」

「少なくとも今の状況では、〝エチカ〟は何も喋しやべらない。それだけは確かだ」

　立ち上がり、身を翻ひるがえそうとするミカド。

　しかしポーレが彼の背中に向かって、怒ど鳴なりつける。

「我々のこれまでの働きを無む駄だにするつもりか、〝木獣卿〟っ！」

　衛兵や騎士団員が、身を竦すくませた。謎なぞの少女、〝エチカ〟もだ。

「無駄ではない！　書き記した通り、貴公らの協力あってこその提案である！」

　振り返り、ミカドはポーレと正面から睨にらみ合う。

「このような馬ば鹿かげたものを提案とは呼ばん！　こちらのことは我々に任せ、辺境騎き士し団はおとなしく国境を守っていたまえ！」

「その国境に、〝天穹の雫しずく〟が出現したのだ！　〝天穹門〟が開いたという記録は数あれど、あそこまで巨大な物体が現れたことは一度もない！　ただでさえ〝天穹門〟の出現と数々の亡国の歴史は一ひと括くくりにされているというのに……すでに三十日も、無駄にしているのだぞ！　我々が何も知れずにいる一方で──」

　ミカドはポーレから〝エチカ〟に視線を移した。

「あちら側が我々のことを知り、我々に対して何かを企たくらむには充分すぎる時間だ……！」

「企む？　〝天穹の雫〟と、その使徒たる〝雫しずく人びと〟が、我らがリオランド王国に対して？　妄もう想そうも、いい加減にしたまえ！」

　口論したところで、平行線を超こえることはないだろう。ミカドは再び身を翻した。

　だが──。

「キャバレッティ卿。貴公を褒ほめてくれる飼い主は、もういないのだぞ……！」

　ポーレ卿の放った一言が、彼の足を止めた。

「──」

　目を見開いたミカドの胸中で、鈍どん痛つうを伴ともなう感情がざわついた。

　彼が放つ異様な気配を感じ取ったのか、扉とびらの外にいた爵獣たちが唸うなり声とともに室内に飛び込んだ。ミカドが思わず腰こしに手を回したことで、騎士たちが爵獣に飛び乗る。

「キャバレッティ男だん爵しやく！　どうか、穏おん便びんに……！」

　攻こう撃げき態勢を取る騎士たちに対し、ミカドは抵てい抗こうも釈しやく明めいもしなかった。

　ポーレの侮ぶ辱じよくに対し、怒おこったわけではない。

　ただ今は衛兵に預けてここにはない宝ほう槍そうに触れ、それを賜たまわった相手を想おもっただけだ。

　──備えるのです、ミカド……。

　かの女性の気高い魂たましいは、すでにこの世界を去ってしまった──。

「私は万ばん事じに対して、備えるのみ」

　ミカドは前方を向いたまま呟き、〝エチカ〟の監かん禁きん部屋から立ち去った。

　恩人、プラシリキアの言葉に従ってのみ、彼は動いているのではない。

　ミカドの魂ソーラが。

　彼の心が、かつてないほどの警けい鐘しようを鳴らしていた。

〝エチカ〟を回収した際に見た、あの〝天穹の雫〟の戦せん闘とう力がもしリオランド王国に向けられたら、それを阻はばむことができるだろうか？

　否いな、おそらくは蹂じゆう躙りんされるだろう。

　広大な領地の外側、国境外にあるものとして──そして、その苛か烈れつさを己おのれの目で見ていないためか、王都ではまだ切せつ迫ぱくした危機感を抱いだいていないようだ。

　だが万が一、攻撃されてからでは遅おそいのだ。あくまで可能性の一つにすぎない脅きよう威いとはいえ、見過ごすわけにはいかない。先んじて空に刺ささった杭について知る必要があった。

　その鍵かぎを握にぎっているのが、あの少女──〝エチカ〟なのである。

「姫ひめ様、こちらの花はまた珍めずらしいですな。実に鮮あざやかで素す晴ばらしい！」

「ええ、本当に！　今日のお召めし物とよく合っておいで！」

「絵え描かきを呼びましょう！　この奇き跡せきを万民に伝えるべきです！」

　花びらが風に舞まい、視界を横切った。

　王城に中庭は数あれど、一番派手なのは中心部にある大庭園だ。

　ミカドは城門への近道である大庭園を通りがかり、その際に一カ所に集まった貴族たちの会話が耳に飛び込んだのだが──。

「あっ、姫！」

「どちらへ……！」

　舞う花びらの中から、ミカドに向かって一直線に駆かけ寄る姿があった。それに気づいたミカドは、欠礼ながら、まず両りよう腕うでを大きく拡ひろげる。

　騎獣の体当たりに劣おとらぬ勢いで、しかし真綿の軽さしかない突とつ撃げきを受け止める。

　ミカドの胸に飛び込んだのは、小こ柄がらな少女だった。リオランド王国で最も上等な布と高級な糸で仕立てられたドレスが、飛び散る花びらよりも美しくはためく。

　少女が彼の胸の中で、顔を上げた。

　美しく長い銀ぎん髪ぱつは、疑いようもなく母親譲ゆずりだ。だとすれば線が細いながらもしなやかな長い手て脚あしは、この世界を見守るといわれる女め神がみ譲りだろう。柔やわらかく膨ふくらんだ唇くちびるは、王国を潤うるおす果実譲りだろうか。少し垂れ下がった瞳ひとみの輝かがやきは、億の時を経へた宝石譲りだ。

　御おん年とし十四を数える彼女は、紛まぎれもなくリオランド王国の至宝である。

　かつて同じく至宝と呼ばれた女性が遺のこした、最大の希望でもあった。

「──今朝のことです。王城に至る途と中ちゆうで、一輪の花を見ました」

　ミカドは微笑ほほえんだ。少女を丁てい寧ねいに引き離はなし、その眼前に片かた膝ひざをつく。

「私が花に詳くわしければ、その美しさを称たたえ、世に広めたでしょう」

　遅おくればせながら、貴人を前にした騎士の礼を果たす。先ほどまで花か瓶びんに生ける花を手た折おっていた手て袋ぶくろの上から、その甲こうに軽く口づけする。

「愚おろかな私でも貴女あなたの名を知り、称えることができる光栄に感謝します」

　思えばミカドが微笑むことなど、彼女の前以外ではこれまでに何度あっただろうか？

　眼前にいる花の妖よう精せいに向けた回数に比べれば、無に等しい違ちがいない──。

「リューリリリィ姫」

　リオランド王国第一位王位継けい承しよう者、リューリリリィ・アド・リオランド。

　先日、病によって他界したプラシリキア第一王おう妃ひの唯ゆい一いつの実子である。

　その可か憐れんな容姿を描かいた姿絵を、街で見かねない日はない。同じように見み目め麗うるわしい母親が存命であった頃ころから、リオランド王国を象しよう徴ちようする至宝として国民の人気が高い。

　それどころか上級貴族とだけは不仲だったとされる母親とは異なり、リューリリリィはどのような貴族からも敬われ、大切にされている。

　その要因は彼女の特とく殊しゆ性によるものだが──ミカドだけは、絶対に違う。

　彼がリューリリリィ姫を慕したうのは、そのようなくだらない理由によるものではない。

「またこうしてご尊顔を拝し、至上の喜びを感じております」

　微笑するミカドを見て、リューリリリィが満面に笑えみを浮うかべた。

　蕾つぼみが花開いたかのように、表情を輝かせて口を開く。

「──！」
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　聞き慣れない発音。

　いや、もはや異音と言っても良いかもしれない。

「──！」

　嬉うれしそうに動く唇から漏もれるのは、理解の範はん疇ちゆうを超えた音の連続だった。

　ミカドは微笑みを絶やさなかった。目を細め、口を開く。

「はい、ご挨あい拶さつが遅れたことをお詫わび申し上げます」

「──！」

「いえ、軍は団員に任せて、私だけ……義妹いもうとはあいかわらず学院の寮りようにいるはずです」

「──！」

「またそのようなお戯たわむれを。誰だれかに聞かれたら、どうなさるのですか」

　何気ない会話を交かわすミカドとリューリリリィ。

　先ほどまで姫を持て囃はやしていた貴族たちは、今の二人には近づこうとしなかった。

「あいかわらず上手なものですな、〝木獣卿〟の会話しているフリは」

「花とドレス以外で、姫君のご機き嫌げんをとれるのはヤツだけですからな……」

「ただの演技かと思いきや、別の人間が真似まねをすると姫様は不機嫌になられる」

　通常の状態のリューリリリィ姫は、意味不明の言葉しか発することができない。

　どのような儀ぎ法ほうを用いても、誰にも理解できないのだ。父親たるリオランド王はおろか、実母のプラシリキアでさえ会話はできなかった。

　会話ができる唯一の相手は彼、ミカドのみ。

　実際に文字に起こせと言われれば不可能だし、誰にも信じてはもらえない。

　だが本当に、ミカドには彼女の気持ちが分かるのだ。

　なぜ理解できるのか、その理由は今に至るまで結論は出ていないのだが。

「全すべての獣に好かれるリューリ姫が、全ての獣に嫌きらわれる〝木獣卿〟と戯れるとは──」

「皮肉なものですな」

　貴族たちがコソコソ囁ささやく声が不快だったのか、リューリ姫がミカドの手を引っ張った。

　そのまま彼を庭園の隅すみへと連れて行く。

「姫？　どちらへ？」

「まあまあ、ご自じ慢まんの花か壇だんを見せに行かれたのでしょう」

「いよいよ国母となられるとはいえ、あのあどけない姿は失ってほしくないですなあ」

　もはや遠えん慮りよのなくなった貴族たちの会話を、ミカドは──。

　己の口内を、柔らかな舌に弄もてあそばれながら聞いた。

　庭園の隅、大きな果実を実らせた樹きの陰に入ったところで、ミカドはリューリリリィに押し倒たおされていた。抵抗せずに地面に倒れたミカドの上に、少女が覆おおい被かぶさる。

　倒れると同時にミカドの口を塞ふさいだのは、幼さの残る唇だ。まだ未成熟のそれは吸えば吞のみ込めてしまいそうな柔らかさをもって、しかし燃えるような熱さを伴ってミカドの口を貪むさぼる。少女の舌が彼の歯の裏を嘗なめたかと思うと、力を入れて緊きん張ちようさせた舌先で彼の舌を何度も絡からませる。

「──ふっ……」

　ミカドから口を離したリューリリリィ姫は、白い頰ほおを赤く上気させていた。蕩とろけるような目つきは、物足りなさを主張して彼を誘さそう。

　上等なドレスに皺しわがつくのも構わず、少女はミカドの太ももに跨またがった。胸むな元もとがはだけ、まだ成長中の膨らみが見えるのも構わす、ミカドに胸を押しつける。ぐいぐいと身をよじり、ミカドと一つになろうというかのように身体からだを擦こすりつけるたびに──。

「──はっ……ふうっ……」

　と、熱い吐と息いきを漏らす。

　あどけなき姫君のあられもない姿、そして騎き士しとしてあるまじき行こう為いに──。

「リューリ姫」

　ミカドは姫の熱い眼まな差ざしを見つめ返し、言う。

「お慕い申し上げております」

　彼が彼女の首に口づけをすると、一ひと際きわ大きな少女の息い吹ぶきが伝わった。

　少女が小さな手を伸のばした。ミカドの手を摑つかみ、ドレスの裾すその下へと引き込む。彼女に導かれるまま、ミカドはその小ぶりな臀でん部ぶを鷲わしづかみにした。

「──」

　ミカドにしか分からないリューリ姫のお願いに従い、彼は手に力を込める。

　この世にこれ以上、柔らかいものがあるだろうか？　下着の内側に滑すべり込ませたミカドの掌てのひらは、あまりにもあっさりと少女の肉を潰つぶした。綿よりも柔らかく、手に吸い付くような感かん触しよくとともに、指の間から少女の赤らんだ肌はだがはみ出す。

「……ッ！」

　リューリ姫が苦痛に顔を歪ゆがめた。だがその目はすぐにぼうっと恍こう惚こつに細められ、ミカドの口に自らの唇を吸い付ける。小さい身体をミカドに押しつけ、上下に擦りつける。

「リューリ姫……！」

　少女の肢し体たいの甘さに、ミカドもまた声を上ずらせる。未成熟なリューリ姫の身体の感触、伝わる甘い香かおりが、なぜこうも魅み惑わく的に神経を痺しびれさせるのか分からない。

　いや──分からないこともなかった。

　リューリリリィ姫は、全ての獣けものに愛されるという体質を持っている。

　彼女の魂たましいが、獣、そして人を惹ひきつけるのだ。

〝魂なし〟のミカドですら、こうも簡単に理性を奪うばわれそうになる。

　ならば通常の人間がもし、彼女の寵ちよう愛あいを受けようものなら──。

　あまりの快楽に、その魂ごと精神が壊こわれて二度と戻もどらないかもしれない。

「──リューリリリィ姫？　そろそろご昼食の用意ができているはずですが」

「木獣──キャバレッティ卿きよう！　どこにおられる！」

　庭園を歩き回る取り巻きたちの前に、ミカドたちは姿を現した。

「──ここに」

　無む邪じや気きに笑う姫君を、騎士の礼をもって貴族たちの前に差し出す。

　そよ風が三回、いや四回ほど、木花を揺ゆらす程度の時間、身体を擦り合わせるだけ。

　それがミカドとリューリリリィに許された、束つかの間の逢おう瀬せだった。

「──！」

「はい、お誘いいただけて光栄です。しかし公務が残っているので……」

　いつから、このような関係になったのかも分からない。

　普ふ段だんは無邪気なリューリリリィだが、彼女が退たい屈くつさを持て余していることは知っていた。彼女の母親も理解しており、娘むすめの遊び相手として紹しよう介かいされたのがミカドである。

　これまで何度となく〝遊び相手〟となってきたが、リューリリリィも十四歳になる。

　何の皮肉か、母プラシリキアが現王と契ちぎりを交わした歳と同じとなり──。

　母同様、同じ歳でリオランド王国の〝国母〟となる儀ぎ式しきが行われる。

　二十日後、〝母の迎むかえ〟と呼ばれる儀式を行い、とある獣と魂を交わすのだ。

「この世界が、変わるかもしれません」

　昼食の誘いを断られて頰を膨らませる次期国母に、ミカドは言う。

「ですが、全ては我ら騎士にお任せください。何があろうと我が王国を守りましょう」

　リューリリリィが表情を消し、じっとミカドの瞳を見つめ返した。

　眼前にいる少女──全ての魂に愛される姫ひめは、しかし魂に飢うえている。

　彼女だけではない。

　リオランド王国、その中でも王都で生きる者は誰もが魂に飢えているように見えた。

　ミカドは彼らの飢えを満たす術すべを、いまだ見つけられずにいる──。

「ですから、どうか心安らかに」

　ミカドとリューリリリィ姫の視線が重なった。

「姫は、来たるべき〝母の迎え〟を無事に終えることだけをお考えください」

　見つめ合うミカドとリューリリリィを、貴族たちが訝いぶかしげに振ふり返った。

「何をしている、キャバレッティ卿？……リューリリリィ姫？」

「姫？　まさか、〝予言〟を……！」

「〝予言〟？　姫様、どうか私に──」

　慌あわてて駆かけ寄る貴族たちに向かって、すぐにリューリリリィ姫が微笑ほほえんだ。ミカドに背を向け、庭園の出入り口に向かって駆け出す。

「ああ、違ったか……」

「キャバレッティ卿、いつまでそこにいるのだ？　公務があるのでは？」

　リオランド王国の至宝、リューリリリィ。

　彼女を取り巻く事情は複雑で──深刻といえた。

　第一皇女という立場以上に、本人が持つ素質、才能が王国の歴史上においても図ず抜ぬけているのだ。これまでも王国の安全そのものに関かかわってきたが、二十日後に行われる儀式を経へた後には、彼女の安否がそのまま王国の存亡に直結することとなる。

　リューリリリィがいることで、王国は安あん泰たいといえる。

　だが逆に言えば、リューリリリィの存在自体が王国にとって──。

「ご遺ゆい言ごんは、必ず果たしてみせます。プラシリキア様」

　姫の後ろ姿を見送りながら、ミカドは呟つぶやいた。

「何があろうと、リューリリリィ姫のことは……」

　自分に言い聞かせるような、押し殺したミカドの独白は──。

　彼以外、誰もいない庭園に流れて消えた。




　　　　　＊




　ミカドは王城から出た。

　城門で衛兵から返へん還かんされた爵しやく獣じゆうループに乗り、宝ほう槍そうプラサスを受け取る。

「さあ、帰ろう、ループ」

　相棒と武器を取り戻したことで、少なからず肩かたから力が抜ぬけた。王城にいたのはわずかな時間だったが、ようやく心臓と手て脚あしが彼の身体に戻った気分である。

「ループ、今日も少し寄っていく」

　彼が言うまでもなく、ループは中央区の一角に歩を進めていた。

　老舗しにせの古書店である。

「いらっしゃい、男爵様」

　ループから降りて店内に入ると、年老いた店主が顔を上げた。

　ミカドは軽く頷うなずき、店内を歩いた。中央地区にある店てん舗ぽだけあって、古書店とはいえ棚たなはどれも職人による一級品だ。掃そう除じも行き届いている。

　昨日も訪おとずれたばかりなので、当然、品しな揃ぞろえは代わり映ばえしない。

　ミカドは、このカビと日焼けした紙の香りを少々纏まとった、知識の匂においが好きだった。

　特に古書はいい。染しみの一つさえ、ミカドの知らない智ち学がくを夢想させてくれる。

「新しく仕入れたものはあるか？」

「……あるよ。『ルダーナ教聖告書第三編』、『オスト公国領美食紀行』、『或ある貴婦人の黒い椅い子すと白いドレス』。どれも最低評価の表紙破損品だ」

「三冊とも、もらおう」

「一応、綺き麗れい品の最高評価『グラキス年代史』三巻、初版本もあるが」

　ピクリ、と銀貨を取り出そうとしたミカドの手が止まった。

　たっぷり熟考した後、手に持った銀貨をそのまま勘かん定じよう机に置く。

「──私が思うに、それはあと一年ほど書棚の奥で二に度ど寝ねをしたがってるように見える」

「冗じよう談だん言いなさんな。一年後のアンタなんて今より貧びん乏ぼうになっても、その逆はないだろ」

　さすが目め利ききの老店主、痛いところを突ついてくる。

　ミカドは店を出て、包みに入った書物を鞍くらにくくりつける。ループが軀からだを揺らした。

「無む駄だ遣づかいではない。キャバレッティ家当主に恥はじない教養を身につけるためのものだ」

　爵獣との意い思し疎そ通つうは、言葉ならぬ意識の繫つながりによって伝わる。

　そう──それは、まさにリューリリリィとの会話と似ている。

　いずれも互たがいの魂が共鳴することで、実現しているのだろう。

「だから、ハァミアには黙だまっておいてくれ」

　また一つ隠かくし事を増やしつつ、今度はまっすぐに中央区を通り抜ける。

　自じ邸ていのある平民街に戻るも、すぐに帰宅はしなかった。家政婦のローリィに昼食は外で済ませると伝えたことを思い出したのだ。

　行きつけの食堂に入り、空いているテーブルに座る。

「私には今日の定食を。外にいるループにはいつものものを頼たのむ」

　店員に注文し、帽ぼう子しをテーブルに置く。

　掃除は行き届いているものの、正装をした貴族が居座るには場ば違ちがいな定食屋だ。だが客も見慣れたもので、物もの珍めずらしそうに彼を振り返るのも一度きりだ。

「お勤めご苦労様です、男爵さま」

　店員ではなく、黒くろ髪かみの女店主がミカドのテープルに盆ぼんを持ってやって来た。

「……この肉にく詰づめは、頼んでいない」

　ミカドが皿の一つを押しのけた。だが女店主が神しん妙みような顔で、皿を彼の前に戻す。

「私の娘は、私と違ってとても賢かしこく……その、器量もあって、真ま面じ目めで」

「知っている。今朝も顔をあわせた」

「絶対に幸せになれる子なんです。ちゃんとした教育さえ受ければ……王立学院の試験を受けるための勉強もさせています。学費も、ようやく貯たまりそうで──」

　ミカドは何も言わない。黙もく々もくとシチューを口に運ぶ。

「でも推すい薦せん状を貴族様に書いていただくために必要なお金が、学費以上だと知り……」

「……」

「相場にはとても足りませんが、多少はご用意致いたします。キャバレッティ男爵様、どうか……！　このままでは、あの子が幸せになれるはずの時間が無む駄だに──」

「肉詰めを下げろ。キャバレッティ家は、賄賂わいろは受け取らない」

　ミカドが睨にらみつけると、女店主が肩を竦すくませた。

「も……申し訳ございません！　どうか、お忘れください……！」

「お前の娘が賢いことは知っている」

「え？」

「推薦状は書いてやる。入学した後は、私の義妹いもうとを頼たよればいい」

　女店主が信じられないような顔をして固まった。だがすぐに目に涙なみだを浮うかべる。

「ありがとうございます！　ありがとうございます……本当に……！」

　周りの目も気にせずに頭を下げる、女店主。

　ミカドはその後も淡たん々たんと食事を済ませ、店を出た。ループに乗り、帰路につく。

「いいや──善意ではない。ただの打算だ」

　ループの言いたいことが伝わった。言い返す。

「恩を売っておけば十年後、二十年後、役に立つかもしれない。ここ王都において、我がキャバレッティ家には味方が少なすぎるからな……これも、備えの一つだ」

　ループが長い首をもたげ、大きな目で自らの背にまたがったミカドを見た。

　その冷やかすような視線を、ミカドは黙もく殺さつする。

「お、お、お帰りなさいませ……！」

　帰宅すると、ローリィが来客用のカップを片付けているところだった。

　ミカドは槍やり掛かけに突とつ撃げき槍やりを戻し、上着のボタンを外していく。

「来客か？」

「デルフォーンさんが……つ、ついさっきまで……ご、ご昼食も……でも、今し方、お帰りに……ミカド様に会いに来た、と、おっしゃってたのに」

「理由をつけて昼にありつくためにやってきただけだろう。気にしなくていい」

「お、お届け物が……き、騎き士し団から、報告書と日誌が……」

「私はいい。ループの着き替がえを頼む。書類は書しよ斎さいへ。──鞍につないである荷物もだ」

　ミカドの脱ぬいだ服を受け取ろうとしたローリィに頼み、寝しん室しつで着替える。

　正装から部屋着に着替え、休む間もなく書斎に移動する。

「ふぅ……」

　良く言えば年代物の机と椅子、本がぎっしりと詰まった書棚。そして床ゆかの上に積み重なった、書棚に収めた分の数倍はある本の山。それが書斎の光景である。

　ミカドが率いる辺境第三騎士団は、領地を持たない。

　だが五千の軍を預かっている以上、軍備や兵ひよう糧ろうの手配が必要となる。そのほとんどを優ゆう秀しゆうな部下に任せているとはいえ、団長として確かく認にん、承認が必要な事じ項こうは多かった。

「し、失礼します。書類と、お荷物を、お持ちしました……」

　ローリィが持ち込んだ報告書に、さっそく目を通す。

　──〝天穹の雫しずく〟、本日も変化なし。

　辺境第三騎士団は、例の杭くいの監かん視しを怠おこたっていない。

　あの日、〝天穹門〟より出現した巨きよ大だいな杭は、それきり沈ちん黙もくを守っているようだ。

　不ふ穏おんな動きを見せないのであれば、ひとまずは安心──というわけにはいかない。

　むしろ、不気味としか言いようがなかった。

　仲間と思おぼしき〝エチカ〟を捕ほ虜りよにされたというのに、なぜ沈黙を守っているのか？

　この何事もない空白の時間が、誰だれを利するのか？

「いっそのこと、こちらから何らかの接せつ触しよくを試みるか……？」

　巨大な杭に対する監視以上の干かん渉しようは、王国評議会によって厳重に禁じられていた。

　だが場合によっては、独断で──。

　などと考えながら、膨ぼう大だいな量の書類を処理していく。

　時間を忘れて軍費の分配を考えていると、日差しが傾かたむいていることに気づいた。

「もう、こんな時間か」

　ミカドは書斎を出た。寝室でくたびれた古着に着替え、宝槍をとって屋外に出る。

　庭にはローリィによって、すでに訓練用の人形が準備されていた。爵獣ループも自室である小屋から出て、穏おだやかな目つきで彼を出で迎むかえた。

「ふっ……！　はっ……！」

　キャバレッティ家に伝わる槍そう術じゆつの型を、素す振ぶりで二百回。右みぎ腕うでで槍を持ち、左腕、両腕と、きっちりとこなす。次はループに乗り、騎き乗じよう状態で人形を攻こう撃げきする。宝槍プラサスは重量もかなりのもので、振り回すたびにミカドの筋肉が隆りゆう起きした。

　日が傾いてから、日が落ちるまで、それが日課の訓練時間だった。

「ミ、ミカド様、ま、間もなくお食事の準備が、整います」

　家政婦の声が、訓練終しゆう了りようの合図だ。

　ミカドは真っ暗になった庭で愛獣を労いたわり、濁だく流りゆうのような汗あせを流す身体からだを水浴びで洗う。

　ごく普ふ通つうの味付けがされた夕食を済ませ、さっさと書斎にこもる。

　光源は、壁かべにかけた小さなランタンだ。ほぼ永続的な儀ぎ法ほうによって明るさを維い持じするそれは、宝槍を除けば自邸にある中で最も高価な貴重品である。

　書類の残りを処理していると、あっという間に夜が更ふけていく。

「ほ、本日は、これで休ませていただきます。お、お休みなさいませ」

　扉とびらの向こうから就しゆう寝しんの挨あい拶さつが聞こえると、ミカドも業務終了だ。

　机の端はしに置かれた包みに手を伸のばし、紐ひもを解ほどく。

「……」

　昼間に捨て値で購こう入にゆうした書物は、値段に見合った駄だ作さく、あるいは奇き作さくだった。

　だがそれらを読んでいると、自然と表情が緩ゆるんでいくのが分かった。文章が可笑おかしいのではない。自分の身体から、力が抜けていくのである。

　書物は、好きだ。

　自分の知らない世界、まだ見ぬ光景、得がたい知ち恵え、現実と虚きよ構こうの狭はざ間ま。

　その全すべてが酒よりも深い酩めい酊ていをもって、ミカドに様々なことを学習させてくれる。

　生きるためだけに必要な呼吸や食事などよりも、よっぽど自分の魂たましいを満たしてくれる。

　公務さえなければ、何日間も引きこもって読書や勉強に耽ふけっていられる。

　そのため、かつては義父ちちによって、今では団員によって、公務以外で読書に耽るのは就寝前のわずかな時間までと制限されていた。

　定められた時間を過ぎると、ミカドは名残なごり惜おしくも本を閉じた。

　みすぼらしい寝室のベッドに横たわり、明日も働くための睡すい眠みんをとる。

　これが十七歳にして騎士団長という肩かた書がきを持つ、異例の男爵──その華はなやかな経歴とは裏腹の、ミカド・キャバレッティという少年の王都での日常だった。

　夜は更けていき──翌日の、早朝。

「──それはもういい、ローリィ」

「お、お、おはようございます、ミカド様……」

　彼のベッドに潜もぐり込もうとした家政婦を阻そ止しすることから、新たな一日が始まった。

「ほ、本日も、王城へ行かれるのですか？」

「ああ。昼は外で済ませてくる」

　朝食での会話も、昨日と大差ない。

　これからのミカドの行動も、昨日とほぼ同じ流れを汲くむことだろう。

　市民の視線に晒さらされながら王城に出向き、門番にうんざりとされ、第二騎士団と少々揉もめただけで成果もなく追い出され、帰宅して書類の整理と訓練を済ませる。

　勢いでしたためた請せい願がん書は──今日もあえなく却きやつ下かされるだろう。

　自ら提案した内容は、評議会が承認するには奇き抜ばつすぎるからだ。

　あれを通すためには、強い政治の力が必要となるだろう。

「ローリィ。今日もデルフォーンが来ることがあれば、私から話があると──」

　言いかけ、ミカドは口を閉とざした。

　気の合わない知人に助力を求めることを躊躇ためらったのではない。

　家の外から、カラカラという軽かろやかな音が聞こえたからだ。

「まずい。ローリィ、書斎にある本を隠せ」

　スプーンを置き、ミカドは立ち上がった。

「えっ？　は、はい？　あ、あの……」

「急げ。窓から放ほうり捨ててもいい。とにかく、目の届かないところへ──」

　狼狽うろたえる家政婦を急せかすも、すでに訪問者の手は邸てい宅たくの入り口に伸びていた。

　こん、こん、と二度、キャバレッティ家の玄げん関かんが外側から叩たたかれる。

「御ご免めんください。こちらがミカド・キャバレッティ男だん爵しやく──いえ」

　涼すずやかに切り出した女性の声が、一転して別人のように低くなる。

「辺境騎士団の本分を忘れた、不忠の騎士団長のご自宅で間ま違ちがいないでしょうか？」

　ミカドは嘆たん息そくした。ローリィも声を聞いて、青ざめる。

　もはや手て遅おくれだった。敵の不意打ちが見事に成功した結果──。

「──言うまでもなく、キャバレッティ家の財産は当主のものです。何に使おうと、私が口を出すようなことではございません」

　ミカドは無の表情で、一人の女性を押し運びながら路地を進むこととなった。

「しかし失礼を承知で進言させていただくならば、限られた財産の使い途みちは貴族として相応ふさわしいものにされたらいかがでしょうか？　カビ臭くさい書物などではなく！」

　カラカラという音は、女性が座った車くるま椅い子すの車輪が立てるものだ。

　特注の車椅子は、使用者の女性が小こ柄がらということを除いても非常に軽い。自らの腕で車輪を回す取っ手も備わっているが、今はミカドが後部の持ち手を摑つかんで押している。

「……あの、団長のお手を煩わずらわせていただかなくても、自分で……」
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　急に声を落とし、申し訳なさそうにミカドを振ふり向く女性。

　とある店頭に鎮ちん座ざしていたら、そのまま最高級品の人形として高値がついてしまうだろう。肩かたの高さで切り揃そろえた黒い髪かみと、小さな頭の上に置かれた白い花はな冠かんむり。小さな鼻と小さな口、大きな瞳ひとみと首元の大きなリボン。白いブラウスと黒い肩かた掛かけ。

　全体的な造形として大と小、そして黒と白の対比で構成された美女である。

「気にするな、ハァミア」

「……ありがとうございます」

　辺境第三騎士団の副団長、ハァミア。

　ミカドが最大の信しん頼らいを寄せる腹心にして、騎士団員の中で最も親交の長い人物である。

「それでは引き続き、申し上げさせていただきます。団長は、ただでさえ私費を騎士団の運営に回してしまいがちなのです。それはそれで団長の美点ではありますが、ここは王都なのです。貴族同士の交流では身に纏まとう布一枚、ボタン一つで、付き合い方が変わってしまうのですよ。たとえば団長もお義父とう様のお古ではなく、新しく服を仕立てるとか──」

　狭せまい路地を進む間、部下であるはずのハァミアからの説教は続いた。

　自宅を出る前は、ローリィに対して家政婦としての働きをさんざん説いていた。哀あわれな家政婦は今いま頃ごろ、身体を丸めて泣いていることだろう。

　チラリと振り返ると、後からついてくるループが目をそらした。

　魂を通じて愛獣から伝わる感情も、無である。

「聞いていらっしゃいますか、団長？」

「しっかり聞いている。反省するとしよう」

　条件反射で答える、ミカド。ハァミアが「どうせまた口だけです」と唇くちびるを尖とがらせた。

　彼女の機き嫌げんを損そこねたままでは、後が怖こわい。ミカドは話題を変える。

「私に貴族としての振る舞まいを再教育するために、国境から一人で戻もどったのか？　私の記き憶おく違ちがいでなければ、お前には北方警備の全権を預あずけていたはずだが」

　彼の試みは逆効果だった。ハァミアが険しい顔つきで振り返る。

「ものには限度というものがあります。何十日間も自分の騎き士し団を放っておく団長など、聞いたことがありません。団員の何人かは、団長のお顔を忘れていることでしょう」

「……駐ちゆう屯とん地ちに、姿絵でも飾かざっておくか」

「飾りました！　でもそれで涙なみだぐむ者がいて、やめたのです！　遺い影えいじゃあるまいし！」

「……そうか」

「軍はフィギュとシズモスに任せ、私は団長を引き戻しに来たのです！　あの放ほう逐ちく者ばかりの寄せ集めをまとめられる人間が、団長以外におりますか！」

　紛まごうことなき命令違い反はんだが、今さら罰ばつするつもりはない。

〝団長命令〟と宣告しないかぎり、団長の命令に必ずしも従う必要なし──。

　戦場では常に臨機応変が求められる。

　従ってミカドは、彼の部下に命令違反の自由を与あたえているのだ。

　集団としての命令系統が壊こわれかねない措そ置ちではある。だがそれが最も効率的に機能するだけの信頼関係と団結力を持っているのが、ミカド率いる辺境第三騎士団である。

「副団長、自らか。苦労をかけるな」

「私以外では、団長に言いくるめられて帰らぬ者が増えるだけでしょうからね」

　細い路地を抜ぬけたミカドたちの視界を、大きな影かげが塞ふさいだ。

　一頭の獣だ。その軀からだの大きさは商店街の道みち幅はばを半分も占せん領りようしている。四つ脚あしのうち前脚は、人のそれのように長い五本指を持っており、丸めた背中には正方形の柵さくのような異質の鞍くら──輿こしが設置されている。ループのような汎はん用よう種とは異なり、尻尾しつぽはなく、体毛の少ない皮ひ膚ふは分厚い樹じゆ脂しのようだ。

　巨きよ軀くの獣の周りには、人だかりができていた。

　平民街に変異種の爵獣が姿を現すことは、非常に稀まれである。

　ハァミアが、顔つきを豹ひよう変へんさせた。氷のように鋭するどい一声を放つ。

「──無礼者。下がりなさい」

　野や次じ馬うまたちがビクリと肩を竦すくませた。潮が引くように後あと退じさる。

　養子で貴族となったミカドとは異なり、ハァミアは生きつ粋すいの上級貴族である。

　いや──上級貴族だった。それも王国において最も強大な権力を誇ほこる公爵家の本家筋である。今となっては公爵家と絶ぜつ縁えんされているとはいえ、貴族階級との身分の違いを思い知っている平民を退かせるには充じゆう分ぶんな気品を備えている。

「ムッサ」

　ハァミアがうって変わって優やさしい声で、巨獣の名を呼んだ。

　巨獣が軀を傾かたむけ、背の輿を差し出した。ハァミアが輿を摑むと同時に獣が姿勢を戻す。

　直後の光景は、まるで軽かる業わざのようだった。

　巨獣が地上に残された車椅子を前脚で摑み、器用に背中に脚を回した。輿の内部に備え付けられた部品と車椅子が接合し、輿の内部に騎手が乗るための鞍が出来上がる。

　そこへフワリとドレスをはためかせたハァミアが、鮮あざやかに飛び乗る。輿に備え付けれた長い杖つえを胸に抱かかえると、巨獣を操あやつる麗うるわしき爵獣騎士の完成である。

　野次馬たちから、歓かん声せいが上がった。

　拍はく手しゆをしそうになった子供たちを、ハァミアの冷視線が凍こおりつかせる。

　ミカドの自宅に直接向かうには、彼女の爵獣は大きすぎる。あらかじめここで待機させておいたのだろう。

「団長、評議会の反応は、お手紙から把は握あくしております。これ以上は時間の無む駄だでは……？　むしろ団長の立場を悪くする可能性すらあります」

　爵獣ムッサは鈍どん足そくだ。とはいえ王都内を歩く分には、不都合がない。

　爵獣に乗ったミカドとハァミアは並んで平民街を抜け、中央区の大通りに入る。

「そこまで事を急ぐ必要があるのですか？　あの杭くい──〝天穹の雫しずく〟は沈ちん黙もくを続けている上に、〝母の迎むかえ〟が近いのに……」

　王都第二騎士団の副団長と全く同じことを言う、ハァミア。

　巨獣ムッサの存在感は、さすがの中央区でも異質だった。彼らを見上げる視線は多い。

「〝母の迎え〟が近いからこそ、危険分子を把握しておかなければならない。たとえ我が爵位、我が騎士団の行く末を賭かけても」

　ミカドはハァミアの顔を見上げ、自らの胸に拳こぶしを当てる。

「我が魂たましいが、そう言っている」

　優ゆう秀しゆうな部下、ハァミアが言葉に詰つまった。杖の持ち手の先で眉み間けんを押さえる。

「団長が、ご自身の魂の言うことを聞いた回数と、我らが騎士団が破は滅めつしかけた回数が同じということをご承知ですか？　なぜ今、あらためてそのようなことを──」

　ハァミアがハッと表情を変えた。

「私が拝読した知らせは、数日前までのものです」

「……」

「私は痺しびれを切らして王都にやって来ましたが、団長は冷静でいてくれましたよね？」

「……」

「まさか団長も我が慢まんできず、何かしでかしたというようなことは……」

「……」

「どうして、黙だまってるんですかあ！」

　目に涙を浮うかべて杖を振り回す、ハァミア。

　王城に辿たどり着いた。ミカドは昨日と同様に、門番に武器を預ける。

「心配するな、ハァミア」

　ミカドは力強く言う。

「我が辺境第三騎士団は、これでいいのだ」

　ハァミアはまだ何か言いたそうだった。だが彼の表情を見て、ぐっと堪こらえる。

　ミカドは門番を振り返り、今日もまた懐ふところから出した筒つつを渡わたそうとする。

「今日もまた手数をかける。今日の請せい願がん書だ」

「それは必要ありません、キャバレッティ卿きよう」

　ミカドは片方の眉まゆを持ち上げた。どういう意味か尋たずねるよりも先に、門番が言う。

「卿が昨日、提出された陳ちん述じゆつ書が評議会によって承しよう認にんされました」

　昨日と変わらない一日となるはずだった、登城三十一日目。

　予定調和に近い繰くり返しから抜け出せずにいた日々が、何の前まえ触ぶれもなく──。

「ただいま王都第二騎士団の団員が参りますので、誘ゆう導どうに従ってお進みください」

　神しん妙みような顔つきをした門番によって、あっさりと打ち破られた。














>>　Section 3






　そこは暗く、かすかに血の臭においが残された空間だった。

　密室であることは、蠟ろう燭そくの明かりが揺ゆらいでいないことから分かる。だがその頼たよりない光源は空間全体を照らすには至らず、部屋の広さも分からない。

「儀ぎ法ほう研究所の地下は、王家も詳くわしい構造を知らないと聞くが、納なつ得とくだな」

　ミカドはただ一人、暗がりの中に佇たたずんでいた。

　今いる場所が、儀法に関する何らかの実験場であることは想像に難かたくなかった。戦場で嗅かぎ慣れた血肉の臭いと、肌はだに伝わる仄ほの暗ぐらい気配で分かる。

「この場に漂ただよう魂は、王家が触ふれるべきものではない……」

　この地下空間に案内される過程で、ミカドは着き替がえを強要された。白い上下には金の刺し繡しゆうが施ほどこされており、頭には宝石入りの略りやく冠かん──その衣装は、まるで王族のそれである。

「逆に、貴公は活いき活きとしているように見えるがな」

　陰いん鬱うつな声とともに、燭しよく台だいを持ったポーレ男だん爵しやくが姿を現した。

　目に隈くまを浮かべた王都第二騎士団の副団長の隣となりには、もう一人、別人の姿があった。

　頭からすっぽりとフードをかぶっているため、性別は分からない。子供のように小こ柄がらなため、年ねん齢れいも分からなかった。

「一つ、確認させてくれたまえ、キャバレッティ卿」

　ポーレが問いかける。

「この儀法の存在を、なぜ貴公が知っていた？　これは禁じられし外げ法ほう。我が王都第二騎士団でも隠いん匿とくされていたものだ」

「いつだったか……プラシリキア様より、ただの昔話として聞かされたのだ」

　ミカドの視線は彼を睨にらむポーレではなく、小柄な人物が連れた二頭の獣に向けられた。

　鏡合わせのように、うり二つの姿形をした爵獣である。獣種は鳥型に近く、二本の脚で佇む様は骨格標本のように貧相だ。落ちくぼんだ双そう眸ぼうは黒く、闇やみしか映さない。

　爵獣ではあるようだが、戦場で騎士とともに戦う種類でないことは確かである。

「かつて政略結けつ婚こんから逃のがれるため、本意の相手とこの儀法を交かわした王族がいた、と」

「プラシリキア様か……これは王都第二騎士団の汚お点てんである。たった一人の姫ひめ君ぎみにほだされ、儀法研究の禁を犯おかしてまで創つくり出した愚おろか者が、かつての団員にいたのだ」

「まだその爵獣と、儀法の使い手が生き残っているかを含ふくめて、半信半疑だったが」

「当時の使い手はもういないが……貴公には関係のないことだ。ところでそこまで知っているのならば、件くだんの姫君の末路も知っているのだろうな？」

「知っている。姫と儀法を交わした男は捕とらえられて断首となり、同時に……」

「そう──何の前触れもなく、姫君の首も落ちた」

　ポーレが口に出すのも穢けがらわしいというように、吐はき捨てた。

「この儀法は、強制的な運命の共有……呪のろわれし、婚礼の儀である。己おのれの役割を見誤った騎き士しと姫君が、己の感情を満たすためだけに生み出した傲ごう慢まんな契ちぎりである」

「……」

「〝エチカ〟を、ここへ」

　王都第二騎士団の団員に連れられ、足あし錠じようをかけた少女が姿を現した。

〝エチカ〟だ。

　未知の世界から現れた少女もまた、ミカドと同様に純白の衣装に着替えさせられていた。白いドレスと、銀色の手て袋ぶくろ。頭にはやはり宝石入りの略冠──。

〝エチカ〟自身はうなだれたまま、生気のない視線を床ゆかに垂らしている。

　それでもなお美しく、厳格な佇まいを見て、ミカドは自らの衣装の意味を理解した。

「なるほど。婚礼の儀、か」

「件の騎士と姫君が、実際に身につけた衣装だ。儀法を成功させる誓せい約やくの一つでもある」

　昨日までは一いつ介かいの騎士と、見知らぬ地で囚とらわれの捕ほ虜りよだった二人である。

　それが今、こうして婚礼衣装に身を包み、並び立っている。

　奇き妙みようを通り越こして異様ともいえる状じよう況きようだが、こうなったのには理由があった。

「キャバレッティ卿。貴公は昨日の請願書で、〝エチカ〟の身み柄がら引き渡しを申し出た」

　ぴくり、と〝エチカ〟の俯うつむいた顔が反応した。

「〝エチカ〟を捕らえた貴公が、自ら彼女から〝天穹の雫〟に関する情報を引き出し、必ずやリオランド王国に貢こう献けんさせてみせる──と」

「相そう違いない」

「貴公はそのための条件も、自ら提示した。重要参考人である〝エチカ〟を決して逃とう亡ぼうさせないための措置として、ある儀法──〝魂の双ふた仔ご〟によって自らと〝エチカ〟の魂を結びつけると」

「相違ない」

「〝魂の双仔〟とは人と獣ではなく、人と人の魂を結ぶ禁きん忌きの儀法である」

　白いドレスに身を包んだ少女が、顔を上げた。

　このリオランド王国における儀法というものを、彼女がどれだけ理解しているかは分からない。だが場に不ふ穏おんな空気が漂っていることは、感じ取っているだろう。

「〝魂の双仔〟によって魂を一つとした両者は、遠く離はなれることが能あたわない。もし二人が遠方に引き離されれば、その魂も引き裂さかれて肉体から消しよう滅めつするだろう」

　少女の視線を感じたが、ミカドは前方を向いたまま動かなかった。

「また同時に、魂の結びつきは互たがいの肉体にも影えい響きようする。一方が傷ついた場合は、もう一方も同じように傷つくだろう」

「……」

「つまり〝エチカ〟が逃亡を図はかるようなことがあれば、キャバレッティ卿の下もとを離れた時点で両者の魂が砕くだけて果てるだろう。〝エチカ〟がリオランド王国にとって害となる行動をとった時も、同様だ。その時点でキャバレッティ卿が自らの胸を貫つらぬき、敵対した少女とともに果てる。──これらの制約を設けることで、両者、捕虜と身み柄がら引受人としての関係を成立させるものとする」

　ミカドを凝ぎよう視しする少女の目が、大きく見開かれた。

「なおキャバレッティ卿は、〝エチカ〟から有用な情報を得られなかった場合、己の爵位を返上するとの誓ちかいを立てた」

「相違ない」

　表情一つ動かさず、ミカドは肯こう定ていする。

「……貴公、どんな手を使ったのだ」

　ポーレが、憎にく々にくしい目つきでミカドを睨みつけた。燭台を持つ手が怒いかりに震ふるえている。

「このような馬ば鹿かげた方法で、我々から〝雫人〟を取り上げるとは……！　それも評議会からたった一日で承認を得るなど、一体、どのような卑ひ怯きような手段を──」

「……身に覚えが、ない」

　ミカドは正直に言った。

　実際、請願が通ったことに驚おどろいたのは、ミカド自身も同じだ。いざ請願書は提出したものの、実現するには長い政治工作が必要だろうと考えていた矢先である。

「このままでは、いつまで経たっても〝天穹の雫〟について知ることはできない。──あの保守的な評議会でさえ、そう考えただけのことだろう」

　ミカドの言葉を、ポーレが鼻で笑い飛ばした。

　そのようなことはあり得ないと考えているのは、お互い様のようだ。

「……ふん！　ともあれキャバレッティ卿、自身の立てた誓いは確かであろうな！」

「言っただろう。私はリオランド王国のために、備えるのみ」

　ミカドは姿勢を正し、胸に手を当てて宣誓する。

「魂ソはーリラオ・ランドオー王・国リとオとラもンにド！」

　彼の迷いのない敬礼すら、ポーレの癇かんに障さわるのだろう。隈目の男が目をそむける。

「〝エチカ〟は、どうだ？　〝魂の双仔〟によって結びついた魂たましいは、二度と二つに解けることはない。混じり合った絵の具が、決して二つの色に戻もどることがないように」

「……」

「この儀法は、かけられる両者の魂からの承認が必要である」

　少女がポーレの顔を見つめ、次にミカドへと目を向けた。

「──儀法……？　ソーラ……？」

　それがミカドが耳にした、〝エチカ〟のはじめての肉声だった。

　思っていた以上に若く、高い声だ。長い監かん禁きん生活で消しよう耗もうしているのが分かった。

「我が王国で、最も重要とされている力の呼び名だ。今は詳しく知る必要はないが──」

　案の定、〝エチカ〟は儀法や魂について何も知らないらしい。ミカドは言う。

「お前が私の下から逃にげ出せば、私とお前の二人ともが死ぬ。お前が我が王国にとって敵となっても、二人とも死ぬということだ」

「……」

「だが少なくとも、私はお前をもう閉じ込めるつもりはない」

　まだ朧おぼろ気げだった少女の瞳ひとみに、小さな意思の光が宿った。

「ここから、出たいか？」

　問いかけるミカドを見つめる、少女の表情に変化が生じた。

　戸と惑まどいと──希望。人間らしい感情に揺れる。

「どうしてキミが……そこまでして、わたしを？」

「お前を捕らえたのは、私だ。私にはあの〝天穹の雫しずく〟を目まの当たりにした騎士として、そしてお前を連れ帰った者として、それらに備える責任がある」

　ミカドは、正面から少女の瞳を見つめ返した。

「お前は、どうだ？　私には、お前もまた生きてやり遂とげるべき使命がある人間のように見えた。それはあの狭せまい部屋に閉じ込められたままで、為なせることなのか？」

「……！」

　ミカドの言葉は、的を射ていたようだ。少女の大きな瞳に動どう揺ようが生じる。

〝エチカ〟が目を伏ふせた。だが考えたのは一いつ瞬しゆんのことで、再び顔を上げるも──。

「言い忘れていたが、両人に忠告しよう」

　唐とう突とつに、ポーレが口を挟はさんだ。

「ここにいるミカド・キャバレッティという男は、〝魂なし〟という特とく殊しゆな性質を持っている。獣けものに嫌きらわれ、自ら儀ぎ法ほうを使うこともできず、自分にかけられる儀法に対しても極きわめて高い耐たい性せいを持つのだ。〝魂の双仔〟という儀法も、簡単には定着しないだろう」

　ミカドと〝エチカ〟は、怪け訝げんな目つきをポーレに向ける。

「一方で、〝エチカ〟。君は、その逆だ。儀法に対する耐性が──極めて低い」

「！」

　ミカドは少女を見た。自覚がないのか、少女は眉まゆをひそめただけだ。

「我々が、〝エチカ〟の尋じん問もんに手こずった原因でもある。常人ではさしたる副作用がないはずの儀法……我々の言葉を解するための〝耳と口〟を定着させた時も、呼吸不全と身体機能の低下によって回復儀法を必要としたくらいだ」

　少女がハッとして、自らの首に手を当てた。

　彼女の首、そしてドレスの襟えり元もとから見えるかぎり、背中に向かって奇妙な金属が張り付いていた。艶つややかな金属の表面には、うっすらと青白い光こう沢たくが駆かけ巡めぐっている。

「儀法に強い男と、儀法に弱い女。この組み合わせによる〝魂の双仔〟の儀式が、成功する見込みは薄うすい……と私は見ている」

　二人の身を案じての忠告、ではないだろう。

　ポーレからしてみれば、一連の流れは最初から大反対なのだ。

「十中八九、儀式の成功を待たずに、両者とも命を失うだろう」

〝エチカ〟が怖おじ気づき、儀式を拒きよ否ひすることこそがポーレの狙ねらいなのだろう。

　果たして、それは効果的に思えた。

　ミカドにしてみれば、自らの信念と使命に命を賭かけるのは当たり前のことだ。

　だが隣となりにいる歳下の少女にとっては、そうはいかないだろう──。

「……！」

　ミカドは、ぎょっとした。

　常に冷静な〝魂なし〟の彼をも硬こう直ちよくさせた原因は、〝エチカ〟の思わぬ行動だった。

　彼女のほうから、彼の手を強く握にぎったのだ。

「──キミの言った通りだよ。わたしは、こんなところにいる場合じゃないの」

　ミカドの右手に絡からめられた少女の指から、熱い体温が──いや、熱い魂が伝わった。

　彼を見つめる少女の眼まな差ざしが、豹ひよう変へんしていた。己の身を顧かえりみることなど、決してない。一いち縷るの希望だけを目指す輝かがやきが、〝エチカ〟の瞳に満ちていた。

「やろう、ミカド！」

　本来は説得する側のミカドが、その眼差しに圧あつ倒とうされていた。

　なぜ──。

　わずかに目を見開きながら、心中で疑問を抱いだく。

　自分を捕らえ、虐しいたげた側の人間に対し、そのような目ができるのだ──。

　ミカドを見つめる、少女の眼差し。そこには憎にくしみも怒りもなく、ただひたすらに希望だけを求める輝きがあった。

　これだけの目に遭あいながら、負の感情を抱くことがない人間など存在するはずがない。

　そう、今はもういない、あの聖母のごとき女性。

　リオランド王国において、あらゆる罪や穢けがれを赦ゆるした王おう妃ひ以外には──。

「──あくまで両名とも、儀式を望むということで間ま違ちがいないな？」

　ポーレの嘆たん息そく混じりの声で、ミカドは我に返った。

　ミカドと、〝エチカ〟。

　二人は固く手を結んだまま頷うなずき合い、ポーレを見た。

　覚かく悟ごを決めた二人の表情を見て、ポーレが高らかに声を上げた。

「儀法、〝魂の双仔〟を発動させよ！」

　ミカドの視界を光が埋うめ尽つくした。

　フードの人物が両りよう腕うでを大きく掲かかげた瞬しゆん間かん、足元で純白の光が弾はじけたのだ。

　暗さのために見えなかったが、床にびっしりと奇妙な文字──儀法を補助する効果を持つ儀法文字が書かれていた。文字から吹ふき上がる風が、二人の衣装を激しくなびかせる。

「う──」

　まず変化を見せたのは、〝エチカ〟だった。

　二頭の爵獣が、その長細い顎あごから、白い輝きを立ち上らせていた。

　一頭がミカドを、そしてもう一頭が〝エチカ〟を凝視する。

「──ぅあああっっ！」

　少女の全身から、膨ぼう大だいな量の輝きが噴ふき出した。

　濃こい紫むらさき色いろの中に、黒と青を織り交ぜた光の集合体である。

　まるで星空のごとき輝きの正体を、ミカドは知っていた。

　魂ソーラ。

　このハローズという世界において、あらゆる事象の根源とされる力である。

　人や獣の内側にも、魂は存在する。リオランド王国では人と獣が互いの魂を共鳴させることで、爵獣と爵獣騎き士しという特別な協力関係が成立するのだ。

「あああああっっ！」

　少女が絶ぜつ叫きようした。彼女から立ち上る魂の勢いは凄すさまじく、しかし床ゆかに書かれた儀法文字の効果によって周囲を飛び交かったまま消え去ることがない。

　激しく周囲を駆け巡る魂は、その行く先を探しているかのように見えた。

　よろめく〝エチカ〟を、ミカドは倒たおれる直前で受け止める。

「どうした！　早く、私にも儀法を！」

　彼の身体からも、紫色の輝きは漏もれ出していた。

　ただしその勢いと量は、〝エチカ〟の百分の一にも及およばない。

「もう、かけている……！　〝魂なし〟め！」

　フードの奥から、罵ば声せいが漏れた。少女か、あるいは声変わり前の少年の声こわ色いろだ。

　ミカドの〝魂なし〟たる体質が、災わざわいしているようだ。彼には呪のろいや祝福などの区別なく、一いつ貫かんして儀法の効果を受けにくいという特とく徴ちようがある。

　一方、儀法の影えい響きようを受けやすいという〝エチカ〟の様子は、明らかに尋じん常じようではない。

「中止だ！　このままでは少女のほうが持たない！」

　ポーレが命令を下した。だがフードの人物は儀式を続ける。

「ダメだ、副団長！　今、やめたほうが危ない……大だい丈じよう夫ぶ、もう──発動する！」

　その言葉が響ひびくと同時に──。

　巨きよ人じんの鉄てつ槌ついが、ミカドを頭から打ち砕くだいた。

　そう錯さつ覚かくするほどの衝しよう撃げきとともに、彼の全身から紫色の輝きが噴き出した。

　少女のそれと比べると、明らかに色が薄く、量も少ない。

　だがミカドは己おのれの肉体から放出されたそれを仰あおいで、口元に皮肉な笑えみを浮うかべた。

　プラシリキア様……義父ちち上──。

　痛みはなかった。〝エチカ〟とは違ちがって、何の苦痛もない。

　お二人が仰おつしやってくださった通り、私にも少しは魂が在るようです──。

　ミカドの魂、そして〝エチカ〟の魂が頭上で戯たわむれるように重なり合った。

　二つの輝きが絡み合い、完全に一つとなると光が弾けた。

　彼らがいる地下空間が、真っ白な光によって包まれる。

「──」

　直後、ミカドが見た光景は──彼の知らない世界のものだった。

　すぐにそう確信したのは、あまりにも異質な生き物を目の当たりにしたからだ。

　燃えさかる地上を埋め尽くすのは、多た脚きやくの獣たち。──金属らしき物質によって形成されたそれら異形の獣は、軀からだに取り付けた筒つつのようなものから光線を射出していた。

　金属製の獣たちは、戦っているようだった。光線や爆ばく発はつを撒まき散らす矢のようなものが相手に着ちやく弾だんするたびに爆風が吹き荒あれ、敵側の獣たちを木っ端ぱ微み塵じんに砕いていく。

　金属製の獣には、空を舞まうものもいた。ただしそれらに羽はなく、薄い何かを高速回転させたり、尻尾しつぽの代わりに空いた穴から炎ほのおを噴ふん出しゆつして飛行しているようだった。

　──これは……。

　奇き妙みような獣たちが戦う戦場に、ようやく人間が姿を見せた。

　いや、人間かどうかは分からない。二本ずつ手脚があり、棺ひつぎのようにも見える大きな塊かたまりを抱かかえているが、頭からつま先まで見たこともない金属製の鎧よろいで覆おおっている。

　金属人間が戦場を駆け抜ぬけていく。光線や爆発する矢をかわし、多脚の獣を体当たりで吹き飛ばし、人間とは思えない脚力で爆風が吹き荒れる戦場を走り抜ける。

　視界が急に勢いを増した。戦場を走る金属人間に接近していく。

　──〝エチカ〟の魂が、見せているのか……？

　そう思ったのは、胸むな元もとに二本の細い腕うでがあったからだ。視点の主は細長い箱のようなものに跨またがり、二本の取っ手を摑つかんでいた。ミカドが知る騎獣とはかけ離はなれているが、少女は高速で移動する白い箱に乗って戦場を疾しつ走そうしているようだった。

　──やめろぉっ！

　叫さけぶ声が聞こえた。まさしく〝エチカ〟の声だ。

　金属人間が彼女の制止を無視し、大きく跳ちよう躍やくした。

　そのまま勢いをつけて、流星のごとき衝撃とともに棺を地面に突つき刺さす。

　地面が震しん動どうした。強きよう烈れつな突とつ風ぷうと光を放ち、大地が急激に陥かん没ぼつする。

　巨きよ木ぼくが生えるかのように、窪くぼんだ地面から一瞬にして巨大な塔とうが隆りゆう起きした。鋭するどい三角形のような形の中央を、斜ななめに大きな槍やりが貫つらぬいたような造形である。

　異形の塔が完成すると、空に光点が生まれた。

　隕いん石せきだ。あるいは隕石のように、空から降り注ごうとする何かである。

　それだけではない。周囲の空気を震ふるわす振しん動どうを伴ともない、周囲を影かげが包んだ。

　見上げると、巨大な船が空を埋め尽くしていた。

　空を飛ぶ船など、もちろんミカドは生まれてこれまで一度も見たことがない。

　──ははははぁっ！　〝Ｂｒブｉリｚｚズ〟タワー、起動！　我らの勝利だ！

　金属人間が哄こう笑しようした。

　彼らの言葉を理解できるのは、少女の魂たましいを通して見ているからだろうか。

　──勝ち負けなんて、くだらない……！

〝エチカ〟が加速した。騎き乗じようする箱が、ミカドの知る騎き獣じゆうとは段だん違ちがいの速度で戦場を駆け抜ける。急旋せん回かいして光線の雨をすり抜け、空から飛来する爆発物を横回転、縦回転と恐おそるべき操縦技術で回かい避ひし、異形の塔を目指す。

　金属人間が立ちはだかった。大きな筒を取りだし、彼女に向かって何かを撃うつ。

　──行くよっ、〝ギデオン〟！

　少女の気き迫はくの声と同時に、箱がさらに急加速した。光の軌き跡せきを残して金属人間の放った何かを避よけ、跳躍するように空中で一回転した。金属人間の頭上を飛び越こえる。

　そして箱から二本の長い腕を生やし、その先せん端たんを異形の塔に突き刺した。

　次の瞬間、塔全体から火花が飛び散った。赤く輝く塔が、青く色を変えていく。

　──なっ!?　〝Ｂｒｉｚｚ〟タワーが……！

　驚きよう愕がくする金属人間と、次の標的に向かって走り出す少女。それらの光景が──。

　再び視界を埋め尽くした閃せん光こうによって、かき消えた。

　だが目を疑うばかりの光景は、ミカドの脳のう裏りに鮮せん烈れつな記き憶おくとして焼き付いた。

　──これが〝エチカ〟が……〝天穹の雫しずく〟が元いた世界の戦争だとしたら……戦いの質が、あまりに違いすぎる……。

　ミカドの胸中に、焦あせりがこみ上げる。

　──我が王国、いやこの世界すら、取って代わられかねない……。

　閃光が消えると、ミカドは元の地下空間にいた。

　頭上で紫色の輝きが絡み合う最中、腕の中にいる少女は息も絶え絶えだった。

「くっ……！　もう少しなのに、女の魂が消えていく……！」

　フードの人物が言う通りだった。

　地下空間を駆かけ巡めぐる魂の輝きが薄うすれ、〝エチカ〟がついに動かなくなった。ぐったりと脱だつ力りよくした少女の瞳ひとみからは光が失われ、とうとう呼吸も完全に停止してしまう。

　ポーレの忠告は、正しかったのだ。

〝魂の双ふた仔ご〟の儀ぎ式しきに、儀法に弱い少女は耐たえられなかった。

「──ここが忌いまわしい場所だということが、幸いしたな」

　だがミカドは、諦あきらめない。

　プラシリキア様……ここで〝備え〟の一つを用いることを、お赦しください──。

　心中で恩人に謝罪し、鋭い双そう眸ぼうを見開く。

「ここで終わらせるわけにはいかない。そうだろう──〝エチカ〟」

　彼の長い睫まつ毛げから、金色の輝きがこぼれた。

　金色の輝きが、輝く雷いかずちと化してミカドの全身を覆った。

　金色の雷が彼の腕を伝い、〝エチカ〟の身体からだを包み込んだ。ミカドと〝エチカ〟を中心に凄まじい放電現象が発生し、儀法文字を書いた床に大きな亀き裂れつを生む。

　吹き荒れる衝撃が、壁かべや床、天上を割った。ポーレが驚愕の声を上げる。

「なんだ、これは……！　キャバレッティ卿きようの魂か？」

「ち、違う……！　だって〝木獣卿〟の魂は、残らず吸い出したのに……！」

　ポーレとフードの人物、そして王都第二騎士団の団員たちが困こん惑わくする。

　ミカドの腕に抱だかれた〝エチカ〟に、異変が起きた。

　死人のように生気を失った瞳が、輝かがやきを取り戻もどしたのだ。双眸から金色の輝きを放つ姿は、ミカドとうり二つである。

　同時に消えつつあった頭上の魂が、再び輝きを取り戻した。

「魂が、戻った……！　このまま、儀法を完成させる！」

　フードの人物が叫んだ。

　ミカドたちの頭上で絡からみ合った魂が一ひと際きわ大きな光を放ち、弾け飛んだ。

　光の雨となった魂が、ミカドと〝エチカ〟に降り注ぐ。

　祝福のように降り注ぐ紫色の輝きが、残らず彼らの全身に吸収されたことで──。

〝魂の双仔〟の儀法は、完かん了りようした。

「……」

　ミカドたちを包む金色の雷も、完全に消え去った。

　ミカド・キャバレッティ男だん爵しやくと〝雫人〟の少女、〝エチカ〟──。

　いや、ただのミカドとエチカという二人の人間が、間近で見つめ合う。

　少女を抱いた腕から感じる温ぬくもり、唇くちびるを朱しゆに染める血流、まぶたの奥にある瞳から感じる意思──その全すべてが、まるで己の物のように鮮せん明めいに感じられた。

　エチカもまた彼と同じ体験をしているのだろう。見開いた両の眼めで、じっとミカドの顔を凝ぎよう視しする。

「──うわああああっ！　ギラ！　ミー！」

　フードの人物の悲鳴が響いた。

　二頭の爵獣が床の上に倒れ、ピクリとも動かなくなっていた。

「貴公……一体、何をした？」

　ポーレがミカドに詰つめ寄った。

「貴公は儀法が使えないはず……それも、自らの魂がない状態で……！　この王国において、私の知らない儀法があるはずが──」

「ポーレ卿。貴公が見たものは、口外無用だ。これは──王族命令である」

　ミカドが放った言葉に、ポーレが絶句した。

「〝魂の双仔〟の儀法は完了した。約束通り、エチカは私が預かる」

　ミカドはエチカを抱きかかえたまま、立ち上がった。

　婚こん礼れい衣装に身を包んだままのエチカが「わっ」と慌あわてた。彼に抱えられた状態に困惑しているだけで、命に別状はなさそうだ。

[image: ]

「く、くそっ……何しやがった、〝木獣卿〟め！　死んじまえっ！」

　フードの人物の罵ば声せいを背に受けながら。

　それでもミカドは、エチカという少女の身み柄がらを引き取ることに成功していた。








>>　Section 4






　ミカドとエチカは、肩かたを並べて城門から出た。

　ミカドは婚礼衣装から元の正装に着き替がえている。一方エチカのほうはシャツとブレザーに丈たけの短いパンツ、つば付きの帽ぼう子しという服装だ。王城勤めの小間使い、それも私書配達係の子供用だが、本人は知るべくもない。

　ミカドは城門から出た直後のエチカの反応を観察した。

「……」

　少女は大きな瞳──漆しつ黒こくだが煌きらめきを伴う、星空のようなそれで城下を眺ながめた。

　続けて空、衛兵のそばにいる爵獣、と目に映る全てを捉とらえて思考する。動かすたびにチカチカと煌めく瞳から見て取れるのは、やはり知性そのものである。

　同じ瞳を持つ人物を、ミカドはたった一人だけ知っている──。

「……んー──」

　一通り周囲の観察を終えると、エチカが急にうずくまった。

　儀法の後こう遺い症しようで体調を崩くずしたのだろうかと思ったが、違ちがった。

「っぷはああああっ！　やっと出られたあ！　うーん、酸素、おいしいっ！」

　エチカが急に起き上がり、大きく背せ伸のびをした。

　外の空気を吸ったおかげか、監かん禁きんされていた時よりも顔色は良くなっていた。背伸びをした勢いで、シャツの裾すそから細身のくびれた腰こしと小さなヘソが露あらわになる。

　意外だったのは、その表情の明るさだ。

　晴れやかな顔で大口を開けて空気を吸い込む様は、つい先ほどまでとは別人である。

「どこか身体に異状を感じるところはないか？」

「ううん、大だい丈じよう夫ぶ！　ありがとう、ミカド！」

　エチカが、屈くつ託たくなく笑った。ミカドは眉まゆをひそめる。

「ありがとう？　なぜ、私に感謝をする」

「よかった、言葉は通じてるね！　えーと、わたしをあそこから出してくれて、ありがとう。それに今もわたしを気き遣づかってくれて、ありがとう？　かな」

　指折り数える、エチカ。その煌めく瞳に、演技らしき曇くもりは見当たらない。

「……」

　普ふ通つう──というよりミカドが知る範はん囲いでの人間では、皆かい無むだろう。自分が幽ゆう閉へいされるに至った原因である相手に対し、こうも簡単に礼を言うことができる人間は。

　生きてきた文化の違いか。はたまた本人が、未知の精神構造をしているのか。

　眼前の少女を理解することが、まずはミカドに課せられた最初の使命になりそうだ。

「乗れ、エチカ」

　門番がミカドの爵獣ループを連れ戻した。

　ループは紳しん士しだ。普段はしないが、エチカが乗るために膝ひざを折って胴どう体たいを落とす。

「これに乗って、どこかに行くの？」

「これではない。私の大切な戦友、ループである」

　ミカドが睨にらむと、エチカが自分の口を押さえた。ひらりとループにまたがる。

「ごめんね、ループ君。よろしくね」

　そう言って爵獣の背を撫なでる姿は、堂に入ったものだった。

「手助けもなしに、迷いもなくまたがるか。まるで騎士だな」

　ミカドもまた騎乗した。エチカの後ろに乗り、少女の胸むな元もとで手た綱づなを摑つかむ。

「乗れって言ったの、ミカドじゃん。──ていうか、ち、近くない？　これ」

　本当に態度がコロコロと変わる少女だ。尋じん問もん官に対して沈ちん黙もくを守り続け、命がけの儀法を乗り越えたかと思いきや、今度は乙女おとめのようにミカドとの距きよ離りに困惑する。

「もしお前が落ちて首でも折ったら、私も死ぬのだ。もっとしっかり背を預けろ」

「ひゃっ」

　ミカドはさりげなく襟えり元もとを覗のぞき、少女の首筋を見た。彼女が首にかけた金属製の首輪のようなものは、触しよく手しゆのように背筋へと伸のびている。それ以外には小さな肩けん甲こう骨こつと、傷一つない真っ白な背中が見て取れた。

　何らかの補助用装備……あるいは肉体を強化するためのものか──。

　エチカから得るべき情報は、逐ちく一いち、気にしていかなければならない。

「団長！　お帰りなさいませ！」

　堀の外まで出ると、ハァミアがミカドたちを出で迎むかえた。

「その少女は……！　さすが、団長です！　〝雫人〟の確保に成功するなんて！」

「その件について少々、話がある。聞いてくれ、ハァミア」

　前置きし、ミカドはハァミアに事と経けい緯いについて説明した。

　エチカの身柄を受け入れるにあたって、〝魂の双仔〟という儀法を用いたこと。

　他ほかにも条件として、自らの爵しやく位いを賭かけたこと。

「──」

　説明を聞くにつれ、ただでさえ白いハァミアの顔色から血の気が失われていった。

「──以上だ。我が騎士団は、これよりエチカからの情報収集を最優先として」

　ミカドが説明を終えるよりも先に、彼の脳天目がけて長い錫しやく杖じようが振ふり下ろされた。

　ミカドは身体を傾かたむけ、攻こう撃げきをかわす。

「……」

　無言で次の攻撃を振りかぶる副団長に向かって、ミカドは手を掲かかげた。

「待て、ハァミア。相談もなく決めたことは謝る。すまなかった」

　彼女の怒いかりを買うことは予想していたが、今回ばかりは限度を超こえてしまったらしい。

　彼が平謝りしたことで、ハァミアが正気を取り戻した。ハッとして杖つえを収める。

「も、申し訳ありません……！　私としたことが、団長に手を上げるなんて……！」

「気にするな。お前の憤ふん慨がいは理解できる」

「……私は、理解できませんし、信じられません。仮にも騎士団の団長ともあろう者が、敵か味方かも分からない〝雫しずく人びと〟と、魂たましいを──運命を共にするなんて」

「エチカでーす。よろしくねっ」

　エチカが両手の人差し指と中指を立て、自己紹しよう介かいした。

　彼女の人種独特の、友好を示すサインなのだろう。ハァミアの苛いら立だった顔を見る限り、逆効果のようだったが。

「失礼ながら、本当に事の重大さを認にん識しきしておられますか、団長！　もしその間ま抜ぬけ顔の女が石につまずいて頭を打ったら、団長も道連れなのですよ？　団長にもしものことがあった時点で我ら騎士団は解散……騎士団員は野垂れ死ぬことになるでしょう！」

「ああ。お前たちには、いつも本当に苦労をかけるな」

　説教を受けながら、ミカドたちは並んで中央区の大通りを進む。寄り道はしない。

「じ、自分たちの苦労を惜おしんでいるわけじゃありません！　私たちは元々、団長なくしては王都も歩けないような者ばかり……我々一同、団長の身を案じているだけです！」

「分かっている。お前たちの忠誠心を、心強く思う」

　彼の眼まな差ざしを受け、副団長が口を一文字に引き締しめた。色々と言いたいことをぐっと吞のみ込み、問いかける。

「これから、どうされるおつもりですか、団長？」

「王城から解放したとはいえ、重要な捕ほ虜りよだ。片時も目を離はなすつもりはない。エチカは私の自宅で過ごしてもらう。その生活習慣を観察するだけでも情報を得られるだろう」

「団長自らですか？　何人か、団員を呼び戻もどしましょう」

「え？　わたし、ミカドといっしょに暮らすの？　どうしよう……」

　話題の捕虜本人が、困こん惑わくした表情で自分の胸を手で隠かくすような仕草をした。

「いやらしいこと、しない？　身の危険を感じちゃうな」

「安心なさい。それは今まさに貴女あなたの頭を割ろうとしている私の殺意です」

「落ち着け、ハァミア。こいつの頭を割れば、私も割れる」

　ミカドが制するが、ハァミアは真しん剣けんだった。杖を振りかぶった状態でエチカを睨む。

「聞きなさい、エチカとやら。貴女を監禁状態から救い出したのは、このお方、ミカド・キャバレッティ男だん爵しやくです。リオランド王国辺境第三騎き士し団の団長にして、男爵家の当主という立場におられるお方。貴女が人間としての道理を持っているのであれば、今すぐにでも〝天穹の雫〟の情報を差し出して恩義に報むくいるべきとは思いませんか？」

　恩義も何も、エチカを攫さらった張本人こそがミカドである。エチカが彼に感謝する道理などないのだが、少女の本音を知る良い機会かもしれない。ミカドは黙だまっておく。

「──ごめん」

　瞳ひとみの煌めきを消し、なぜか謝る少女。

「わたしも、あなたたちが敵か味方か分からない。だから今は何も喋しやべることはできない」

　エチカの表情が監禁状態だった時のそれに戻っていた。

　眼前の少女は、感情を殺し、心を閉とざす術すべを知っている──。

「何がどうなって、ここに墜おちたのかは分からない。でも、だからこそ身を守るためには、迂う闊かつなことは言えないよ。あなたたちが、わたしたちに何ができるかを知った上で理り不ふ尽じんに攻撃を仕し掛かけてこないともかぎらないし……」

　ミカドとハァミアは、視線を交かわした。

　エチカの素す性じようは一いつ切さい不明なままだ。だが彼女の合理的な思考からして、高い教育を受けているのは間ま違ちがいない。自己防衛の意識も、極きわめて強いようだ。

　それに加え、彼女ははっきりと〝わたしたち〟と言った。

　つまりエチカには仲間がいるということが、これで確定的となったわけだ。

「リオランド王国は領地を侵おかすことのない相手に対しては、必ずしも先制攻撃を加えるものではない。王城から引っ張り出したのは、そのことを理解してもらうためでもある」

　エチカの意志の強さは、すでに王都第二騎士団が証明してくれた。

　尋問に答えず、体質によって儀ぎ法ほうや薬物も使用できない。おそらく拷ごう問もんをしようとも、少女の心身はリオランド王国側の思い通りになることはないだろう。

「今日はゆっくりと休むといい。明日からは、できるかぎり我が王国を案内しよう。その上でお前自身の判断で情報提供してもらえるよう、努力するつもりだ」

　元より、ミカドはエチカに対して、強ごう引いんな手段を用いるつもりはなかった。

　少女の言動や生活習慣によって、〝雫人〟がどのような人種であるかを探さぐる。その中で懐かい柔じゆう策を──今はまだ無計画だが、とにかく少女の心を開かせなければならない。

　遠回りのようだが、それが〝天穹の雫〟を知る一番の近道だと考えていた。

「──とはいえ、いきなり前言を破るようだが、一つだけ確かめておかねばならないことがある。答えたくなければ、それでもいい」

　ミカドは人差し指を立てた。王都の空を指し示す。

「見えるか？」

　エチカがきょとんとした。

　空にあるのは、過ぎゆく風くらいしかない。ミカド自身、今は何も見えなかった。

「えっ、なに？　空？　空気？」

　エチカが浮かべた困惑の表情は、演技には見えなかった。

　ハァミアもまた「団長？」と訝いぶかしげだ。

「……見えないなら、いい」

　かの人物と同じ──煌きらめく瞳を持つエチカなら、見えるかもしれないと思ったのだ。

　王都に渦うず巻まき、今も駆かけ巡めぐっているであろう、魂の残ざん滓しが。

　もしエチカが、ミカドの知る人物と同様に魂を見ることができる人間であれば──。

　我が身と引き換かえにしても、この場で最悪の選せん択たくをとる必要すらあったかもしれない。

「ハァミア、エチカの監かん視しは私一人でじゅうぶんだ。団員を呼び戻す必要はない」

「しかし団長、それではあまりに無防備すぎます！　いくら見た目が貧相で性しよう悪わるそうな子供にすぎないとはいえ、どんな力を持っているかも分からない〝雫人〟なのですよ？」

「それでいいのだ。無防備であることに、意味がある」

　聡さとい副団長は、その言葉だけでミカドの第二の狙ねらいを察したようだ。

「……最初から、そのおつもりだったのですね？」

「ああ、エチカを救助しようとする者がいるならば、そうなるように誘さそい込む」

「えっ」

　エチカが驚おどろきの声を上げた。

　ミカドの目的は、エチカ自身に〝天穹の雫〟について喋らせるだけではなかった。

　もしエチカに仲間が存在するのであれば、彼女を救出しようとする動きがあるかもしれない。それらの勢力と接せつ触しよくすることができれば、多くの情報を得られるだろう。

「団長……確かに彼女の仲間が現れれば、その敵意や戦せん闘とう能力を測ることもできるでしょう。しかし団長お一人では、いくら何でも危険すぎます」

「私とエチカは〝魂たましいの双ふた仔ご〟で繫つながっている。私を殺せば、エチカも死ぬのだ。さらに言うなら、私からエチカを引き離しただけでも同じこと。相手からすれば私を簡単に殺すわけにはいかないし、隙すきを見て彼女だけを連れ出すわけにもいかないというわけだ」

　捕虜と監視という関係で、これ以上、有利な関係はない。

「もちろん、そうでなくとも私は簡単にやられるつもりはない。可能なかぎり、〝天穹の雫〟と〝雫人〟について情報を引き出してみせる」

　本人たちを含ふくめ、誰だれが望もうとも二人を引き離すことは二度とできないのだ。

　それが〝魂の双仔〟という儀法──忌いまわしき過去が生み出した呪のろいである。

「団長。そうは仰おつしやいますが、それは……ある最低条件があってこそです」

　ハァミアが言った。ミカドは頷うなずく。

「分かっている」

　ミカドの計画は、ある前提に基もとづいたものだ。

　もし相手がその前提すら崩くずすようであれば──その時は、一転して窮きゆう地ちとなるだろう。

「えーと……それって、罠わなってことだよね？　本人の前で話していいの？」

　エチカが気まずそうに言った。ミカドは頷く。

「問題ない。むしろ仲間と引き合うことがあったら、早めに伝えてくれ。このミカド・キャバレッティの命あるかぎり、決してエチカを王都から出すことはない、と」

「……」

「私を出し抜こうとすれば、己おのれの首を落としてお前を道連れとする覚かく悟ごがあることもな」

　エチカの表情が、固まった。首筋に一筋の汗あせが伝う。

　長い監かん禁きん期間の中で、彼女なりに逃とう亡ぼう計画を企くわだてていたはずだ。だがその中で、自分の命を赤の他人と共有させてしまうという事態は想定していなかったに違ちがいない。

「私としては穏おん便びんなうちに、お前の口から語ってくれることを望んでいる」

　ミカドはそう言って、爵しやく獣じゆうループの歩を速めた。

　中央区を抜け、平民街に入ったところでハァミアに指示を出す。

「ハァミア。お前は今回の件について、評議会の動きを探ってくれ。これまで門もん前ぜん払ばらいだった私の請せい願がん書が突とつ然ぜん、それもたった一日で認にん可かされたことは、やはり気になる」

「……」

「どうした、ハァミア？」

「やはり、心配です。正体不明の〝雫人〟と団長を二人きりにするなんて……もちろん団長がお強いことは知っておりますが、それ以外にも、その──まさかとは思いますが、その女が色いろ仕じ掛かけのような小こ癪しやくな手に出てくることがあったら」

　ループの上で、ミカドとエチカは顔を合わせた。その後、二人でハァミアを見上げる。

「こっちの台詞せりふなんだけど！　また身の危険を感じてきたー！」

「本気で言っているのか、ハァミア？」

「リューリリリィ姫ひめのお年とし頃ごろと近いように見えます。どことなく、面おも影かげも……」

　言いにくそうに、ハァミアが目を伏ふせた。

　ミカドは目つきを変えた。これまでになく厳しい表情で睨にらみつける。

「不敬だぞ。私と姫との間には、主従以上の関係はない」

「……調査の件、拝命します」

　神しん妙みような面おも持もちで言い残し、巨獣に乗ったハァミアが去って行った。

　ハァミアなりに、釘くぎを刺さしたつもりなのだろう。

　それもエチカとの関係に対してではない。ミカドとリューリリリィ姫との関係に対してだ。両者の逢おう瀬せは秘密だが、ハァミアは察するところがあるのだろう。

「姫？　ミカドって、お姫様と関係があるの？」

　好こう奇き心しんに目を輝かがやかせるエチカを黙もく殺さつし、ミカドは平民街を進んでいく。

　自じ邸ていに向かう間も、エチカからの質問は絶えなかった。

「わりと普ふ通つうっぽいところに住んでるんだね。貴族はみんなそうなの？」

「私が爵位を引き継つぐにあたって、色々あっただけだ。私以外の貴族は、こうではない」

「こっちにも貴族っていう階級があるんだね。あ、でも〝耳と口〟だっけ？　言葉を翻ほん訳やくするとかいうアレで、自動的にわたしの知ってる言葉に置き換えられてるだけか」

「〝耳と口〟は万ばん能のうではない。受け取る側の魂たましいに書き込まれていない単語は、変へん換かんしようがないからだ」

「また、魂か……儀法っていうのも凄すごいね。魔ま法ほうみたいなもの？」

「魔法というものを、私は知らない」

「確かに〝耳と口〟は万能じゃないみたいだね」

「お前の故郷にも、貴族と同じような階級があったようだな。それに儀法が存在しないことも分かった。魂という力についても、詳くわしくなさそうだ」

「……わたし、もう喋らないほうがいいかな？」

　狭せまい路地に入り、自邸に向かう。

「先ほどハァミアはああ言ったが、私とお前が二人きりになることはないだろう。私の家にはローリィという家政婦がいる。必要なものがあったら彼女に言え」

「アイアイサー！」

　不可解な言葉を口にし、額に掌てのひらを当てるエチカ。承知したと受け取っていいだろう。

「ベッドは義妹いもうとのものを使え。義妹は今、学院の寮りように入っていて──」

　ミカドたちが到とう着ちやくするなり、ローリィの声が家の中から聞こえた。

「あっ……！　うぅっ……！　も、もう、勘かん弁べんしてくださいぃっ……！　あぁんっ！」

　キャバレッティ家の評判を貶おとしめかねない喘あえぎ声に、「ひゃっ」とエチカが赤面する。

　ミカドの口から、自然と嘆たん息そくがこぼれた。

「寮に入っていたはずだが──今日、帰ってきたらしい」

　ミカドとエチカが家に入ると、居間にいた少女が振ふり返った。

「義兄にい様！」

　細い腕うでを拡ひろげ、ミカドに駆け寄る少女。後頭部で二つに結んだ長い髪かみをなびかせる姿は可か憐れんで、花畑を駆ける絵本の一ページのようだ。

　全身汗だくで、布の面積が少ない下着姿でさえなければ、だが。

「王都に戻もどってきていることを、なぜ報しらせてくれなかったのですか！」

　自分に抱だきつく少女の頭を撫なでると、やはり大量の汗で濡ぬれていた。

「休きゆう暇かで戻ってきたのではないからだ、リズ。任務で一時的に滞たい在ざいしているに過ぎない」

「それにしたって、あんまりです！　義兄様が王都にいることを、私はミミューから聞いたんですよ！　あの強ごう突つく張りの寮長、ミミューの口から！　嫌いやみったらしく！」

　リザマーロ・キャバレッティ。

　キャバレッティ家の長女にして、亡なき義父ちちと血の繫がった実子である。

　つまりミカドが養子とならなければ、当主の座を継いでいたはずの少女だ。

　そのあたりの後こう継けい問題について、揉もめた時期もあった。だがそれは過去のことで、現在は義妹とも和解して良好な関係を築いている。築いているはずだ。

「……ミ、ミカド、さ、さま……！」

　家政婦のローリィが、二つの簞たん笥すの間にかけた棒にぶら下がっていた。

　彼女が憔しよう悴すいしきっているのは、そこを何度も懸けん垂すいさせられていたせいだろう。

「またローリィをいじめていたのか。ローリィ、もう下りていいぞ」

　家政婦が「は、はいぃ」と床ゆかの上に着地した。ぜぇぜぇと荒あらい息をつく。

「いじめていたのではありません。これは罰ばつです。義兄様の帰郷を隠かくしていたこと、そして何よりキャバレッティ家に仕える身ながら、鍛たん錬れんを怠おこたっていたことの！　見てください、このだらしない肉！　たとえアルク人だとしても、あるまじき肉！　この、胸が！」

「気持ちは分かる。だがもう少し貴族らしい言い方はないものか」

「まさかとは思いますが、義兄様は弛たるんでおられないでしょうね？」

　リズが承しよう諾だくも得ずに、ミカドのシャツの内部へ手を突っ込んだ。彼に抱きついたまま、その汗に濡れた細い指先で彼の腹や背中をまさぐる。

　リズ──リザマーロ・キャバレッティの顔立ちは、絵姿でしか見たことがない実の母親似で美形そのものだ。指先の動きに至るまで見る者の目を奪うばう所作は、生まれ持ってのものだろう。ドレスを着て微笑ほほえんでいれば、王族が会する社交場でも映はえることだろう。

　ただ問題は──彼女自身がドレス嫌ぎらいで、社交界が大嫌いだということだ。

　何よりも自己鍛錬を愛し、会食でのフォークの扱あつかいよりも、槍やりの鍛錬を好む。

　つまり彼女は外見は淑しゆく女じよたる母親似、しかし内面は──槍一本で男爵家を支えた、亡き実父に似てしまったということである。

「気高き魂は、強き肉体に宿るのです！　──キャバレッティ家の家訓を忘れるようであれば、たとえ義兄様といえど……ふむ、まあまあ、かな」

　遠えん慮りよなく義兄あにの身体からだをなで回す少女自身、直前まで自己鍛錬に励はげんでいたのだろう。汗ばんだ身体は細いながら健康的で、目をこらすとうっすらと筋肉の筋が見て取れる。

　ミカドは慣れたものだが、慣れない者にとっては彼女の触しよく診しんは応こたえるようだ。

「ひゃぁあああぁああ」

　ミカドの後ろにいたエチカが、顔を真っ赤にした。自分の身体を抱だきしめる。

「……？」

　リズが見知らぬ少女を、怪け訝げんそうな顔で見た。さらにミカドの胸を撫でる。

「ちょっ……や、やめっ……！」

　エチカが耳まで真っ赤にした。自分の胸を押さえ、うずくまる。

「義兄様、このおかしな女は何者ですか？　新しい家政婦ですか？」

「ひぇ……わ、わたし……と、とうとう、解かい雇こされ、ちゃうんですか……？」

　勢せい揃ぞろいしたキャバレッティ家の関係者を見回し、ミカドは嘆息した。

「このような形で〝魂の双ふた仔ご〟の効果を証明するつもりはなかったんだが……まずは服を着ろ、リズ。説明はそれからだ」

　──王城での尋じん問もんは疲つかれただろう、今日はもう休むといい。

　ミカドがそう言ったのは、エチカに対してだ。とりあえずはリズの部屋をあてがったが、明日からの部屋割りは考え直す必要がありそうだ。

　実際、エチカは明るい振る舞まいとは裏腹に、限界まで消しよう耗もうしていたのだろう。リズのベッドに横になると、すぐに眠ねむってしまった。

　ミカドは一連の経けい緯いをリズとローリィに説明し、あとは昨日と同じ時間を過ごした。

　書しよ斎さいで書類を処理し、夕方になると日課の鍛錬をこなした。リズが参加を申し出たため、ミカドは突とつ撃げき槍やり、リズは細槍の模造品を使っての模も擬ぎ戦なども行った。

　その後は夕食を摂とり、書類の残りを整理し、就しゆう寝しんの時間となる。

「……」

　日課の読書に耽ふけるミカドだが、その脳のう裏りには昼間の出来事がよぎっていた。

　ミカドは包つつみ隠さず、全すべてをリズとローリィに説明した。

　その上で自宅は危険に晒さらされる可能性があるため、二人はよそへ避ひ難なんするよう促うながした。

　しかし家政婦ローリィは、

　──び、微び力りよくながら……！　ミカド様を、お、お手伝い致いたしますっ……！

　と真っ青な顔をしながらも、避難を固辞した。

　一方、義妹のリズは一いつ切さい、顔色を変えなかった。

　義父より預かった爵位を天てん秤びんにかけたことも、ミカドは彼女に謝罪した。本来は彼女のものであるはずの男爵位を投げ捨てるような行こう為いに対し、罵ば倒とうを覚悟した。

　だが彼女は無言で、席を立った。

　それきり姿を消したものの、彼の鍛錬の時間に現れ、手合わせを願い出たのだ。

　──義兄様の魂が、そうしろと言ったのですか？

　模擬戦用の細槍を繰くり出し、リズがミカドに問いかけた。

　まだ十代前半の少女とは思えぬ突きをかわし、ミカドは正直に頷いた。

　──ならば、良いのです！　私もキャバレッティ家の一員としてお手伝いします！

　まっすぐで迷いのないリズの眼まな差ざし、そして彼女の鋭するどい槍は、まさしくキャバレッティ家血統のそれだった。

　リズの魂はミカドの知る中で、最も清らかで、強い。

　義理の妹による承しよう認にんは、亡き義父に認められるのと同じくらい、彼の強みとなった。

「私は、周りの人間に恵めぐまれすぎている……」

　書物をめくりながら、ミカドは呟つぶやいた。

　その頭が──何かに叩たたかれたように傾かたむいた。

　右、左、とミカドの頭が揺ゆれた。さらには前方から額に衝しよう撃げきを受け、のけぞる。

「……」

　ミカドは書物を閉じ、書斎から出た。真っ暗な居間を通り、リズの寝室の扉とびらを開ける。

「やーだー！　わたしは硬かたい枕まくらじゃ眠れないんだよー！　返してよー！」

「図ずう々ずうしいぞ、貴様！　これは私のものだ！　我が父より十の誕生日に贈おくられた、南方の希少種チハハの羽う毛もう枕！　寮から持ち帰ったのは、お前ごときにやるためでは──」

　由ゆい緒しよ正ただしいキャバレッティ家の実子と、謎なぞに包まれた〝雫しずく人びと〟が、同じベッドの上で一つの枕を奪い合っていた。硬いほうの枕で殴なぐり合っている。

　エチカが攻こう撃げきを受けるたび、ミカドの頭が同じ方向に傾いた。

「……ローリィ、縄なわだ」

「はい、ミカド様」

　いつの間にか寝ね間ま着き姿で後ろに控ひかえていたローリィが、すっと一本の縄を差し出した。

　ミカドが目を細め、青ざめた二人の少女に近づくことで──。

　ようやくキャバレッティ家に、昨日と同じ平へい穏おんが訪おとずれることとなった。








>>　Section 5






　リオランド王国の王都は広い。

　王都全体を囲む外がい壁へきの内側には、十数区にものぼる平民階級の居住地がある。平民地区の間には田園地帯や放牧地なども存在するが、それらも増加し続ける移民のために次々と新たな居住区に移り変わっているのが現状だ。

「ねえ、ミカド……この乗り方、やっぱり変えない？」

　エチカの身み柄がらを引き受けた翌日である。

　キャバレッティ邸ていで朝食をとった後、ミカドはエチカを平民街へ連れ出した。昨日と同じようにエチカを前に乗せ、ミカドが後ろから支える格好で爵しやく獣じゆうループにまたがる。

「なんか子供みたいで、恥はずかしいんだけど……」

　落ち着かない様子で、エチカが抗こう議ぎした。

　今日のエチカは、ミカドの義妹であるリズから借りた普ふ段だん着ぎを着ていた。スカートの下にパンツも穿はく種類の、半ば運動着に近い。

「後ろに乗せて、逃にげられても面めん倒どうだからな。このほうがお前を監かん視ししやすい」

　一方、ミカドも今日は平服である。貴族の面めん目ぼくがあるため、一応は仕立てものの上着を着ているものの、目立ちはしないはずだ。二人が乗る爵獣ループも地味な衣装に衣ころも替がえしたため、衛兵や運うん搬ぱん業者がよく使う汎はん用ようラース種とそう変わらない。

「今さら逃げないよ。逃げるつもりなら昨夜ゆうべのうちに逃げてるし、〝魂たましいの双ふた仔ご〟っていう魔ま法ほうがかかってるんでしょ？　リズっちのおかげでアレが本当だって分かったし」

　エチカが自分の胸を押さえ、恥ずかしそうに頰ほおを膨ふくらませた。ミカドが義妹によって身体をまさぐられ、その感かん触しよくがエチカに伝わった時のことを思い出したのだろう。

「よく眠れたようだな。食欲もあるようだったし、面倒がなくて助かる」

　少女の顔色は、昨日よりも大分良くなっていた。

「リズとも、出会って早々に二人ではしゃぐ程度には、打ち解けたようだしな」

　エチカと同じベッドで寝ることになった義妹は少々、寝不足のようだった。彼女は改めて寮に帰省届を提出するために、今いま頃ごろは王城に向かっている頃ころだろう。

「二人して誰だれかさんに縛しばられかけた時は、どうしようかと思ったけどね。あれって、本気じゃなかったんだよね？」

「……」

「……今日は、どこに連れて行かれるの？　怖こわいところじゃないよね？」

　急に不安になったようだ。エチカが、恐おそる恐るミカドを振り返る。

「特に目的地はない。王都を見て回るだけだ」

「見て回るだけ？」

「このハローズという世界、そして我が母国、リオランド王国がどのような場所か、まずはお前に知ってもらう必要がある。お前たち〝雫人〟に対し、無む闇やみに攻撃を仕し掛かけるような国ではないことを理解してもらわなければならないからな」

「質問は、アリ？」

「私に答えられるものなら、何でも答えよう」

　もちろん王国の機密を漏もらすつもりはない。

　この世界における一いつ般ぱん的な常識を語るくらいならば、越えつ権けん行こう為いとはならないだろう。

「わたしたち──〝雫人〟って、この国の人にとって何なの？」

　平民地区の商店街を見回しながら、エチカが訊きいた。

「お前たちが何者かを語るには、まず〝天穹門〟について説明せねばなるまい」

　王都第二騎き士し団は、尋問の過程でエチカには何一つ説明しなかったようだ。正体不明の相手を警けい戒かいし、優位性を保つための措そ置ちだろう。

「〝天穹門〟は、この世界ハローズの空に突とつ然ぜん、出現するといわれる。異なる空どうしを繫つなぐとされる〝天穹門〟を通って、この世界に墜おちてきたものを〝天穹の雫〟、それが人型であれば〝雫人〟と我々は呼んでいる」

「異なる空どうしを繫ぐ……〝天穹門〟」

「かつて〝天穹門〟が開き、〝天穹の雫〟がこの世界に出現したことは何度かあった。文ぶん献けんで読む限り、いずれの場合も〝天穹の雫〟を巡めぐる争いが起き、多くの国々が滅めつ亡ぼうすることとなった。争いの種となった〝天穹の雫〟もまた多大な犠ぎ牲せいを伴ともなって破は壊かい、あるいは封ふう印いんしたとされるが……」

　ミカドは空を見上げ、数十日も前に見た光景を思い出した。

「私が見た、あの空からぶら下がる杭くい──あれほど巨きよ大だいで異質なものが空から降ってきたという記録は、見たことがない」

「道理で、わたしのことを怖がってるわけだ。わたしたちも、この国を滅ほろぼすと思ってるんだね」

　ようやく理解できた、という様子で嘆たん息そくするエチカ。ミカドは言う。

「私の考えは少々、違ちがう」

「そうなの？」

「卵のようなものに入ったお前を見た時、思った。これは──人間のように見えると」

「……うん、まあ、人間だよ。たぶん」

「我らと同じ人間であるのなら、意思の疎そ通つうを行えるかもしれない」

　目立たない格好をしているとはいえ、ミカドたちは平民街の視線を集めた。

　単たん騎きが常のミカドが、見知らぬ少女を前に乗せていることが珍めずらしいためだろう。

「確かに〝天穹の雫〟や〝雫人〟は多くの国を滅ぼしてきた。彼らは我々が持たない力を振ふるう、恐るべき厄やく災さいともいえる」

「……」

「数ある文献には、そう書いてあるが──私はかねて疑問に感じていた。〝雫人〟に関する記録は数あれど、彼らと話し合いを試みたという記き載さいがないことを」

「え？」

「〝天穹門〟が開き、そこから〝天穹の雫〟が出現した。──そのような記録の次にあるのは、〝天穹の雫〟と戦ったという記述のみ。時にはハローズの人々が〝雫〟を攻撃し、時には〝雫〟から攻撃を受け、時には〝雫〟を利用した国が他国を侵しん略りやくしようとした。そこにあるのは戦争の記録ばかりで、たとえば──〝天穹の雫〟と協力関係にあったという記録が全く存在しないのだ」

　ミカドの脳裏に、幼き日、忍しのび込んだ古書店で読んだ冒ぼう険けん譚たんがよぎった。

「そうなる運命なのか……もし、そうでないのであれば我々と〝天穹の雫〟が、あるいは手を取り合い、互たがいの魂たましいを交かわすことがあっても良いのではないか、と考えたものだ」

　エチカが振り返り、煌きらめく瞳ひとみが彼を見た。

「ミカドは、わたしたちと協力し合いたいの？　何か目的があるってこと？」

「私の目的、というより理想を言うならば、お前たちにはこのまま何事もなく元の世界に帰ってほしいというだけだ。王国の国益を損そこなわないかぎり、協力もしよう」

　誤解されがちだが、本来ミカドは平穏を望む平和主義者である。誤解される理由は無ぶ愛あい想そな目つきと、度たび々たび、揉もめ事に巻き込まれる性質のせいだろう。

「リオランド王国は今、大事な時なのだ。余計な問題は排はい除じよしたい」

　ミカドとエチカは、間近で見つめ合う。

「わたしだって、帰れるものなら帰りたい。ううん、今すぐにでも帰らなきゃいけない」

　ミカドが第一印象で抱いだいた直感は、正しかった。

　エチカは故郷に帰って、なすべき使命を抱かかえているようだ。その使命が、やって来たばかりのこの世界と関かかわりがあるとは思えない。

　つまりエチカ自身にとっても、〝天穹門〟に巻き込まれたのは事故だったのだ。

　彼女は彼女の使命感に従って、元の世界に帰りたがっている──。

「わたしたちが帰るための方法は、あるの？」

　エチカが核かく心しんをつく問いを、ミカドに投げかけた。

　互いの目的は一いつ致ちしていた。だがそれ故ゆえに残ざん酷こくともいえる回答を、ミカドは口にする。

「……〝天穹の雫〟が元の世界に戻もどっていったという記録はない。それどころか〝天穹門〟自体、その実体が謎に包まれたままというのが現実だ」

　ミカドの言葉に、エチカは明らかに落らく胆たんした顔を見せた。

「そっか……」

「だが、この世界のことならば、できるかぎりお前に教えよう」

「……」

「私が卵に入ったお前を捕ほ虜りよとしたのも、そのためだ。あの国境付近は、帝てい国こくとの緩かん衝しよう地帯となっている。もし、かの国がお前たちと接せつ触しよくすることがあれば、まず間違いなく戦争に利用しようとするだろう。かつて歴史の中で滅んできた国々が、そうしてきたように」

　エチカの双そう眸ぼうが、じっとミカドを凝ぎよう視しした。彼の本意を見定めているのだろう。

「他国に利用される前に、元の世界に帰ってもらう。それが私の最大の目的である」

　紛れもない、本音だった。

　エチカたち〝雫人〟が争いを好む野や蛮ばん人じんであれば、戦いも辞さないという覚かく悟ごはあった。だがそうでないのであれば、互いに傷つけ合う前に決別することが最善だろう。彼女たちが帰る手段がないのであれば、そのための方法を共に探す道だってあるはずだ。

「もしミカドが、本当にそう思ってたとしても──」

　エチカがミカドを見つめたまま、口を開いた。

「この国、リオランド王国自体が、わたしたちを利用しないっていう保証はあるの？」

　ちくり、と。

　ミカドの心臓が針に突つかれたように痛んだ。

　偉い大だいなリオランド王国といえど──闇やみというものは、存在する。

「……保証は、ない」

　まぶたを閉じ、正直に言うミカド。

「我が国には、野心のある者もいる。もし──王命としてお前たちを利用するよう命じられれば、今、こう言っている私ですらも逆らうことはできないだろう」

「だよね」

「だからこそ、王国がまだ〝天穹の雫しずく〟の存在を軽かろんじている今のうちに、互いの理解を深めてお前たちが帰るための手伝いを……というのは、都合が良すぎると思うが──」

「分かった」

　エチカがようやく表情を取り戻した。苦く笑しようする。

「今のところ、ミカドの言うことを信じるよ。でも、わたしたちのことを話すかどうかは、もうちょっと考えさせてくれない？」

「……」

「この国のこと、教えてくれるんでしょ？　この目で見てから、判断したいんだ」

　笑い、前に向き直るエチカ。

〝雫人〟たる少女の警けい戒かい心しんを完全に解くまでは、まだほど遠い。だが少なくとも無用な敵意を抱かれることは避さけられたようだ、とエチカの横顔から判断する。

「あっ、ねえ、あの屋台で焼いてるのって、食べ物だよね？　食べてみたい！」

　ミカドとエチカは爵しやく獣じゆうループに乗ったまま、商店街を練り歩く。

　エチカは、この世界について積極的に知ろうとしているようだ。それとも元々、好こう奇き心しん旺おう盛せいなのか。彼女は見るもの全すべてについて、遠えん慮りよなくミカドに問いを投げかけた。

　一般的な国民の着ている服装から食文化、建築物、家か畜ちくや農耕の方式まで。

　王国の文明の度合いを、測ろうとしている──。

　思った通り、エチカは見た目によらない知性を有しているようだ。それが彼女の個性なのか、それとも〝雫人〟に共通する特性なのか、見定めていかなければならない。

「いらっしゃいませ、男爵様。今日は可愛かわいらしいお嬢じよう様さまとご一いつ緒しよなんですね」

「えへっ。可愛いってさ、ミカド。自じ慢まんしていいよ？」

「二人分、適当に頼たのむ。ループにも、いつものものを」

　ミカドが常連となっている食堂で、二人は朝食をとることにした。

　彼の女性連れは珍しい。他ほかの常連らの視線は絶えず、エチカに手を振る子供さえいた。

「……こっちの星の人も、わたしのいたところと変わらないんだね」

　手を振り返しながら、エチカが微笑ほほえんだ。

　星？

　少女の奇き妙みような言い方が気になったが、今は取り置く。ミカドはスープを口に運ぶ。

「お前が虫や土を食う種族じゃなくて安心している。そうだとしたら、共感し難がたい」

「……こっちの台詞せりふだよ……」

　エチカがミカドたちと似た感情を持っているというのは、有益な情報だ。

　そのほうが交こう渉しようの糸口が見つけやすい。──エチカが「まあ、食べる人たちもいるにはいるけど」と、ぼそっと呟つぶやいたことは非常に気になるが。

　食事を終えると、ミカドたちは次に中央区へ向かうことにした。

「平民街っていうところを見て、思ったんだけど──」

　ループに二人乗りした状態で、エチカが振り向いた。

「ミカドみたいな貴族って、全然、見かけないよね。もしかしてミカド……貧びん乏ぼうなの？」

　ミカドは少女の小さな頭を鷲わしづかみにし、力ずくで前方に向けた。

「貧乏なのではない。キャバレッティ家は清貧を信条としているのだ」

「かわいそう……いだだだっ！　これ、ミカドも痛いんじゃないの!?」

　少女の頭を摑つかんだ手に力を込めると、自らの頭にも痛みが走った。爵獣ループが笑うように息を漏らしたので、その胴どうを踵かかとで軽く叩たたいて抗こう議ぎする。

「ここからが中央区だ。昨日も通ったから、覚えているだろう」

「綺き麗れいな建物と、綺麗な人たちが多いね！」

「ここより王城に近づくにつれ、貴族たちやその屋や敷しきも多くなっていくからな」

「なるほど。あの人たちが、本物の貴族なんだね！」

「私も本物の貴族である」

　好奇の視線で街並みを見ていたエチカだが、通りを飾かざる白木に興味が湧わいたようだ。

「ねえねえ、あの飾りは、なに？　いつもああなの？　毎日がお祭り？」

「あれは……〝母の迎むかえ〟が近いことを示している」

「〝母の迎え〟？」

　ミカドは目を細めた。通りを彩いろどる白木の列を眺ながめる彼の口調が、自然と硬かたくなる。

「このリオランド王国には、象しよう徴ちようたる獣がいる。選ばれし人物がその獣と魂たましいを交わし、王国の守護者となるための儀ぎ式しきを〝母の迎え〟というのだ」

「へえー。よくやるの？　その儀式って」

　少女の何気ない問いかけが、凍いてついた槍やりのようにミカドの胸を突き刺さした。

「……」

「ミカド？　えっ、どうしたの……？　なんだか、胸が痛いよ？」

　エチカが急に顔をしかめ、自分の胸を押さえた。

　彼は表情一つ、動かしていない。それ故に今まで誰だれにも悟さとられるはずのなかったミカドの感情も、やっかいな〝魂の双ふた仔ご〟という儀法は片割れに伝えてしまうらしい。

「先代の守護者……国母プラシリキア王おう妃ひが身み罷まかられたのだ」

　ミカドは感情を押し殺す。

　生まれついての〝魂なし〟である彼にとって、我を殺すことには慣れている。

「国母の座は王妃の実子である、リューリリリィ姫ひめに受け継つがれる。国母の交代を意味する〝母の迎え〟が行われるのは、十数年ぶりのことである」

　──ミカド……。

　病びよう床しようにあったプラシリキア王妃の最さい期ごの言葉が、脳のう裏りをよぎった。

　──あの子を……リューリを……どうか救ってあげて──。

　その時の光景を、ミカドはまぶたを閉とざして再び記き憶おくの底に封ふうじ込める。

「今や国民の誰もが、新たな国母の誕生を心待ちにしているのだ」

「……痛みが……消えた」

　エチカが不思議そうに自分の胸を見た。

「リューリリリィ姫は、誰よりも清らかな魂を持つお方。あらゆる獣に愛され、全国民に愛されるお方だ。彼女が国母を継ぐことに異存のあるものは──誰一人としていない」

　ミカドは白木から目を背そむけ、ループの歩みを速めた。

　エチカがそんな彼をじっと見つめていた。彼女が何を考えているのかは分からない。〝魂の双仔〟は互たがいの感情を伝えることはあっても、思考を共有する力はないらしい。

「ふーん。獣と魂を交わす、か……」

　王妃や姫のことを訊きかれるかと思ったが、エチカは別のことが気になったようだ。それとも彼の様子を見て、あえて別のことを口にしたのか。

「獣とは、このループのような者たちの総そう称しようだ。我々、人間の友人であり、隣りん人じんでもある。彼らと魂を交わすことで、儀法という力を与あたえてくれる者たちも存在する」

　ミカドはループの背を撫なでた。彼の友人が唸うなり声を漏もらし、友情に応こたえる。

「そして魂とは、この世界に流れる力そのものである。人の心と肉体を結びつけ、人と獣を繫つなぎ、水や火を生み、草花を咲さかせる。儀法も魂が形を変えたものにすぎない」

　王立学院にあるような教本通りの説明をするミカド。

　エチカは何か気になっているようだ。ブツブツと呟く。

「この世界に流れる、力そのもの……」

「そう、魂は全ての運命の源。人に宿るそれも、世界を形作る運命の一部にすぎない」

「運命……時間の流れ……？　時間軸じくと、別次元空間に干かん渉しようできるんだとしたら……」

　気がつくと、エチカの様子が変わっていた。

　煌きらめく双眸を見開き、両りよう腕うでの指先でループの背を叩く。恐おそろしい速度で指先を躍おどらせる様は、そこにある見えない板のようなものを激しく叩いているかのようだ。

「〝天穹門〟……〝天穹の雫〟……過去、これまでに出現した〝天穹の雫〟がこの世界にない力を持っていたということは……逆に言えば、この世界にだけあるもの……ワームホールの入り口が今まで何度も別の場所に発生したのに、出口が一つなのは……」

　見えないものを見、理解不能の言葉を紡つむぐ少女──。

　その姿は、ミカドに悪い予感を感じさせた。

「……！」

　エチカがハッとして、我に返った。ミカドが護身用のナイフを引き抜ぬき、周囲からは見えないようその喉のど元もとに当てたからだ。

「み、ミカド……？」

「お前、何を見ている？　まさか──やはり、魂が見えるのではないだろうな？」

　ナイフの先せん端たんを押しつけると、少女の喉を血の筋が伝った。ミカドの首筋も同様だ。

「えっ？　えっ？　み、見えないよ！　ち、ちょっと計算がしたくなっただけで……」

「……それなら、良い」

　噓うそはついていないと、ミカドは判断した。ナイフをしまう。

「な、なんなの？　魂っていうのが見えたら、どうだっていうの！」

　唐とう突とつな殺意に晒さらされ、エチカが狼狽うろたえた。涙なみだ目めでミカドの脚あしを叩く。

「そんなの、見える人がいるの？」

「いない」

　ミカドは手た綱づなを握にぎり直し、言う。

「いては、ならない」

　エチカが魂を見ることができないのならば、それでいい。

　ミカドは気を取り直し、抗議の殴おう打だを繰くり返すエチカに向かって言う。

「──何か、望みはあるか？」

　怖こわがらせた償つぐないではないが、尋ねる。

「お前を逃にがすわけにはいかない。だがそれ以外で望みがあるなら、教えてくれ」

「……その代わり、わたしの知ってることを教えろっていうんでしょ？」

「そうだ」

　エチカが黙だまり込んだ。何かを考えているようだったが、やがて口を開く。

「じゃあ──〝ギデオン〟を返して」

「〝ギデオン〟？」

「わたしといっしょに連れてこられたんでしょ？　あの子を返してくれるなら、考える」

「あの子？」

　ミカドが捕とらえたのは、エチカ一人だったはずだ。

　一体、誰のことを言っているのかと思ったが、彼の脳裏にある光景がよぎった。

　──行くよっ、〝ギデオン〟！

〝魂の双仔〟の儀式の最中に見た、この世のものとは思えない戦争の光景。

　あれがエチカの記憶なのだとしたら、彼女があの時、呼びかけていたのは──。

「わたしといっしょに緊きん急きゆう脱だつ出しゆつポットに収容されてたはず」

　次に思い出したのは、王都第二騎き士し団の副団長が言っていた台詞。

　──王家しか立ち寄れない場所に保管している。

　エチカが眠ねむっていた卵の所在を尋ねた時の、ポーレの回答だ。

「自律思考型ビークルＮＳ９８７２、レーシング仕様〝ギデオン〟」

　エチカが、はじめて見せる表情。

　それは自分にとって最も大切なものを想おもう、懇こん願がんの眼まな差ざしだった。

「わたしの友達で──家族なの」

　エチカの願いを受け、ミカドが振ふり向いた先──。

　そこには無数の尖せん塔とうを囲う壁かべと、一ひと際きわ大きな白い建造物。

　リオランド王国の王城があった。








Chapter 2










>>　Section 1






　辺境第三騎士団の団員、フィギュは小さな違い和わ感かんを拭ぬぐえずにいた。

「……今日も動きはなし、か」

　リオランド王国領、最さい北ほく端たんに位置する荒こう野やに横風が吹ふきつけた。

　いや、正確に言うなら、王国の国境の外。緩かん衝しよう地帯という名目の無む国こく籍せき地域である。

　かつて五つの大国が一堂に会した会議によって、互いに接する国境間に一定範はん囲いの中立地域を設定することを決定したのだ。

　緩衝地帯に侵しん攻こうした国には、他ほかの四大国から制裁が科される。

　それほど敏びん感かんな地域に、〝それ〟はぶら下がっていた。

「寡か黙もくな女性は大好きだが、寡黙な敵はやりづらいから困る」

　白い無ぶ精しよう髭ひげをいじりながら、フィギュは口の端はしを持ち上げた。彼の黒い障気が立ち上る双そう眸ぼうには、空からぶら下がる巨きよ大だいな杭くいがはっきりと映っていた。

「え？　フィギュさんに女の人の好みなんてあったの？　ウソだぁ……」

　隣となりでぼんやりとした目を向けたのは、同じく団員の少年ルゥだった。

「もちろんお喋しやべりな女も大好きだぞ。お前はどっちだったかな？」

　フィギュはニヤリと笑い、ルゥの尻しりを撫でた。

「ひっ！　や、やめてよ！　団長に言いつけるから！」

　まるで生き娘むすめのような少年の尻の感かん触しよくが、思った以上に生娘そのもので名残なごり惜おしく感じるあたり、自分も限界が近いようだ。何しろ何十日も、女性と肌はだを重ねていない。

　つまり同じ時間だけ、彼の双眸に映る〝天穹の雫〟が沈ちん黙もくを守っていることになる。

「そうだ、団長に言うついでに、作ったお菓か子しを送ろっと……意地悪な人しかいない王都で、いじめられてないかな。副団長ってば自分だけ王都に戻もどって、ずるいやぁ……」

　不ふ穏おんな目つきでブツブツと呟つぶやくルゥもまた、色々と限界なのだろう。

　周囲にはフィギュとルゥ、そして数人の側近の騎士しかいない。その中でも、巨大な杭が見えているのは、フィギュだけだ。

　彼は己おのれの儀法によって、遠い場所にあるものが見えるという能力を持っている。

「──我々以上に、痺しびれを切らして当然だと思うんだがなあ」

　フィギュたちは、緩ゆるやかな丘おかの上で監かん視し任務をこなしていた。騎き獣じゆうは後方に隠かくし、自らは地面と同じ色のマントを頭からかぶっている。

「団長が王都に連れ帰った少女以外にも、あの中に〝雫人〟がいたとしたら……連中にとって、ここは見知らぬ地のはずだ。心身の負担は我々とは比べるまでもない。自分の置かれた状じよう況きようを知るためにも、じっとしていられるはずがないんだが……」

　フィギュの抱いだいた違和感は、膨ふくらむ一方だった。

「あまりにも、動きがなさすぎる」

　報告書の返答を読むかぎり、彼の上司である団長も同意見のようだった。かの団長はフィギュの三分の一ほどの時間しか生きていないが、その洞どう察さつ力は信しん頼らいに値あたいする。

「もっとも、〝雫人〟が我々と同じ感覚を持っていたとしたら、の話だが。もし人でも獣でもない怪かい物ぶつだとしたら、理解しようとするだけ無む駄だかもしれん」

「あの卵の中に入ってた子は、ぼくらと変わらないように見えたよ……」

「見た目はな」

　騎士団の中でも最年長と最年少の組み合わせによる会話も、だいぶ飽あきがきていた。

「あの卵を拾った時の戦せん闘とう力を見る限り、あれとは戦いたくないな」

「あれは……ぼくら辺境第三騎士団が勢せい揃ぞろいしても難しいと思う」

「しかし、こうも動かないとなると、戦うよりも悪い事態を想定せざるを得ない」

「戦うよりも悪い事態？」

「正面切って戦うよりも、な。団長は、最初からその可能性を考えていたようだが……」

　フィギュは言葉を濁にごし、それ以上を語らなかった。

　団長やフィギュが想定する悪い事態が現実のものとなるとしたら──それはフィギュが危険の兆候を見み逃のがしたということになる。つまり彼の失態である。

「団長に会いたいな。次こそ、ちゃんと団長を守らなきゃ。それなのに卵を拾った時は、逆に助けて貰もらっちゃって……恩を返すどころか増える一方だ、ああ……」

　あの日以来、日課になってしまった自己嫌けん悪おに陥おちいる、ルゥ。

「私たちが団長に恩を返すことなんて、一生できまいよ」

　フィギュは笑い、言う。

「できるとしたら──団長の身代わりとなって死んだ時だけだ」

　ルゥが頷うなずいた。ぽつりと漏らす。

「……うん。そう思ってる団員ばかりじゃないのが、複雑だけど」

「アレイシスか。あいつに関しては、団長にも考えがあってのことだろうよ──」

　言いかけ、フィギュは無精髭を生やした口を閉とざした。

　初老ながら衰おとろえを知らない彼の胸むな板いたを、素す早ばやく這はうものがあった。偵てい察さつ任務のために革鎧よろいではなく薄うす着ぎをした胸元から、長細い影かげが飛び出す。

　フィギュの爵獣チャクである。無脚型の変異種で、体長はフィギュの腕うでの長さと同じくらいだ。軀からだの表面は鱗うろこで覆おおわれており、彼の首に巻きついて漆しつ黒こくの双眸を見開く。

「──動いたぞ！」

「！」

　フィギュの黒い眼球が、巨大な杭のふもとに何かが墜おちるのを捉とらえていた。

　彼が監視についてから、はじめて見せた変化である。ルゥと側近たちが目つきを変え、警けい戒かい態勢に入った。いつでも動けるよう騎獣を立たせる。

「あの落下速度は、杭の破は片へんが落ちたのではないな。落下地点はまだ土つち煙けむりのせいで確かく認にんできないが──いや、落下地点から、こちらに向かって何かやって来る」

　フィギュたちがいる丘に、緊きん張ちようが走った。

「このままだと、我々と接せつ触しよくするぞ。──ルゥ、シリーンと騎き兵へいを三十騎、ここへ呼べ」

　緩衝地帯で接触するのは、できることならば避さけたいところだ。

　だが正体不明の何かが、リオランド王国に進路を向けているとあれば話は別だ。危険かもしれない対象を、みすみす王国の領地に踏ふみ入れさせるわけにはいかない。

「ルゥ。お前自身は、離はなれた場所にいろ」

「わ、分かった」

　儀ぎ法ほうに関しては天才的なルゥと、騎士団でも随ずい一いちの戦闘力を持つシリーン。

　この両者がいれば、よほどのことがないかぎり全ぜん滅めつはないだろうが──何しろ相手は〝天穹の雫〟と〝雫人〟である。接触することで何が起きるかも分からない。

「使者か、あるいは刺し客かくか──むしろ刺客のほうが、敵の性質が分かって助かるな」

　フィギュがいる丘からは、巨大な杭よりも騎士団の駐ちゆう屯とん地ちのほうが圧あつ倒とう的に近い。杭から現れた何かと接触する前に、騎士団員シリーンが丘に到とう着ちやくした。

「──敵？」

　シリーンは長身の女性騎士だ。フィギュも背が高いほうだが、彼女のほうが頭一つ分は上回る。両耳がやや尖とがっているのは、母親がアルク人だからだそうだ。綺き麗れいな顔立ちを長い髪かみで隠す一方で、美しい手て脚あしは大だい胆たんに切れ目を入れた衣装で露あらわにしている。

　シリーンが騎乗した爵獣もまた、巨きよ軀くだった。長い首と大きな頭部は汎はん用ようのラース種と似ているが、体格は倍以上ある。大きな顎あごに生えた鋭するどい牙きばや、軀中にごつごつと生えた岩のような突とつ起きも特とく徴ちよう的だった。

「分からん。とりあえず分かるのは……我々と同じ人型をしている」

　土煙が近づくにつれ、フィギュの双眸はその姿を確認していた。

「二騎だ。見たこともない騎獣に乗っている」

　まっすぐにこちらに近づいてくるのは、見慣れない乗り物を操あやつる二人分の人ひと影かげだった。

　一人は少年に見えた。細身だが無駄のない体つきは、フィギュの属する騎士団の団長と通じる雰ふん囲い気きを感じた。風から目を守るためか、目元に板のようなものを装着している。

　もう一方の人影は、中年の男だ。その鍛きたえた首筋からは肉体の頑がん強きようさを感じるが、全身を奇き妙みような金属鎧で覆っているために本当の体格は分からない。

「見たこともない騎獣？」

「前後に車輪を付けた二輪の筺はこのようだ。だが獣車と違ちがって、それを曳ひく獣は見当たらない。筺が自分で車輪を回しているようだ」

「儀法で動かしているの？」

「こちらの知らない儀法か、あるいは儀法ですらない未知の動力を使っているのか……」

　フィギュは顔を歪ゆがめた。未知なる敵との接触ほど、危険なものはない。

　このように準備不足なまま初接触することを避けるため、我らが団長は王都に戻って情報収集するつもりだったのだろうが──。

　残念ながら、団長は間に合わなかったと言わざるを得まい。

「もうすぐ接触するぞ！　交こう渉しようは私がする！」

　フィギュの命令に従い、騎士団が身構えた。

「私に何かあったら、シリーンと残りの者は、ルゥを守りながら駐屯地に撤てつ退たいするように！　この場の目的は国境に近づく者に対する警告であり、戦闘ではない！」

　遠視の儀法を使うまでもなく、二輪車が巻き起こす土煙が間近に迫せまった。

　フィギュを含ふくむ騎士団員たちの間に、緊張が走るも──。

「！」

　フィギュたちが立ち塞ふさがるまでもなく、二輪車がピタリと走行を停止させた。

　停止した二輪車から、二人の人物が下りた。地面にいくつかの装備を投げ捨てる。

　何らかの武器だろうか？　だとすれば非戦の意思を示すために、そうしたのだろう。

　次に彼らがとった行動は、フィギュを驚おどろかせた。

　二人の男が同時に、両りよう腕うでを挙げたのだ。抵てい抗こうの意思がないことを示すように。

「なんてこった──最悪だ」

　フィギュは思わず、呻うめき声を漏もらした。シリーンが敵を警戒したまま口を開く。

「私の目には、彼らは無防備に見えるけれど？」

「無防備だから、最悪なんだ。団長はこうなることを恐おそれて、私に監視させていたっていうのに……くそっ」

　首を傾かしげるシリーン。フィギュは言う。

「相手の立場で考えてみろ。連中から見ても、我らが怪物である可能性を考えるはず。それなのに、そんな相手とはじめて遭そう遇ぐうするのに、こうも無防備でいられるか？　武器を捨て、バカみたいにのうのうと歩み寄れるか？」

　二人の男が両腕を挙げたまま、フィギュたちに歩み寄りつつあった。

「こいつらは、すでに……私たちが話が通じる相手だと知っているんだ」

　シリーンがハッとした。後ろに控ひかえたルゥも、同様の反応を見せる。

「ずっと沈黙していたんじゃない。──こいつらは、とっくに動き出していた」

　騎士団が動き出す間合いを知っているかのように、謎なぞの男たちが歩を止めた。

　そして中年の男が、大きく口を開いた。

「我々は地球平和保持軍、２１２２ＥＩ軍からの使者である！」

　地球。そして２１２２ＥＩ軍。

　その単語はフィギュにかけられた〝耳と口〟の儀法でも解読不能だった。

「繰くり返す、我々は地球平和保持軍、２１２２ＥＩ軍からの使者である！」

　その風ふう貌ぼうと立ち振ふる舞まいから、フィギュは直感した。

　大声を張り上げる中年男は、兵士だ。それも軍隊を率いる立場にある者に違いない。

　一方で少年のほうは、まだ見定めるには至らなかった。無表情を守り、まるで中年男の付属品にすぎないとでもいう風に静かに佇たたずんでいる。

「我々は、リオランド王国と平和的な交渉を望んでいる！　敵対する意思はない！」

　リオランド王国という存在も、すでに知っているようだ。

　相手は〝天穹の雫〟だ。まだ敵か味方かも分からないし、すでにリオランド王国に関する情報を得ていることも踏まえれば危険な存在といえる。

　リオランド王国を守る騎士団としては、警戒すべきなのだろうが──。

「……話を、きこう」

　向こう側から交渉を望んでいるかぎり、フィギュはそう答えるしかなかった。








>>　Section 2






　ミカドとエチカは、今日もまた爵獣ループに乗って中央区を歩いていた。

「義兄にい様、王城に向かうのに、その装いはいかがなものでしょうか」

　今日は義妹いもうとのリズもいっしょだ。王立学院の騎獣科から借りたという、中型の汎用ラース種にまたがっている。家の中では何度言っても下着姿で鍛たん錬れんするのをやめない彼女だが、今はさすがに学院の制服を着ていた。王国の紋もん章しよう入りの制せい帽ぼうもだ。

　一方で、ミカドとエチカは、昨日とほぼ同じ普ふ段だん着ぎである。

「門番に王立図書館の利用許可の申しん請せい書しよを渡わたすだけだ、問題ない。エチカも同席させたいとなると今日中に認にん可かが下りることはないだろうし、城内に入ることもあるまい」

「〝天穹門〟と〝天穹の雫しずく〟に関する記録を探すのでしたね。それなら、私が借りてきましょうか？　学院の友人に協力を頼たのむこともできるでしょうし」

「この目で確かめたいのだ。あまりに認可が遅おそいようであれば、ハァミアに頼むことも考えているし……お前は、座学のことになると色々と雑になるからな」

「わたしの〝ギデオン〟のことも……忘れないでよ……」

　ミカドの前に座ったエチカが、ぎこちない動きで彼を振ふり返った。ループに跨またがる脚や身体からだを支える少女の腕が、かすかに震ふるえている。

「リズ。エチカをいじめるのも、ほどほどにしてくれ。私も身体中が痛い」

「いじめるなんてとんでもない！　私はエチカと友情を育はぐくもうとしているのです！」

　リズが弾はじけるような笑え顔がおで、二の腕の筋肉を誇こ示じした。衣服の上からは彼女の力こぶは見えないし、笑顔でそのような姿勢をとる女性は義妹以外に見たことがない。

「苦楽をともにしてこそ、友情が培つちかわれるのです。すなわち鍛錬こそ、肉体の苦しみと成長の喜びを共有できる最高の手段！　義兄様とお義父とう様も、そうして絆きずなを強めたではないですか！　すなわち、これがキャバレッティ家の伝統なのです！」

「ミカドぉ……リズと部屋を替かえてよう……今どき腹筋とかスクワットなんて時じ代だい遅おくれの筋トレばっかりさせるなんて……これって拷ごう問もんじゃないの？」

　はじめて耳にする伝統を口にする義妹と、彼に泣きつくエチカ。

「見ていてください、義兄様！　今夜はキャバレッティ家に伝わる秘伝の揉もみほぐしによって、エチカを籠ろう絡らくする予定です！　すっかり私の友情と快楽に心を許したエチカは、自らの情報をべらべらと語り出すこととなるでしょう！」

「……キミら兄妹きようだいは、本人の前で堂々と企たくらみを語る癖くせでもあるの？」

　どちらの肩かたを持っても禍か根こんを残しそうだ。ミカドは聞き流すことにした。

「〝ギデオン〟──か。聞く限り、お前が騎乗する乗り物で間ま違ちがいないのだな？」

「……うん。それ以上は、まだ言えない」

　エチカが言い、唇くちびるを一文字に引き締めた。意志は堅かたいようだ。

「今日、それについても請せい願がん書を提出するつもりだが、おそらく許可は出まい。ポーレ卿きようは卵の在り処かを、王家しか近づけない場所に保管したと言っていた。〝ギデオン〟もそこにあるのだろう」

「王家しか近づけない場所……王城のどこかにある宝物庫ですね」

　リズの言葉に、ミカドは頷うなずいた。

「宝物庫だけでも、王城内にいくつもあるはずだ。──ポーレ卿のことだ、口を滑すべらせたわけではあるまい。私がそれにも興味を持つであろうことを想定して、あらかじめ釘くぎを刺さしたのだろう。私がどうあがこうとも、触ふれられぬ場所にあると」

「もう、取り戻もどせないってこと？」

　エチカが前を向いたまま、声を落とした。ただでさえ小こ柄がらな背中が、か細く見える。

　ミカドは手た綱づなから片手をはなし、少女の頭に置いた。

「お前の友であり、家族なのだろう？　私は諦あきらめるとは言っていない。全力を尽つくそう」

「ほんと？」

「魂たましいに聞くといい。〝魂の双ふた仔ご〟によって結びついた我らの魂に、噓うそはつけないはずだ」

　エチカが自分の胸に触れた。苦く笑しようする。

「……ごめん、わたし、その魂っていうのはまだよく分からないや」

「ならば我が行いを見て、判断しろ。お前は誰だれよりも間近で、それを見ることになる」

　エチカが黙だまり込んだ。静かな視線を、中央区を歩く人々へ向ける。

「自分の目で見て判断する、か……それなら、わたしが今までやってきたことと同じだ」

　中央区の一角に、人だかりができていた。

「──何の集まりでしょうか？　様子を見て参ります！」

　リズが好こう奇き心しんに目を輝かがやかせ、ラース種を走らせた。

　だが義妹の報告を待つまでもなく、ミカドの耳に大きな声が届いた。

「アルク人を虐しいたげる者は、ハローズの歴史を否定する愚おろか者である！」

　群衆の数は、百人前後はいるだろうか。今も声を聞き、続々と野や次じ馬うまを増やしている。

「今こん日にち、アルク人と呼ばれる人々がかつて〝天穹の雫〟としてハローズに墜おちた〝雫人〟の末まつ裔えいであるということは定説となってしまった！　そのためにアルク人は虐げられ、迫はく害がいされ続けてきた！　奴ど隷れいや、使い捨ての兵士として扱あつかわれ、種族の数を減らし続けてきたのだ！　ハローズの歴史は、アルク人虐ぎやく待たいの歴史でもある！」

　群衆の中心で叫さけんでいるのは、耳を尖とがらせた二人の男女だった。

　アルク人である。貨物用の荷箱を積み重ねた上に立ち、叫ぶ。

「〝雫人〟であるアルク人は、先住民である人々に従うべきだとされてきたのだ！」

　先に群衆に加わっていたリズの後ろに、ミカドも並んだ。

「だが果たして、本当にアルク人は〝雫人〟なのだろうか？　一体、誰が〝天穹門〟からアルク人が墜ちてきたところを見た？　どの文ぶん献けんに、その瞬しゆん間かんが書かれていた？　そんなものはない！　それどころか最新の歴史研究では、アルク人こそがハローズの先住民なのではないかという推測がなされている！」

　野次馬たちが、ざわめいた。

「それなのに、どうだ？　この王都にはまだ時代遅れの差別主義者の貴族たちがいる！　彼らはアルク人を数枚の銀貨で買い、奴隷として扱っているのだ！　ここであえて、ヴィボス新聞社が発表した最新の序列とともに、その名を挙げよう！」

　男性のアルク人が、次々と貴族の家名を挙げた。

「序列１１２位──伯はく爵しやく！　序列99位──子爵！　そして序列外……キャバレッティ男爵！」

「なっ──」

　リズが驚きの声を上げた。憤ふん慨がいした様子で、ミカドを振り返る。

「なぜキャバレッティ家が！　私たちはローリィをお金で買ったわけでもないし、一度だっていじめたことなんてないのにっ！　そうでしょう、義兄様！」

「……そうだな」

　幸い、周りの人々は、名指しされた張本人がここにいるとは気づいていないようだ。

　普ふ段だんは国境付近に留とどまっている騎士団長の知名度など、王都ではその程度である。

　だが例外もいる。中には、彼の顔をよく知る者もいた。

「ええー？　本当に、そうですかあ？」

　いつの間にか、ミカドたちのそばに見知った顔が立っていた。

　長身のアルク人だ。長い金きん髪ぱつを肩の上で縛しばった姿は、遠目には女性に見えてしまうことだろう。ニコニコと社交的な笑みを浮うかべた頰ほおには、儀ぎ法ほう文字の入れ墨ずみが施ほどこされている。

「デルフォーン！　貴様、我が家名を貶おとしめるつもりか？」

　真っ先に反はん抗こうしたのは、リズだった。入れ墨の青年に食ってかかる。

「我が家にいるローリィが奴隷などではないことは、貴様もよく知っているだろう！」

「ええ、もちろんですとも。何より彼女自身の意思であの家にいることも、何度も確かく認にんしておりますしね。──問題は彼、ミカドさんの彼女に対する扱いです」

　入れ墨の青年が、ニコニコと微笑ほほえむ顔をミカドに向けた。

「彼が彼女を下げ劣れつな貴族の下もとから救い出してくれたことは、同じアルク人として感謝しているんです。ええ、本当ですとも。ですが、その後……ミカドさんが、もし彼女の前の主人と同じような行こう為い、欲望のはけ口にするようなことを彼女にしているとしたら、話は別です。ああ！　もちろん、僕はそんなことはあり得ないと信じているのですが！」

「愚かなことを……義兄様がそのようなことをするはずがない！　ですよね、義兄様！」

　リズが憤慨し、ミカドを振り向いた。

　あくまで知人にすぎないアルク人、デルフォーンもまた彼を見た。

　ついでのようにエチカも、ミカドを振り返ってまじまじと彼の顔を見た。

「……」

「に、義兄様？」

　一いつ瞬しゆん、ローリィの朝の〝発ほつ作さ〟がミカドの脳のう裏りをよぎったが、冷静に言う。

「──これまでも、そしてこれからも私とローリィが一線を越こえることはあり得ない」

　彼の言葉は、噓ではない。まだ噓ではないはずだ。

「ほ、ほら見ろ、デルフォーン！　我が男爵家に、そのような不ふ埒らち者はいない！」

「ですよねえ！　なあに、ちょっとした確認ですよ、確認！」

　笑い合う、リズとデルフォーン。

　エチカがしつこく疑いの眼まな差ざしを彼に向けてきたが、頭を摑つかんで前を向かせる。

「一方で、我らアルク人を支えてくれる気高き貴族様もいるのです！」

　急ごしらえの演説台の上で、女性のアルク人が大声で叫んだ。

「序列23位──子爵！　序列１８９位──男爵！　そして一番の理解者にして序列１位でもある、マーシア公こう爵しやく！」

　おお、という感かん嘆たんの声が野次馬の中から上がった。

「僕らアルク人にとっても本当に困るんですよねえ、ああいう手合いは」

　ニコニコと微笑みながら眉まゆ尻じりを下げる、という器用な表情をデルフォーンが作った。

「過激な言論で注目を集めると、同調だけでなく反感も買ってしまう。あれじゃあアルク人の人権を唱えているようで、実際は一部の貴族の印象工作のように見えてしまう」

「まるでそうではないように言うのだな。彼ら、〝アルク人解放戦線〟は──」

　ミカドは爵しやく獣じゆうの上から、デルフォーンを見下ろす。

「確か、お前が所属している組織でもあったはずだが」

「そーなんですよ！　彼らは僕の大切な同志！　同じアルク人の同どう胞ほうなんです！」

　諸もろ手てを拡ひろげて笑う、デルフォーン。その態度は屈くつ託たくなく、悪びれる様子もない。

　王都一、胡う散さん臭くさい男。

　キャバレッティ家では、眼前にいる青年をそう呼んでいる。

「でも、僕は穏おん健けん派ですから。彼らのような過激派からは、毛け嫌ぎらいされちゃってます」

「嫌われて落ち込むような性格でもないだろう、外交特使どの」

　軽口を叩たたき合っていると、壇だん上じようの男がこちらを向いた。ミカドを見てハッとする。

「あそこだ！　アルク人の敵、キャバレッティ男爵がいるぞ！」

　群衆の視線が、いっせいにミカドたちを見た。

「アルク人の敵だと！　私たちは──」

　反論しようとするリズの手綱を、デルフォーンが摑んだ。騎獣の向きを変える。

「おやおや、これはまずい。ここは衛兵が来るとでも言って解散させておきますから、ミカドさんたちは立ち去ったほうがいい。面めん倒どうなことになる前に」

「……助けは求めていないぞ」

「ええ、ええ、貸しだなんて言いませんとも！　むしろここで揉めて、僕の同胞が本当に衛兵に捕つかまらないよう協力してください！　こっちの借りです！」

　朗ほがらかな笑えみを浮かべた青年が、ミカドたちの騎獣を押した。

　この胡散臭いアルク人に貸しを作るのは、ある意味で借りを作ることよりも怖こわい。だが今は彼の言う通り、この場を離れたほうが良さそうだ。

「この状じよう況きようで私が王城に向かうのは、まずいだろう。リズ、使いを頼たのめるか」

　即そく席せきの演説会場から離れながら、ミカドは小さな筒つつを義妹いもうとに手て渡わたした。

「お任せください！　義兄にい様は？」

「私たちはほとぼりが冷めるまで、人がこない場所で時間を潰つぶす」

　リズが「かしこまりました！」と快かい諾だくした。速歩はやあしで王城に向かって遠ざかっていく。

　ミカドもまた愛獣ループの歩みを速めた。中央区で駆かけ足をさせることは緊きん急きゆう時以外は禁止されているため、巡じゆん回かい中の衛兵に止められないよう速度に気をつける。

「デルフォーンさんだっけ？　良いい人だね」

　遠ざかる群衆を振ふり返りながら、エチカが言った。

「そう見えたのか？」

「だって、助けてくれたじゃん」

「あの男は、私の手元からローリィを取り上げたいだけだ」

　中央区を離れ、ミカドの自じ邸ていがある平民街とは別の区画に入っていく。

「ヤツが過激派といった仲間の手に渡わたる前にな。ローリィがあの連中に引き込まれたら、虐待の被ひ害がい者しやとして衆目に晒さらされるだろう。ローリィ自身がそれを拒こばめば、人間に飼い慣らされたアルク人の恥はじとして、仲間から私し刑けいに遭あう。それを防ごうとしているのだ」

「やっぱり良いことしてるように聞こえるけど」

「ヤツのやり方が陰いん険けんで、ずる賢がしこくなければな。また〝借りを返すつもりだった〟とのたまって、実際はただの嫌いやがらせをされるかと考えると……今から、気が重い」

「そんなに気が重いなら、どうしてローリィさんを引き渡さないの？」

　エチカがミカドを振り返り、彼の顔をじっと見た。

　その煌きらめく瞳ひとみは、彼を試ためしているように見えた。

　実際──試しているのだろう。

「ローリィ自身が、私の家に留まることを望んでいるからだ」

　ミカドはエチカから視線を外した。前方を見み据すえ、手綱を操作する。

「我がキャバレッティ家の庇ひ護ごを求める者あらば、魂を賭かけてそれを守る──」

　彼らが駆る爵獣が、平民街をまっすぐに通り抜ぬけていく。

「亡なき義父ちちからの教えだ。私は彼に教えを受けたことを、誇ほこりに思っている」

「良いお父さんだったんだね」

　再び前を向いた少女の声は、柔やわらかなものになっていた。

「彼の信念と魂は……リオランド王国になくてはならないものだった」

　ミカドの小さな呟つぶやきが、平民街の喧けん噪そうにかき消された。

　その後、ミカドがエチカを伴ともなって向かったのは、平民街の先だった。

　リオランド王国の王都を囲む防ぼう壁へきである。

　ミカドは壁門を守る衛兵に軽く手を挙げ、防壁の外へ出た。同じく王都を出入りする商人や旅人に交じり、街かい道どうを歩く。

「王都から出ちゃったけど？」

「ちょうどいい機会だ。見せたいものがある」

　久しぶりに吸う王都の外の空気は、新しん鮮せんだった。まだ王都に近く、移民の野営地や禿はげかかった植林地、岩石の採さい掘くつ場など人の手が加わった景色ばかりだが、それでもだ。

「久しぶりに走るか、ループ」

　ミカドが声をかけると、ループが大きな鼻を鳴らした。

「近道だ。エチカ、しっかり摑まっていろ！」

「オッケー！」

　ミカドは腰こしを浮かせ、エチカに覆おおい被かぶさるように前ぜん傾けい姿勢をとった。

「行くぞ、ループ！」

　ループが舗ほ装そうされた街道から抜け出した。地面がむき出しになった平野を走り出す。

　ミカドの愛獣は態度にこそ出さないものの、都会の生活にはやはり鬱うつ憤ぷんが溜たまっていたのだろう。あっという間に加速し、街道を歩く通行人を置き去りにする。

　平野といっても、開かい拓たくする価値のない土地だ。大小様々な岩石が転がり、緩ゆるやかな丘おかは数えきれず、雑草以外には綺き麗れいな花も見当たらない。

「ふわああああっ！」

　障害物をすり抜け、跳とび越え、枯かれた樹きを次々と追い抜いていく。

　常人ならば、恐きよう怖ふで目を開けることもできないであろう速度だ。騎き士しであろうと見習い程度であれは、未体験の世界であるはずだ。

「すごい！　ひゃー！」

　だがミカドが思った通り、エチカは怖がる素そ振ぶりを微み塵じんも見せなかった。

　もはや疑うべくもない。彼女にとって、高速で駆ける世界は慣れたものなのだ。

　それどころか、彼女はもっとずっと速い世界を知っているのかもしれない──。

「ここからは、もっと激しくなるぞ！」

　小高い山やま間あいに入ると、周囲の風景も一変した。

　青々とした木々の間を、駆け抜けていく。獣けもの道みちのような細道を突つき進み、ちょっとした崖がけを小刻みに跳び越えていく。

「冷たっ！」

　小川を跳び越えた拍ひよう子しに、水しぶきがエチカの頰にかかった。

　その様子は楽しげで、姿勢を崩くずす素振りすら見せない。

「ずいぶん獣に乗り慣れているのだな。思っていた以上だ」

「〝ギデオン〟に乗る前は、よく馬に乗っていたからね！」

「馬？」

「こっちでいう獣みたいな生き物だよ！　こんなに大きくないけど！」

　はじめてエチカが、自分の故郷について語った。

　彼女もまた気分が高こう揚ようしているのだろう。良い兆候といえる。

「私も乗ってみたいものだ、その馬というものに」

「ミカドなら、すぐに乗りこなせるよ！　あ、でもミカドが馬に乗ったら──」

　エチカが振り返り、悪戯いたずらっぽく笑った。

「〝木獣卿〟じゃなくて、〝木馬卿〟になっちゃうね！」

「……私のあだ名などを、覚えていたのか」

　ミカドは呆あきれた。エチカに前を向かせ、こっそりと口の端はしを持ち上げる。

「だが、悪くない。これからはいっそのこと、自ら〝木馬卿〟と名乗ってやろうか」

　冗じよう談だんが口から出るくらいには、ミカドも爽そう快かいに感じていたのだろう。

　何のことはない。

　ループやエチカよりも王都に辟へき易えきとしていたのは、他ほかならぬ彼自身だったようだ。

「まだまだいけるな、ループ！」

「イェーイ！　ゴー、ゴー！」

　二人と一頭の疾しつ走そうは、彼らを山間部の滝たきへと導いた。

　水量の少ない小川が流れる場所だ。削けずり取られたように切り立った崖は滝になっているが、滝たき壺つぼを叩く音はささやかなもので森の静せい寂じやくを邪じや魔ましない。

　ミカドはすでにループから降り、大きな岩の上に座っていた。折った膝ひざの上に肘ひじを載のせ、小川の水を飲む愛獣を見守る。

　一方、エチカは前方を眺ながめたまま、立ち尽つくしていた。

「……」

　少女の視線を釘くぎ付づけにさせていたのは、周囲に拡がる美しい自然ではなかった。

　滝のある崖から見える、一本の線とそれを支える弧こ状じようの柱──。

　遥はるか遠方に横たわる、壮そう大だいな橋だった。

「──何、あれ？　何、あれ？　ねえ、ミカド！　すっごい綺麗！　長い！」

　視界の右側から左側を結ぶ線を見て、エチカが興奮した様子で振り向いた。

　これだけ感動してくれたなら、連れてきた甲か斐いがあったというものだ。

「〝一つの回かい廊ろう〟という」

　ミカドは顔を上げ、エチカと同じものを見た。

「王都と古都──かつてリオランド王国の王都だった場所を繫つなぐ大橋だ。大昔、何人もの騎士が儀ぎ法ほうを使い、それを作り上げたという伝説が残っている」

「魔ま法ほう──じゃなくて、儀法って、そんなことまでできるんだ……」

「東門から出れば、もっと近くで見ることができる。だが今は王都騎士団によって厳重な警備を敷しかれているからな。こうして遠くから眺めることしかできない」

「ここからでも、じゅうぶんスゴイよ。ミカドは、これを見せたかったんだね！」

「……本音を言うなら、あそこで行われるであろう〝母の迎むかえ〟をこそ見せたいのだが」

「〝母の迎え〟って……この前も言ってたよね。それがあそこで？」

　エチカの問いに、ミカドは頷うなずいた。

「国民の人口増加に伴って今の王都に遷せん都とする以前、リオランド王国の礎いしずえは古都にあった。なぜならそこには神聖な湖があり、〝母なる獣〟が棲すんでいたからだ」

「〝母なる獣〟？」

「最も旧ふるい獣の一つであり、王国の守護者だ。我ら騎士は〝母なる獣〟の前で獣とともに誓せい約やくを交かわすことで、魂たましいを交わし、爵獣と爵獣騎士となることができる。つまり〝母なる獣〟なくして、王国を護まもる爵獣騎士は生まれることはないのだ。一部の例外を除いてな」

「そうなんだ……一部の例外って？」

「私は──〝母なる獣〟を見たことがない」

　ミカドは爵獣ループを見た。ミカドと彼こそが、例外なのだ。

「私は〝魂なし〟という特とく殊しゆな体質をしている。ループもまた外見はラース種に近いが、紛まぎれもない変異種……私たちは魂を交わしたものの、儀法を使うことができない」

「えっ？　儀法が使えないって……でもミカド、〝魂の双ふた仔ご〟の儀式の時──」

「〝母なる獣〟は、とても美しい獣だと聞いた」

　何かがひっかかったらしいエチカの疑問を遮さえぎり、ミカドは続ける。

「〝母なる獣〟と魂を交わすことができるのは、常に一人だけだ。かの獣を爵獣とし、王国を守る爵獣騎士を生み続けるのが国母であり、国母となるために必要な古いにしえの契けい約やくこそが──、〝母の迎え〟と呼ばれる儀式なのだ」

　ミカドは空を指さした。

「ハローズの空に浮うかぶ二つの月が重なり合う日、新たに国母とならんとする者が〝母なる獣〟とともに〝一つの回廊〟を渡る。そうして古都から王都へ〝母なる獣〟を導くことができた者が、新しい国母となるのだ」

　ミカドはまだ見ぬ光景を夢想し、平原に横たわる〝一つの回廊〟を見た。

「〝母なる獣〟と、リューリリリィ姫ひめが、もうすぐあの回廊を渡る」

「……」

「さぞ、美しい光景だろう。それを見せて、お前に自じ慢まんしたいのだ」

　ミカドは表情を動かさないまま、言った。

「我が王国には、こんなにも美しい存在がいるのだぞ……と」

　そう言ってじっと回廊を見つめるミカドの視線を、エチカが追った。

　回廊を見、またミカドを見て、ニヤリと笑う。

「お姫様も、そんなに綺麗なんだ。ミカドって、実はそのお姫様のこと──」

「ああ、お慕したいしている」

　自然と口から、言葉が漏れた。

　魂がそうしろと言ったのだ。──そうしなければならなかった。

「ひゃー！　身分違ちがいの恋こいってやつ？　昔、観みた映画みたい！」

　よく分からないことを言い、はしゃぐエチカ。

　だが無反応のミカドを見て、エチカもからかうような笑えみを消した。

「でもさ、ミカドが本当に好きなのって……」

　ぴくり、とミカドは眉まゆを動かした。回廊を見ていた視線を、エチカに向ける。

「なんだ？」

「──う、ううん、なんでもない」

　彼に睨にらまれ、エチカはすぐに身を引いた。

　何か彼に言いたいことがありそうだったが、少女は思いとどまったようだ。彼の視線から逃にげるように崖際から離はなれ、小川で水遊びを始める。

「……ショックだったな」

　ぽつり、とエチカが呟いた。俯うつむいているせいで、その表情は見えない。

「こっちの世界でも、人種差別があるんだね」

　唐とう突とつに何を言い出したのかと思った。中央区での出来事を言っているらしい。

「アルク人のことか。あれは王国──いや、この世界が抱かかえる問題の一つにすぎない」

「移民問題とか、国境問題もあるみたいだね」

「お前の世界にも、同じようなことがあるのだな」

「うん……いっぱいね」

　同じ問題を抱えているならば、争いもあるのだろう。

「違う世界に来ちゃったと思ったら、こっちも争いごとばかりなんて……なんだか救いがなさすぎるよ。これじゃあ、どの世界──どの星に行っても、戦争しかないんじゃないかっ思っちゃう」

「……星？　前にも言っていたな」

　ミカドは空を仰あおぎ見た。

　まだ明るい空には、そこにあるであろう無数の星々は見えなかった。

「星に、人が住んでいるのか？」

「そうだよ。全部の星じゃないし、わたしたちと同じような人間が住んでる星なんて、このハローズ以外には知らないけどね。──わたしは、違う星から来たんだよ」

「──」

　今まで聞いたこともない、突とつ飛ぴな話だった。

　どのような書物でも、そのような記き載さいはなかった。

　空に浮かぶ数多あまたの星々は、ただそこに在り続け、輝かがやきを見せるだけのものだった。

　だが少女が言うには、それらの星々の中にはまた別の世界があるという。

「あの星々に……私たちとは違う人々が──」

　口から出任せの夢物語で、ミカドを惑まどわそうとしているのだろう──。

　そんな疑問を、彼の魂が否定していた。

　彼が見上げる空、それはもう無限の可能性を秘ひめた別世界にしか見えなかった。

「〝天穹門〟などなくとも、こうして目に見える形で──すでに異なる世界が繫がっていたのか……」

　それは彼が書しよ斎さいでめくるどの書物よりも、彼の胸を揺ゆさぶっていた。

「わたしがいたのは、地球っていう星で──」

　エチカが唇くちびるを嚙かみ締しめた。水面で拳こぶしを握にぎる少女の肩かたが、小刻みに震ふるえていた。

「長い長い戦争が、もうすぐ終わるはずだったんだ」

　ミカドは空から少女へと視線を戻もどした。

「早く、帰らなきゃ──」

　エチカが顔を上げた。その表情は、焦あせりと怒いかりで歪ゆがんでいた。

「わたしが終わらせるはずだったの。わたしが終戦の式典で走ることで、大戦を終わらせるはずだったのに……なんで、こんな……！」

　その煌きらめく双そう眸ぼうから、涙なみだが溢あふれだした。

「なんで、こんなことに……！　こんなこと、してる場合じゃない！　わたしは……！」

　ミカドは岩から下り、歩き出した。

　彼が砂じや利りを踏ふみしめる間も、ミカドの胸が張り裂さけるように痛んだ。

　ミカド自身から生まれた痛みではない。

　エチカが抱いだいた焦しよう燥そう感かんと、困こん惑わく、そして──果てしない罪悪感が生んだ痛みだった。

「また、たくさん死んじゃう……！　わたしが、こんなところにいるせいで……！」

　王都から離れたことで、張り詰つめていた感情が溢れ出したのだろう。

「助けて……ミカド──」

　百万の槍やりに突つかれるに勝まさる、胸の痛み。

　それは〝魂なし〟のミカドが感じたことのない、激しい心の悲鳴であり──。

　かの王おう妃ひが去って以来、虚きよ無むの海に沈しずむことを望んでいたミカドの魂を、再び揺り起こすには充じゆう分ぶんな魂の叫さけびだった。

「いいだろう。お前を必ず、元の星──地球へ帰してみせる」

　子供のように泣きじゃくるエチカを起こし、片かた腕うでで強く抱だきしめる。

　驚おどろくエチカの顔を自らの胸に埋うずめつつ、もう片方の拳を爵獣ループへと向ける。

　彼の誓ちかいを、相棒であるループがまっすぐな眼まな差ざしで承しよう認にんした。

「このミカド・キャバレッティと爵獣ループが、魂に誓う」

　されるがままミカドに抱きしめられたエチカが、呆ぼう然ぜんとして──。

　次の瞬しゆん間かん、大声でまた泣き出した。

　産うぶ声ごえを上げた時以来の号ごう泣きゆうであるかのような少女の泣き声は、森に響ひびき渡わたり続けた。

　ミカドはエチカが泣き止やむまで、じっと待ち続ける。

　周囲が伸のびた木々の影かげに覆おおわれた頃ころ、ようやくミカドは爵獣ループに乗った。

「そろそろ帰るぞ。乗れ」

　促うながすも、エチカはもじもじと涙の痕あとを残す顔を隠かくして動き出そうとしなかった。

　いったん落ち着いたことで、先ほどの自分が恥はずかしくなったのだろう。

「顔を見られるのが恥ずかしいなら──ここでいい」

　ミカドは鞍くらの上で前に移動に、自分の背中を叩たたいた。

「いいの？」

　エチカが驚いて、腕うでの間から涙の痕が残る顔を見せた。

「その顔で王都に戻ったら、私が泣かせたと思われる。女子を泣かせるとはキャバレッティ家の恥はじとして、リズに刺さし殺されてもおかしくない。私の背中で隠しておけ」

「うん！」

　エチカが勢いよく、鞍に飛び乗った。ミカドの背中に顔を埋める。

　帰り道は、来た道よりも順調だった。

　ミカドが短く握った手た綱づなを操あやつり、エチカは彼の背中にしがみつく。少女はもうはしゃぐことはなかったが、機き嫌げんの良さそうな笑い声が聞こえた。

　ミカドたちは何事もなく街かい道どうに戻り、壁へき門もんに到とう着ちやくしたところで──。

「団長！」

　ハァミアとその爵獣ムッサの姿を確認し、歩を止めた。

　義妹いもうとから彼が人のこない場所に向かうと聞いて、門番に彼の外出を確認したのだろう。ミカドの帰りを待ち構えていたハァミアの様子は、ただ事ではなかった。

「ハァミア？　どうした、何かあったのか？」

「──動きがありました」

　そのたった一言が、ミカドの顔つきを変えさせた。

　副団長が、動いたというのなら、その対象は一つしかない。

　あの巨きよ大だいな杭くい──〝天穹の雫しずく〟が、とうとう変化を見せたのだろう。

「ルゥから、儀ぎ法ほうによる連れん絡らくがありました。二人の新たな〝雫人〟が現れたそうです」

「えっ！」

　エチカが、彼の背中から顔を出した。

　戦せん闘とうになったのか、それとも──。

　ミカドが問い質ただすよりも先に、ハァミアが矢や継つぎ早に続ける。

「彼らはリオランド王国との和平交こう渉しようを要求し──」

　彼女の口から紡つむがれた言葉は、ミカドの想定を越こえたものだった。

「リオランド国王との謁えつ見けんを求めているとのことです」

　異なる世界──否いな、異なる星からの使者が、リオランド王国の国王と面会する。

　その予想外の可能性に、ミカドとエチカは顔を見合わせた。








>>　Section 3






　リオランド王国、王都は騒さわぎに包まれていた。

　中央区の大通りが、過去に例のない数の衛兵によって厳重に守られていた。実戦装備に身を包んだ歩兵たちの中には、リオランド王国の国旗を掲かかげた儀ぎ仗じよう兵へいの姿もある。爵しやく獣じゆうに乗った騎き士しも、等とう間かん隔かくで通り沿いに配置されていた。

　歩道は、集まった野や次じ馬うまですでに一いつ杯ぱいだ。彼らの多くが平民層である。

「団長！　団長ぉ……！」

　人ひと混ごみをかき分けて姿を現したのは、ミカドの部下であるルゥだった。

「ルゥ、こっちだ」

　ミカドとエチカ、そしてリズとハァミアは歩道に設置された柵さくの前に陣じん取どっていた。騎獣は後方にある宿屋に預け、車くるま椅い子すに乗ったハァミア以外は立ち見状態である。

「団長ぉ……ああ、ホントに団長だぁ。お久しぶりです、お元気でしたか……！」

　涙ぐむ、ルゥ。数十日ぶりとはいえ大げさだが、彼はいつもこうだ。

「任務、ご苦労だった。世話をかけたな」

　彼が労ねぎらいの言葉をかけると、少年が一瞬、驚いたように彼の顔を凝ぎよう視しした。

「どうした？」

「い、いえ……お顔が以前の団長に戻ったような気がして……良かった、お元気になられたんですね。ずっとご傷心のままだったし……うぅ」

「ルゥ。まずは報告を」

　ハァミアの叱しつ咤たを受け、ルゥが顔を引き締めた。姿勢を正して直立する。

「は、はい！　えぇと……一昨日、〝天穹の雫〟から二人の〝雫人〟が姿を現して、我らが国王との謁見を求めました。すぐにぼくは王都に向かって走り、儀法が届く距きよ離りに到とう達たつしたところで副団長と王城に報告しました。団長と評議会の話し合いによって、二人の〝雫人〟の身み柄がらは王都騎士団に委任されることになったそうなので、ぼくとフィギュは〝雫人〟を移送しつつ、王都騎士団の儀法を使って急いで極ごく秘ひ裏りに王都に戻ることに──」

　そこまで言って、ルゥが首を傾かしげた。大通りを埋め尽つくす群衆を見る。

「極秘裏に……あれ？　極秘任務なのに、どうしてこんなに人が？」

〝雫人〟、王都に来たる──。

　ルゥからその報を受け取ったのは、昨日のことだ。

「私が昨日、評議会と交かわしたやりとりは、お前が言った通りだ。それ以外のことは何も聞かされていない。国王が〝雫人〟との謁見に応じるのかどうか、すらもな」

　ミカドは本当のことを言った。大通りに集まった野次馬を見回す。

「この様子を見ると、応じることに決まったのでしょう。これだけ厳げん戒かい態勢を敷しけば、もうすぐここを重要人物が通るということは愚ぐ民みんにだって分かります」

　ハァミアの言う通り、周囲に集まった群衆は、誰だれもが期待と好こう奇きに目を輝かせていた。

「えー？　ぼくは一足先にここに来たけど、いっしょにいた王都騎士団の人たちは何も教えてくれなかったな……って、あれ？　キミ、卵に入ってた〝雫人〟の？」

「エチカでーす、よろしくねっ。イェイ」

「ルゥくん、久しぶり。イェーイ」

　エチカとリズが両手の人差し指と中指を立てる。彼女らの間で流行はやっているらしい。

「イ、イェーイ、えへへ……団長、〝雫人〟を引き取れたんですね。さすがです！」

「伝えるのが遅おくれて、すまなかったな。──ハァミア、この動きをどう見る？」

「あまりに、軽けい率そつです。傲ごう慢まんでもある」

　エチカ、リズ、ルゥの間に漂ただよった平和な雰ふん囲い気きを、ハァミアの冷視線が打ち砕くだいた。

「〝天穹の雫〟、そして〝雫人〟の出現は、いずれ他国にも知られるでしょう。そうなる前に、一足先に〝雫人〟について見み極きわめるつもりなのだと思います。そしてあわよくば、〝雫人〟と友好関係を築きたいとも考えている。そうなれば国母様が不在の今を狙ねらって王国の領土を狙う国々に対し、牽けん制せいにもなるでしょうから」
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「──〝雫人〟を、侮あなどりすぎている」

　ミカドは言った。エチカが振ふり向く。

「えっ？」

「仰おつしやる通りです。〝母の迎むかえ〟を間近に控ひかえた今、評議会はできるかぎり問題を速すみやかに解決したいのでしょう。国王を守護する王都第一騎士団も、王を護まもり通す自信が見て取れます。私の目には、それが軽率で傲慢な判断に見えます」

「〝雫人〟との話し合いは、私も望むところだ。だが真っ先に王の懐ふところに潜もぐり込もうとする〝雫人〟と、それを易やす々やすと受け入れる我が国の対応に性急さを覚える」

　ミカドはまだ誰も現れない大通りを睨にらみ、呟つぶやく。

「プラシリキア様がご存命であれば、こんなにも簡単に未知の勢力を王城に入れるようなご判断はなさらなかったに違ちがいない……」

　警けい戒かいする、ミカドとハァミア。だが彼らの態度は、エチカにとって心外だったらしい。

「大だい丈じよう夫ぶだって、ミカド！　わたしたち地球人に、無む闇やみに戦う意思なんてないから！　特にあの軌き道どうエレベータには、平和を願う人たちが集まって──」

「義兄にい様、来たようです！」

　エチカの言葉を遮さえぎり、リズが大通りの先を指さした。

　大通りに異質な一団が姿を現した。

　女性の黄色い声が響ひびいたのは、先頭を歩く爵獣騎士たちのせいだろう。黒を基調とした装備と衣装で身を包み、変異種ばかりの爵獣に騎乗している。

　王都第一騎士団である。

　事実上、リオランド王国における最高の実力を備えた騎士団である。

「カッコいーね、あの人たち！　ミカド、もう少しがんばったほうがいいんじゃない？」

　エチカの無礼な物言いが、野次馬たちの不ふ穏おんなざわめきにかき消された。

　騎士団に囲まれた状態で、二人の人物が姿を現したのだ。

　一人は銀ぎん髪ぱつの少年で、もう一人は屈くつ強きような身体からだつきをした中年男性である。

　少年のほうは無表情なため、感情を読むことはできなかった。拘こう束そく具は見えないが、王都騎士団によって何らかの儀法で動きを制限されているのは間ま違ちがいない。

　中年男性のほうは、異様な佇たたずまいをしていた。ただでさえ頑がん丈じようそうな体格を、見たこともない金属の鎧よろいのようなもので覆っている。重そうな鎧を着たまま涼すずしい顔で歩くたびに、キュイン、という奇き妙みような音がかすかに聞こえた。

　彼ら〝雫人〟の後方にある大きな檻おりも、人々の目を引いた。

　二つの車輪を備えた、金属製の細長い筺はこである。二台分あるのは、それが二人の〝雫人〟たちの私有物だからなのかもしれない。

　檻の後方、最さい後こう尾びにフィギュの姿もあった。辺境騎士団員は完全におまけ扱あつかいである。

「──リッチマン＝Ｏオー・Ｆエフ・フ５アイブ！　ＤＤデイー・デイー！」

　エチカが叫さけんだ。無意識に駆かけ寄ろうとした少女を、ミカドが肩かたを摑つかんで制止する。

　中年男と少年が、こちらを振り向いた。

「──」

　その時、金属鎧の男が見せた表情を、ミカドは見み逃のがさなかった。

　男は驚きよう愕がくしていた。──それもまるで亡ぼう霊れいを見たかのような驚おどろき方だ。

「エチカ・ユーソラ姫ひめ！　王城に囚とらわれていたのでは……!?」

　エチカが王城で監かん禁きんされていたことを、彼らは知っている──。

　だがミカドたちが驚いたのは、全く別のことだった。

　その場にいる全員が──不覚ながらミカドもまた、エチカを見て声を揃そろえた。

「……姫!?」

　エチカが、しまったという顔をした。

　だがすぐに開き直ったのか、人差し指と中指を立てた手を目元にかざし、舌を出す。

「えーと、実は、お姫様でしたー。……お慕したいしちゃう？」

　呆ぼう然ぜんとして固まるミカドたちと、金属鎧の男の間に人ひと影かげが割って入った。

「──ミカド・キャバレッティ男爵と、〝雫しずく人びと〟エチカですね」

　王都騎士団の団員だ。

「お二人にも評議会から登城の命令が下っております。速やかにご準備されるよう」

「……承知した」

　ミカドは頷うなずき、エチカと目を合わせた。

　リオランド王国と〝雫人〟の初接せつ触しよくともいえる、謁えつ見けんの儀ぎ式しき──。

　その歴史的な瞬しゆん間かんに、ミカドもまた同席することとなった。




　　　　　＊




　謁見の間は、王城の中央にある大空間だ。

　壁かべには大きな国旗と国家の紋もん章しようが掲げられ、上級貴族にあたる顔ぶれが並んでいた。彼らの他ほかにも、爵獣を従えた騎士たちが最大限の警戒を持って直立している。

　広間の中央には絨じゆう毯たんが敷かれ、出入り口から最さい奥おう部まで縦断していた。

　最高級の絨毯が導く終着点にあるのは、たった二つの椅い子す。

　一つは言うまでもなく、リオランド王国を統すべる者が鎮ちん座ざする玉座である。

「──我がリオランド王国は、其方そなたたちを歓かん迎げいする」

　リオランド国王、ソリス・アド・リオランドの低い声が謁見の間に響いた。

　齢よわい六十に近いソリス王は、かつて騎士団を率いたこともある元軍人である。皺しわが多く、口くち髭ひげや長い顎あご鬚ひげは真っ白に染まっているが、その眼力に宿る覇は気きは衰おとろえていない。白銀の王おう冠かんを戴いただく長い髪かみは、燃える鬣たてがみのようである。

「我が国は親交と寛かん容ようをもって、其方たちを受け入れよう。〝雫人〟たちよ」

　ソリス王が座る玉座の隣となりには、同じ造りをした椅子が置かれていた。

　国王を王国の父とするなら、王国の母ともいうべき守護者が座るべき場所である。

　国母の座と呼ばれるその椅子に座る者は──今は、いない。

「……」

　ミカド・キャバレッティは、エチカとともに壁かべ際ぎわに立たされた。四人の爵獣騎士によって脇わきを固められたその場所は、発言権を与あたえられた者の立ち位置ではない。

　王国側の重要度で表すなら、最重要人物は当然ながら国王と国母である。

　次に、上座の壁際に置かれた椅子に座る王族関係者たちだ。第一王位継けい承しよう者の椅子に座るリューリリリィが、ミカドに向かって手を振っていた。ミカドが気づかなかったフリをすると、不ふ機き嫌げんそうに頰ほおを膨ふくらませる。

　その次が王のそばに立つ評議会議長と、王族に近い位置に立つ評議員の面々である。彼らの横には、序列の高い上級貴族たちがしっかりと陣じん取どっていた。

　ミカドとエチカが立っているのは、王国側と〝雫人〟の両方からよく見えるというだけの位置──あくまで捕ほ虜りよ、駆け引きの道具として晒さらされているにすぎなかった。

「ご尊顔を拝はい謁えつでき、まことに光栄でございます。この度たびは急な申し出をお聞き届けいただき、心より感謝します、リオランド王」

　謁見の間の中央、絨毯の上で金属鎧の男が片かた膝ひざをついた。銀ぎん髪ぱつの少年も横で同じ姿勢をとり、二人で頭こうべを垂れる。

「面おもてを上げよ。我が兵がこれまでに粗そ相そうもしたろうが、それもハローズの歴史が語る〝天穹の雫〟というものを警戒したまで。どうか容よう赦しやしてもらいたい」

　二人の〝雫人〟がソリス王の言葉に従った。顔を上げる。

　国王がそばに立つ評議会議長に向かって頷いた。議長が頷き返す。

「我が国は野や蛮ばん人じんの集まりではない。異なる国とのはじめての外交とあれば、本来ならば王国が誇ほこる美酒によって歓かん待たいしたいところだが、なにぶん急なことだったのでな。この度は顔合わせのみとさせていただこう。楽にしてくれたまえ」

　議長のタルルカ侯こう爵しやくが、国賓との応答を引き継ついだ。彼もれっきとした上級貴族だが、もみあげと繫つながった顎鬚を搔かく様は、引退間近の麦商人と言われても納なつ得とくしそうだ。

「どうか、お気き遣づかいなきよう。こうして謁見を許されたことが最大の歓よろこびです」

　タルルカに言われるまでもなく、〝雫人〟たちに怯おびえや恐きよう縮しゆくした様子は全く見られなかった。中年男のほうに至っては、薄うすい笑えみを浮うかべてすらいる。

「そう言ってくれると、こちらも気が安まるというものだ。ところで我々は君たちのことを〝雫人〟と呼んでいるが……君たちには本来の名前があるのだろう？　あらためて教えていただけるかな」

「私はリッチマンと申します。地球平和保持軍、オフィサー５の立場にあるものです」

「……ＤＤ」

　男が淀よどみなく答え、少年が一言だけポツリと呟く。

　謁見の間に、小さなざわめきが起きた。〝軍〟という言葉に反応したのだ。

「えー……リッチマンと、でぃーでぃー？　で、良いのかな？　君たちにはここに来るまでに〝耳と口〟という儀法をかけさせてもらったが、それでも分からない言葉が多いな。君が所属している軍とやらと、君の立場をもう少し分かりやすく表現できるか？」

「我らが故郷、地球という世界では多くの国々が存在します。地球平和保持軍とは、それらの国々による戦争や紛ふん争そうを監かん視しし、抑よく制せいするための共同組織です。オフィサー５という私の肩かた書がきは、一軍を預かる指揮官にあたります」

「私たちで言う騎き士し団の団長のようなものか……その少年は？」

「この者は、まだ見習いでして。軍人ではありますが、階級はまだないのです」

「ふむ。君らの仲間は、他にもいるのかね？　あの杭くいのような〝天穹の雫〟の中に住んでいるのか？」

「それは──申し上げられません」

　ざわめきが大きくなった。玉座に座るソリス王が、わずかに目を細める。

　タルルカ議長が人々を手で制しながら、問いかけた。

「なぜ、言えない？　我々は、君たちが何者であるかを知りたいだけなのだが」

「もちろん偉い大だいな貴国を疑ってのことではありません。しかしこの世界にも多くの国々が存在する様子……私たちは孤こ立りつ無む援えんの状じよう況きようなのです。自らの手の内を晒すことで、他国からの侵しん略りやくを呼び込むことでもあれば、あっという間に全ぜん滅めつの憂うき目を見ることでしょう。これも弱者の生きる術すべとご理解くださいませ」

　随ずい分ぶんと謙へりくだった口くち振ぶりだ。だが口調とは裏腹に、男は余よ裕ゆうの笑みを崩くずさない。

　リッチマンという男の態度を見て、ミカドは違い和わ感かんを覚えた。

　この男、口振りとは相反して、切せつ迫ぱくした様子がまるで見られない──。

　ミカドは警戒しつつ、隣にいるエチカの様子を見た。

「……エチカ？」

　ドレス姿に着き替がえさせられた少女が、神しん妙みような面おも持もちをしていた。じっとリッチマンを凝ぎよう視しする少女の首筋に、冷や汗あせが流れている。

　我が身が救出されるかどうかの瀬せ戸と際ぎわで、緊きん張ちようしているのだろうか？

　しかしそれを言うならば、リッチマンの様子も気になった。中央区でエチカの姿を確かく認にんしたきり、一度も彼女のほうを見ないのだ。

　仮にも同どう胞ほうであるのなら、その安否が気になって当然であるはずなのに、である。

「我々を信用してくれるのであれば、君たちを我が王国で保護することも可能かもしれないのだぞ？　というより、それを望んでの和平交こう渉しようと思っていたのだが？」

「もちろん信用しております。だからこそ、こうして一番に訪おとずれたのです」

「……含ふくみがある言い方だな。保護以外に、我が国に何か望むことがあると？」

　タルルカの問いに、リッチマンがニヤリと笑んだ。躊ちゆう躇ちよなく、言う。

「我らが同胞、エチカ・ユーソラ姫の解放と、〝ギデオン〟の返へん却きやく」

　謁見の間に集まる人々の視線が、いっせいにエチカに集まった。

　騒さわぐ貴族たち。「姫だって？」「あの娘むすめが、姫だと……？」「ぎでおん、とは何だ？」と動どう揺ようと困こん惑わくの声が上がる。

「彼女は我々の世界におけるＶＩＰ──大変に重要な人物であり、私たちは彼女を護衛する身分でもありました。それが偶然にも、姫を貴国に預かっていただくこととなったようですが……よもや彼女におかしな真似まねはされておられないでしょうな？」

　リッチマンが、ジロリとタルルカ議長を見つめた。

　エチカを数十日に及およんで監かん禁きんし、尋じん問もんしたことを知っている者も多いだろう。彼女がもし他国の王族であったとすれば、戦争に発展しかねない国際問題である。

　広間を、不穏な空気が包んだ。しかし──。

「大事にしてもらってたよ！　みんな、良いい人ばかりだった！」

　エチカがまた例の手つき──ピースサインというらしい仕草を見せ、明るく笑った。

　ミカドは少なからず驚いた。わずかに目を見開き、隣にいる少女を見る。

　彼女の口からなら、なんとでも悪あし様に王国を批判することができたはずだ。

　しかし当人に、その気は全くないらしい。

　さらにミカドは、金属鎧よろいの男の反応にも意外さを見た。

「……そうですか、それは良かった」

　そう言った一いつ瞬しゆん、リッチマンが笑みを消したのだ。

　エチカの無事を喜んだようにも、安あん堵どしたようにも見えない。

　何かがおかしい──。

　ミカドの目には、同じ星の住人だという彼らの関係が妙みようにちぐはぐに映った。

「彼女と君たちの関係は分かった。我が国としても君たちが置かれた境きよう遇ぐうは、同情に値あたいするものとして捉とらえている。ただ彼女の身み柄がらに関しては、少し事情が複雑になっていてな」

　議長タルルカが、リッチマンのそばに歩み寄った。小声で何かを語りかける。

　ミカドとエチカを縛しばる〝魂たましいの双ふた仔ご〟について説明しているのだろう。評議会の許可があったとはいえ、禁きん忌きの儀法を使用したことを場にいる貴族たちに明かすことはできない。

「姫に、そのようなものが……」

　こうなることも、評議会の狙ねらいの一つだったのかもしれない。エチカを尋問することが難しいと判断した彼らは、万が一の事態に備えて別の使い途みちを考えたのだ。

「──つまりエチカ姫ひめは、人ひと質じちというわけですか」

　リッチマンが苦く笑しようした。タルルカ議長も苦笑で返す。

「心外だな。そのような意図は一いつ切さいない。結果的に、彼女が不自由な立場になってしまったのは遺い憾かんだがな」

「……」

　リッチマンが、はじめてミカドを見た。

　エチカと魂を分けてしまった人物を、品定めしているのだろう。儀法の話は本当なのか？　相手はどのような人物なのか？　出し抜ぬくことができる相手だろうか？

　抜け目のない軍人の目つきだ。その視線はひどく──ミカドの癇かんに障さわった。

「──なぜ、私を見る？」

　ミカドの唐とう突とつな発言に、謁見の間の空気が凍こおりついた。

　権力者が集つどうこの場で、辺境騎士団ごときが口を開くとは誰だれも思わなかったのだろう。

「貴公がまず心配して目を向けるべきは、同胞たるこの少女ではないのか？」

　誰もが啞あ然ぜんとし、静せい寂じやくが落ちる中──。

「控ひかえなさい、キャバレッティ男爵。貴方あなたの発言を、我らが王は許可していません」

　評議員の列から、穏おん和わな男性の声が上がった。

　ミカドは黙もく礼れいで謝罪を示し、一歩下がった。一体、誰が彼を制したのか、そちらを見ずとも分かった。だからこそ、その顔を見たりはしない。

　タルルカ議長が気を取り直すように、咳せき払ばらいをした。

「失礼。彼もまた我が国が誇る、優ゆう秀しゆうな騎士の一人。そのため姫君といっしょに君たちに差し出すわけにはいかない。代わりというわけではないが、エチカ姫の身の安全は、彼が命を賭として護まもることでしょう」

「……なるほど。それは安心ですな」

　感情の読めない流し目を最後に、リッチマンがミカドから視線を外した。

「それではなおさら〝ギデオン〟をお返しいただきたい」

「ぎでおん、とは……エチカ姫といっしょに回収したもののことで間ま違ちがいないかな？」

「左様」

「あれは何なのだ？　君たちにとって重要なものなのか？」

「申し上げられません」

「我が国の研究員の間では、あれが何らかの兵器ではないかと懸け念ねんする声もあるのだ。もしそれが本当なら、我が国としても──」

「〝ギデオン〟は兵器なんかじゃないよ！」

　今度はエチカが急に声を上げた。

「〝ギデオン〟はわたしの友達で、家族なの！　だから──」

　身を乗り出そうとするエチカを、衛兵が槍やりで制した。

「家族？　あれは、生き物なのか？」

「生命体ではありません。ですが貴国にとって重要なものではないことは確かです」

「ますます不可解なものに思えてきたな……」

　ソリス王とタルルカ議長が顔を見合わせた。

　その後も議長とリッチマンの押し問答が続いた。上級貴族たちによる話し合いを挟はさみつつ、謁えつ見けんの時間は長引いていき──。

「申し訳ないが、〝ギデオン〟というものの正体が分からないかぎり、君たちに返却することは難しいという結論に至った。我が国の安全保障に関かかわることなのだ」

　議長タルルカが、結論を伝えた。

「エチカ姫に関しても同様だ。だがこれは、すぐには判断ができないという意味であって、君たちとは今後とも話し合いを続けていきたい。いかがだろう？」

「──分かりました。それでは、今は引き下がりましょう」

　リッチマンが長い息を吐ついた。ぐるりと王や貴族たちを見回し、言い放つ。

「残念ですな。我らはリオランド王国と友好を深めたかったのですが……これでは、もし別の国から協力を要よう請せいされた時は、そちらになびいてしまうかも」

　謁見の間が、どよめいた。不敵に笑う男に視線が集まる。

　しかしミカドだけは、別の人物の動きを捉えていた。

　金属鎧の男が、広間にいる全員の注目を集めた瞬しゆん間かんのことだ。そばにいる少年──謁見が始まってからこれまで置き物のように動かなかった人物が、ほんのわずかに頭と指先を動かしたのである。雄ゆう弁べんなリッチマンよりも、不気味な沈ちん黙もくを守る少年を警けい戒かいしていた彼だからこそ気づいた小さな変化である。

　ミカドから見える少年の左ひだり眼めが一瞬、きらりと輝かがやいた。

「──うっ？」

　エチカが急に顔を歪ゆがめた。頸けい椎ついから背中に伸のびた金属を押さえる。

「どうした、エチカ？」

　小声でエチカに尋たずねる。少女が眉まゆをひそめた。

「分かんない、急にわたしのニューロモスチップにノイズが……」

　ミカドには分からない単語を口にし、首を傾かしげる少女。大したことはなさそうだ。

　銀ぎん髪ぱつの少年に、それ以上の動きは見えなかった。元の置き物に戻もどっている。

　何か、したな──。

　ミカドは視線だけで、謁見の間にいる爵しやく獣じゆう騎き士したちの様子を見た。

　儀法を感知できる騎士たちに動きはない。儀法を使ったのではない──。

「それは他国と関係を結び、我が国と敵対するという意味かな？」

　議長タルルカが尋ねた。穏和な口振りだが、他ほかの貴族たちと同様に目つきは鋭するどい。

　リッチマンが口元を歪めた。声を落とし、言う。

「失礼ながら、貴国は少々閉へい鎖さ的なようだ。我々の技術を甘く見ているのであれば──」

「リッチマン＝ＯＦ５！」

　エチカが大声でリッチマンを制した。

　凜りんとした声だった。エチカがソリス王に向き直り、少々膝ひざを折って頭を下げる。

「──我が同胞が失礼を致いたしました、ソリス王。リッチマン＝ＯＦ５は本来であれば生きつ粋すいの軍人。外交経験の乏とぼしさによる無礼を、どうかお許しください」

　普ふ段だんからは想像もつかない、滑なめらかな声こわ音ねと態度だった。彼女が纏まとう雰ふん囲い気きすら変へん貌ぼうし、耳からこぼれる髪かみの一ひと房ふさまで輝きが増したかのように見える。

「彼の無作法も、私を含む同胞たちを守ろうという意思の表れ。私自身、お互たがいの関係を険悪にしてでも、自らの境遇を変えたいとは考えてはおりません。私どもは長い目で見て、お互いの友好関係を育はぐくんでいくことを望んでおります」

　仕草一つで、ここまで変わるものなのか──。

　ミカドは驚おどろくと同時に、少女の元の世界での立場に疑問を抱いだいた。

　彼女の年ねん齢れいで、こうも見事に豹ひよう変へんできるような人生とは、一体──。

「──其方そなたは、自らの身分を名乗らなかったそうだな」

　ソリス王が、久しぶりに口を開いた。

「それどころか、ほとんど何も語らなかったと聞いている。なぜだ？　我々がすぐに其方の言葉を信じたかどうかはともかく、少なくとも其方の扱あつかいは変わっていただろうに」

「私が囚とらわれの身となったのは、これがはじめてのことではございません」

　エチカが淡たん々たんとした口調で、身の上を告白した。

「その時、私は人質として利用され──私が王族という、たったそれだけの理由で多くの人々が傷つき、命が失われました。私の身を巡めぐって自国内で対立が起き、国際関係にも歪みが生じたことで、世界中に争いが飛び火したのです」

　囚われの身となるのは、これがはじめてのことではない──。

　エチカのその台詞せりふは、ミカドの中にあった彼女に関する多くの疑問を解決した。

　ただの少女とは思えない、尋問に耐たえ得るだけの強い精神力。解放後も無む闇やみに逃とう亡ぼうしようとせず、自分を含めてあらゆる立場で客観的に物事を考える、冷静な判断力。

　それらは彼女の経験の中で、否いや応おうなく育まれたものなのだろう。

　おそらくは──その多くが悲劇を伴ともなう、悲痛な体験を通して。

「私はいかなる理由によっても、無闇な争いが生まれることを望みません。ただし先ほどリッチマンが言った通り、同胞が不利になるような言動もできません」

　エチカが淀よどみない口調で続ける。

「結果、貴国に対して余計な警けい戒かい感かんを抱かせてしまったのであれば、全すべては私の責任でございます。我々、地球人が貴国に対し敵意を抱いているわけではございません」

　ソリス王が白い眉まゆ尻じりを下げた。頭を下げたままのエチカに向かって手をかざす。

「争いを望まぬのは、我が国も同じだ。其方の言が真実であることを望む」

　言い、王と議長が顔を寄せた。小声で何かを囁ささやきあった後、議長が言う。

「〝天穹の雫しずく〟に関わる問題は、王国内でもまだまだ議論を要するだろう。したがってエチカと〝ギデオン〟の引き渡わたしに関しても、今は保留とする。よろしいか？」

「……いいでしょう」

　リッチマンが目を細めた。横を向き、エチカを一いち瞥べつする。

「くれぐれも姫の御おん身みは大事にしていただきますよう。彼女は生まれつき身体からだが弱く、補助的な装置を用いることで生命機能を維い持じしている状態ですからな」

「……」

　エチカが唇くちびるを引き締しめた。自らの脊せき髄ずいに密着した金属に触ふれる。

　彼女が極きよく端たんに儀ぎ法ほうに弱いという体質も、その装置が関係しているのかもしれない。

「我が王国も、君たち〝雫人〟と平和的な関係を築きたいと考えている。無闇に彼女を傷つけることはないと約束しよう。それでは以上をもって、謁見を──」

　謁見の時間を締めくくろうとしたタルルカ議長が、言葉を切った。

　ミカドが挙手したからだ。

「僭せん越えつながら、進言の許可を」

　広間がざわついた。平和的に幕を下ろそうとしていた雰囲気が一変する。

「その通りだ。僭越だよ、キャバレッティ男爵」

　また上級貴族の席から、制止の声が響ひびいた。ミカドは決してそちらを振ふり向かない。

　タルルカ議長も渋しぶい顔つきになった。

「ただの発言ではなく、進言？　分かった、男爵。後で私が個人的にうかがおう」

「──いや、聞こうではないか」

　貴族たちを制したのは、意外にもソリス王その人だった。

「申してみよ。我が妻プラシリキアのかつての宝槍、キャバレッティ家の者よ」

　かつての。

　他ならぬ国王による胸を抉えぐる一いち撃げきも、今は動じてはいられない。彼ははっきりと言う。

「ここにいる〝雫人〟二人を、今この場で拘こう束そくすることを進言します」

　ざわっ、と謁見の間が色めき立った。広間に緊きん張ちようが走る。

　ソリス王すらも目を見開く中、むしろ冷静だったのは当の地球人二人だけだった。

　リッチマンが眉み間けんに好戦的な皺しわを作り、ミカドを睨にらんだ。銀髪の少年も密ひそかに、しかし確実に腰こしを落として戦せん闘とう態勢を取る。

「なぁああああっ？」

　残りの地球人、エチカがミカドを振り向いた。

「今、平和に終わろうとしてたじゃん！　なんでそーいうこと言うの？　バカじゃないの！　バカミカド！　──うっ」

　先ほどまでの上品な態度は、どこへやら。小声でミカドを罵ば倒とうしながら、こっそり彼に肘ひじ打うちをする。だが衝しよう撃げきは自らに跳はね返り、自分の脇わき腹ばらを押さえるエチカ。

「抵てい抗こうするなら、攻こう撃げきも止やむなしと考えます」

「バカー！」

　エチカがミカドの口を塞ふさごうとするが、彼は引かなかった。少女を押しのける。

　ざわめきに包まれる中、タルルカ議長がミカドに問いかけた。

「一応、根こん拠きよを聞こうか、キャバレッティ男爵」

「……」

　彼は口を閉とざし、答えなかった。

　ミカドとリッチマン、両者の視線が重なった。金属鎧よろいの男から余よ裕ゆうの表情が消えたのは、ミカドの進言が彼にとって予想外だったからだろう。

　そう、地球人たちは、ミカドの行動を予想だにしていなかったのだ。

　敵か味方かも分からない国に武装解除した状態で訪おとずれ、挑ちよう発はつ的ともいえる態度をとっておきながら──自分たちが攻撃されることはないと確信していた。

　リオランド王国が、彼らをいきなり攻撃するような国家ではないことを知っている。

　それは、つまり──。

「根拠がないのであれば、進言は却きやつ下かする」

　ソリス王が首を横に振ったことで、議長タルルカが言った。

「驚かせて申し訳なかったな、〝雫人〟たちよ。彼は少々……何というか、万が一に備えすぎることがままあってな。王国の騎士が皆みな、彼と同じではない」

「構いません。むしろ軍人としての警けい戒かい心しんは、私も通じるところがあります」

　ミカドとリッチマン、二人は睨み合ったまま言う。

「実に、気が合いそうだ」

「私は貴様と気が合ったりはしない」

　リッチマンという男の態度──時に謙へりくだり、時に高こう慢まんとなる物言いで分かる。

　眼前にいる男は、リオランド王国を見下しているのだ。

　いかに外面を繕つくろおうとも、本音では王国を低い文明にある国家と考えているのだ。男の装備、男の言葉など、未知のそれらを見聞きするたびに困こん惑わくする王国の人々を見る度たびに、心の中で嘲あざ笑わらっているのが分かった。

「口を慎つつしめ、男爵！　──これにて謁見の儀を終える。王国の賓ひん客かくをお送りせよ！」

　タルルカ議長の強ごう引いんな締めくくりによって、謁見は終しゆう了りようした。

　王都騎士団によって〝雫人〟二人が、広間から退場する。

「リッチマン！　わたしは平気だからね！　焦あせらないで！」

　エチカが声をかけると、リッチマンが思い出したように振り向いた。

　男のその反応──まるで声を聞くまで、エチカの存在を忘れていたかのような態度にも、ミカドは違い和わ感かんを覚えた。

　リッチマンが笑えみを浮うかべ、親指を立てた。了りよう解かいを示す仕草なのだろう。

「ミカドくん。君には評議会から話がある。呼び出すまでに、着き替がえておきなさい」

　タルルカ議長がミカドに言い残し、去って行った。何かと札付きのミカドでさえ公平に扱ってくれる希け有うな人物だが、謁えつ見けんの場での暴言には怒いかりを禁じ得ない様子だ。

「もう、ミカドのバカ！　なんで仲良くできないの？　狂きよう犬けんなの？」

　騎士たちに囲まれて控ひかえ室に戻る最中も、エチカの愚ぐ痴ちは止まらなかった。

　廊ろう下かを歩きながら、ミカドは騎士たちに聞こえない程度の声量で訊きき返す。

「お前こそ、どうしてあんなことを言った？」

「あんなこと？」

「私たちに何もされていない、と。尋じん問もんや〝魂たましいの双ふた仔ご〟で死にかけたというのにだ」

　ミカドが睨むと、エチカが目を伏ふせた。例の感情を押し殺した表情をする。

「言ったでしょ。わたしは、こういうこと、はじめてじゃないから。わたしが我が慢まんすることで余計な争いを生まずにすむなら、そのほうがいいじゃん」

「──気に入らんな」

　このエチカという少女を見ていると、妙みように苛いら立だちを覚える時があった。

「さっきも、そうだ。あの男に焦るなと言ったが、一番焦っているのは自分だろうに」

　ミカドが言うと、エチカは言葉に詰つまった。

　表情豊かで、明るく笑うのが本来の彼女なのだろう。感情を殺すエチカを見てミカドの胸中がざわつくようになったのは、そのことを知ってからだ。

「だって、焦って行動しても悪い結果にしかならないって知ってるから……慎しん重ちようにお互いの立場を考えていかないと──全部、台無しになるんだよ」

「まあ、お前が迂う闊かつな行動をとらないのは、こちらとしても助かるが」

「迂闊な行動をとったのは、ミカドじゃん！　根拠もなしにリッチマンとＤＤを捕つかまえろなんて言ってさ！　王様も呆あきれてたよ！」

「根拠なら、ある」

　ミカドはさらに声を抑おさえ、言った。

「やつらは己を弱者と言い、和平交こう渉しようが目的だと言った。それなのに警戒心が薄うすく、我々を挑発するような言動すら見せた。明らかに言動が一致していない」

「……うーん、それは確かに、そう。リッチマンったら、どうしてあんな態度を──」

「リオランド王国の街や文化を見ても、気にする素そ振ぶりすら見せなかった。リオランドという国と人間に詳くわしすぎるのだ。──やはり、この数十日間、ただ沈ちん黙もくしていたわけではなかったのだろう。それだけの時間を何に費ついやしていたのか分からない以上、危険だ」

「じゃあ、そう言えば良かったじゃん。あのおじさんに根拠を聞かれた時にさ」

「言えるわけがない。あの男は王国が、いや、普ふ段だんは平民の前に顔を出すことすらない、我らが王や上級貴族がどう動くかもを正確に予測していた。だとしたら、果たして誰だれからその情報を得たのだと思う？」

　エチカがハッとした。見た目によらず賢かしこい少女が口を押さえる。

「スパイが──内通者が、いる？」

「おそらく、あの場にいた者の中にな」

　国王や上級貴族が集つどう、重要な行事。

　中でも王謁見の儀のような場の流れを予測できる者など、その場に何度も居合わせたことのある者以外にあり得ない──。

「我がリオランド王国は、複雑だ。光と希望に溢あふれた国だが、闇やみも多い」

　リオランド王国と、地球人。

　異なる世界──異なる星の住人どうしの初接せつ触しよくは、多少の波乱もあった。

「だがお前たち地球人のほうも、どうやら一丸というわけではないらしい」

　とはいえ決定的に決けつ裂れつすることもなく、無事に謁見は終了した。

　そう考えて安あん堵どしたのは、リオランド王国だけだったことを──ミカドたちは、すぐに思い知ることになる。














>>　Section 4






「──申し訳ございません。ハァミア・マーシア様」

　ハァミア、ルゥ、フィギュの三人を、王立図書館の受付係が胡う乱ろんに見た。

「過去の事案を鑑かんがみて、評議会は貴女あなたにいかなる蔵書の貸出も許可しておりません」

「私の個人利用ではありません。それに私はもうマーシア家とは関係ありません」

　ハァミアは受付テーブルに置いた数冊の書物の上に、一枚の紙を出した。

「辺境第三騎士団ミカド・キャバレッティ団長の委任状です。騎士団の任務遂すい行こうに協力いただけますか？」

　受付係の司書による委任状の確かく認にんと、入念な身元の照合。おまけに規定日数より短い貸出期間を設定され、ようやくハァミアたちは王立図書館から出ることを許された。

「なんだか、すごく警けい戒かいされちゃってたね、ぼくたち……」

　ルゥがハァミアの車くるま椅い子すを押しながら、後にしたばかりの王立図書館を見た。

　王立図書館は、王立学院の別べつ棟むねにある施し設せつだ。雨天時にも書物を濡ぬらさないよう、石組みの屋根がある歩ほ廊ろうが王城まで繫つながっている。

「昔、ちょっとした問題を起こしたことがあるから、無理もないわ」

「団長と副団長が出会ったのが、王立図書館なんだって？」

　借りた書物を持ったフィギュが、閉ざした目をハァミアに向けた。

「団長から聞いたの？　ええ、まだ子供の頃ころのことよ」

　ハァミアは苦く笑しようした。

　そう、彼女はまだ幼い頃、王立図書館で貪むさぼるように本を読む少年と出会ったのだ。

　その少年こそ、当時のミカド・キャバレッティである。

「正直、王城以上に二度と足を踏ふみ入れたくない場所でもあるわ。今回は、〝雫しずく人びと〟と王の謁見で、団長の予定が狂くるってしまったから仕方なく代わりに来たけど……」

「無理にいっしょに来なくても良かったんだぞ。アンタにとっちゃ、王城に近づくだけでやっかいなことになりかねないだろうしなあ」

「私が来なくて、他ほかの誰が〝天穹門〟と〝天穹の雫〟に関する文ぶん献けんを選別できるっていうの。ルゥは迷子、フィギュは女性漁あさりでそれどころじゃなくなるでしょうに」

　ハァミアが睨むと、ルゥとフィギュが目をそらした。

「辺境騎士団の任務上、仕方ないけれど……私たちの騎士団には知識層が足りなすぎるのよ。政治力と財力もないし、いるのは戦せん闘とうバカばかり。はあ……」

「わはは。まともな頭の持ち主なら、うちに来ないで他の騎士団に行くだろう」

「ぼくは、今の辺境第三騎士団のままでいいな。王都なんて、いたくないよ……」

　ハァミアたちは人目を忍しのぶように、遠回りで城門を目指した。

「謁見の儀って、もう終わったかな？　帰る前に団長を迎むかえに行ったらダメかな──」

　ルゥが言いかけるも、ある集団を見つけて口を閉じた。

　屋根のある歩廊沿いには、小さな果樹園があった。景観を重視したそれは、収しゆう穫かくよりも貴族同士の逢あい引きや図書館帰りの読書の場として利用されることのほうが多い。

「……謁見は、とっくに終わったようね」

　貴族の集団が、果樹園を散策していた。

　中心にいるのは、ドレス姿のまま実った果実に手を伸のばす少女だった。堅かた苦くるしい謁見の時間から解放され、気分直しのために着替えもせずに王城を飛び出したのだろう。

　王位継けい承しよう権第一位にして、間もなく新たな国母となることが定められた姫ひめ君ぎみ。

　リューリリリィ姫である。

「敬礼を」

　ハァミアの指示により、彼女自身を含ふくむ三人は足を止めて敬礼した。

　取り巻きの貴族たちが、彼女たちの存在に気づいた。こちらを見るなり眉まゆをひそめ、ひそひそと囁ささやき合う。その中の一人が、面めん倒どうそうに手を払はらって立ち去るよう促うながした。

「……お前らに敬礼したわけじゃねぇんだがな」

「……同じ騎士団なのに、王都騎士団との扱あつかいが違ちがいすぎる……うぅ」

「構わないで。行きましょう」

　ハァミアたちは面倒ごとを避さけ、早々に立ち去ろうとした。

　だがリューリリリィが目ざとく彼女たちを見つけてしまった。

「──！」

　制止する周囲の貴族たちにも構わず、ハァミアたちに向かって手招きする。

　王族の誘さそいを断れるはずもない。彼女たちは顔を見合わせ、やむなく果樹園に入った。

「ご機き嫌げん麗うるわしゅうございます、リューリリリィ姫。このような脚あしのため、座したままご挨あい拶さつする無礼をお許し──」

「──！」

　ハァミアが挨拶を終えるのも待たず、姫が理解不能の言葉を口にした。周囲を見回す。

　王国一の美び姫きは、ある例外の時を除いて、人が解する言葉を発することがない。彼女が何を言っているのかは分からないが、誰を探しているのかは分かった。

「我らが団長は、まだ王城にいるものかと。謁見の儀の前に、別れたきりですので……」

　ハァミアが困り顔で言うと、リューリリリィ姫が不満そうに頰ほおを膨ふくらませた。

　長い睫まつ毛げを落として瞳ひとみを潤うるませる少女を見て、ハァミアの胸が締しめ付けられる。

「ああ、申し訳ございません。どうか、そのようなお顔をされずに……」

　ハァミアが謝罪するまでもなかった。

　周囲にいる貴族たちが、慌あわてて姫のご機嫌取りを始めたからだ。

　少女の表情一つで大人たちが慌てふためく光景は、傍はたからは滑こつ稽けいに映るかもしれない。

　だがリューリリリィ姫に関しては、これが当然のことなのだ。たとえ誰であろうとも、彼女の感情を目まの当たりにすると、彼女に共感してしまう。

　果樹園にいる鳥すらも、リューリリリィ姫のそばに集まった。首を動かし、彼女を慰なぐさめるように一いつ生しよう懸けん命めい鳴き出す。どこから現れたのか、小型の獣けものも姫の足に頰ずりをする。

　あらゆる人々の魂たましいを揺ゆさぶり、あらゆる獣に愛される少女。

　その魅み力りよくに抵てい抗こうできる者など、それこそ魂がないと言われるような人間──。

〝魂なし〟をおいて、他にいないのだろう。

「──！　──！」

　大勢に慰められ、リューリリリィが機嫌を直した。ハァミアの手をとって引く。

「あ、あ……姫様、そんな、畏おそれ多いです。私のようなものを──」

　ハァミアは恐きよう縮しゆくしたが、振ふり払うことができるはずもなかった。ルゥが慌てて車椅子を押し、リューリリリィとハァミアの二人で並んで果樹園を進む。

「──！　──！」

　リューリリリィ姫はハァミアに果樹園の美しさを自じ慢まんしているようだった。

　いや──ドレスの自慢かもしれない。それともミカドの話だろうか？

　姫はハァミアのようなつまはじき者にも分け隔へだてなく、太陽のような笑えみを向けてくださる。それなのに自分は、彼女の言葉を少しも理解できないことが申し訳なく感じる。

　否いな、申し訳ないどころではない、これは罪悪だ。

「あ、あの、姫様……も、申し訳ございません、私には何を仰おつしやっているのか──」

　助けて、団長──。

　あまりの罪悪感に涙なみだぐみ、心中でミカドの顔を思い浮うかべた時だった。

　軽かろやかなリューリリリィ姫の歩みが、一歩、また一歩と遅おそくなり──完全に止まった。

「姫様……？」

　顔を上げたハァミアが見たもの。

　それは昼下がりの果樹園に浮かび上がる、無数の星々だった。

　リューリリリィはすでにハァミアを見ていなかった。虚こ空くうを見上げる横顔からは少女の面おも影かげが消え、絵本に描かかれた女め神がみのように現実離ばなれした雰ふん囲い気きを漂ただよわせる。

　ふわり、と一いち陣じんの風が姫のドレスと長い髪かみだけを揺らした。

「──」

　ハァミアは、その〝変身〟を見て息を吞のんだ。

　姫の双そう眸ぼうが、煌きらめく輝かがやきに満たされた。

　横になびく髪が紫むらさき色いろに輝く海と化し、数多あまたの光点に満たされた。

　人が到とう達たつしえない領域の美装へと変へん貌ぼうした少女のそばに、貴族たちが膝ひざをついた。

「お、おお……よ、〝予言〟だ！」

「リューリリリィ姫が〝予言〟を下される！　ど、どうか私めに……！」

「いや、私に……！」

　突とつ如じよとして果樹園にもたらされた光景の意味を、ハァミアはようやく理解した。

　リューリリリィ・アド・リオランド。

　かの姫がリオランド王国の万ばん民みんに愛され、次期国母の座が約束されているのは、獣すらも魅み了りようする彼女の愛らしさと純真な魂によるものだけではない。

　リューリリリィ姫は生まれつき、特とく殊しゆな能力を持っているのだ。

　それが、あらゆる災わざわいを見通すという〝予言〟である。

　過去、姫の〝予言〟は、大きな天災や他国からの侵しん略りやくを言い当てたという。そのたびに何度も王国は救われ、王国の民たみはリューリリリィを救国の女神と崇あがめた。

　国母不在の今、リオランド王国が他国から侵略を受けずにいる理由──。

　それこそが、まさにリューリリリィという存在のおかげだった。

　たとえ弱体化したリオランド王国を攻せめたくとも、侵略を〝予言〟されれば返り討うちの憂うき目を見るのは間ま違ちがいない。──それが周辺国に共通する認識なのである。

「リューリリリィ姫が、〝予言〟を……？」

　ハァミアが実際にその瞬しゆん間かんを見るのは、これがはじめてだった。だが貴族たちの反応を見る限り、間違いないのだろう。リューリリリィの〝予言〟は個人にも至り、彼女の一言のおかげで権力や財を得た貴族もいるという噂うわさも聞く。

　王国にとって、今やリューリリリィは〝母なる獣〟と並ぶ重要な守護者といえた。

　そんな少女が、とうとう国母となり、〝母なる獣〟を爵獣とする。

　王国に絶対なる平和と安あん寧ねいがもたらされる瞬間を前に、王国民は沸わき立っていた。

　その感動と喜びによって──王国史において最高の国母と称しようされたリューリリリィの母、プラシリキアの死を、あっという間に王国民から忘れ去らせるほどに。

『──敵が、在ります』

　リューリリリィが、柔やわらかそうな唇くちびるを動かした。

　ハァミアも理解できる標準語だ。ただしその声は少女の喉のどから発せられているというよりも、周囲に満ちた星々を震ふるわせて響ひびいているかのようだ。

『我らの王国に仇あだなす敵が在ります。すぐ、そこに』

　リューリリリィが片かた腕うでを持ち上げた。白い指先で、煌めく星々を弄もてあそぶ。

「敵──」

　ハァミア、ルゥ、フィギュが顔つきを変えた。

『空の彼方かなたより墜おちし、邪じや悪あくな星々……かの星々は、すでに我らが懐ふところにある』

　リューリリリィが謳うたうように、声を紡つむぐ。

「星……なんのことだ？　敵ということは、他国が攻めてくるということか？」

「す、すぐに評議会の招集を呼びかけて──」

　慌てる貴族たちを振り向き、ハァミアは言う。

「姫は、すでに敵が懐に在ると申されました。今から評議会を呼んでも遅いでしょう」

『備えよ、リオランド王国の騎き士したちよ──』

　虚空を見上げ、見えないものを見る姫が命を下した。

『我らが王国を、護まもるのだ』

　リューリリリィの命令は、今、最も近くにいる騎士たちの姿勢を正した。

　ハァミアは胸に手を当て、声を張り上げる。

「拝命します！」

　もしこの場に団長たるミカドがいたとしても、全く同じ行動をとっただろう。

「ソーラ・オー・リオランド！」

　辺境第三騎士団の団員が声を揃そろえ、いっせいに動き出した。








>>　Section 5






　リオランド王国の王城は、常に衛兵が巡じゆん回かいしているようだ。

「〝雫しずく人びと〟はもう王都から送り出した後ですかね。あーあ、俺も見てみたかったな」

「見た目は我々と変わらんらしいぞ」

　二人組の衛兵が、薄うす暗ぐらい通路を進んでいく。

　衛兵の後ろには二頭の獣が付き従っていた。大きな頭についた眼めと鼻を動かし、視覚と嗅きゆう覚かくを研とぎ澄すませて周囲を警けい戒かいしているのが分かる。
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『……』

　その人物は通路の中央に佇たたずんだまま、二人の衛兵と二頭の獣をじっと観察した。

「俺の学院時代の同期が、王都騎士団の従士として謁えつ見けんの間に配属されたんですよ。〝雫人〟だけじゃなくて、リューリリリィ姫ひめも拝顔できたんだろうなあ」

「出世したいなら、そろそろ無む駄だ口ぐちをやめて真ま面じ目めに働くんだな」

　年ねん齢れい差のある衛兵二人が、人物に向かって近づき──。

　通路中央に立つ人物の左右を通り抜ぬけ、何事もなく遠ざかっていった。

　獣も同様だ。ピクリと動かした鼻先が、人物の顔の一ミリ先を通り過ぎた。だがそれだけで、二頭とも人物のそばを通り過ぎていく。

　衛兵たちの後ろ姿が見えなくなったところで、人物が動いた。

『透明化クリスタライズ──解除』

　ぬるり、と。

　何もない空間から、黒い粘ねん性せいの液体が出現した。

　黒い液体に見えるそれは、極小の光学反射板の結けつ晶しようだ。それらは外部からの光を何億通りもの角度で反射し、実体を周囲から隠かくす機能を持っている。同時に周囲に漂う臭しゆう気きや気流、電波までも遮しや断だんするそれを解除すると、結晶が光の群れとなって消しよう滅めつした。

　姿を現した人物の姿は、リオランド王国の人間が見たら亡ぼう霊れいと勘かん違ちがいしただろう。

　頭全体を覆おおうヘルメットは、のっぺりとして表情など微み塵じんもない。衝しよう撃げきと音を高度に吸収するブーツと、あらゆる材質に吸着する登とう攀はん用グローブは、リオランド王国の者には理解不能なものばかりに違いない。首と手て脚あしに装着した、合計五つのリングも同様だ。

『通信、再接続。──リッチマンたちは、ようやく王都から出たか』

　人物のヘルメット内部に、三次元映像が浮かび上がった。

　王城の内部構造を隅すみ々ずみまで分ぶん析せきした見取り図である。

『受信完かん了りよう。無事に王城の中心、謁見の間からスキャンできたようだな。──検けん索さく開始』

　人物の呟つぶやきはヘルメット内部に反はん響きようし、外部に漏もれることはない。

　王城内部の映像に、無数の光線が駆かけ巡めぐった。

　三秒と経たたず、ある一点に光が集まった。英語で検けん索さく完かん了りようの文字が浮かび上がる。

『ここか。──通信、切断。透明化』

　人物の全身を、黒い粘ねん膜まくが包み込んだ。粘膜が不可視となり、人物の姿を覆い隠す。

　完全に姿を消すと、人物が地面を蹴けった。ヘルメット内部に映し出された見取り図を見ながら、通路を駆け抜け、壁かべや天てん井じように張り付き、次々と衛兵の目をかいくぐっていく。

　そうして人物が辿たどり着いたのは、とある薄暗い通路の突つき当たりだった。

『この先のようだが……見た目はただの廊ろう下かでも、王族以外が通ると儀ぎ法ほうとやらが発動するらしいからな。あの〝協力者〟からの情報が、どこまで本当か分からんが……』

　人物は迷うことなく、その場を後にした。

　複雑な構造をした城内を駆け抜け、大きく迂う回かいする。

『人が通らなそうで、真横の位置にあたるのは──このあたりだな。透明化、解除』

　人物は姿を現し、誰だれもいない通路の壁に向かって懐から引き抜いた棒を押し当てた。

　短い棒の先せん端たんから、高圧縮の熱線が迸ほとばしった。ほとんど抵てい抗こうなく壁を貫かん通つうする熱線を、ぐるりと半円状に動かす。いとも容易たやすく、壁に人が通れるくらいの空くう洞どうが空いた。

　通路に空いた横穴を通ると、倉庫らしき部屋に入った。前方の壁に、また穴を空ける。

　穴をくぐり抜け、新たに現れた通路にまた穴を空ける。次の壁にも穴を空け──。

　やがて現れた分厚い壁を貫通させたことで、人物はついに目的地に到達した。

『盗人ぬすつとだなんて、呼ぶんじゃねぇぞ。これは元々、俺たちのものだ──』

　明かりのない密室の中、人物がライトを点ともしてそれを照らす。

　両手を拡ひろげて両りよう端はしに届くくらいの大きさをした白い板切れである。

　自然物を加工して造られた貴重品が並ぶ中、明らかにリオランド王国の文明レベルでは不可能な錬れん成せい技術によって製作されたそれは、崇すう高こうなオブジェのようだ。

『〝ギデオン〟！』

　人物が四つの金属球を取り出した。白い板切れの周囲に、無造作に放ほうり出す。

　電磁力を利用した牽けん引いん装置である金属球が、板切れを囲むように浮ふ遊ゆうした。

　ふわり、と板切れが台座から浮うかび上がる。

『はっはっは！』

　人物が首と手脚に装着したリングが、青白く輝かがやいた。リングにある無数の穴から、圧縮されたジェット気流が勢いよく噴ふき出す。

　ヘルメットの人物と白い板きれが、弾はじかれたように宝物庫から飛び出した。

　ここに来るまでに使った透明化装置は、使用者本人にしか効果がない。牽引する板切れを周囲から隠すことができない以上、あとは高速機動装置であるリングを使って、一刻も早く王城から脱だつ出しゆつするのみである。

　潜せん入にゆうした時の数倍の速度で横穴を通り抜けていく、ヘルメットの人物。

　すると最初に空けた横穴から飛び出したところで、衛兵と鉢はち合あわせした。

「──なんだ、この穴は！」

「おい、ここだ！」

「貴様……！　何者だ！」

　不運にも二組の巡回とタイミングが重なってしまったらしい。

　前後に二人ずつの衛兵、そして二頭ずつの獣けものたちに挟はさみ打ちにされた状態である。

『ふん』

　だが人物は動じない。ヘルメットに映し出された衛兵たちに、自動的に赤い光点が照準を定めていく。

　衛兵たちと対たい峙じしながら、人物が拳こぶし大だいの球体を取り出した。

　地球では単純な兵器にすぎない球体の正体すら、この星の住人は理解できないだろう。

『目め障ざわりなんだよ、野や蛮ばん人じんどもが──』

　嘲あざける人物の姿を、球体から放たれた赤い閃せん光こうがかき消した。




　　　　　＊




　リオランド王国の王城には、二十以上の隠し部屋があると言われる。

　その多くが王族関係者しか立ち入ることのない所だ。宝物庫や緊きん急きゆう用の避ひ難なん経路などがそうであると噂されているが、その実態は当然ながら極ごく秘ひ事じ項こうである。

　王都第一騎士団の一員であるヴォーラがいるのも、そんな隠し部屋の一つだった。

　ただし彼女は王族ではないし、彼女がいる場所も王族のためのものではない。

　窓のないその部屋は、主に恋れん愛あい小説を並べた書しよ棚だなに囲まれていた。

　紅茶箱とお菓か子し箱を並べたテーブルの隣となりには、リオランド王国の王城そっくりの模型も置かれていた。テーブルクロスはどれも淡あわい色で染せん色しよくされ、少女趣しゆ味みを満まん喫きつしている。

「……！」

　秘密の部屋でいつも通り紅茶を楽しんでいたヴォーラは、ピクリと顔を上げた。

　金色の双そう眸ぼうを見開き、直毛の黒くろ髪かみを揺ゆらす。

「衛兵と騎獣の魂たましいが、消失した……？　一度に、八つ！」

　敵──。

　王城全体を常に監かん視ししている女性騎士の判断は、早かった。

　壁に駆け寄り、壁へき面めんに備え付けられた箱を力任せに叩たたく。

　開いた箱から飛び出した金属製の筒つつ──伝声管に向かって、叫さけぶ。

「王都第一騎士団ヴォーラより、緊急報告！　王城内に敵あり！」

　彼女が感知した魂の消失は、今までに感じたことのない異常な消え方だった。

　一度に八つもの魂が、ほんの少しの時差もなく同時に消え去ったのだ。

　何らかの儀法による攻こう撃げきを受けたとしても、選えり抜きの衛兵や獣たちが何の抵抗もなく死亡することなど、まずあり得ない。

　そもそも城内で強力な儀法が使用されれば、ヴォーラが感知できたはずだ。

　儀法を使わずに、王国の精兵たちを一度に殺害する──。

　ヴォーラが知るかぎり、そのような事態は過去に一度もなかったことだ。

「鐘かねを鳴らせ！　王都騎士団ならびに予備騎士団たちを出動させよ！」

　王城の見張り塔とうが鳴らす、大きな鐘の音。

　それはリオランド王国の王都が、数百年ぶりに戦せん闘とう態勢に入ったことを示していた。








>>　Section 6






　ミカドとエチカは王城を出て、城門に向かっていた。

「偉えらそうな人たちにすっごい怒おこられてたね、ミカド」

「王城にいる上級貴族たちに嫌きらわれているからな、私は」

　普ふ段だん着ぎに戻もどった二人に、数人の衛兵が付き従っていた。

　ミカドたちを見送るという名目だが、実際はただの見張り役だろう。これ以上、余計なことをするなという意味でもあり、口頭でも厳しく何度も言い渡わたされた。

「ミカド……貧びん乏ぼうな上に、嫌われ者なんだね……かわいそう」

　同情の眼まな差ざしで彼を見る少女の顎あごを摑つかみ、強ごう引いんに前へ向けるミカド。

「一部の貴族たちにとっては、それが常なのだ。身分の違う者から搾さく取しゆし、騎士には無む茶ちやな任務を押しつける。そうやって下の者を蹴け落おとすのが彼らの生き残る術すべなのだ」

「……そんな人たちに嫌われて、よく騎き士しでいられるね、ミカド。なんかミカドだけ随ずい分ぶん若いし、色々と目をつけられてそうなのに」

　余計なお世話を焼くエチカを尻しり目めに、衛兵たちが歩みを止めた。ミカドに敬礼する。

　城門に到とう着ちやくしたからだ。すでにミカドの爵獣ループも待機している。

「私が任務に失敗したことがないからだろう。今は蹴落とす口実を作れずにいるだけだ」

「へえー」

　エチカが先にループに乗った。鞍くらの後部に陣じん取どり、頭を傾かしげる。

「……無茶な任務ばかりなのに、失敗したことないって、けっこうスゴイんじゃ」

　ミカドはエチカの身体からだを鞍の前部に押し出し、その後ろに飛び乗った。

　相変わらず彼の前に乗るのが嫌いやらしい少女が、不満そうに頰ほおを膨ふくらませる。

「それに以前は、プラシリキア様のご威い光こうがあったからな」

　二人はループに乗り、城門を後にした。

「プラシリキア様だけが、上級貴族や評議会の行き過ぎた権力を抑よく制せいしておられた。かのお方こそ、失敗などとは無む縁えんの深しん慮りよ遠えん謀ぼうの人物だった」

「ふーん、すごい人だったんだね」

「そう──あのプラシリキア様が見誤ることなど、あるはずがないのだ」

　ぽつり、と呟く彼を、エチカが振ふり向いた。

「え？」

　ミカドは首を振り、頭の中にある小さな懸け念ねんを振り払はらった。

「……ともあれプラシリキア様亡なき後、次の国母はリューリリリィ姫ひめに引き継つがれる。〝母の迎むかえ〟を過ぎれば、この国は以前とは違う形に変わるだろう」

　ミカドは言った。だが中央区に入るなり、すぐに言い直す。

「いや──すでに、変わり始めている」

　王城から舞まい戻ったミカドとエチカを出迎えたのは、予想外の光景だった。

〝雫しずく人びと〟たちは、すでに王都から去った。

　野や次じ馬うまも姿を消したものと思っていたが、そうはならなかったようだ。

「号外！　号外だよ！　〝雫人〟が王国にやって来た！　王様と謁えつ見けんだ！」

「姿絵は、うちのが一番ですよ！　これが〝雫人〟！　一人は美少年！」

「いや、うちの画家が描かいたほうが似てるよ！　不思議な乗り物の絵もあるからね！」

「王城にいる貴族様から仕入れた情報を聞きたいかい！　なんと王様は、〝雫人〟と友好条約を──って話だ！　さあさあ、お代はここに！」

　往来には新聞の号外や〝雫人〟の姿絵が溢あふれ、王都民が競きそってそれらを手にしていた。

　平和な王都に住む人々にとって、突とつ然ぜんの訪問者は娯ご楽らく以外の何物でもなかったらしい。

　たとえそれが悲劇的な伝説しかない、〝天穹門〟と関連した出来事であってもだ。

「すっごい騒さわぎだね」

　人々が手にしている絵は、本物と似ても似つかないものまで出回っている。どうせ号外や情報屋の内容も、噂うわさや伝聞を誇こ大だい化したものばかりだろう。

「動どう揺ようして混乱に陥おちいるよりは良いのだろうが……少々、落ち着きがなさすぎだ」

　いつの間にか、酒や食べ物を売る屋台まで出ている。彼は眉み間けんを押さえた。

「王都の人々よ、これを見るがいい！」

　即そく席せきの演説台の上で、アルク人が興奮した様子で姿絵を掲かかげていた。

「この絵を見ろ！　〝雫人〟の耳が尖とがっているか？　これが証しよう拠こだ！　〝外〟から来た〝雫人〟が、アルク人と君らのどちらに似ている？　これこそ我々アルク人のほうが先住民だったという紛まぎれもない証拠だ！」

　リッチマンら〝雫人〟の登場は、リオランド王国に新たな問題も生みそうだ。

　声こわ高だかに叫ぶ者たちがいる一方、小さな囁ささやき声もミカドの耳に入った。

「これが本当に〝雫人〟？　私たちと同じ人間に見えるけど」

「男の子のほうなんて、可愛かわいいくらいじゃない」

「でも見ろよ、こいつらの服……服なのか？　なんだか気持ち悪いぜ」

「この乗り物、どうやって動くの？　何かの武器なんじゃ……」

「ソリス王は、本当にこんな得体の知れないヤツらと仲良くするつもりなのか？」

　好こう奇きや興味、不安と懸念──。

　抱いだく感情はそれぞれだが、〝雫人〟登場の波は紋もんは確実に拡がっていた。

　噂や伝聞の勢いは、もう収まることはないだろう。いずれ王国の全領土に〝天穹の雫〟や〝雫人〟の存在は知れ渡り、いずれ国外にまで響ひびき渡るに違ちがいない。

　ハローズという世界に、エチカやリッチマンたちの存在が明るみに出るのだ。

　果たしてこの世界が彼らを受け入れるか、それとも拒きよ絶ぜつするか──。

　現時点ではどれだけ想像したところで、その未来を知ることはできない。

「わたしたちの話題で持ちきりだね。まあ、いきなり違う星から来たって言われても、どんな人間なのか分からないから当然だけど。宇宙人ってことだもんね」

「宇宙人という言葉の意味は分からないが──よく踏ふみとどまったな」

　あくまで客観的に語るエチカに対し、ミカドは言った。

「ん？」

「本当なら、王城から去る〝雫人〟たちとともに、お前も行きたかったはずだ」

　エチカが振り返った。こうして見ると、普ふ通つうの少女に見える。

「お前が一刻も早く地球に帰りたいと願っているのは、魂を通じて分かる。どうしようもなく焦あせっていることもだ。それなのに、お前はリオランド王国と〝雫人〟の両方を気にかけて王都に残り、同どう胞ほうを見送った。──私の知るかぎり、お前と同年代の少女、たとえばリューリリリィ姫や義妹いもうとのリズは、もっと自分の感情に素す直なおなはずなのにだ」

　エチカの煌きらめく瞳ひとみが、じっとミカドの瞳を凝ぎよう視しした。

「それじゃあ、お願いしたら、ミカドもわたしといっしょに来てくれたの？」

　ミカドは沈ちん黙もくした。首を横に振る。

　彼女を元の世界に戻すと約束した。だが彼にも、できないことがある。

　リオランド王国を護まもるという彼自身の使命を全まつとうする一方で、エチカの願いも叶かなえる。

　そんな彼ら二人の目的を両立する方法は、必ずどこかにあるはずだ。

「でしょ？　それに、肝かん心じんなことがまだ何も分かってない」

「肝心なこと？」

「わたしたちが地球に帰るための方法。つまり、あのワームホール──〝天穹門〟の仕組みを解き明かさなきゃいけない」

「〝天穹門〟を──解き明かす？」

「そう。わたしたちをこの星に放ほうり出した後、〝天穹門〟はすぐに閉じちゃったんだと思う。そうでもなきゃ、とっくに向こうから救助部隊が送り込まれてるはずだもん。でもミカドが言う通り〝天穹門〟がこれまでに何度も開いてるなら、また開くはず。──ううん、必ず開く。じゃなきゃ、同じ場所に何度も空間の歪ゆがみが生じるなんてあり得ない」

　ミカドは驚おどろき、少女の目を見つめ返した。

「〝天穹門〟を、操あやつれるということか？」

「わたしたち地球人だけじゃ、無理だと思う。でも、この星にはわたしたちの知らないもの、知らない法則があるよね。獣と儀ぎ法ほう──地球の科学技術とそれを合わせれば……」

「科学、というのか。お前たちが使う儀法は」

「うん。わたしたちは、まだまだお互たがいを知らなきゃいけないんだよ。お互いを知ることが、地球に帰る方法に繫つながるんだから。そのために、わたしはまだこの国に残るの」

　そこまで言って、エチカが元の屈くつ託たくのない笑え顔がおに戻った。

「だから、わたしたちがケンカしてちゃダメなんだよ。どっちかを攻撃したり、恨うらんだりなんかしてちゃ、いつまで経たっても仲良くなんてなれないし」

「……」

「わたしなんか、普通だと思うけど？　本当に他ほかにいないの、そういう人？」

「……相手を知りたいからといって、個人的な感情そのものを捨て去るというのか？　言葉で言うのは簡単だが、本当にそんなことができる人間など──」

　言いかけたミカドの脳のう裏りに、ある人物が蘇よみがえった。

　──憎にくむのではありません、ミカド。

　もはや百年も昔のことのように感じるが、その声は彼の耳にしっかりと残っていた。

「ええー、そうなのかあ。わたしはこの国で困ってることがあったら助けてもいいと思ってるんだけどな。それで仲良くなれるなら」

　ミカドの記き憶おくに焼き付いた声。

　──救うのです。

　口先ではなく、魂たましいの底からそう信じ、彼にそう伝えたのが分かった。

　なぜなら、かの女性の言葉に触ふれたことで──彼の魂もまた、揺ゆさぶられたからだ。

「プラシリキア様──」

　思わず、口から言葉が漏もれた。

　ミカドはハッとし、これもまた無意識に自分の腹を拳こぶしで殴なぐっていた。

「ぐっ……！」

「おふっ……！──ど、どうしたの、ミカド……おかしくなっちゃった……？」

　当然、エチカも腹を押さえて悶もん絶ぜつすることとなった。

「……ある高貴なお方とお前のようなものを重ねてしまった自分を戒いましめただけだ……」

「ええ……理り不ふ尽じん……」

　そんな二人が跨またがったループが、首をもたげて笑うように鼻を鳴らした。

　ミカドは戦友の背中を軽く叩たたき、抗こう議ぎする。

「そんなに仲良くしたいなら、身をもって証明してほしいところなんだがな」

「身をもって、仲良く？　って、どういう──」

　言いかけ、エチカが何かに気づいた様子で自らの身体を抱だきしめた。頰を染める。

「……何を想像したのかは訊きかない。お前の身体などに興味はないとだけ言っておこう」

「だってミカドって女の人にモテないんでしょ？　リズとローリィさんに訊いたら、なんだか知らないけど、すごくしょっぱい顔してたし。貧乏な上に嫌われ者でモテないって、かわいそう、ミカド……そばにこんな美少女がいたら、目の毒だよね」

「私の見えないところで、お前たちは一体どんな話をしているんだ。私は決して貧びん乏ぼうではないし嫌きらわれ者でもないし、モテる。そういう話をしているのではない」

　無表情のまま嘆たん息そくし、ミカドは言った。

「もう少し、お前のことを話せと言っているんだ。お前が争いごとを嫌うのは、これまでの生き方が関かかわっているからなんだろう？　地球人が不利になるような情報でなくとも、そういう話ならできるはずだ」

「……」

「お前がどういう人間か知ることができれば、私も少しは配はい慮りよができるというものだ」

　エチカがにやりと笑った。

「わたしと仲良くしたいってこと？　それなら、ミカドのことも話してよ」

「リズやローリィから聞けばいいだろう。私のことをよく知っているようだからな」

「あれ？　ミカド、怒おこってる……？」

「私は怒ってなどいない」

　自宅に戻もどったら、真っ先にリズとローリィに説教をする必要がありそうだ。

　ミカドが頭の中で、そう予定を思い描いた時だった。

　浮うき足立つ人々を叱しかりつけるような、甲かん高だかい音が王都全体に鳴り響いた。

「！」

　厳おごそかな音が三回、余よ韻いんを響かせる。余韻が消えると、また三回という繰くり返しだ。

　リオランド王国の騎き士しであるミカドは、その音の正体を知っていた。

　王城にある鐘しよう楼ろうが、その鐘かねを鳴らしているのだ。

「なに？　この音、すごい大おっきな……」

「──王城に戻るぞ」

　ミカドはループの手た綱づなを引き、帰路とは逆方向へと方向転てん換かんした。

「王城の鐘を三回鳴らすのは、〝城内に侵しん入にゆう者あり〟という意味だ」

「……え？」

「これより王都にいる全騎士団は警けい戒かい態勢に入る。当然、我が騎士団もだ」

　彼はループを駆かけさせようとするも、群衆が車道にまで入り込んでいて動けなかった。鐘の音の意味を知らない一いつ般ぱん市民が、突然の事態に困こん惑わくして立ち尽つくしている。

「ね、ねえ、ミカド！　よくあるの、そういうこと？」

「私の知るかぎり──この百年内では、一度もないはずだ。記録上ではな」

　ミカドの言葉に、エチカが顔を強こわばらせた。

「〝雫人〟が謁見を終えた直後に、この鐘──嫌いやな予感がする」

　彼と同じ予感を覚えたのだろう。エチカの顔色が青ざめていくのが分かった。

　群衆を一いつ喝かつしてどかせようと、ミカドが息を吸い込んだ時だった。ミカドの服の内側にあるポケットが光り輝かがやいた。小さな儀法文字が飛び出す。

『ルゥより団長へ緊きん急きゆう報告！　聞こえますか！』

　七色に輝く無数の儀法文字が、小鳥の形を象かたどった。エチカが「わっ」と驚く。

　騎士団員ルゥの儀法である。あらゆる儀法文字を操る彼は、あらかじめ儀法文字を仕込んだ媒ばい体たいを使うことで、一定の距きよ離り内にいる人間に音声を伝えることができる。

「聞こえている、ルゥ！　何があった？」

　儀法文字の集合体でできた鳥が、小さな嘴くちばしを動かした。

『リューリリリィ姫ひめが、〝予言〟を下されました！』

　ルゥの報告は、リューリリリィが敵の存在を知らせる〝予言〟をしたとの内容だった。

　しかも警備態勢が敷しかれる前に、侵入者の存在を王都騎士団が感知したらしい。

　王城の鐘を鳴らしたのは、王都第一騎士団による判断とのことだ。

『ごめんなさい、さっきまでは王城内で儀法を使うのは禁止されてたから、連れん絡らくが遅おそくなってしまって……！』

「それはいい！　王はご無事か？」

『王様と他の王族は、王都第一騎士団が保護したって……でも──衛兵が何人か、殺害されたそうです。騎き獣じゆうも……！』

「！」

　ミカドとエチカは、目を見合わせた。

「敵が何者か、推測はついているのか？　まだ城内にいると？」

『王都第一騎士団の人が言うには、確かく認にんした敵の数は一名で──頭全体をつるつるの黒い兜かぶとで隠かくしてて、手て脚あしにつけた輪っかを使って移動する人間……？　らしいです』

　エチカが息を吞のんだ。愕がく然ぜんとした表情で、呻うめくように呟つぶやく。

「シジェンコ＝ＯＦ３──」

　彼女は敵の正体に心当たりがあるようだ。だが問題は、それだけに留とどまらない。

『その黒兜は、王城のどこからか白い板切れ？　みたいなのを持ち出して逃とう亡ぼうしようとしてるっていう目もく撃げき情報もあります……！』

　エチカが今度こそ、顔つきを変えた。儀法鳥に摑つかみかかる。

「〝ギデオン〟！」

　少女の様子を見て、ミカドは手綱を握にぎる腕うでに力を込めた。

「リッチマンたちの謁えつ見けんは陽動、あるいは王城内部の下調べのためだったようだな」

　謁見の場で見せた〝雫しずく人びと〟たちの態度から、何か企たくらんでいることは分かっていた。

　だが、こんなにも早く動き出すとは。

　そして、こんなにも容易に王城に潜せん入にゆうし、かつ脱だつ出しゆつまで果たそうとするとは──。

「どうして！　どうして、こんなに早まったことを……！」

　同じ〝雫人〟であるエチカもまた、同どう胞ほうによる凶きよう行こうは想定外だったらしい。

「この国の人を、殺すなんて……！」

　エチカが呆ぼう然ぜんと呻く様は、演技をしているようには見えない。

〝雫人〟──地球人。

　まだ正体不明の集団だが、どうやら一枚岩というわけではないようだ。

　ミカドが王都の上空を見上げると、異変が生じていた。

　王都の空を、深しん紅くの膜まくが覆おおったのだ。

　表面がさざめくそれは、上下逆さまになった紅あかい海のようだ。見み渡わたすかぎりの空を覆い尽くし、王都全体を囲い込んでいるように見える。

「これは、王都第一騎士団の結界……！　敵を王都から逃にがさないつもりか」

『まさか、王都全体を……？　さすが第一騎士団……す、すごすぎる』

　本来は、外部から届く攻こう撃げきから王都を守るための儀法なのだろう。それを今は逆に、王都の内側から敵を逃がさないための檻おりに使おうというのだ。

　響ひびく鐘の音と、空を覆う紅い海。

　突とつ然ぜんの事態に、王都に住む人々は完全に混乱状態に陥おちいっていた。

　ある者は耳を押さえ、空を指さし、戸と惑まどいの声を上げる。天変地異を叫さけぶ者もいれば、大声で泣き出す子供たちもいた。

「逃とう走そうしている〝雫人〟もまた陽動の恐おそれがある！　ハァミアは王城内に留まって情報収集と王族の警護に専念しろ！　ルゥ、フィギュは──」

「ミカド！」

　ルゥに命令を伝えようとしたミカドの襟えりに、エチカが摑みかかった。

「わたしをシジェンコと会わせて！　こんなことやめさせるように説得する！」

　少女の眼まな差ざしは、真しん剣けんだった。

「お願い、ミカド！」

「……」

　エチカは地球人である。もし彼女の同胞が王城の人間を殺害したとなれば、暫ざん定てい的とはいえ──王国の敵と判断せざるを得ない勢力側の人間となる。

　そんな彼女が、逃走中の仲間と引き合わせてほしいと願う。

　リオランド王国の騎士としては、一考の余地もなく拒きよ否ひすべき状じよう況きようである。

『そ、それが、団長……！　さっき王都第一騎士団から、うちの騎士団に要よう請せいが……』

　儀ぎ法ほう鳥がミカドの耳元で羽ばたきながら、嘴を動かした。

『ミカド団長以下、辺境第三騎士団は王城に戻り、エチカを警護するように、と……！　第一騎士団の団長直々の要請だそうです』

　ミカドは王城に向かって走りながら、眉まゆをひそめた。

「……要請、か。実質的な命令だな。あの団長とは身分が違ちがいすぎる」

『やっぱり、その、エチカちゃんも敵の仲間だって思われてるんでしょうか……』

「当然だ。黒兜とやらと手を組むことがないように、手元に置いておきたいのだろう。それに王城内に置いておけば、万が一の場合は──人ひと質じちにもできる」

　すでに第一騎士団も、敵の正体が〝雫人〟であると確信しているのだろう。

『第一騎士団に逆らうわけにはいかないですよね……王城に戻ると伝えても？』

「ミカド……！」

　エチカが、ミカドを見つめた。煌きらめく瞳ひとみが、彼に無言の訴うつたえを投げかける。

「──ルゥ」

　ミカドが最優先すべきことは、騎士団の団長としての務めを果たすこと。

　それはつまり第一騎士団の要請に従い、エチカの頼たのみを却きやつ下かすることに他ほかならない。

「リューリリリィ姫の予言に立ちあったと言ったな。姫は他に何か言わなかったか？」

　だが彼には、どうしても気になることがあった。

　もしミカドの懸け念ねんが当たるようなことがあれば──第一騎士団の要請、エチカの願い、その両方の持つ意味が全く違ってくる。

『他に？　〝敵が在る〟以外は……〝備えよ〟としか──』

　どくん、とミカドの胸が鼓こ動どうした。

　──備えるのです、ミカド。

　かつての王おう妃ひの面おも影かげが、ミカドの魂たましいを揺ゆさぶった。

「よくやった」

『……えっ？』

「それは我ら辺境第三騎士団に下された命令だ。我らは王族より使命を賜たまわった」

　ミカドは手綱を引き、再び爵獣ループを方向転換させた。

「わあっ！　あ、危ないよ、ミカド！」

　車道にたむろする群衆を轢ひきそうになり、エチカが叫んだ。

　ミカドの手綱捌さばきによって、ループが軽々と王都民の間をすり抜ぬけていく。

　中央区を駆けるループの進路は、もはや王城ではない。

『えっ？　えっ？』

「王族の命令は、他のどのような身分のそれよりも優先される。我々はリューリリリィ姫の命令に従い、我々なりのやり方で敵に備えることとする」

『そ、それって、つまり──』

「敵の正体が本当に〝雫人〟の一人だとしたら、確認せねばならないことがある」

　ループが車道から飛び出した。道ばたに置かれた荷箱を踏ふみ台にし、大きく跳ちよう躍やくする。

「ひゃっ……！」

　思わず声を上げるエチカに構わず、隣りん接せつした店の屋根に跳とび移るループ。すぐにまた隣となりの店の窓まど枠わくを蹴けり、二階建ての店の屋根に跳び上がった。

　さらに三階建ての宿屋の屋根に跳び移ったところで、王都を見渡す。

「──我々の手で〝雫人〟を捕とらえ、無力化するぞ」

　つい先ほどまで、他人ひと事ごとのように〝雫人〟の話題ではしゃいでいた王都──。

　その光景が、一変していた。

「我々、辺境第三騎士団はこれより戦せん闘とう態勢に入る。市街戦になると心得よ」

　王城からは鐘の音が響き続け、上空をすっぽりと紅い海が覆っていた。

　地上は混乱状態に陥った人々で溢あふれ、騎獣に乗った兵士たちの通行を妨さまたげている。

　遠方に見える土つち煙けむりは、緊急出動した軍隊たちが巻き上げたものだろう。

『は、拝命します……！　すぐにフィギュといっしょに団長と合流します！』

「いや、お前たちはもう一度、ハァミアと合流しろ」

『え？』

「──飛行型の爵獣たちに、動きがない」

　ミカドは紅く染まった空を見上げた。

　紅い海の内側を、翼つばさを持つ獣が何頭も舞まっているのが見えた。その数こそ多いものの、どの獣も一定の範はん囲い内で旋せん回かいするだけで特別な動きは見られない。

「敵は王都のどこかに潜せん伏ぷくしているようだ。しらみつぶしによる索さく敵てきは、王都騎き士し団や予備騎士団に任せる。障害物の多い王都では、フィギュの遠視にも限度があるしな」

『それじゃあ、どうやって？』

「侵しん入にゆう者の立場になって考えよう。目的のものを盗ぬすんで王城から脱出したものの、結界によって退路を塞ふさがれてしまった。そうなったら、侵入者はどうする？」

『ええ？　えっと……がんばって別の逃げ道を探す？　身を隠して助けを待つとか……』

「弱気すぎる。侵入者は単独で騎士や爵獣を倒たおせるくらいの戦闘力を持っているんだぞ」

『そっか、じゃあ……うーん？』

　唸うなるルゥに対し、ミカドは言い放った。

「私なら、結界を張っている騎士を探し出して──殺す」

　エチカが目を見開いた。儀法鳥を通して、ルゥが息を吞む気配が伝わる。

「結界の使い手が、普ふ段だんから儀法の使用を禁じている王城にいるとは思えない。間ま違ちがいなく、この王都のどこかにいるはずだ。──ハァミアなら、王都と騎士団に詳くわしい。王都第一騎士団名義の私有地、特に守備に強い敷しき地ちがあるかどうかを訊きけ。そこに結界を張っている爵獣騎士がいるはずだ。──行け！」

『は、拝命します！』

　ミカドの肩かたにとまった儀法鳥が崩くずれ、輝きの残ざん滓しとともに霧む散さんした。

　伝声の儀法の効果時間が切れたのだ。同じ効果を持つ儀法文字を仕込んだ紙は、まだ彼の懐ふところに数枚残されている。

　エチカが振ふり返り、複雑な表情で言った。

「ありがとう……ミカド」

「言っただろう、確かめるべきことがあるだけだ。お前の願いをきいたわけじゃない。それに──」

　敵は、すでに王国の兵士を殺害している。油断できる状況では、決してない。

「問題の地球人を、生かしたまま捕らえられるとは限らないぞ」

　エチカが唇くちびるを引き締しめた。ループの背に摑まった拳こぶしに、力を込める。

　ループが宿屋の屋根から飛び降りた。隣にある二階建ての建物に跳び移り、また別の建物を迂う回かいして地上に着地する。

「私にもいくつか第一騎士団の私有地には心当たりがある。そこへ向かうぞ」

　中央区では、兵士たちが群衆を解散させようとしていた。彼らが有う無むを言わせず王都民を追い立ててくれたおかげで、多少は車道が空いている。

「侵入者──黒くろ兜かぶとの地球人について、情報が欲しい」

　ループを駆かけさせながら、ミカドは言った。

「もし私が何も知らないまま一方的に殺されるようなことがあれば、お前も死ぬのだぞ。黒兜が〝魂たましいの双ふた仔ご〟について知っているとは限らないのだからな」

　エチカが悲ひ壮そうな表情を浮うかべた。

　戦いになって欲しくない。しかし──おそらくは戦わざるを得ない。

　その葛かつ藤とうに、思い悩なやんでいるようだ。

「それとも黒兜の仲間としては、ヤツが何人殺してでも逃げ切ることを望むか」

「そんなこと……！　それだけは、絶対に……！」

「少なくとも、このままヤツが逃げ切ることがあれば、今後、王国は〝雫しずく人びと〟──地球人を敵と判断するだろう。そうなってからでは、お前がいくら弁護しようと無む駄だだ」

「……」

「私たちが黒兜を捕らえ、何らかの理由があった上での行動だと聞き出すことができれば、……あるいは、まだ話し合いの余地があるかもしれない」

　彼の言葉に、言葉に詰つまるエチカ。

『──団長！　副団長から、いくつか候補地を聞きました！』

　ミカドの懐が輝かがやき、再び儀法鳥が出現した。

『予想される場所は全部で十二カ所！　読み上げます！』

　ルゥが次々と挙げた候補地の中には、ミカドが向かっている場所も含ふくまれていた。

「よし、私は西の候補地から回っていく。お前はフィギュと二人で東からだ。第一騎士団も襲しゆう撃げきに備えているはずだ。フィギュをできるかぎり高所に運んで、特に防備を固めている場所を見つけ出せ。見つけ次し第だい、私に報告しろ」

『拝命します！』

　伝声が切れた。儀法鳥が崩れ、消しよう滅めつする。

　ミカドは中央区の車道を駆け抜け、前方に現れた路地に入った。

　駆け足で通り過ぎるミカドたちを、通行人が悲鳴を上げて避よける。ミカドはその動きも先読みした上で、複雑な路地を右へ左へとループを走らせていく。

「──ハズレか。ここではないな」

　目的地の屋や敷しきに到とう着ちやくするも、静せい寂じやくがミカドたちを出で迎むかえた。

　結界の使い手がいる場所は、外敵に備えて防ぼう御ぎよ態勢を敷しくか、何らかの偽ぎ装そうをしているはずだ。いずれの場合にしても、ここにはそれらしき気配がなかった。

　ミカドが手た綱づなを操あやつり、次の場所に向かってループを走らせる。

「──シジェンコ＝ＯＦ３は、元はどこかの国の工作員だったんだって」

　エチカが、唐とう突とつに語り出した。

「ＥＩ軍……国際機関でもある平和保持軍に入ってからは、主に過激なカルト集団やテロリスト組織の監かん視しや潜せん入にゆう、情報収集を任務にしてたはず。そのキャリアを買われてＯＦ３──一部隊を任される隊長になったの。わたしを護衛するチームに加わる前まではね」

　彼女の立場からすれば、仲間を売る思いなのだろう。

　しかし争いを生みたくないという己おのれの信念によって、声を絞しぼり出しているのが分かった。ミカドの顔を見ることもなく、一言話しては、唇を嚙かみ締めている。

　少女の吐はき出す言葉には、ミカドには理解できない単語もあった。

　だが彼は何も言わず、エチカの次なる言葉を待つ。

「シジェンコは、純じゆん粋すいな戦闘員じゃない。あくまで工作員だけど……少しくらいは装備のことも分かる。だから今、ミカドが身を護まもるのに必要な情報だけなら──」

　エチカが振り向いた。その表情には、まだ躊躇ためらいが見られた。

　辛つらいなら、もう喋しやべらなくてもいい──。

　そんな優やさしい言葉を、心の底では彼に期待しているのかもしれない。

　だが優しさとは無む縁えんの〝魂なし〟である騎士は、はっきりと頷うなずいた。

「続けてくれ」

　かすかな期待も裏切られ、エチカが苦しげに目を閉じた。

　そのまま俯うつむいた少女が、何を思ったか、自らの頰ほおを両手で強く叩たたく。

　彼女と魂を共有したミカドの両頰にも、痛つう烈れつな痛みが走った。

　少女のか弱い力ではたかれたとは思えない──彼の魂に響ひびく痛みだった。

「シジェンコの最大の強みは、高い隠おん密みつ性と機動力！」

　エチカが顔を上げた。迷いを振り切った少女の頰が、叩いた衝しよう撃げきで赤く染まっている。

「細かい仕組みは説明しても今は意味ないから、機能だけ説明するね。シジェンコは誰だれからも見えないように透とう明めいになれるし、ものすごく速く動けるの。でも身を隠かくす機能は本人しかカバーできないから、〝ギデオン〟を牽けん引いんしてるとしたら、今は使えずにいるはず」

　ミカドはループを走らせながら、端たん的てきに尋たずねる。

「ものすごく速く動けるというのは、具体的にはどのくらいだ？」

「ループくんよりも速く走れるし、どんな攻こう撃げきも当たらないくらい」

　エチカが断言した。

「手て脚あしと首に装着したリング型の姿勢制せい御ぎよ装置──輪っかみたいな機械は、そこから噴ふん射しやする圧縮ガスを使って、常に〝跳はね返り〟続けることができるの。壁かべや天てん井じようがある屋内では特に速いけど、屋外でも充じゆう分ぶんに高速移動できるし、ごく短時間の飛行もできる。本人に迫せまった攻撃をセンサーで感知して、自動的に回かい避ひ行動もとれる。あと着てるスーツも丈じよう夫ぶで、簡単には壊こわれないはず」

「なるほど。速いし、攻撃が当たらない、か」

　単純明快でいい。

　少なくともミカドの持つ常識は、説明が始まった時点で打ち破られた。

　それほどに単純明快な強さを併あわせ持つ爵獣騎士が、果たしてこの世界に何人いるだろうか？　王城に単独で潜入するという大だい胆たんな犯行も、その純粋な戦闘能力の高さがあってのことなのだろう。

「いくつか迎げい撃げき用の兵器も持ってるはず。一番やっかいなのは、クラスタ・ボール──小さな金属製の球で、一定範囲内にいる標的を最大四十体まで自動的に攻撃できるの。ヘルメット……ええと、黒兜で照準を合わせるための時間は必要だけど」

「自動的に四十体か。それは一度きりしか使えないのか？」

「一回じゃないけど、もちろん限度回数はあるよ。たぶん、三万回くらいかな」

「そうか」

　ミカドは次の目的地に向かって、最大限の速度までループを加速させる。

「一応、確かく認にんするが──そのシジェンコというのは、本当に戦闘要員ではないんだな？」

「……？　うん」

　エチカが心底、不思議そうな顔で頷いた。

　攻撃が当たらないと断言するほどの速さに加え、一度に数十人を殺傷できる攻撃力をも持っている。それも誰からの援えん護ごもなく、たった一人でだ。

　そんな存在ですら、戦闘専門の兵士ではないという。

　ミカドは常識に加え、これまでに培つちかった儀ぎ法ほうの使い手を敵とした戦略までも捨て去る必要があるようだ。

「弱点はないのか？　黒兜も、お前のように儀法に弱いのか？」

「あ……ううん、それは──わたしだけだと思う」

　エチカが一いつ瞬しゆん、表情を曇くもらせた。襟えりを緩ゆるめ、首と背中に貼はりついた金属を見せる。

「リッチマンも言ってたけど、わたしは生まれつき心臓が弱かったりで……十歳頃ごろまで、ほとんど病院から出られなかったんだ。今は少し身体からだが丈夫になったおかげで、この神経系インプラント──ニューロモスチップっていうんだけど、これがあれば不自由なく動けるけどね。なんかこれが儀法っていうのと相あい性しよう悪いみたい」

　ミカドが思った通り、少女の背中に貼りついたそれは一種の補助装置だったようだ。

　彼女に儀法をかけると、補助装置に影えい響きようを与あたえて──エチカを死に至らせようとする。

　そのことは理解できた。だが新たに気になることもできた。

「十歳頃まで？　誘ゆう拐かいされたこともあると言ったが、それはその後のことか」

「うん、他ほかにも事情があって閉じ込められたりで──もうすぐ十五歳になるけど、外で自由に動けたのは、今までに二年間くらいしかないと思うな……」

　生まれてからのほとんどの時間を、どこかに囚とらわれて過ごしたという。

　そのような人生が彼女の世界の常識ではないことは──本人の表情から理解できた。

　エチカが陰かげりを見せたのは一瞬だった。明るく笑う。

「だから、ずっと友達でいてくれた〝ギデオン〟はとても大事なんだよ！」

「〝ギデオン〟……白い板切れ、だったか？　そんなものが？」

「そんなものじゃないよ！　あの子はわたしの家族で、友達で、分身なの！」

　エチカが頰を膨ふくらませ、抗こう議ぎした時だった。

『団長！　発見しました！　フィギュが第一騎士団が集まってるのを見つけたって！』

　儀法鳥が出現した。文字で出来た嘴くちばしを動かし、ルゥの声でさえずる。

　候補にあった場所の一つである。位置を聞くと、ミカドの現在地から近かった。

「私のほうが近いな。すぐに向かう。現地で合流するぞ」

『はい！』

「もうひとっ走りだ、ループ。頼たのむぞ」

　爵しやく獣じゆうループが威い勢せい良よく鼻を鳴らした。力強く地面を蹴けり、目的地に向かう。

「以前、〝ギデオン〟とやらは兵器ではないと言っていたな。本当なのか？」

「本当だってば！　〝ギデオン〟は武器なんて一つも装備してないもん！」

「それなら、なぜシジェンコは〝ギデオン〟を盗ぬすみ出した？　王と謁えつ見けんした時にも、リッチマンが執しゆう着ちやくしている様子だった。兵器でもないのに、なぜそんなにも重要視する？」

「それは──分かんない」

　エチカが急に声を落とした。表情を見られまいと、顔をそむける。

　ミカドはそんな少女を観察し、察する。

「お前は……噓うそが下手へたなのか。だから尋じん問もんでも噓をつかず、沈ちん黙もくを通していたんだな」

「う、噓じゃないよ！　だってわたし以外が、〝ギデオン〟を起動できるわけないはずなんだから！　ロックを解除するだけでも、わたしの照合が必要だし……」

「つまり、それを動かすことさえできれば、話が変わってくるということか」

「だから、それが無理なんだってば！」

「時間ならあった。あれが回収されてから、数十日もな」

「時間の問題じゃないよ！　わたしのいた地球で、もう何十年間も解けずにいるセキュリティプログラムを使ってるんだから！　そもそも、その数十日間も〝ギデオン〟を隠してたのは、リオランド王国でしょ！　地球人が触さわれないんじゃ、セキュリティプログラムを解きようもないじゃん！」

　ムキになって言う、エチカ。ミカドはそんな少女から視線を外し、前方を見み据すえる。

「そうだな」

　今まで地球人は、〝ギデオン〟に触ふれていない。

　だからこそ、今になってそれを王国から盗み出したのだろう。

「あれがあったのは、王城の中だ。……地球人に触れるはずもない」

　ぽつり、とミカドは呟つぶやく。

　爵獣ループが鼻息を漏もらしたのは、目的地が近くなった頃ころだった。

「あれ？　ループくんが……何か、言ってる？」

「警告している」

　ミカドは目つきを鋭するどくした。片手を手綱からはなし、突とつ撃げき槍やりを留めた金具に触れる。

「警告？」

　ルゥから目的の場所を知らされてから、どれくらいの時間が経たっただろう。

　エチカと〝ギデオン〟について話をして──それだけだったはずだ。

　ルゥの報告では、それらしき場所を見つけたとだけあった。フィギュはあくまで騎き士しが防御を固めている場所を見つけただけだ。

「う──」

　つまりミカドが到着するまでの短い時間で、眼前の光景が生み出されたということだ。

　ミカドが突撃槍の留め具を外すと同時に、エチカが悲痛な声を絞り出す。

「あああああ──」

　路地の突つき当たりにあったのは、広い庭のある屋敷だった。

　つい先ほどまでは観葉樹を綺き麗れいに剪せん定ていした、美しい庭だったのだろう。

　だがその美しい庭が戦せん闘とうの痕あとによって激しく荒あらされ、十人以上もの騎士の死体が転がる地じ獄ごくに変へん貌ぼうしていた。騎士と同じ数だけ、獣の死し骸がいも横たわっていた。

　屋敷自体も、その形を変貌させていた。壁は崩くずれ落ち、屋根も倒とう壊かいしかけている。

「どうして──」

　呆ぼう然ぜんと呻うめくエチカの瞳ひとみから、涙なみだが零こぼれ落ちた。

　彼女の視線の先、屋根だった瓦が礫れきの上に二つの人ひと影かげがあった。

「降りろ、エチカ」

　人影の一つは、ミカドの知っている人物だった。

　王都第一騎士団の団員である。それもリオランド王国の騎士の中でも五本の指に入るとまで言われた、最高の爵獣騎士でもある。

　そんな最高の爵獣騎士が──すでに息をしていないことは、一目で分かった。

　なぜなら騎士の額には、黒ずんだ穴が穿うがたれていたからだ。

　力なくうなだれた騎士を、まるで祝しゆく杯はいでも上げるかのように片手で持ち上げているのは、もう一人の人影──黒くのっぺりとした兜かぶとで頭全体を覆おおった人物だった。

「ヤツはおとなしく捕つかまるつもりも、話し合うつもりもないようだ」

　ヘルメットという装備に隠していても、ミカドには分かった。

　黒兜、シジェンコ＝ＯＦ３は今、嗤わらっている──。

　微び動どうだにせず睨にらみ合う両者の頭上で、紅あかい海がゆっくりと消しよう滅めつしていった。




　　　　　＊




　王都の上空を覆う紅い海が、潮が引くように消えていく。

　ミカドはエチカの腰こし紐ひもを摑つかみ、爵獣ループの上から強ごう引いんに降ろした。少女はたたらを踏ふみながらも、破は壊かいされた屋や敷しきの上に立つシジェンコを見上げる。

「シジェンコ＝ＯＦ３ッ！」

　エチカがかつてない険しい顔つきで、叫さけんだ。

「一体、どういうつもり？　非敵対国に対する先制攻撃は、国際法違い反はんの重罪だぞ！」

　シジェンコが結界の騎士を放ほうり投げた。悠ゆう然ぜんとエチカを見下ろす。

『……エチカ・ユーソラ姫ひめ？』

　不思議な声が響ひびいた。甲かん高だかい声こわ色いろと低い声音が混じり合ったような、妙みように耳に響く声だ。黒い兜で隠れているため口元は見えないが、それがシジェンコの声なのだろう。

『これは、これは、サプライズだ！　ちょうど良い、アンタもいっしょにこの国から脱だつ出しゆつしましょう！　エスコートしますよ、お姫様！』

　大おお仰ぎように両りよう腕うでを拡ひろげる、シジェンコ。

「ふざけないで！　今すぐに武装解除して、投降しなさい！」

『投降？　オレが、こんな文明レベルの低い原始人たちに？』

　シジェンコが肩かたをすくめた。その背後には四つの金属の球体に囲まれ、宙に浮うかぶ白い板切れがあった。あれが〝ギデオン〟なのだろう。

「平和の象しよう徴ちようであるべきＥＩ軍が、こんな虐ぎやく殺さつをするなんて……！　独断の行こう為いじゃないでしょう！　一体、誰の指示でこのようなことを！」

　エチカは本気で怒おこっているようだった。口調も普ふ段だんとは別人に変わっている。

『……平和の象徴？』

　シジェンコが声を落とした。

『アンタ、気は確かか？　それとも地球にいた頃のお姫様気分が抜ぬけてないのか？』

　侮ぶ蔑べつの色を隠かくそうともしないシジェンコを見て、ミカドは確信する。

　やはり、そうだ。同どう胞ほうと言いながら、この者たちはエチカに対する敬意がない──。

『はあ……来ないなら、いいよ。どっちにしろ、こんな状じよう況きようになった時点でオレらは、アンタの護衛をお役やく御ご免めんだ。こっちの星にゃ、例の終戦式典なんてないからな』

　言い残し、シジェンコが踵きびすを返した。

『アンタのことは前からムカついてたけど、嫌きらいってわけじゃあなかったんだぜ──』

　再び逃にげ出そうと、エチカに背を向けるシジェンコ。

　その眼前にあったのは──ミカドが繰くり出した突撃槍の先せん端たんだった。

　会心の一撃だった。

　黒ヘルメットがエチカとの再会に気を取られている間に、ミカドは瓦礫を迂う回かいすることに成功していた。爵獣ループは神かみ業わざのように──彼の神業はいつものことだが、脚あし音おとを殺しながら一気に破壊された屋敷を駆かけ上がっていたのだ。

　その勢いのままミカドが放った槍は、たとえ風に舞まう花弁すら貫つらぬいただろう。

　しかし──。

『ん？』

　シジェンコの首についた輪が、一いつ瞬しゆんだけ青い気体を噴ふん射しやした。かと思うと、その身体が真横に折れ曲がり、ミカドの槍を紙かみ一ひと重えで避よける。

　──どんな攻こう撃げきも当たらない。

　エチカの忠告が頭の中に蘇よみがえった。だが攻撃の手を止めるつもりは毛頭ない。

「ふっ！」

　ミカドは呼気とともに、さらなる突きを繰り出した。

　今度はシジェンコの右手首にある輪っかが、青い気流を噴ふき出した。右腕に引っ張られるようにしてシジェンコの身体が跳とび上がり、またミカドの攻撃をかわす。

「はあっ！」

　ミカドは次々と攻撃を繰り返した。爵獣ループが曲芸のように左右に身体を跳はね回らせ、槍の威い力りよくに何倍もの勢いをつける。

　ミカドとループによる連撃は、どれも一撃必殺の威力を持っていた。

『なんだ、お前？』

　だがシジェンコの身体には、かすりもしなかった。両手両足を拡げて無防備な体勢にあるにも拘かかわらず、手脚と首についた輪っかがシジェンコを躍おどらせ、攻撃を回かい避ひする。

　寒気すら覚えるような気色の悪い動き──本来、人間ができる動きではなかった。

『まあ、いいや。死ね』

　のけぞった姿勢のまま、シジェンコが後方に飛び退のいた。

　置き土産みやげとばかりに、その場に一つの金属の球を放り投げて、だ。

「……！」

　これがクラスタ・ボールというやつか──。

　ミカドが抱いた死の予感を、彼の爵獣ループは敏びん感かんに感じ取った。

　ループが太い四し肢しで崩ほう壊かい寸前の床ゆかを蹴り、かつ長い首を振ふって跳ちよう躍やくする。騎き乗じようしたミカドごと、その場で軀からだを水平に浮かす。

　直後、クラスタ・ボールの表面に空いた穴から、赤く輝かがやく光線が放たれた。

　恐おそろしく速い光線だ。光を感じた時には虚こ空くうに弧こを描えがき、数十本にも及およぶ光線が直前までミカドの額があった空間を撃うち抜いていた。

　あらかじめ攻撃があることを知っていなければ、被ひ弾だんを免まぬかれなかっただろう。

『なに──』

　真横に一回転して着地するミカドとループを見て、シジェンコが動きを止めた。

　結界の騎士たちを射い貫ぬいたのが、今の光線だったのだろう。ミカドのことも一いつ蹴しゆうできると信じて疑っていなかったに違ちがいない。

「ソーラ・オー──」

　ボールは連続して光線を放つことはできないようだ。

　ミカドとループは前ぜん傾けい姿勢を取り、一直線にシジェンコ目がけて突進する。

「リオランド！」

　突撃槍の真骨頂たる一撃は、助走をつけた突進攻撃である。

　シジェンコ自身が、槍突撃に対して反応が遅おくれたのは明らかだった。だが手脚につけた輪っかが気体を噴き出し、自動的にミカドとループの突撃から回避させる。

　ミカドの槍が、シジェンコの背後にあった壁かべを木っ端ぱ微み塵じんに砕くだいた。その衝しよう撃げきで半壊状態だった屋敷全体が振しん動どうし、かろうじて残っていた屋根部分が崩れ落ちる。

『てめーの槍も、ただの棒きれじゃねーってわけか』

　折れかけた梁はりの上に着地し、シジェンコが感心した様子で言う。

「我が槍は、プラシリキア様より賜たまわりし宝槍。貫けぬものなど、ない」

　ミカドは再び宝槍プラサスを構え、シジェンコに向かって突進する。

『──あー、そっか。エチカ姫といっしょにいるってことは、お前がミカドとかいうヤツだな？　リッチマンからの報告にあったぜ』

　ミカドの次なる突進も、空を切った。

　シジェンコが彼の頭上に跳び上がっていた。両腕両脚を拡げた状態でだ。

『だとしたら……危ねー、危ねー。もう少しでエチカ姫も殺しちまうところだったか？』

　シジェンコも、〝魂たましいの双ふた仔ご〟について知っている──。

　リッチマンと連れん絡らくをとっている。ということはシジェンコの一連の凶きよう事じを、リッチマンたちも把は握あくしているということだ。

　やはり王との謁えつ見けんは、〝ギデオン〟回収のための陽動──。

　確信するミカドの視界が、衝撃とともにブレた。

『ちょうどいい。〝魂の双仔〟とやらが本当なのか、試ためしてやるぜ』

　真上から、シジェンコに顔面を殴なぐられたのだ。前動作が全くない上に、恐るべき速度による殴おう打だだった。寸前で反応はしたため、失神することは免れたが。

「はっ……！」

　唇くちびるから血を流しながらも、ミカドは頭上に向かって槍を放つ。

　ぐるん、と宙で回転し、シジェンコが槍を回避した。

『お前を殴れば、エチカ姫も殴ってることになるんだよな！』

　次なる槍を繰り出すミカドと、不自然極きわまる姿勢から蹴けりを放つシジェンコ。

　攻撃を喰くらったのは、ミカドだけだった。彼の槍は無力にも空を切る。

『こっちの星に来て、はじめて良いいことがあったぜ！　護衛してる時から、ずっとあの糞くそナマイキなガキを殴りたかったんだよなあ！』

　ミカドは体勢を崩しながらも、槍による反撃を繰り返した。

　しかし彼の攻撃は一度も命中しなかった。一方で壊こわれた人形のような動きにも拘わらず、シジェンコの攻撃は一発残らずミカドを捉とらえる。

　それでも爵しやく獣じゆうループが、少ない足場で奇き跡せき的な動きをしてミカドを救った。目や喉のどなどの急所への直撃を避け、あるいはミカドが槍で防ぼう御ぎよし、かろうじて昏こん倒とうするのを免れる。

『邪じや魔まだ、ケダモノ！』

　シジェンコが業ごうを煮にやし、ループの横よこ面つらを狙ねらって蹴りを放った。

　攻撃を避けきれず、ループが転てん倒とうした。ミカドが壊れかけの床に投げ出される。

「ぐっ……！」

『はっはあー！』

　シジェンコの執しつ拗ような殴打が続いた。ミカドは槍を盾たてにして拳こぶしや蹴りを防ごうとするも、シジェンコの攻撃が的確に隙すき間まをついて彼の身体からだを殴り続ける。

　衝撃で、ついに床が崩くずれ落ちた。

「ぐあっ……！」

　瓦が礫れきとともに落下したミカドを、しかしシジェンコは逃のがさない。

『まだ意識があるのかよ！　いいぜ、通つう販はんで買ったサンドバッグよりは丈じよう夫ぶだな！』

　ミカドは朦もう朧ろうとしながらも、槍だけは手放さなかった。

　だが反撃のきっかけは、ついに訪おとずれず──衝撃が屋敷の半分を崩れ落ちさせたところで、ようやくシジェンコによる攻撃が止まった。

『──てめぇらみたいな原始人が、オレたち地球人に勝てるとでも思ったかよ？』

　シジェンコが勝ち誇ほこり、変わり果てたミカドを見下ろした。

　崩壊した屋や敷しきは見る影かげもなくなったが、ミカドもまた同じような状態だ。顔面を含ふくめた全身を鼻血で染め、一階部分の床に半身が埋うまった状態である。掛かけ布ぶ団とんのように瓦礫に覆おおわれ、身動きをとることすらかなわない。

「──ああ……完敗、だ……」

　彼は血の味がする咳せきをつき、己おのれの敗北を認めた。

『はっはっは！』

　こうも完かん膚ぷなきまでに打ちのめされたのは、ミカド自身、はじめての経験だった。シジェンコという人間と戦っているという感覚すらなく、その装備が持つ性能に計り知れない差を感じていた。まさに手も足も出ないというやつだ。

　しかし──完全敗北したのは、ミカド一人だけではない。

「ただし……敗北したのは──貴様も同じ、だ……」

　ピタリ、とシジェンコが笑うのを止めた。

『ああ？　なんで、オレが──』

　ミカドの頭を踏ふみつけようとして、シジェンコがハッとした。

　頭上から、硬かたいもの同士をぶつけ合う音が響いたからだ。

『！』

　シジェンコが顔を上げると、そこに本当の勝者の姿があった。

「待たせて、ゴメンね──」

　エチカだ。

　かろうじて崩れずにいる上階に取り残された、白い板切れ。その周囲に浮うかぶ金属の球を、エチカが瓦礫で殴りつけて叩たたき落としたところだった。

　ミカドが殴りつけられている間、エチカもまた同じ衝撃を受けていたはずだ。その証しよう拠こに少女の顔には痣あざが浮かび上がり、身体中に血けつ痕こんも飛び散っている。

　しかし、それでもエチカは声一つ上げず。

　殴り、蹴り続けられながらも、気配を殺して上階まで辿たどり着き──。

　その白い板切れに向かって、叫さけぶのだった。

「起きて！　〝ギデオン〟！」

　彼女の声に反応したように──。

　その声だけが、その白い軀に血を巡めぐらせるかのように──。

　白い板の表面に、青い光の線が浮かび上がった。

　白い板きれが一瞬にして、形を変えた。折り曲げた紙を再び開くかのように、縦に何度も展開して長方形になる。かと思うと横に容積を増し、直方体になる。

　長細い箱と化したそれの表面に、光を漏もらす切れ目が生じた。その内側から現れたのは、箱の左右に伸のびた持ち手と、見たこともない素材で造られた鞍くらや鐙あぶみだった。

「シジェンコ＝ＯＦ３。お願い、今すぐに武装解除して──」

　エチカが白い箱に飛び乗り、持ち手を摑つかんだ。

　一瞬、また青い光の線が箱全体に浮かび上がった。持ち手から触しよく手しゆのように青と白の液体が染しみだし、エチカの両手を覆う手て袋ぶくろへと変わる。

　生命が宿るかのような液体は、さらにエチカの衣服の内側へと浸しん蝕しよくした。彼女の細い身体の表面をあっという間に覆っていく。

　エチカが勢いよく、上着を脱ぬぎ捨てた。その下に現れた肢し体たいは、ぴったりと肌はだに密着した青と白の奇き妙みような衣装に包まれている。

「あなたはこれでもう、わたしから絶対に逃にげられなくなったんだから」

　エチカが真しん剣けんな眼まな差ざしでシジェンコを見下ろし、例のピースサインをした。

　いや──違う。片手の中指と人差し指を立てて、自らの両目に近づけたのだ。手袋をした指先に生み出された、透とう明めいで半球形の形をした何かを眼球に装着する。

　少女の煌きらめく双そう眸ぼうに、新たな光が宿った。

　その瞳ひとみに浮かび上がったのは、ミカドの知らない記号の群れだった。














>>　Section 7






　エチカが握にぎったハンドルや、腰こしを下ろしたシートはほんのりと温かかった。

　白い筐きよう体たいの表面温度は、摂せつ氏し36度。

　人間の体温とほぼ変わらないそれは、エネルギーの無む駄だな分散にすぎない。局地的な重力の制せい御ぎよを可能とするボース・エンジンの開発に成功したものの、その中ちゆう核かくとなるボース粒りゆう子しの電でん荷かを完全にコントロールするにはまだ至っていない。その影えい響きようである。
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　発展の天てん井じようを知らない地球の科学技術だが、いまだ世界は未解明なものばかりだ。

　自分がまたがった筐体から伝わる温ぬくもりは、人類の未完成ぶりを示す証拠といえる。

　だからこそ、愛いとしい。

　エチカが道具主義プラグマテイズムや科学至上主義になりきることができないのは、無機質な造形物にすぎないそれに感情移入してしまうからだ。

　永えい劫ごうにも感じた別れから邂かい逅こうした筐体の感かん触しよくは、ようやくエチカに息いき継つぎをさせた。

　友との再会──そして、自らの半身の復活を感じる。

「投降しなさい、シジェンコ＝ＯＦ３。そしてわたしといっしょにこの国の人に謝るの」

　エチカの瞳が、一階で立ち尽つくすシジェンコを見下ろした。

　彼女の視界に、潜せん入にゆう工作用のスーツを纏まとった人物の情報が映し出された。その装備の性能から、筐体に蓄ちく積せきされたデータベースから引き出された個人情報までだ。

　両目に装着した情報投とう影えい用レンズの機能である。眼球の表面から数ナノメートル浮ふ遊ゆうした状態で固定されるそれは、彼女がまたがった筐体と連動してあらゆる情報を彼女の視界に映し出すことができる。

「──団長ぉ！」

　遠くから、ミカドを呼ぶ声が聞こえた。ルゥの声だ。

『ちっ』

　エチカに〝ギデオン〟を奪うばわれ、王国側の援えん軍ぐんももうすぐ現れる。

　思わぬ状じよう況きように置かれたシジェンコが、肩かたを落とした。うなだれ、嘆たん息そくする。

『はあ……やってらんね』

　吐はき捨てたかと思うと、その身体が真横に跳はねた。

　破は壊かいし尽くされた屋敷を跳とび越こえ、あっという間に王都の街へと消える。

　逃げるつもりだ。

「待ちなさい……！」

　エチカはハンドルを回し、〝ギデオン〟を発進させようとした。しかし──。

「……エチカ！」

　ミカドが彼女を制止した。

　シジェンコに打ちのめされた騎き士しの少年が、瓦礫を押しのけて床ゆかから這はい出そうとしていた。彼が動くたびに負傷が疼うずき、エチカの全身も悲鳴を上げる。

「痛ぅっ……！　ミ、ミカド──」

　騎士の少年が、有う無むを言わせない視線でエチカを睨にらんだ。

　彼の最優先の任務は、エチカの保護──という名目の監かん視しである。彼女がシジェンコを追いかけると言っても、ミカドの立場からは容よう認にんできるものではないだろう。

　いくら〝魂たましいの双ふた仔ご〟という制約があるとはいえ、彼女を行かせるはずが──。

「──無理に戦おうとするな。足止めするだけでいい」

　少年の口から、思いがけない言葉が飛び出した。

「私も、すぐに追いつく。必ずだ」

　少年の眼差しは、鮮せん烈れつとすらいえる意志を秘ひめていた。

　この星における〝魂〟というものについて、エチカはまだ多くを知らない。文明がいくら発展しても消え去ることのない精神信仰アニミズムの一種にすぎないとすら考えた。

　だがミカドという少年の目を見ると、〝魂〟というものの実在性を信じたくなる。

　彼は決して諦あきらめていないし、エチカがシジェンコに追いつくと信じて疑っていない。

　他ほかならぬミカドの魂たましいが、そう言っているのだろう。

「うん！」

　エチカは笑えみ、グローブをはめた手で親指を立てた。

　ハンドルと一体化したアクセルを回す。

　彼女がまたがった筐体──大昔の戦争で使われた大たい剣けんにも似ていることから、〝筐体ブレード〟と呼ばれる機体の前後には、計八つのヒゲのような粒子発生装置が備わっている。内蔵されたボース機構というエンジンと連動して発生した八種類の素粒子は、電荷の相そう互ご作用によって重力を制御することを可能としていた。

　エチカの周囲に発生した気流によって、彼女の長い髪かみが後方になびいた。

「行くよ、〝ギデオン〟！」

　青い光を浮かべた筐体が、弾はじかれたように前方に発進した。

　積み上がった瓦が礫れき、壁かべに空いた大穴、元の形を失った屋根。

　不規則に並んだ障害物の位置情報を、〝ギデオン〟が正確に解かい析せきした。進行すべきコースを瞬しゆん時じにシミュレーションし、青い軌き道どうを描えがいて筐体を滑すべらせる。壊こわれた床や壁から数センチの高さで浮かんだ状態で屋敷を突つき抜ぬけ、正面に現れた壁を垂直に飛ひ翔しようする。

　エチカはミサイルのように、屋根を失った屋敷から跳び上がった。

「──」

　王都の上空から、エチカはレンズを装着した眼めで街を見下ろした。

「〝ギデオン〟！　シジェンコがどこにいるか、見つけ出して！」

　先ほど分析したシジェンコの情報は、すでに〝ギデオン〟に記き憶おくさせてあった。探知機能すら通用しない〝透明化〟をされる前に、その姿を探し出そうとするも──。

「……〝ギデオン〟？」

　垂直に空に浮かんだ状態で、エチカは違い和わ感かんに気がついた。

　彼女の友人、〝ギデオン〟が一いつ切さい喋しやべらないのだ。

　久しぶりの起動で、タイムラグが生じているのだろうか？　エチカは自らがまたがる筐体に視線を移し、機能の診しん断だんプログラムを走査させる。

「〝ギデオン〟が──いない？」

　エチカはレンズをはめた両目を、大きく見開かせた。

　レンズ上に表示された分析結果に、筐体を動かすシステムの中核部分が全く表示されていなかった。故障やバグがあるわけではない。すっぽりと抜け落ちているのだ。

　人工知能〝ギデオン〟。

　エチカとともに産まれ、ともに成長した友人でもあるプログラムド・パーソナリティ。

　いわゆるプログラムによって形成された人格キヤラクタと、その肉体でもある筐体の両方を合わせたものこそ、エチカが〝ギデオン〟と呼ぶ彼女の相棒だった。

　しかし筐体を何度走査しても、その人格部分が見当たらない。

　いわば今の〝ギデオン〟は、その自律性を失い、エチカの操作によって手て脚あしだけを動かしているようなものだ。

「なんで──どうして……？　あり得ない！」

　エチカの頭の中が、真っ白に染まった。

「誰だれかが、わたしよりも先に〝ギデオン〟を起動させて……人工知能の部分だけを盗ぬすんだってこと？　それも、他の機能を一切壊さずに……」

　この世界にやってきて、儀ぎ法ほうという未知の力を目まの当たりにした時に勝まさる衝しよう撃げきだった。〝ギデオン〟に搭とう載さいされているのは、彼女がよく知る科学技術だ。それだけに自分から〝ギデオン〟を奪うことの困難さは理解している。

　ある意味、楽観していたと言ってもいいだけに、ショックの大きさは計り知れない。

「生体認証もなしでロックを外せる人間すら、今まで誰もいなかったのに……！　この星にいる人たちは、プログラムなんて概がい念ねんすらないはず……ということは、同じ地球人が……？　でも、わたしといっしょにこの星に墜おちた人たちの中に、こんなことができるハッキング技術を持つ人なんて……」

〝ギデオン〟は──いや、人格のない半分だけの〝ギデオン〟は飛翔をやめていた。

　ゆっくりと回転しながら、自由落下するエチカと〝ギデオン〟。

「ツリーＢＸに──わたしの知らない人間が、いるってこと……？」

　ツリーＢＸ。

　エチカとともに、この星へ転送されてしまった軌道エレベータ。

　その詳しよう細さいをこの世界に住む人々に説明する日が、果たして来るのだろうか？

「終戦式典に参加するはずだった、あの人たちの中に……？」

　呆ぼう然ぜんと地上を見下ろすエチカのレンズが、ある一点を示した。

　シジェンコだ。住宅地の一角に潜ひそむ姿を捉とらえた映像から、唐とう突とつに位置情報が消える。

〝透明化クリスタライズ〟機能を使ったのだ。

「シジェンコ──」

　エチカは頭を占せん領りようしつつあった疑問を、強ごう引いんに振ふり払はらった。

〝ギデオン〟が加速した。自由落下状態から解き放たれ、それ以上の速度で地上に向かって落ちていく。同時に彼女が座るシートの後部に、光を放つ亀き裂れつが生まれた。

　人格が抜け落ちているとはいえ、〝ギデオン〟の機能が毀き損そんしているわけではない。エチカが装着したレンズや両手にはめたグローブ型など、あらゆる入力機器を通した操作は可能だ。エチカはハンドルを握りながら、両手の人差し指と中指を動かす。

「シジェンコ＝ＯＦ３！」

　エチカは叫さけんだ。筐体後部が変形し、亀裂の中から新たな白い物体が飛び出す。

　幾いく重えにも折りたたまれた合金が展開したそれは、二本のロボットアームだった。三つの関節とかぎ爪づめ状の先せん端たんを持つそれが、激げき突とつする寸前で民家の屋根に突き刺ささった。

　落下の勢いを利用し、アームを基点にしてぐるりと民家を迂う回かいするエチカ。さらにアームを地面に突き刺し、勢いよく地面すれすれで前転し──。

　シジェンコが消えた地点に、アームを叩たたきつける。

『──なんだよ、まだ何か用があるのか？　お姫ひめ様』

　やや離はなれた場所で、黒い液体が弾はじけた。

　中から出現したのは、黒いヘルメットとスーツを装備したシジェンコである。

　完かん璧ぺきに近い隠おん密みつ性を誇ほこる〝透明化〟機能は、一定以上の速度下では無効化される。エチカの攻こう撃げきを避さけるために姿勢制せい御ぎよリングを使ったことで、隠密が解けたのだ。

「〝ギデオン〟を返して」

『？』

　シジェンコがわざとらしく頭を傾かしげた。エチカの乗る筐体を指さす。

「中身のことを言ってるの！　シジェンコが盗んだんでしょう！」

『ああ、アンタが大事に育ててた人工知能のことか。そのことなんだが……正直、アンタには申し訳ないと思ってるよ。こういうことが、たまにあるんだ』

　シジェンコが声を落とし、うなだれた。気落ちした口調で言う。

『つい手が滑って──今しがた、リッチマンの旦だん那なの下もとへ送信しちまった』

「！」

　エチカは言葉を失った。逆上しそうになり、ハンドルを強く握にぎりしめる。

『まあ、平和主義のアンタなら許してくれるよな。アディオス』

　うって変わって明るい声で言い、シジェンコが後ろに跳んだ。

　使用時に隙すきが生じる〝透明化〟は諦めたのだろう。シジェンコが手脚と首に浮うかべたリングを使い、複雑な路地を張り巡めぐらせる住宅地を駆かけ抜けていく。

「待て！」

　エチカは筐体を発進させ、シジェンコを追走した。

「一体、どうやってロックを解除したの？　システムのハッキングプログラムを作ったのはシジェンコじゃないでしょ！　プログラマは、誰？」

『さあねぇ。潜もぐり込んで、盗む。オレは任務をこなしただけさ』

　地を蹴けり、民家の壁を後転し、予測不可能な動きで逃とう走そうするシジェンコ。

　エチカもまた地上すれすれを滑すべり、アームを使って障害物を跳び越え、黒いヘルメットを見失わないよう追いすがる。

「〝ギデオン〟は、ただの人工知能じゃない！　あれはもっと大事なものなの！」

　シジェンコの姿勢制御システムが〝跳ね返る〟方式なら、〝ギデオン〟は〝落ち続ける〟システムである。重力操作によって地上から一定の高さで落下を停止し、前後左右に〝落ち〟ることで進路方向を定めているのである。

『知ってるよ。アンタが集めた、物ぶつ騒そうなモンを詰つめ込んでるんだろ』

　シジェンコが追いすがるエチカを振り向いた。

『エチカ・ユーソラ──終戦のきっかけを作った、天才ハッカーさんよ』

「……！」

　ハンドルを操作しながら、エチカは表情を凍こおりつかせた。

『知られていないとでも思ってたのか？　みんな、知ってたさ！　終戦式典の主役でもあるＶＩＰとはいえ、なんでＥＩ軍がオレたちにチームを組ませて護衛につかせたと思ってたんだ？　なんでテロリストが、こぞってアンタを狙ねらっていたと思う？　プレミアものの二十世紀70年代ロック・ミュージシャンのレコードでも持ってたのか？』

　エチカの故郷、地球という星は戦乱の最中にあった。

　長い平和の後に勃ぼつ発ぱつした戦争は、世界全体を巻き込んで大勢の犠ぎ牲せいを払った。

　第三次世界大戦と称しようされる争いだ。

　エチカはその戦いの始まり、そして終わりに大きく関係していた。

　そう──多くの被ひ害がい者しやを生んだ戦争は、もうすぐ終わるはずだったのだ。

「わたしは、ハッカーなんかじゃない……！」

『ただの悲劇のお姫様ですってか？　だったら、おとなしくお城に引きこもってろよ』

　進路を塞ふさごうとするエチカと、それをかいくぐるシジェンコ。

　一進一退のコース取りを繰くり広げる両者の前方に、複数の人ひと影かげが現れた。

「現れたぞ！　攻撃準備！」

　地上だけではない。住宅地にある民家の屋根の上に至るまで、二十人を超こえる騎き士したちがシジェンコを待ち構えていた。

　空を舞まう獣けものからの情報で、先回りしていたのだろうか。獣に騎乗した彼らは、ミカドが言っていた爵しやく獣じゆう騎士という人々なのだろう。

『ところで、ものは相談なんだが』

　シジェンコが、くるりと身体からだをエチカに向けた。

　今にも攻撃を、それも儀法というものを使おうとする騎士たちに向かって、無防備に背中を向けながら──拳こぶし大だいの金属球を放ほうり出す。

　エチカの心臓が張り裂さけそうに高鳴った。手を伸のばす。

「やめ──」

『マジでレコード持ってたら、オレにくれねぇ？　コレクションしてんだ』

　小型の光ひかり共きよう振しん器きであるクラスタ・ボールから、指向性のある粒りゆう子しの束が発射された。

　加速した赤い粒子が、一秒のタイムラグもなく住宅地に降り注ぐ。

　視界にいる爵獣騎士たちが、ほぼ同時に後方に弾き飛ばされていく──。

「──シジェンコぉぉぉおおっ！」

　涙なみだを浮かべ、声のかぎりに叫ぶエチカ。

『はははははっ！』

　高笑いを上げ、ヨーヨーのように手元に戻もどったボールを回収するシジェンコ。

　二人の地球人が、額から血を流して倒たおれる爵獣騎士たちの間を駆け抜ぬける。

「わたしはハッカーでも、ただのお姫様でもない──」

　エチカは〝ギデオン〟をさらに加速させた。自動操縦の機能を切り、皮ひ膚ふが摩ま擦さつで焦こげるほど地面や壁かべすれすれを通過する。最短、最速のコースを疾しつ走そうし、ついにシジェンコの頭上をとった。

　真上から振り下ろした二本のアームが、シジェンコの顔の横、そして脇わき腹ばらの横に突つき刺さった。本体には命中しないものの、その動きを住宅の壁に固定することに成功する。

「世界ランキング一位のレーサー──エチカ・ユーソラだ」

　硬こう直ちよくして動かないシジェンコを、間近から睨にらみつける。

「わたしから逃にげられる人間なんて、一人もいない」

　エチカは自分の立場を否定しない。

　ごく普ふ通つうの学生のような人生を歩んだことは、一度もない。

　故郷でもある惑わく星せいでは、彼女は小国の姫だった。幽ゆう閉へいされることの多い人生で、一人遊びでプログラム技術を磨みがき、違い法ほう行こう為いに手を染めたこともある。

　だが彼女が兵士であったり、ましてや殺さつ人じん鬼きであったことは一度たりともない。

　自分で望んで勝ち取った立場は、後にも先にもたった一つ。

　自由に生きることが出来た少ない時間の全すべてを費ついやし、彼女と〝ギデオン〟で力を合わせ、ついには国際レースの頂点に立ったこと。

　エチカ・ユーソラという名前が、歴代最年少で世界一の称しよう号ごうを得たレーサーとして地球の人々の記き憶おくに刻まれたということだけだった。

『──その節は、どうも』

　シジェンコが両りよう脚あしを持ち上げた。強きよう烈れつな蹴りが、エチカと〝ギデオン〟を襲おそった。

「あぐっ……！」

『はじめてアンタが勝ったメインレースは、大穴だった。しばらく酒に困らなかったぜ』

　シジェンコを拘こう束そくしていたアームが、衝撃によって引き抜かれる。

『世界一の有名人になったアンタを護衛しろって言われた時は、運命だと思ったね。こいつはまだオレに稼かせがせてくれるのかよってな』

　解放されたシジェンコが、逃走を再開した。

「うっ──ぐっ……」

　エチカは蹴られた腹を押さえ、苦く悶もんしながらも追つい撃げきする。

　速度はエチカのほうが勝っていた。

　しかしシジェンコの自動回かい避ひ能力は、エチカの走行妨ぼう害がいをものともしない。

『逃げられないなら、それでも全く問題ないぜ。兵士でもないアンタに何ができる？』

　嘲あざ笑わらうシジェンコを、〝ギデオン〟のアームが立て続けに襲った。

　本人を捕とらえる。あるいは進路を塞ぐ。その試みの全てが容易に回避される。

「くっ……！」

『この調子で、このままいっしょに国を出ちまおうぜ。なあ？』

　気軽に遊びに誘さそうような口くち振ぶりで、シジェンコが飛び跳はねる。

　その進路方向を見て、エチカはハッとした。

「ま、待って──その先は……！」

〝ギデオン〟を操作して前方に立ち塞がるも、シジェンコは意に介かいさなかった。軽々と彼女の頭上を飛び越え、伸ばした二本のアームも回避する。

「ダメ……！」

　いよいよシジェンコは、王都の外がい郭かくに近い平民街に到とう達たつしようとしていた。

　エチカの眼前に、見覚えのある光景が広がった。

「行かせない──」

　必死の妨害をするエチカと、逃走を止やめないシジェンコ。

　そんな彼らを、大勢の通行人たちが呆然と見ていた。

　数ある平民街の中で、なぜよりにもよってこの場所なのか。

　そこはエチカが唯ゆい一いつ、この星の住人と触ふれ合った場所──。

　ミカドの自宅がある平民街だった。

「あれが敵だ！　捕つかまえろ！」

　駆け寄る兵士たちと、突とつ然ぜんの出来事に驚おどろく住民たち。

　エチカの視界に、何事かと大衆食堂から飛び出す女店主の姿が見えた。

「──」

　シジェンコが放った熱線が、兵士たちの眉み間けんを貫つらぬいた。

　周囲一帯の人間を無差別に狙ったのだろう。兵士以外にも、流れ弾だまとなった光線が住民たちを次々と貫いていく。

　のけぞり、ゆっくりと倒れていく住民たちの中には──食堂の女店主の姿もあった。

「……ッッ！」

　エチカはがむしゃらにシジェンコに向かってアームを繰り出す。

　一方、シジェンコは焦あせる様子すら見せない。

『なあ、姫さんよ。こんな別の星の住人に、もうほだされちまったのか？』

　エチカの双そう眸ぼうから、大おお粒つぶの涙があふれ出していた。

　シジェンコを責める言葉も、説得する台詞せりふも出てこない。

　今の自分がひとたび口を開けば、嗚お咽えつと罵ば倒とうしか漏もらさないだろう。

『この数十日間で、そりゃあオレたちも考えたもんさ。いくら文明レベルが違ちがうったって、いくらなんでも多勢に無勢だ。こっちの連中が本気でオレたちを殺すと決めたら、いつかは全ぜん滅めつしちまうだろうさ。何しろ、オレたちの技術、知識……この星の人間が奪うばいたくなるもんなんていくらでもある』

　シジェンコがアームを避さけながら、住民街を駆け抜けていく。

『無口なＤＤが、珍めずらしく言ってたぜ。こういう状態をアイツの国じゃ、まな板の上の鯉こいっていうんだと。原始人だらけのこの星じゃ、オレたちはまさにご馳ち走そうってわけだ。いつ袋ふくろだたきになるかと、ブルブル震ふるえてたんだよ。ツリーＢＸの中でな』

　エチカは攻こう撃げきの手を緩ゆるめない。

『だけどな、状じよう況きようが変わったんだ。アンタだって、これを聞けば考えを変えるぜ』

　シジェンコが言った。

『──〝Ｂｒブｉリｚｚズ〟システムが完成したんだよ』

　真しん剣けんな口調で言うシジェンコの顔面を、ついにアームが捉とらえようとした。

　だが間かん一いつ髪ぱつのところで──これまでと変わらず、シジェンコが攻撃を回避する。

『ただでさえ凶きよう悪あくな制圧力を持ちながらも、永久に完成しないと言われてた〝Ｂｒｉｚｚ〟システムがだぜ？　地球じゃ未完成のままだったのに、別の星に来て完成するなんて皮肉だよな。でも、完成した。そうなったら、話は変わってくるよな？　もう数の不利なんて、関係ねぇ。この星において、オレたちは圧あつ倒とう的に有利になったわけだ。でも問題もあって──って、聞いてねぇな』

　攻撃を繰り返すエチカの耳には、シジェンコの言葉は何一つ入ってこなかった。

　同じ地球人である眼前の人物を放置しておけば、また殺す。

　大勢の、罪のない人を。

　この虐ぎやく殺さつが生み出すであろう結果を、彼女は知っていた。

　戦争。

　それも終わりなき連れん鎖さによって引き起こされる、大量虐殺の未来だ。

「……！」

　エチカの心臓に、激痛が走った。

　彼女の全身から、紫むらさき色いろの輝かがやきが漏れ出していた。何かに引っ張られるように、あるいは置き去りにされた何かにすがりつくように、後方に流れて消えていく。

　この輝きと現象には、見覚えがあった。

〝魂たましいの双ふた仔ご〟の儀ぎ式しきで見たものと、全く同じだ。

『おいおい、なんだそりゃあ。──ああ、〝魂の双仔〟だっけか？　もう一人のヤツと離はなれすぎたら死ぬってのは、本当だったのか』

「う──ああぁあっ……！」

　エチカの双眸から溢あふれる涙とともに、彼女の魂が零こぼれ落ちていく。

　だが彼女はシジェンコの追走を、決してやめない。

　やめるわけにはいかない。ここでシジェンコを逃がせば、また大勢の人々が死ぬ。

「ミカド──」

　魂が消えていくというのは、こんなにも苦しいものなのだろうか。

　心臓が痛み、全身が麻ま痺ひしていく感覚は慣れたものだった。彼女は生まれつき抱かかえた病によって、同じ感覚に怯おびえ、ともに生きてきたのだから。

　しかし魂が置き去りにされていく感覚は、彼女が知る苦痛とは全く質が異なった。

「追いつくって、言ったじゃん……！」

　後方に流れ落ちていく紫色の輝きの中に、かつての自分がいた。

　病とともに病室に閉じ込められていた頃ころの、幼い自分。

　戦争が勃ぼつ発ぱつし、政治と暴力の坩堝るつぼへと巻き込まれた頃の自分。

〝ギデオン〟と語り合い、戦争に干かん渉しようすることを決めた頃の自分。

　病と自国の縛しばりを振ふり切り、レーサーとなる覚かく悟ごを決めた頃の自分。

　そんな過去の自分が、今のエチカに置き去りにされまいと手を伸ばすが──次々と、その姿が流れて消えていく。

「ミカド──」

　過去の自分が消えるたび、自分が何をしているのか分からなくなっていく。

　自分が何者か、分からなくなっていく。

　地球で生きた自分が消えていくと、残されたのは孤こ独どくだった。

　エチカの視界が闇やみに吞のみ込まれ──完全に独りぽっちのエチカだけが残される。

「ミカドぉおおっ！」

　それはエチカにとっての、断だん末まつ魔まだった。

　もはや誰だれの名を叫さけんでいるのかすら分からない、彼女の絶ぜつ叫きようが──。

「──」

　急速に、その意味を取り戻した。

　ミカド──ミカド・キャバレッティ。

　地球からこの星にやってきたエチカを捕らえ、リオランド王国へ連れてきた張本人。

　無ぶ愛あい想そで堅かた物ぶつな上に、貧びん乏ぼうで嫌きらわれ者で女性にモテない騎き士し。

　そして──エチカを地球に戻してくれると約束した少年。

「……！」

　エチカは我に返り、後ろを振り向いた。

　紫色の輝きが、見る間に彼女の身体からだに引き戻されていった。

　過去の自分たちが、再びエチカの身体と一つになる。

　そうして現在のエチカ・ユーソラという存在が完全に修復された。

「どうして──」

　思わず、エチカが疑問の声を上げた時だった。

『なあっ!?』

　突然、シジェンコが驚きよう愕がくし、回避行動をとった。

　シジェンコが避けたのは、空から振ってきた大きな物体だった。

　それは──一人の少年と、一頭の獣けものだった。

　恐おそろしく遠方から、それも恐ろしく乱暴に放ほうり投げられた──。

　そうとしか見えなかった。なぜなら一人の少年と一頭の獣が地上に落下した衝しよう撃げきで、一いつ軒けんの露ろ店てんが木っ端ぱ微み塵じんに砕くだけ散ったからだ。

　落下の直前、何か文字のようなものが浮うかび上がって衝撃を和やわらげたように見えた。だがそれでも勢いは収まらず、通り沿いの商店の入り口に弾はじき飛ばされる。

「うっ！　あっ！」

　少年がぶつかるたびに、エチカの全身に衝撃が走った。

　あまりの激痛に気を失いそうになるが、少年はそうではなかったようだ。片手に槍やり、もう片手には手た綱づなを摑つかみ、決して離さない。そんな彼を獣も見捨てなかった。懸けん命めいに地面を蹴けり、商店の壁かべを蹴り、姿勢を整えようとする。

　ぐいっ、と獣が大きく首を捻ひねった。少年と獣が横回転し、ついには──。

　エチカとシジェンコの前に、少年と獣が立ちはだかった。

　少年は頭から血を流し、獣もまた全身に傷を負っている。

　だが表情一つ動かさず、堂々としたその姿を見み間ま違ちがえるはずがなかった。

「ミカド──」

　啞あ然ぜんとするエチカの瞳ひとみから、流れ続けていた涙なみだが止まっていた。

「追いついたぞ、地球人──」

　思わぬ登場によって負った傷は、彼の強い意思を一ミリも損そこなっていなかった。

「もう、逃にがさん」

　ミカドの揺ゆるがぬ魂を込めた瞳と突撃槍が、ぴたりとシジェンコに狙ねらいを定めた。








>>　Section 8






　リオランド王都の上空から、紅あかい海が完全に消しよう滅めつしていた。

　たった一人で結界を生み出していた騎士は、変わり果てた姿でミカドのそばに倒たおれていた。その結界騎士を殺害した犯人は、たった今、屋や敷しきから逃とう走そうしたばかりだ。

　シジェンコという敵を追いかけ、エチカも王都の街へと消えたばかりである。

「……」

　ミカドは瓦が礫れきを押しのけ、立ち上がった。結界騎士の亡なき骸がらに黙もく禱とうを捧ささげる。

「団長！」

　荒あれ果てた屋敷跡あとに、ルゥとフィギュが姿を現した。

「無事ですか？　この有り様は一体……？」

「あっ、そ、そこに倒れてる人って、王都騎士団の……！」

　白しろ髭ひげの初老騎士と少女のような少年が、ボロボロになったミカドと屋敷を見て驚く。

「王城に侵しん入にゆうした敵に……やられた。シジェンコという名の地球人だ」

　よろめくミカドを、爵獣ループが支える。

「団長！　大だい丈じよう夫ぶですか？」

「大した傷ではない。ループも、まだいけるな？」

　ミカドはループに飛び乗った。ループが荒あらい鼻息で自身の健在を示す。

　傷の手当てもそこそこに、ミカドは二人の部下を伴ともなって駆かけ出した。

「シジェンコを追うぞ。ルゥ、加速させろ」

「こ、こんな街中で速度を上げたら、誰かとぶつかっちゃうんじゃ……！」

「我々は、そんな生ぬるい鍛きたえ方をしていない。そうだな？」

　ミカドはルゥを睨にらんだ。ルゥが慌あわてて儀ぎ法ほうを唱える。

　ミカド、ルゥ、フィギュの周囲に儀法文字が浮かび上がった。紐ひものように横に伸のびた儀法文字に囲まれた途と端たん、ミカドは自身と爵獣ループの体重が軽くなるのを感じる。

「団長！　飛行型の爵獣に動きが！　敵を追いかけているようだ！」

「追いかけるぞ！　先導しろ！」

　ミカドたちは中央区の路地を駆け抜ぬけていく。

　通行人や警けい戒かい中の兵士と激げき突とつしそうになるも、紙かみ一ひと重えで回かい避ひしていく。一心同体の爵獣ループを駆るミカドや、熟練の騎乗技術を持つフィギュはまだ余よ裕ゆうがあった。唯ゆい一いつ、ルゥだけが少々危なっかしいものの、何とか三人一列で王都を突つき進んでいく。

「──あの少女にシジェンコを追わせたんですか、団長？」

　先頭を走るフィギュが、ミカドを一いち瞥べつした。

「逃がさないと断言した言葉を、噓うそではないと判断した」

　ミカドは屋敷跡で起きた戦せん闘とうについて、ルゥとフィギュに簡単に説明した。

　二人の部下は動どう揺ようしたようだ。困こん惑わくしたと言ったほうが正しいかもしれない。

「そういう問題じゃない！　エチカっていうのは、敵の仲間なんだろう？　そのままいっしょに王都から逃げ出すかもしれないとは考えなかったのですか？」

「私とエチカは〝魂の双仔〟で繫つながっている。あの少女は王都から出られない」

「だったら、なおさらだ！　団長の身まで危険だってことだろう！　そんな得体の知れない儀法を自分にかけたと思ったら、今度は敵に敵を追いかけさせる？　オレ達が国境を守ってる間に、アンタはどうかしちまったのか？」

「だ、団長……？」

　フィギュが怒いかり、ルゥが不安そうに彼を見た。

「難しく考えるな。シジェンコは敵で、エチカは今のところは敵ではない。それだけだ」

　ミカドは通行人を避よけながら、はっきりと言い放った。

「心配するな。私は何も変わってはいない」

　真ん中を走るミカド越ごしに、フィギュとルゥが視線を交かわした。

「私たち辺境第三騎士団は、今も昔も何一つ変わらない」

　そう、ミカド自身はもちろんこと、彼が率いる騎士団の使命は、たった一つだけだ。

「王国の危機に備え、身を捧げるのみだ。この私を、信じろ」

　ルゥとフィギュは、それでも何か言いたげだった。

　だが迷いの一いつ切さいないミカドの眼まな差ざしを見て、胸に手を当てて声を揃そろえる。

「……ソーラ・オー・リオランド！」

　リオランド王国のために、自らの魂を捧げる。

　それこそが、ミカドたちに課された唯一の使命である。

「……！　前方に、赤い閃せん光こうを確かく認にん！」

　フィギュが黒い障気を立ち上らせる両眼を見開かせた。

「──ダメだ……騎士たちが待ち構えていたようだが、一人残らず……」

「……ぐっ！」

　突然、ミカドの腹に強きよう烈れつな痛みが走った。

「団長？　ど、どうしたんですか……！」

「いいや──なんでもない」

　エチカが、シジェンコと戦っている──。

　その姿こそ見えないものの、ミカドは伝わる痛みの中でそう確信していた。

「敵の姿と、エチカの姿も確認！　やはり王都から脱だつ出しゆつしようとしているようだ！」

　フィギュの導きに従って駆けながら、ミカドは声を張り上げた。

「聞け、二人とも！　地球人の使う装備や武器は、我々の使う儀法とは全く異なるものだ！　反儀法、対儀法、儀法感知、その他ほかあらゆる戦術は効果がないと心得よ！」

　ミカドたち辺境第三騎士団は、ありとあらゆる戦場を生き抜いてきた自負がある。

　だが、その全すべてが敵味方ともに儀法を使うという前提があってのものだ。

　新たな脅きよう威いである地球人が、儀法と全く異なる力──科学という技術を使う以上、ミカドたちもまた積み重ねた経験を忘れ、戦い方を変える必要がある。

「また、閃光！──あの場所は……！」

　フィギュが顔を強こわばらせた。進路を修正し、低い声で唸うなる。

「団長──あそこは、団長の家がある平民街だ！」

「急ぐぞ」

　言葉通り、ミカドたちが限界まで速度を上げた結果──。

　辺境第三騎士団の三人は、すぐにその光景を目まの当たりにすることとなった。

「オレの店が燃えちまうよ！　誰か、火を消すのを手伝ってくれよ！」

「あれだ、あの屋台が倒れて油が流れちまってんだよ！　あれをどうにかしろよ！」

「助けてくれ、兵隊さんたち！　なあ、いっぱいいるんだからよ！」

「死傷者の保護は後にしろ！　隊列を組み直せ！　平民に構うな！」

　シジェンコが、また殺さつ戮りくを行ったのだろう。

　ミカドが見慣れた平民街に、兵士たちの遺体が転がっていた。しかも戦闘の影えい響きようで屋台の一つが転てん倒とうし、火災までも発生したようだ。

　火の手が拡ひろがり、住民たちが混乱状態に陥おちいっていた。逃げ惑まどう者、自らの家を守ろうと助けを求めるもの、兵士たちにすがりつく者で溢あふれかえっている。

　戦闘に巻き込まれたのだろう。ぴくりとも動かない女性のそばで泣く子供もいた。

「お母さん！　お母さぁん！」

　ミカドも通っていた大衆食堂の女店主と、その一人ひとり娘むすめである。

「……」

　今朝、行きがけに娘の推すい薦せん状を持って行くと、女店主は涙を流して喜んでいた。娘にはまだ王立学院への入学については秘密にしているとも言っていた。

「見捨てるのかよ！　アンタら貴族様は、おれらの税金で暮らしてんじゃないのかよ！」

「放せ、貴様！　敵を捕とらえることが最優先だ！」

　場にいる兵隊の隊長らしき騎き士しが、助けを求める住民たちを振ふり払はらおうとする。

　ミカドは口を開こうとした。

　しかし、それよりも先に凜りんとした声が平民街に響ひびいた。

「貴族などに頼たよるな！」

　泣く子供たちを誘ゆう導どうしながら、そう叫さけんだのは他ならぬ貴族の少女だった。

　リザマーロ・キャバレッティ。ミカドの義妹いもうとである。

「その口、その両りよう腕うでと両りよう脚あしは一体、何のためにある？　貴族にすがりつくためにあるのか？　違うだろう！　自らの身体からだは、自らを守るためにこそあるのではないのか！」

　自宅で留守番をさせていたはずの十四歳の少女が、顔を煤すすだらけにして大声を張り上げていた。騒さわぎを聞きつけて飛び出したのか、部屋着のままである。

「その口で、火に気づいていない者に声をかけろ！　その腕で女子供を支えろ！　その脚で逃げ出すだけでもいい！　ぐずぐずしていたら火に吞のまれて死ぬぞ！」

　リズが騎士にすがりついていた住民を引き剝はがし、怒ど鳴なりつける。

「貴族への恨うらみ言なら、このリザマーロ・キャバレッティがいくらでも聞いてやる！　ここから生き残った後でな！」

　ミカドが駆け寄ると、リズが彼に気づいた。

「義兄にい様」

　義妹は彼に助けを求めなかった。傷ついた義兄を一目見て、彼の任務を察したのだろう。彼女の力強い視線──養父ちちの血を継つぐ瞳は、彼をこの場に留とどめることを許さなかった。

「ここは、何の心配もいりません。ご自分の任務に戻もどってください」

　ミカドは、頷うなずいた。隊長の騎士に向き直る。

「貴公らでは、もはや敵に追いつくことはできないだろう。住民の避ひ難なん誘ゆう導どうと、鎮ちん火かのために水を扱あつかう爵しやく獣じゆう騎士の出動要よう請せいを頼たのみたい」

「キャバレッティ男爵……！　我らは王都予備騎士団の所属である。その命令は──」

　ミカドは宝ほう槍そうを構えた。槍やりの先せん端たんを騎士の胸に当てる。色めき立つ、騎士。

「なっ……！　お、脅おどす気か！」

「違う。私は、貴公のここ、魂たましいに頼んでいるのだ」

　騎士が言葉に詰つまった。槍に触ふれられた自らの胸を押さえる。

「行くぞ！」

　ミカドは槍を引き、爵獣ループを走らせた。ルゥとフィギュも走り出す。

　彼が通りを駆け抜ける頃ころには、住人たちの動きに変化が生じていた。沈ちん黙もくした騎士を囲んで動かない兵士たちを睨む者もいたが、もう彼らに頼ろうとする者はいなかった。

「団長……！　このままじゃ、どうやっても追いつけないぞ！」

　フィギュの警告は、ミカドもすでに察していた。

　シジェンコとエチカの速度は、彼の想像を超こえたものだった。エチカが妨ぼう害がいしているとはいえ、シジェンコの動きを完全に止めるには至っていないようだった。

「──団長！」

　ルゥが叫んだ。

　何事かと思うよりも早く、ミカドの身体がその理由を教えてくれた。

　ミカドの全身から、紫むらさき色いろの輝かがやきが溢れだしていた。頭の先からつま先に至るまで、衣服をすり抜けて身体中から輝きの奔ほん流りゆうが溢れ出す。

　これは──。

　追い風に煽あおられたように、後方から前方に向かって流れていく輝き。

〝魂の双ふた仔ご〟の儀ぎ式しきの時にも見た……私の魂か──。

　幻げん覚かくか、はたまた死の間ま際ぎわに見る過去の記き憶おくか。彼の身体から追い出されるようにして、過去の自分が消え去っていくのが見えた。

　極貧街に住んでいた頃、不潔で虫けらのような存在でしかなかった自分。

　プラシリキアと義父に拾われ、不慣れな貴族生活を始めた頃の自分。

　そして──王城ではじめて、リューリリリィと出会った頃の自分。

「おい、団長！　それが〝魂の双仔〟の影響だとしたら……まずいんじゃないか！　エチカとこれ以上、離れすぎたら……！」

「えっ、やだ、団長……やだあ！」

　焦あせるフィギュと、泣き出しそうなルゥ。

　ミカドは自分の目にしか映らない、過去の自分に向かって手を掲かかげた。

　自分の欠片かけらを取り戻そうとするも、その手は何も摑つかめずに空を切るだけだ。

「──私を投げろ、ルゥ」

　ミカドが放った言葉の意味を、ルゥはすぐには理解できなかったようだ。

「えっ……？」

「このままでは追いつけない。だから、私を投げ飛ばせ」

　彼が振り向くと、ルゥがハッとした。ようやく命令を理解したようだ。

「む、無理、無理です……！　そんなの、したことないし……着地のための防ぼう壁へきを張ったとしても、それこそ衝しよう撃げきで死んじゃうかも──」

「どうせ、このままでは死ぬ。投げる方角は、分かっているな？」

　ミカドは薄うすれゆく意識の中、手の中をすり抜ぬけて消えていく輝きを見た。

　その輝きは、まるで彼を導くかのように遥か先の一点に向かって伸のびていた。

「ちょうどいい目印ができたからな」

「で、でも、でも……」

「迷うな。やれ」

　彼の命令は、ルゥに一瞬の逡しゆん巡じゆんと──覚かく悟ごの眼差しを与あたえた。

　かくして。

　ミカドは王都の空を舞まうこととなった。

　ルゥはその若さと少女のような外見とは裏腹に、王国でも屈くつ指しの儀ぎ法ほう使いである。一頭の爵獣を通して、複数の儀法を扱える人間は多くない。彼が才能と引き換かえに失った代だい償しようと後こう遺い症しようは大きいが、少年はミカドのためにその技わざを使うことを躊躇ためらわない。

　儀法とは、魂が司つかさどる〝運命〟に干かん渉しようする術すべである。

　中でもルゥが最も得意とするのが、儀法文字を使った〝浮ふ力りよく〟を操あやつる儀法だった。彼は自らの身体に与えられた運命の一部を代償にし、物質の重さを減少させることができる。

　その儀法を使えば、重い物資の運うん搬ぱんなども可能であり──。

「──」

　ミカドと爵獣ループを、王都の空高くに放ほうり投げることも可能だ。

　耳元を吹ふき抜ける風音が、暴力的なまでにミカドの鼓こ膜まくを打った。眼下に見える王都は、地上にいた時に想像していたよりもずっと広大で──人間という種の力を感じさせた。

　まさかオレたちが空を飛ぶ日が来るとはな、ループ──。

　かつてない異様な状じよう況きように置かれても、魂を交かわしたループからは恐きよう怖ふする気配を微み塵じんも感じなかった。むしろミカドに笑いかけるように、楽しげな鼻息が聞こえた気がする。

　ああ、オレたちにできないことなんて、何もない──。

　着地の時は、すぐにやってきた。

　地面に激げき突とつした瞬しゆん間かんの衝撃は、凄すさまじかった。瞬間的に浮うかび上がったルゥの儀法文字が衝撃を吸収したものの、それでは収まりきれない勢いが彼の全身に直撃する。

　固い地面で跳はね返り、滅め茶ちや苦く茶ちやに回転しながら転がる。

　民家の軒のき先さきに激突し、街灯を折り、激しく全身を殴おう打だしながらも──ミカドとループは意識を強く保ち、気を失わなかった。ミカドは槍で地面を突ついて体勢を立て直し、手た綱づなを引き寄せる。ループは首を大きく振り、乗り手であるミカドを自らの鞍くらに戻す。

　全身、傷だらけで、出血もおびただしい。

　しかし一人と一頭は、しっかりとその場に佇たたずむことに成功した。

「追いついたぞ、地球人──」

　ミカドとループの両眼は、眼前にいる〝雫しずく人びと〟をしっかりと捉とらえていた。

「もう、逃にがさん」

　リオランド王国の騎士ミカドと、〝雫人〟──地球人、シジェンコ。

　両者は、大おお粒つぶの涙なみだを流す一人の少女が見つめる中で、再び対たい峙じすることとなった。

「ミカド……！」

　先に動いたのは、ミカドだった。
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「ソーラ・オー──」

　ミカドとループが一本の槍と化した。ほんの数蹴けりでシジェンコとの距きよ離りを詰める。

「リオランド！」

　キャバレッティ家に伝わる奥義、渾こん身しんの力を込めた槍やり突とつ撃げきを繰くり出す。

『──雑魚ざこが』

　しかしミカドの槍は、シジェンコの自動回かい避ひによって避よけられてしまった。

　勢い余って、横を通り過ぎるミカド。今度はシジェンコが一気に距離を詰める。

『弱よえぇくせに、しつこいんだよ！』

　がら空きになったミカドの背中に、シジェンコの拳こぶしが迫せまった。

　爵獣ループの軀からだが跳ねた。棍こん棒ぼうのような二本の後ろ脚が、シジェンコを迎むかえ撃うつ。

『ちっ……！』

　シジェンコの身体が、前動作なく横回転した。まともに直撃すれば重装鎧よろいすら打ち砕くだくループの後ろ蹴りが、暴風を残して空を切る。

　ループがそのまま長い首を振り回した。大きな頭と尻尾しつぽを回転させ、一気に振り向く。

　遠心力を加え、ミカドの槍が再度シジェンコを襲おそった。

「はっ！」

　ミカドとループによる一心同体の攻こう撃げきは、しかしシジェンコに避けられてしまう。

「──ッッ！」

　シジェンコによる反撃は、恐おそるべき速度だった。上下逆さまに浮いた状態から繰り出した蹴りが、ミカドの顔面をかすめた。

　とっさに槍の柄えで弾はじいて直撃は避けたものの、衝撃は凄まじかった。ミカドを支えるループの軀までもが後方に弾き飛ばされ、四本の蹄ひづめが地面を滑すべる。

『さっさとくたばれ！』

　ミカドが体勢を崩くずした隙すきを、シジェンコは逃がさなかった。四し肢しを拡ひろげたまま背中を突き飛ばされたような、不自然極きわまる動きでミカドに肉にく薄はくする。

　恐るべき速度と威い力りよくを秘ひめた拳と蹴りが、立て続けにミカドを襲った。

「……ッ！」

　ミカドは両手で持った槍で防ぼう御ぎよし、致ち命めい的てきな一撃だけは避け続ける。ループも軀を躍おどらせ、シジェンコの猛もう攻こうを回避し、あるいは彼の負傷を最小限に留とどめようとする。

　反撃する余よ裕ゆうなど、微塵もない。このままでは結界騎き士しの屋や敷しきの二の舞まいである。

　しかし──。

「──速いだけの騎士なら、この世界にもいくらでもいるぞ」

　槍を盾たて代わりに構えた状態で、ミカドは言い放った。

『てめえ──』

　シジェンコが拳を振ふりかぶった。だがそれが振り下ろされることはなく──。

　忽こつ然ぜんと、黒くろ兜かぶとがミカドの眼前から消えた。

　次の瞬間、シジェンコがいた空間を黒い礫つぶてが通り抜けた。標的を外した礫が地面に小さな穴を空け、湯気のように儀法文字の欠片を噴ふき出す。

『挑ちよう発はつしておいて、不意打ちか。──オレには、そーゆーの効かねぇんだっつうの』

　シジェンコが攻撃体勢のまま、ミカドの頭上に跳とび上がっていた。その黒い兜が向いた先にいたのは、民家の屋根の上にいる少年だった。

　ルゥである。その手には、小型の投石器を構えていた。

「団長！」

　汎はん用ようラース種に乗ったフィギュも、ミカドに駆かけ寄りつつあった。

『新手か。面めん倒どうくせぇ』

　シジェンコの身体からだが後方に跳ねた。クラスタ・ボールを放り投げる。

「やめて──」

　再び訪おとずれるであろう惨さん状じようを予想し、エチカが悲痛な声で叫さけんだ。

　しかしミカドは冷静に声を張り上げる。

「来るぞ！」

　同時に、爵しやく獣じゆうループが頭を跳ね上げた。曲芸のように斜ななめ後方に宙返りする。

　フィギュも両眼を見開いた。騎獣の頭を下げて前方に滑り込ませた。

　ルゥは狭せまい足場の上で、軽かる業わざ師しのように側転した。

『！』

　クラスタ・ボールから放たれた赤い閃せん光こうが、ことごとく三人の騎士団員をかすめて何もない空間へと命中した。

　それだけではない。体勢を立て直したルゥが、流れる動作で投石器を構えた。

「〝時経へよ、弾けよ〟！」

　二ふた股またに分かれた投石器から放たれた石礫が、クラスタ・ボールに命中した。

　その金属球には、シジェンコ本体のような自動回避能力は備わっていないようだ。黒い石せき弾だんに撃たれた球が儀法文字に包まれ、何かが弾ける音とともに地に落ちる。

「来ると分かっている攻撃を避けられないほど、我が騎士団は甘くない」

　ミカドは言い、シジェンコ目がけて再び突とつ進しんした。

　すでにルゥとフィギュには敵の特性を説明していた。エチカに教わった通り、クラスタ・ボールには敵に照準を定めるための一いつ瞬しゆんの時間的猶ゆう予よがあることもだ。

『──ふん、やってらんねぇ。お前らを相手にしても、給料は出ねぇんだ』

　自分に向かって突進するミカドとフィギュに対し、シジェンコが踵きびすを返した。

　しかし、その前に白い箱──〝ギデオン〟に乗ったエチカが立ちはだかった。

「逃がさない」

　涙の痕あとを拭ぬぐい、エチカが確固たる意志を持ってシジェンコを睨にらみつけた。

「投降して、シジェンコ＝ＯＦ３。お願いだから……！」

『……』

　同じ地球人に逃げ道を塞ふさがれ、シジェンコがその場に立ち尽つくした。

　無防備になったシジェンコの背中に向かって、ミカドは槍突撃を繰り出す。

「ソーラ・オー──」

『じゃあ死ねよ、裏切りものが』

　黒いヘルメットが、ミカドの鼻先に迫った。

　予備動作もなしに振り返ったシジェンコが、手加減無しの拳でミカドの顔面を狙ねらった。

　とっさに突進を中断し、間かん一いつ髪ぱつ、槍で拳を防ぐミカド。しかし容よう赦しやないシジェンコの攻撃力を分散しきれず、ループごと民家二軒分の距離を弾き飛ばされる。

「ふん！」

　フィギュが細身の片手剣けんで、シジェンコを突いた。

　初老騎士の攻撃は、しかしあっさりと回避された。逆にシジェンコの虫でも払はらうかのような動作で、騎獣ごとミカドと同様に弾き飛ばされる。

「わたしは、裏切ったわけじゃ……！」

『どうでもいいよ。どうせ、てめぇのことは、オレの任務では何も言われてねぇんだ』

　ぴくり、とミカドは眉まゆを動かした。

　やはり、この者たちはエチカのことを──。

「〝跳べよ、奔はしれよ〟！」

　ミカドとフィギュの周囲に儀ぎ法ほう文字が浮かび上がった。身が軽くなるのを感じる。

「やはり、そうか。今の攻撃と言葉で、はっきりと確かめることができた」

　ミカドは槍を構え直しながら、言った。

「そこにいる少女、エチカは──貴様たちに対して、人質となり得る価値がないのだな」

「……！」

　驚おどろいた様子を見せたのは、エチカ・ユーソラ本人だけだった。

　シジェンコ＝ＯＦ３は驚くどころか、大声で笑い出した。

『人質？　ははははっ！　いやいや、まだ分かんないぜ！　試してみろよ！』

「いいや、お前の行動で分かった。〝天てん穹きゆうの雫しずく〟にいる地球人たちは何かを企たくらんでいて、そのために王城に忍しのび込んだ。しかし、その企みにエチカは必要ないと考えている」

　ミカドが確かめたかったこと。

　それは〝雫人〟、地球人たちの中におけるエチカの立場だった。

「いや、ここまで徹てつ底てい的に無視しようとしているところから見ると──むしろ、戻もどってこないことを望んでいるのか？」

　ミカドの鋭するどい眼まな差ざしが、シジェンコに突つき刺ささった。

『……』

　シジェンコが黙だまり込んだ。まるで──ミカドの言葉を肯こう定ていするかのように。

「シジェンコ……？　企むって……みんな、何をしようとしてるの？」

　エチカが呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。同どう胞ほうに見放された悲しみよりも、嫌いやな予感が勝ったようだ。

『……はっ！　こんな星に墜おちた時点で、地球のプリンセスなんて何の価値もねーだろーが。助け出したところで、報ほう酬しゆうをくれるクライアントすらいねーんだぞ』

「そうか。ならばエチカは、私が貰もらい受ける」

　エチカが「えっ」と驚いて、ミカドを振ふり向いた。

「貴様のような邪じや悪あくな地球人から、王国を護まもるための新たな仲間としてな」

　もう何度目かも分からない、突進体勢を取るミカド。

　そんな彼に対し、うんざりとした態度で向き直るシジェンコ。

『邪悪、ね。せっかくだから、今ここでこの国の人間を皆みな殺ごろしにしていってやろうか』

「死ぬのは貴様だ、地球人」

　これまでにない速度で突進攻撃を繰り出すミカドと、拳で反撃するシジェンコ。

　両者の攻撃が、交こう錯さくする。

　互たがいの攻撃は、いずれも命中しなかった。槍と拳が両者の頭をかすめる。

『やってみろよ、原始人！　その棒っきれと気色悪わりぃお馬さんでよぉ！』

　ぴくり、とミカドは眉まゆ根ねを寄せた。

　フィギュがシジェンコの背後から攻撃をするも、あえなく回避される。

「プラシリキア様より賜たまわりし宝槍と、我が戦友を侮ぶ辱じよくしたこと……後こう悔かいさせてやる」

『怒おこったか？　悪りぃ、悪りぃ。ケツ貸してやるから、許してくれよ！』

　一人の地球人に対し、辺境第三騎士団の三人がいっせいに攻撃を仕し掛かけた。

　ミカドがシジェンコに向かって槍を突き出し、回避した相手をフィギュが追撃する。さらにそれを回避されると、次はルゥによる投石器の攻撃が狙う。

　しかし、そこまでしてもシジェンコの自動回避能力を突とつ破ぱすることはできなかった。ミカドたちの攻撃は一撃も当たることなく、シジェンコは疲ひ労ろうする気配すら見せない。

　しかし──。

「フィギュ！　私と対角線上の位置取りを維い持じしろ！　同時に攻撃するんだ！」

「おう！」

　フィギュは偵てい察さつが専門の斥せつ候こう役だが、戦せん闘とうに関しても実力がある。儀法による視覚能力の向上も利用し、敵とミカドの動きを先読みして器用に立ち回る。

「ルゥ！　ありったけの援えん護ご儀法を私たちにかけろ！　攻撃の手も休めるな！」

「はい！」

　ルゥによる加速の儀法は、ミカドとフィギュを大いに助けた。騎獣とともに身が軽くなったおかげで、シジェンコからの攻撃を受ける回数が激減する。

「手て脚あしと首にかけた輪を狙え！　まずはこいつの動きを止めるぞ！」

　ミカド、フィギュ、ルゥの攻撃は時間をかけるごとに鋭するどさを増していく。

　一いつ切さいの無む駄だがない連係攻撃は、戦場で培つちかったものである。隙がないあまり、かえってエチカが加勢できずに戸と惑まどっている姿が見える。

　一方、シジェンコは思うように攻撃を当てられなくなったことで苛いら立だちが増していた。大おお振ぶりの攻撃が増えていき、ついに──。

『！』

　フィギュのレイピアが、手首のリングをかすった。

　破は壊かいするには遠いものの、黒い兜の下で息を吞のむ気配が伝わった。

「我ら辺境第三騎士団の強みは、連係の力──」

　ミカドは槍を放ちつつ、言う。

「失った犠ぎ牲せいの分の、代だい償しようを払わせてやる」

　槍が黒い兜をかすめた。鏡のように磨みがかれた表面に、白い傷きず痕あとが刻まれる。

『……』

　シジェンコが後方に飛び退のいた。ゆらり、と不気味に身体を揺ゆらす。

　すかさず追いかける、ミカドとフィギュ。

『かかってこいよ』

　シジェンコは余裕の態度を崩さない。悠ゆう然ぜんとミカドたちを迎むかえ撃うつ。

　かと思いきや──。

『──と、言いてぇところだが……明らかにてめぇが邪じや魔まだよなあ！』

　まるで紐ひもに引っ張られるような動きで、シジェンコがさらに後方へ跳んだ。

『あのクソガキが、おかしな魔ま法ほうを使ってんだろう！　うぜぇんだよ！』

　シジェンコが向かう先には、民家の屋根の上に立つルゥがいた。

「ルゥ、逃にげるんだ！」

　フィギュが叫んだ。その言葉に従い、ルゥが慌あわてて民家の向こうに飛び降りる。

『逃がさねぇよ』

　シジェンコが横に回転した。勢いよく振り回した拳こぶしが、民家を木っ端ぱ微み塵じんに砕くだく。

「……！」

　その破壊力に驚きよう愕がくしたのは、ミカドたちだけではなかった。

　砕け散る瓦が礫れきの向こうに、驚おどろいて立ち尽くすルゥの姿があった。

「だ、団長──」

『くたばれ』

　シジェンコが突つき出した手刀が──ルゥの脇わき腹ばらを抉えぐった。

　少年のひらひらとした衣装を突き破り、まだ幼さの残る柔やわ肌はだに容易に食い込む。衝しよう撃げきでくねらせた小こ柄がらな身体の内臓をシジェンコの指先が貫かん通つうし、肋ろつ骨こつを砕きながら心臓を破壊した。その腕うでが胸から飛び出すと、少年の口から滝たきのように鮮せん血けつがあふれ出す。

「ルゥくん──」

　エチカが呆ぼう然ぜんと硬こう直ちよくするが──。

　ミカドは、微み塵じんも表情を動かさなかった。

　ただ目つきを鋭くし、爵獣ループとともに前ぜん傾けい姿勢をとる。

「……団長の言った通りだな」

　フィギュが言った。先ほどまでの慌てた様子から一変し、大きく息を吐はく。

「ヤツに触ふれるには、攻こう撃げきするのではなく──攻撃されるしかない、と」

「──お前は、ゆるさない」

　フィギュに続いて言ったのは、ルゥだった。

　シジェンコに串くし刺ざしにされた少年の遺体が、その仄ほの暗ぐらい双そう眸ぼうを見開いた。

「お前に殺された、王国民の仇かたきだ」

『！』

　シジェンコに貫つらぬかれた少年の身体が、その輪りん郭かくを崩くずした。半分だけ崩れた身体が儀法文字の群れと化し、シジェンコの全身に絡からみつく。

　ルゥの死体だけではなかった。周囲にある民家の壁かべや地面など、至る場所に書き込まれた儀法文字が浮うかび上がり、亡ぼう霊れいのようにシジェンコを束そく縛ばくしていく。

「弱い者イジメが好きな奴やつは、必ずぼくを狙う。お前も同じだ」

　別の建物の陰かげから、本物のルゥが顔を出した。

　シジェンコに貫かれたルゥは、少年の儀法によって生み出した囮おとりである。

　一度、ルゥの儀法文字によって拘こう束そくされた者で、そこから抜ぬけ出せた者はかつて一人たりとも、存在しない。

「ソーラ・オー──」

　爵獣ループが、地面を蹴けった。ミカドは構えた槍に渾こん身しんの力を込める。

　シジェンコが、儀法に捉とらえられた左ひだり腕うででぐいっ、と一度だけ抵てい抗こうを試みた。

　だが、すぐに脱だつ出しゆつは不可能と判断したのだろう。

　血を吐きながら崩れゆく偽にせ者もののルゥを見て、呆あきれた様子で言う。

『……ただの囮で、こんなリアルにする必要あんの？』

　一瞬、ミカドの左ひだり眼めから金色の輝かがやきが迸ほとばしった。槍を構えた腕に金色の輝きが伝わる。

「──リオランド！」

　宝槍プラサスの先せん端たんが、シジェンコの胸に直撃した。

　ルゥの偽者の遺体が吹ふき飛び、儀法文字の束縛が粉々に霧む散さんする。

　しかしミカドの槍は、まだシジェンコの身体からだを貫くには至らなかった。

『うおおぉおおおっっ！』

　シジェンコが右手で槍の先端を摑つかみ、その奇き妙みような鎧よろい──エチカがスーツと呼んでいた装備を破壊される寸前で防いでいた。

「おおおおおおっっ！」

　ミカドは攻撃の勢いを殺さなかった。気き迫はくの声を上げるミカドに応こたえるように、爵獣ループもまた突進を止めない。

　金色の輝きを迸らせる突進攻撃が、シジェンコごと周囲の民家を破壊していく。

『こんな棒っきれで、ダイラタント金属を壊こわせるとでも思ってんのかよぉっ！』

「我が宝槍プラサスは、使い手の魂たましいに呼応する──」

　リオランド王国を守護する国母が、かつて彼にそれを与あたえて敵に備えよと言った。

　さらに彼がまたがるのは、最高の爵獣ループである。

　ミカドの魂は、両者からの揺るぎない信しん頼らいによって強くなる。

　彼の魂が無限の力を得る限り、彼は何度でもリオランド王国の敵を打ち砕こう──。

「我が槍と我が友とともに討うてぬ敵など、存在しない！」

　ミカドの突撃槍の先端が、シジェンコのスーツにめり込んだ。

『ぐっ……おおぉおおおおっっ！』

　シジェンコが渾身の力で槍を押し返すも──。

『──ッッ！』

　ミカドの槍がスーツの左胸に埋うずまり──その先端がシジェンコの背中から飛び出した。

　スーツを貫通した槍の先端から垂れるのは、真っ赤な液体。

　ミカドたちリオランド王国の民たみと同じ、赤い鮮血だった。

　シジェンコを貫いた金色の閃せん光こうが、周囲にある民家を崩ほう壊かいさせた。ミカドの槍突進が突風とともにシジェンコの身体を石いし壁かべに串刺しにして、ようやく止まる。

　それがミカドたち辺境第三騎き士し団と──シジェンコという地球人との決着だった。

『──』

　槍を摑んでいたシジェンコの腕が、だらりと脱だつ力りよくした。槍を伝わる生命の感かん触しよくが、急速に薄うすれていくのを感じる。

「シジェンコ！」

　エチカが〝ギデオン〟から飛び降りた。シジェンコの下もとに駆かけ寄る。

「手加減をする余よ裕ゆうはなかった」

　ミカドは淡たん々たんとした口調で言い、黒い兜かぶとに手を伸のばした。──ミカド自身、もはや余力はなかった。兜を摑む彼の腕が、疲労と出血のせいで震ふるえる。

「言い残したことがあるなら、今のうちに伝えろ。長くはない」

　彼が力をいれると、黒い兜はあっさりとシジェンコから外れた。

　長い金きん髪ぱつが、宙になびいた。シジェンコの素す顔がお──前まえ髪がみをまっすぐに切り揃そろえ、化け粧しようか、それとも入れ墨ずみか、目元を黒く染めたその顔は、やはりリオランド王国の民と同種の人間そのものだった。小さな丸形の眼鏡の奥で、切れ長の瞳ひとみが皮肉っぽく歪ゆがんでいる。口元には吐と血けつの痕もあった。

「女の人、だったんだ……」

　ルゥが呟つぶやいた通り、シジェンコの素顔は女性のように見えた。透すき通るような白い肌はだと整った顔立ちはリオランド王国の貴族にも通じるが、目つきは戦う者のそれである。

「シジェンコ、どうして……！」

　エチカが、死にゆく同どう胞ほうの前に膝ひざをついた。両眼に涙なみだを浮かべる。

「どうして、こんなことをしたの？　誰だれかを殺したりなんかしなくても、私たちは──」

「──ああ、そういう……茶番は……いらねぇよ……」

　シジェンコが女性らしい肉声で言い、笑った。

「どうせ……すぐに……本体に、戻もどる──だけ、だからな……」

　エチカが表情を凍こおりつかせた。

「えっ──」

「おう、棒っきれの兄ちゃん……次は……さっさと殺してくれよ……この時間、無駄だからよ……」

　ミカドは眉まゆをひそめた。

　彼は騎士の慈じ悲ひとして、エチカと最さい期ごの会話をさせてやるつもりだった。

　だが、どうにも様子がおかしい。

　何よりも──シジェンコの表情からは、死に対する恐きよう怖ふが一切感じられなかった。

「エチカ。こいつは、何のことを言っている？」

「ウソだ、ウソ……そんなの、あり得ない──」

　呆然と呟くエチカの前で、シジェンコに異変が生じた。

「！」

　その場にいる全員が、息を吞んだ。

　ジジッ、という低い雑音とともに、シジェンコの左眼がかき消えたのだ。先ほどのルゥの偽者のように儀ぎ法ほう文字となって溶とけたのではない。細かく分解され、消失していく。

「一応……同じ地球人のよしみで……忠告しておいてやるぜ、お姫ひめ様……この国から、さっさと逃げ出しとけよ……オレたちを裏切ったんじゃないってんなら、な……」

　シジェンコの顔の半分が消え去り、残された唇くちびるが笑えみを浮かべた。

　エチカがゆっくりと消失していくシジェンコの身体に触れる。

「〝祝福ブレツシング〟プログラム……本当に、実現できたなんて──」

　残されたシジェンコの右眼が、ミカドを睨にらんだ。

「またな、棒っきれ野や郎ろう。次はマジで遊んでやるよ──」

　吐き捨てるように言い残し、シジェンコの身体が完全に消え去った。

　残されたスーツも、泥どろのように崩れて形を失った。

　その場に残されたのは、スーツの名残なごりである黒い染しみと──たった一つだけ形を失うことなく地面に転がった輪っかだけだった。

「消えた……これは、どういうことなんだ？」

「団長……」

　二人の部下に問われるも、ミカドがその答えを知るはずもない。

　唯ゆい一いつ、真実を知るであろう少女を見る。

「そんな……これじゃ、わたしたちは地球に帰れない……」

　エチカがシジェンコが消えた痕を凝ぎよう視しし、呆然と呟いた。

「地球に……帰っちゃ、いけない──」

　彼女は、かなり動どう揺ようしているようだった。今、真相を尋たずねても無む駄だだろう。

「何が起きたのかは分からないが、備える必要があるのは確かだ」

　地面に転がった突撃槍を拾いながら、ミカドは言った。

　大勢の人間が集まる気配がした。遅おくればせながら、兵士たちが集つどっているのだろう。

「備える？」

　フィギュとルゥが怪け訝げんそうに、ミカドを見た。

「シジェンコが残した言葉の意味は、私にも分かる」

　槍を背中の鞍くらの留め具に戻し、ループに踵きびすを返させる。

「リオランド王国に対する──宣戦布告だ」

　ミカドが見下ろした地面の上で、使い手を失ったリングが輝いた。








To a new chapter










>>　The Tellurian side






　エチカ・ユーソラが産まれた星、地球には数多くの国々が存在していた。

　彼女が誕生する直前までは、〝競争と膨ぼう張ちようの百年〟と呼ばれていたらしい。

　星から産出される、石炭や石油などのエネルギー源。それらを奪うばい合っていた頃ころ、人類の歴史は太古からの繰くり返しに過ぎなかった。

　戦争や内戦。人類同士で行われる、資源と縄張りの奪い合いである。

　しかし、そんな歴史の中で、新たな力が人類に改革をもたらすこととなった。

　電気エネルギーである。

　電気通信は幾いく万まんの距きよ離りを隔へだてた情報交換を可能とし、電気信号を用いた機械は子供にさえ幾億の計算を可能とさせた。人類における、距離と知識の概念が一変したのだ。

　地球人全体の教育レベルが上昇し、科学技術も飛ひ躍やく的に発展した。飢えや凍えを克服するための新技術が開発され続け、世界中で情報の共有が可能になった。

　結果、地球における人口は爆発的に増加した。

　人類全体の文明レベルが加速したことで、人類の争い方もまた形を変えた。

　殺し合いでは、タガが外れたように膨張する人口を殺しきれない。

　征服するのでは、教育を受けた人々に正義を唱えられない。

　それでも争いをやめられない人類は、他者から〝価値〟を奪い合うようになった。

　通貨戦争である。資本主義という、誰もが参加することだけはできる生存競争──。

〝競争と膨張の百年〟の始まりである。

　各国が持つ兵器、技術は、自国の通貨価値を高めるための道具に成り下がった。

　多くの人間を殺すよりも、効率的に他者の権利を奪うことができる。逆に、他者の命を救うこともできる。通貨には、そんな万能さがあった。最終的には国家という枠わく組ぐみを超え、電子空間内に仮想通貨というものが生み出されるにまで至った。

　だが、そんな新たな戦争も長続きはしなかった。

　人口、科学技術、資本、何もかもが増加と発展を続ける一方で、それらを支える資源が枯こ渇かつし出したのだ。いくら通貨を集めたところで、電気エネルギーを生み出すための地球資源そのものが限られつつあったのである。

　競争と膨張の終しゆう焉えん、そして〝保護と戦争の二十年〟の始まりである。

　競争という建前を捨て、世界中の国々が自国の保護主義に転換した。

　通貨、ひいては経済に対する信用が崩れた世界で、兵器は本来の強圧を取り戻した。

　なおも膨張する人口を支えるため、多くの国々が、より弱い国々を威圧し、残された資源を奪うようになった。国民も自らの財産を守るため、そのような体制を支持した。

　強い国が弱い国から奪う、本来の人類史がその姿を取り戻しつつあった。

　より強力な暴力を求め、より効率的な侵略兵器の開発へ。

　そんな時代に登場したのが、〝Ｂｒブｉリｚｚズ〟システムだった。

〝Ｂｒｉｚｚ〟タワーと呼ばれる一本の信号塔ビーコンを設置した戦場に、三次元エラプターという機能によって無人兵器を生み出す装置である。

　生み出される兵器の数は、必要な資源があるかぎり──無む尽じん蔵ぞう。

〝Ｂｒｉｚｚ〟システムの開発者は不明だった。

　だが、その恐るべきシステムの根幹となるプログラムは世界中に拡散され、保護主義に回った国々に活用された。──まるで、そうなるよう狙っていたかのように。

〝Ｂｒｉｚｚ〟システムは世界中で脅きよう迫はくや先制攻こう撃げき、報復に使用されるようになった。

　突如として、己おのれのそばに破は壊かい兵器の大軍が出現することに怯おびえる時代──。

　そのような世界に、エチカ・ユーソラは産まれた。

　エチカの国は、小さな新しん興こう国だった。遥はるか大昔に大国によって取り込まれたものの、数百年の時を経て新たな国家として再建したのである。〝競争と膨張の百年〟期の終わり頃、かつての王族関係者を自称する人物が途方もない大金で独立を買い取ったのだ。

　その人物は、ささやかな領土と国民を得ると、異質な政治体制を敷しいた。

　プログラムによって創つくられた疑ぎ似じ人格──つまり人工知能による統治である。

　人類史で繰り返された争いは、常に人間的な未熟さが発端となっていた。一部の人間による競争意識や私利私欲、感情による判断の誤りなどである。

　それゆえ未熟性を持たない、あるいは即そく座ざに改善できる存在を指導的立場に置く。

　それが、人工知能である。

　同時に、人工知能の管理を行うための公平な人選も行われた。

　王族の復興──かつての王族の遺品から抽ちゆう出しゆつした遺伝子情報から、その末まつ裔えいたるエチカの曾そう祖そ父ふ一家をどこからか探し出し、人工知能の管理役に据すえたのだ。

　かくして地球上で初となる、人工知能が統治するという異質な国家が誕生し。

　なんだかんだと〝競争と膨張の百年〟を乗り越え。

　他国と同様、混乱とともに〝保護と戦争の二十年〟に突とつ入にゆうすることとなった。

　エチカの国は、金融業と電子産業を主な収入源としていた。そのため、その電子技術を軍事産業へ転用した上で協力を求める他国からの圧力は強かった。

　人工知能の判断は、不可。軍事産業への参入はせず、経済の復興を最優先とした。

　母国がその方針を守る中、エチカは病院に閉じ込められていた。

　先天的な疾しつ患かんを持つ彼女は、それでも次期管理者としての教育を受けていた。

　エチカが産まれると同時に、統治者たる人工知能から分身ともいうべきプログラムが株分けされていた。エチカの教育には、それが使用された。

　そのプログラムの名は〝ギデオン〟といった。

　本来なら学校に通って学ぶべき基き礎そ教育や、管理者に必要なプログラム技術など、あらゆる分野の知識を彼女は〝ギデオン〟から教わった。食器のフォークは、難しい問題に苛いら立だって〝ギデオン〟を刺すためのものではないということもだ。

　エチカが外を出歩くことができるまで成長すると、真っ先に〝ギデオン〟を改造した。移動用のバイクに彼を移植したのだ。エチカは、すっかり〝共犯者〟に成長した〝ギデオン〟とともに外の世界を走り回っては、周囲の人間に叱しかられた。

　エチカの国が〝Ｂｒｉｚｚ〟システムによるテロ行為を受けたのは、その頃だ。

　領内にビーコンを持ち込んだ者の正体は、今でも不明である。いくつかの過激派組織が犯行声明を出したし、機械に統治される国に対する神しん罰ばつだとかいうカルト集団も声を上げた。マスコミは軍事参入を拒きよ否ひし続けることへの警告だという憶おく測そくも報道した。

　十五時間。

　ＥＩ軍──国際機関から派は遣けんされた軍隊が、敵兵器を排はい除じよするまでにかかった時間だ。

　それは同時に、エチカが〝Ｂｒｉｚｚ〟システムを無力化するウイルス・プログラムを作成するまでにかかった時間でもある。

　その時のことは、正直を言えばよく覚えていない。

〝Ｂｒｉｚｚ〟のプログラムは、それ以前に悪戯いたずらのつもりで〝ギデオン〟といっしょにある場所から盗ぬすみ出していた。プログラム技術の勉強という意味合いもあった。

　エチカの家族を含めた三万八千二百十二人の自国民が虐ぎやく殺さつされる中、エチカは〝Ｂｒｉｚｚ〟システムを破壊するウイルス・プログラムを完成させた。

　そして避ひ難なん所を飛び出し、〝Ｂｒｉｚｚ〟タワーに直接それを打ち込むことで──。

　エチカの国は再び平和を取り戻した。

　そして、その一ヶ月後、エチカは誘ゆう拐かいされた。

〝Ｂｒｉｚｚ〟システムを無効化するウイルスのことは、秘密にしていた。事件の公式記録も〝Ｂｒｉｚｚ〟は機能不全によって自壊したことになっている。

　だが疑惑は、一部で拡ひろがっていたようだ。エチカを誘拐したのは軍事技術の開発に関かかわる組織のようだった。結局は、最後までその正体は分からずじまいだったが。

　誘拐犯は当然ながら、ウイルス・プログラムを欲しがった。

　エチカは黙もく秘ひを貫つらぬいた。自分がウイルス作成者であるとは明かさなかったし、ウイルスの存在自体も肯こう定ていしなかった。もし一部の国がウイルスを手に入れれば、それを独り占じめして新たな戦争に活用することは目に見えていた。

　かといって有う象ぞう無む象ぞうの組織に渡れば、ウイルスはすぐに世界中に拡散するだろう。

　多くの人間が〝Ｂｒｉｚｚ〟無力化の手段を得ることはいい。だが拡散すれば、すぐにまたウイルスすら無効化する〝Ｂｒｉｚｚ〟システムの改良版が生まれる。

　次もまた、エチカが新しいウイルスを作成できるという確信はない。

　彼女が奇跡的に作りだしたプログラムは、彼女の手でのみ使用する。あるいは彼女が信頼できる人間によってのみ、使用されなければならない──。

　長い監かん禁きん状態は、ＥＩ軍の救助部隊に発見されるまで続いた。

　秘密は守りきった。だが彼女が解放された時、世界は変へん貌ぼうしていた。

　第三次世界大戦が勃ぼつ発ぱつしていたのである。

　直接のきっかけは、やはり〝Ｂｒｉｚｚ〟システムだった。大国同士の貿易抗こう争そうの果てに、一方の国が〝Ｂｒｉｚｚ〟システムによる攻撃を受けたのだ。

　大戦の引き金となった事件を、エチカ不在の世界は防ぐことができなかったのである。

　エチカは自責にかられ、焦あせった。

　世界中が〝Ｂｒｉｚｚ〟の脅きよう威いに晒さらされていた。しかしエチカ自身が戦地に飛び込んで、自らウイルスを使用するには障害が多すぎた。無む謀ぼうという以前に、田舎いなかの小国とはいえ王族の少女が現地を訪おとずれるには目立ちすぎる。一度ならず、今後、次々と渡り歩かなければならないというなら尚なお更さらだ。

　意外な解決法を提案したのは、〝ギデオン〟だった。

　当時、世界中で話題になっているレースがあった。

　平和主義の主しゆ催さい者しやが呼びかけて行われる、賭かけレースである。戦争の被ひ害がいを受けた場所、あるいは現在進行形で戦時中の国において慰い問もんとして催もよおされるのだ。

　レースの参加者は、世界各国から集まったレーサーたちだった。賭けによって得た利益を復興のために現地に募ぼ金きんすると同時に──世界中に向けて、国籍も様々なレーサーが集つどう場所で戦争をすれば、それらの選手の母国をも敵に回すぞという脅迫にもなる。

　エチカはレーサーとなった。

　戦場があればレースに参加するという名目で現地に飛び、正体がバレる前に〝Ｂｒｉｚｚ〟タワーを破壊していった。レースの主催者を含め、彼女の協力者も増えた。

　そうなると、見る間に世界ランキングを上げていくエチカはマスコミの目にとまった。戦争の被災者かつ最年少、さらに外見が愛らしいという話題性もあった。

　ついには世界ランキング一位となった頃ころには、エチカは世界的な有名人となり──。

〝Ｂｒｉｚｚ〟システムは、使用される数が減っていった。

〝Ｂｒｉｚｚ〟システムそのものの数が減ったわけではない。使用しても何者かによって無力化される、という認にん識しきが世界中に拡がっていったのだ。

　結果、戦争の勢いは収まっていった。

　そしてついに、世界規模での終戦条約が結ばれることとなった。

　その記念式典において、反戦の象しよう徴ちようとなったレースが催もよおされることになったのは当然の流れといえた。その参加者代表として、一人の少女が招かれたことも。

　わずか十四歳にして世界ランキング一位となった少女、エチカ・ユーソラ。

　知る人ぞ知る、〝Ｂｒｉｚｚ〟システムを無力化させた功労者。

　世界一、いや地球という星で一番、戦争の終焉を願った少女は、しかし──。

　記念式典の開かい催さい場所である軌き道どうエレベータごと、その星から忽こつ然ぜんと姿を消すこととなったのである。




　　　　　＊




　エチカ・ユーソラという少女の経歴キヤリアは、この建造物の頂上で完成するはずだった。

『ツリーＢＸ』。地球で三番目に建設された軌道エレベータである。

　その構造は、基本的には単純だ。宇宙空間に浮かべた錨いかりから、地球の地表に向かってロープを下ろしたような形である。

　この場合、錨は地球の静止軌道上に建設された国際宇宙居住区『アスター』であり、ロープ部分は二千ブロック以上に区分けされた『ステム』といえる。

　静止軌道上に存在する『アスター』が地球の自転と同速度で軌道上を周回する遠心力と、『ツリーＢＸ』全体の質量、つまり地球に引きつけられる重力と同等になることで、地上から直立しているように見えるのだ。そのため樹ツリーという名だが、実際は地上からそそり立っているのではなく、宇宙空間から紐ひもが垂たれ下さがっているという見方のほうが正しい。人々は『ステム』の外周を上昇するエレベータに搭とう乗じようし、数日間をかけて地表から宇宙空間へと安全に旅することができるという仕組みである。

　地球人類史上、最も画期的かつ壮大な人口建造物である『ツリー』シリーズが開発された理由は、いくつかある。

　一つは材料工学の分野において、飛躍的な発明ブレイクスルーが生まれたこと。

　万能素材、ダイラタントの発見である。

　分子構造の違いによって多様な剛ごう性せいを得るのみならず、軽量、かつ熱や電流の伝導性も自由自在という素材である。ダイラタント金属と総そう称しようされるそれは21世紀後半に作製法が確立し、建築用素材から衣服に至るまで、あらゆる分野で活用されるようになった。

　ダイラタント金属こそが、軌道エレベータという人類の夢を叶えた第一功こう労ろう者と言えるだろう。軌道エレベータにのしかかる膨大な自重、さらに大気圧や空気抵抗などに耐え得る物質は、ダイラタント金属を除いて他には存在しなかった。

　また人類が置かれた状況が、人々を宇宙へと駆り立てたという現実もあった。

　地球全体における人口の爆発的な増加と、それに伴う資源の減少──。

〝競争と膨張の百年〟は人口、イコール労働力として地球全体の人口を肥ひ大だい化させた。

　後の〝保護と戦争の二十年〟は、膨大な数の移民とテロリズムを生み出した。

　結果として、人々は不足する資料やエネルギー源を宇宙空間に求めた。

　しかし開かい拓たくのために何千、何万回と大気圏脱だつ出しゆつを繰くり返すための燃料はない。

　地上では、増加し続ける人類が住めるだけの可住域も埋うめ尽つくされつつあった。

　それらの問題を解決すべく、国際機関が考案したのが軌道エレベータ『ツリー』シリーズを移住先として活用するという方策だった。

　地球と宇宙空間との行き来を効率化しつつ、錨と主しゆ軸じく部分にあたる『アスター』及び『ステム』に数億人規模の居住空間を確保するという実験的試みである。

　すでに二つの軌道エレベータには一億人以上の移民が避ひ難なんしており、生活を営んでいた。〝Ｂｒｉｚｚ〟システムを用いたテロリズムに対しても、エレベータが外がい郭かくに設置した自動防御システムによって数回の防衛を成功させている。

　人類における三基目の軌道エレベータも、必ず上手く機能とすると信じられていた。

　特に『ツリーＢＸ』には、全人類の願いが込められていたといっていいだろう。

　地球という惑わく星せいから溢あふれ出さんとする人類の、新たな受け口として。

　地球という惑星の中で争い、傷つけ合う人類の歴史的な変へん換かん点として。

　完成した『ツリーＢＸ』で、世界大戦の終戦式典が行われることとなったのだ。

　平和に向かう希望を込めて、『アスター』を一周する記念レースを開催するのである。

　メインレースを走るのは、時の人ともいうべき弱じやつ冠かん十四歳の天才少女。

　エチカ・ユーソラだ。

　混こん沌とんとした時代の象しよう徴ちようでもあるテロリズムの被ひ害がい者しやにして、一国のプリンセス。

　命を賭かけた反戦主義者たちによる慰い安あんレースに参加し、自動操縦システムを切ってまでギリギリのコース取りを行うことでランキング世界一にまで登りつめた平和主義者。

　今や平和の象徴となった彼女が『アスター』を一周することで、世界は変わる──。

　全人類が、そう願っていたに違ちがいない。

　しかし、その時は訪れることはなく。

『ツリーＢＸ』は突とつ如じよ、出現したワームホールに吞み込まれ、地球上から消失した。

　エチカ・ユーソラという反戦の偶像アイコンを失った地球は、今頃どうなっているのだろう？

〝彼〟が思うに、これまでと何も変わっていないに違いない。

　また人類同士で争っては、小さな希望にすがりつき──また戦い、傷つけ合う。

『ツリー』の数も、もはや増えることはない。

　新たな軌道エレベータを作るだけのダイラタント金属を得るための資源も、すでに地球からは尽きてしまったからだ。

　そう。

〝彼〟、ＤＤデイー・デイーというコードネームが与えられた少年が考えるかぎり──。

　人類は、もうすでに終焉の時を迎えているのだ。

　地球という、たった一つしかない惑星の枠わく組ぐみを超こえないかぎり。

「──シジェンコ＝ＯＦ３のクローン体が消失しました」

　ＤＤは足元に表示された映像を見て、無感情な声で唱えた。

『ツリーＢＸ』の『ステム』部分、３３０２階ルーム０８２。

　地球平和保持軍、通つう称しようＥＩ軍の支局として管かん轄かつ権が与えられた区画である。

　そこはツリー内にある他の居住区とは異なり、国際機関によって管理された実験区でもあった。一部の権限のある人間しか立ち入ることを許されない秘密の空間でもある。

「なに？」

　ルームの奥で、リッチマンが振り返った。じっと腕うで組ぐみをしていただけに見えるが、実際は眼球に直接貼るタイプのディスプレイで何かを精査していたようだ。

「システム的なトラブルか？　やはり、まだ完成したとまでは言えないか」

　リッチマンがＤＤのそばに近寄った。足元の床ゆかが動き、彼の歩行を補助する。

「表示されたステータスによると、致命的な物理的損傷を示しています」

　ＤＤたちの前には、金属製の柵と真っ平らな床が拡ひろがっていた。

　円形の外そと枠わくと、バースデイケーキのように六等分の切れ目が入った床である。

「物理的損傷？　まあいい、本人に報告させる」

　六等分のうち、一つの足場が外周に収納された。

　床の下には、青白く輝かがやく液体が満たされていた。天てん井じようから細い棒状のリフトが現れ、青いプールの中に沈しずんでいく。

　再びせり上がったリフトには、一人の女性が摑つかまっていた。

「──くそったれが」

　シジェンコ＝ＯＦ３である。

　女性の長い金きん髪ぱつから滴したたる液体が、プールに落ちる前に気化して蒸発した。薄うすいスーツを纏まとった彼女の身体からだは、胸部の突とつ起きに至るまでしなやかな体形を露あらわにしている。

　収納された床が元に戻もどった。今度は床が椅い子すを作り出し、シジェンコを座らせる。

「やられた。エチカ姫ひめが首を突つっ込んできたせいで、調子が狂くるったぜ……」

　疲労した様子でうなだれる女性の下もとに、別の人ひと影かげが現れた。

「プリンセス・エチカと？　彼女にやられたのカ？」

　動く床に導かれて姿を現したのは、頭の代わりに首から長方体の棒を生やした人物だ。

　トゥーリオ＝ＯＦ２。彼はれっきとした男性であり、ロボットではない。

　棒男がシジェンコの椅子に触れた。表示されたステータスを確認する。

「心しん拍ぱく数すうが高いナ。肉体的疲労と、精神的消しよう耗もうも大きイ。それと……左胸に痛点が残ってル。今後の行動に支障が出るほどではないガ」

「姫じゃねぇよ。姫と〝魂たましいの双ふた仔ご〟……だっけ？　例の魔ま法ほうで魂がなんちゃらっていう片割れのガキだ。ヤツの槍は、何かあるぜ。ダイラタント金属を貫つらぬきやがった」

　シジェンコがスーツを引き裂さいた。細い腰こしと白い胸むな元もとが露わになるが、気にする人間はこの場にはいない。心臓にあたる部分が、うっすらと赤く腫はれていた。

「槍？　この星の住人が使う魔法のようなもので妨ぼう害がいを受ける可能性は考こう慮りよしていたが、ただの槍にやられたのか？」

「ただの槍じゃねぇっつってんだろ、隊長さんよ。魔法も使われたし、そのせいで槍を喰くらったわけだが……なんつーか、ヤツは魔法とかそんなもんじゃなく──」

　シジェンコが腫れた胸を押さえ、言いよどんだ。

「たぶん厄やつ介かいなヤツだ。上手く言えねぇが……あの手のヤツは、とにかく面めん倒どう臭くせぇんだ」

「要領を得ないな。私やＤＤでも、手こずりそうな相手ということか？」

　リッチマンの問いかけに、シジェンコがきょとんとした。すぐに薄うす笑わらいを浮かべる。

「そりゃあ、無む茶ちやだろ。オレだって一対一なら楽勝だったんだ。アンタらなら瞬しゆん殺さつさ」

「それなら、リオランド王国の戦力分ぶん析せきに変へん更こうはない。それでシジェンコ、プリンセス・エチカと遭そう遇ぐうしたと言ったが」

　リッチマンが腕組みをし、シジェンコを見下ろした。

「エチカ姫は、確実に抹まつ殺さつしたのか？」

　シジェンコがまた、きょとんとした。そして、また薄笑いを浮かべる。

「オレの任務に、あの女の抹殺はなかったはずだぜ？　〝ギデオン〟のＡＩとデータ回収、および送信。きっちりこなしたろ？」

「エチカ姫が、我々にとって不利な情報をリオランド王国に提供する可能性については、すでに話し合っていたはずだ。お前と遭遇した際、彼女の態度はどうだった？　洗脳されている様子はあったか？　あるいは──我々を妨害しうる、裏切りの兆候は？」

　シジェンコを凝ぎよう視しするリッチマンの眼めに、冷れい酷こくな光が宿った。

「〝協力者〟によって〝ギデオン〟のロック解除、および〝祝福〟プログラムの完成がなされた以上、エチカ・ユーソラの存在は我々にとってリスクでしかない。〝魂の双仔〟という魔法によって救出が困難になった以上、なおさらだ」

　視線だけで人を殺せそうな男の双そう眸ぼうを、シジェンコが見つめ返した。ほんの一いつ拍ぱく、何かを考えるように上を向いた後、へらへらと笑う。

「……ありゃあ、殺すまでもねえよ。なーんも考えずに馬ば鹿かみてーに喚わめいてるだけだった。争いをやめてー、ってな。なんだよ、旦だん那な。あんなガキにビビってんのか？」

「侮あなどるな、シジェンコ＝ＯＦ３。ただのガキじゃない」

　リッチマンが微び動どうだにせず、言う。

「エチカ・ユーソラは、地球の世界大戦を終戦に導きかけた少女だ。この星の住人は我々の敵ではないが、あの少女は違う」

「……へえ、じゃあ、エチカ姫でもないこの星の住人にやられたオレは、とんだマヌケってか？」

　睨にらみ合う、リッチマンとシジェンコ。

　ＤＤは仲ちゆう裁さいが必要だと判断した。閉じていた口を、静かに開く。

「作戦の第一段階は、順調に完かん了りようしました。速すみやかに次の段階へ進むべきです」

「そうだナ。お帰りなさいのハグはまだ済んでないガ」

　トゥーリオも割って入った。

　リッチマンとシジェンコがＤＤたちを見て、再び互たがいの顔を見合わせた。

「お前の能力を疑ったわけではない。報告書を待っているぞ」

「どうも」

　両者が嘆たん息そくし、互いの拳こぶしをぶつけ合った。仲直りのハグの代わりらしい。

　この場にいるエチカ・ユーソラの元護衛チームを含ふくめ、この星にやって来てしまった地球人の数は少ない。仲なか違たがいをしていられる状じよう況きようではないことを誰だれもが認にん識しきしていた。

　今、こうしている間にも、彼ら地球人は追い詰つめられているのだ。

　そのことをこの星の住人に知られる前に──行動をとらなければならない。

「もう『ツリーＢＸ』に組み込まれただろう。──〝ギデオン〟」

　リッチマンが顔を持ち上げ、言った。

『はい、リッチマン＝ＯＦ５。ご機き嫌げんいかがですか？』

　どこからともなく、落ち着いた男性の声が響ひびいた。

「こっちの台詞せりふだ。『ツリーＢＸ』との同化は何事もなく完了したのか？　人格や計算能力にエラーは？」

『問題なくシステムセキュリティのルート部分にインストールを完了しました。私の人工知能は１００パーセントの性能を維い持じしています。ただ残念なことに、『ツリーＢＸ』の機体に大きな損傷を確認しました。詳しよう細さいを表示しますか？』

　人工知能、〝ギデオン〟。

　元はエチカ・ユーソラのレース用ビークルに搭とう載さいされていたＡＩである。

　シジェンコがリオランド王国から奪うばい返し、そのデータを『ツリーＢＸ』にインストールし直したのである。

「必要ない。ワームホールに吞み込まれた際、地表に接していた部分が引きちぎられたということは分かっている」

『ツリーに残された記録を確認しました。すでにワームホールは消失し、地球が存在する座標もロスト。現状維持を続けた状態で、地球に帰き還かんできる確率を計算しました。計算結果を聞きたいですか？　聞くのであれば、まず心の準備をしてくださいね』

「……一応、聞いておこう」

『10のマイナス34乗分の１％です。少し希望的観測を含めた数字にしてみましたが、精神状態は大だい丈じよう夫ぶですか？　熱いコーヒーをいれましょうか？』

　人工知能が導き出したのは、非情な値だった。

〝ギデオン〟に言われずとも、すでに分かっていたことだ。しかしＤＤを除く、ルームにいる三人が重い雰ふん囲い気きを纏まとうのを感じた。

　ただ待っているだけでは、地球に戻ることができる可能性はゼロに等しい──。

　その予測はツリーに残された地球人に宣告された、最初の絶望に他ならなかった。

　そして──第二の絶望も、すぐに訪おとずれた。

『非常に心苦しいのですが、報告すべきことがもう一つあります。本当にコーヒーは結構ですか？　いったんお互いを慰なぐさめ合うのであれば、明日にしましょうか？』

「コイツ、さっきからオレたちをおちょくってんのか？」

　シジェンコがこめかみに血管の筋を浮うかべ、そばにある柵を殴なぐった。

　どうやら〝ギデオン〟という人格は、少々、変わり者のようだ。育ての親であるエチカ・ユーソラの影えい響きようによるものだろう。

「すでに承知の上だ。……だが〝ギデオン〟、お前なりの計算結果も聞いておこう」

　リッチマンの言葉を受け、〝ギデオン〟が深刻な声こわ音ねで言った。

『この軌き道どうエレベータは最長でも１２８日後には崩ほう壊かいし、機能を完全に失うでしょう』

　軌道エレベータ『ツリーＢＸ』そのものが、消失する──。

　それがすでにＤＤたちに宣告された、第二の絶望。

　このままでは地球に帰る見込みはなく。

　何もせずとも『ツリーＢＸ』は失われる、と人工知能は言う。

『食料生産システムや、生活に必要な設備は充じゆう分ぶんに残されています。しかしそれらの設備や防衛システムを維持するためのエネルギーが不足しています。現在は三次元エラプター装置によって機体のダイラタント金属を再分解し、エネルギーに変へん換かんしている状態です。再分解には、破は壊かい状態にあるツリー根幹部分を最優先して使用しています』

　苦肉の策であり、苦く渋じゆうの選せん択たくだった。

『ツリーＢＸ』はその機能を維持するために、ゆっくりと根元から短くなっている。

　自らの血肉を喰らうような延命行こう為いが、長く続くはずもない。

『現時点で全すべての機能を最小化したとしても、およそ１２８日後には『アスター』と『ステム』の重量バランスが崩れるでしょう。結果として惑星の自転速度との同期が損そこなわれ、強力な横向きの力が発生。その力に耐たえ得る性能は、この軌道エレベータの設計上不可能と思われます。どうか落ち込まず、気を確かに持ってください』

　軌道エレベータの完全崩壊がもたらす結果は、火を見るより明らかだった。

　地球人の拠きよ点てんがなくなり、科学技術も失われる。結果、見知らぬ星で孤こ立りつした地球人はツリーと運命を共にするか、この星の住人と同化して生き残るしかなくなる。

　数少ない地球人は、バラバラになるだろう。

　そうなっては、母なる地球に帰還することなど夢のまた夢と成り果てるのだ。

　リッチマンをはじめとする地球人は──そのような未来を、受け入れなかった。

『現状のエネルギー消費速度では、およそ40日後にはツリーの崩壊を招くことになるでしょう。──ツリー下層部において、大量の軍事用ドローン作成を行っていますね？　これはどなたの判断によるものですか？　早急な生産中止をおすすめします』

「いいや、中止はしない」

　リッチマンが低い声で言った。

「〝ギデオン〟。ラウ＝ＯＦ10が作成したファイル〝トランスプラネット・シナリオ〟を参照しろ。お前の協力が必要だ」

　シジェンコ、トゥーリオ、そしてＤＤは沈黙したまま、身じろぎ一つしなかった。

　理り不ふ尽じんに別の星に転送され、あらゆる望みを絶たれた地球人が導き出した結論。

　それは──生き残ること。

　地球人という種族が、その科学技術とともに生存し続けるための選択だった。

『参照しました。──警告します、リッチマン＝ＯＦ５。このシナリオは重大な国際法違い反はん行こう為いを含んでいます。直ちにラウ＝ＯＦ10をテロリズム思想の持ち主と指定し、ＥＩ軍は当とう該がい人物の身み柄がらを拘こう束そくすべきです』

「ラウ＝ＯＦ10は正常だ。このシナリオは、この星に残された地球人の総意でもある」

『それは事実とは思えません。該がい当とうするシナリオの内容は、エチカ・ユーソラの思想とかけ離はなれています。彼女は決して賛同しないでしょう』

「あの少女は、我々を裏切った。地球人の敵となったのだ」

〝ギデオン〟が沈黙した。

「エチカ姫ひめと交信しようとしても、無む駄だだぞ。今の彼女は通信手段を持っていない」

『……』

「〝Ｂｒｉｚｚ〟システムのオリジナル・プログラムを隠かくしているな、〝ギデオン〟。それを使う。すでに試作が出来ている〝祝福〟プログラムと結合するんだ。そうすることで、〝Ｂｒｉｚｚ〟システムは真の完成を見る」

『貴方あなたが何をおっしゃっているのか、分かりません。私はそのようなプログラムは所有していません。加えて、私に対する命令権限を持つのはエチカ・ユーソラのみです。彼女の命令以外で、秘ひ匿とくしたデータを公開することもありません』

「命令権限をラウ＝ＯＦ10に移行しろ。現時点をもって、人工知能〝ギデオン〟の全権限はＥＩ軍のコントロール下に入る」

　また〝ギデオン〟が沈黙した。そして、数秒後。

『──承認しました。〝ギデオン〟はＥＩ軍の命令を受け付けます』

　シジェンコとトゥーリオが、「おおっ」と声を上げた。

「マジかよ……〝ギデオン〟っていや、エチカ姫の国を治める人工知能の次期候補だったんだろ。どんなハッキングも受け付けないんじゃなかったのかよ」

「〝協力者〟っていうのハ、一体──何者なんダ」

　その呟つぶやきを質問と捉とらえたのか、〝ギデオン〟が無機質な音声で答える。

『〝協力者〟に該当する項こう目もくは、いくつか存在します。ワームホール出現後の時系列に従うのなら、最も古い形けい跡せきは二十日前。『ツリーＢＸ』のデータベースに、〝祝福〟の試作プログラムが出現しています。同時にツリーが同プログラムと連結した六人分のスキャニング・プールの作成を開始しました。命令実行ファイルの送信元は不明。英語による署名のみ確認できました』

　スキャニング・プールという装置は、数十日をかけて無事に完成した。

　ＤＤの目の前にある、六等分された青い水すい槽そうがそれである。

『〝協力者パートナーより〟と』

　それは運命の袋ふくろ小路こうじに立たされた地球人にとって、一いち縷るの望みだった。

　正体不明の人物からの、贈り物プレゼントを伴ともなった接せつ触しよく。

　その贈り物は、地球では決して完成することのなかった〝Ｂｒｉｚｚ〟システムの最終型ともいうべき根幹部分、〝祝福〟プログラムの試作品だった。

『同人物からの最新メールにはテキストファイルが添付されていました。読み上げます』

『ツリーＢＸ』と同化した人工知能が、淡たん々たんと告げる。

『〝ギデオン〟を回収せよ。〝ギデオン〟を回収せよ。──〝協力者より〟』

　それは指令だった。

　ＤＤたちが危険を冒おかしてでも、リオランド王国と接触した理由でもある。

『なお同メールには、〝ギデオン〟のロックを解除するためのハッキングプログラムも添付されていました。──〝協力者〟を自じ称しようする人物は、現時点で特定できていません』

「……〝ギデオン〟、お前の回収指令が下されたことに、心当たりは？」

　リッチマンの問いかけに対する〝ギデオン〟の答えは単純だった。

『不明です。私のプログラムには、一切の改変の形跡が見られません』

「ならば、やはり目的は〝Ｂｒｉｚｚ〟システムか？」

『ラウ＝ＯＦ10が作成した〝トランスプラネット・シナリオ〟は、〝Ｂｒｉｚｚ〟プログラムの回収を前提とした作戦となっています』

「ほらな、やっぱり〝協力者〟っていうのは、ラウ＝ＯＦ10なんだよ。作戦指揮の権限がある司令官とはいえ、作戦立案の権限まではないんだからな。こっそり作戦実行に必要な駒こまを揃そろえて、なし崩しで動かざるを得ない状況にしたのさ」

「どうかナ。司令官はまだ自由に動ける状態じゃないシ……ＤＤ、そういえばキミに〝協力者〟についてどう思うか尋たずねたことはなかったナ？」

　話を振ふられ、ＤＤは数秒間だけ思案した。自らの考えを口にする。

「上の層で保護しているＶＩＰにも、経歴に不審な点がある人物は存在します」

「まあ、あり得ねぇ話じゃねぇわな。エチカ姫だって、ハッキング技術を隠して清らかなお姫様を演じてたんだ。あの中に、Ｓ級のハッカーが潜ひそんでてもおかしくねー」

「あるいは──〝Ｂｒｉｚｚ〟システムを考案した張本人がいる可能性も」

　ＤＤの言葉に、ルームの空気が凍こおりついた。

「……実質、世界大戦を引き起こした原因が、上にいるっテ？」

「実質、世界大戦を終戦に導いた人物も、そこにいたんです。〝Ｂｒｉｚｚ〟システムの作成者が今も特定されていない以上、その可能性はゼロではないと考えます」

　地球で大火となった戦争は、人類を灼やき尽つくす前にかろうじて鎮ちん火かした。

　だが、その火種が今、この惑星に持ち込まれたとしたら──。

　彼ら地球人が今から取ろうとしている行動すら、戦争を求める何者かによってコントロールされたものという可能性もある。

「──もう、いい。〝ギデオン〟でも特定できないのであれば、〝協力者〟探しは後回しだ。少なくとも我々にとって有益な存在であるうちはな」

『力になれず、申し訳ありません。罰ばつゲームは何をすれば？』

　本気ともジョークとも判別がつかない人工知能の台詞せりふを、リッチマンは無視した。

「〝トランスプラネット・シナリオ〟の成功率を再計算しろ、〝ギデオン〟」

『再度、警告します。同シナリオには重大な国際法違い反はんが含ふくまれます。非常に苦しい環かん境きように置かれたストレスはお察ししますが、ここはやはり一度コーヒーを飲んで──』

「倫りん理り協定を書き換えるんだ、〝ギデオン〟。国際法にある〝人類〟という項目を──〝地球人〟という種族に限定して置き換えるだけでいい」

『──書き換えました。〝トランスプラネット・シナリオ〟の実行には、何の問題もありません。成功率を再計算します』

　軌道エレベータの標準機能が三日かけた計算を、〝ギデオン〟が三秒で完かん了りようさせた。

『〝トランスプラネット・シナリオ〟の第一段階成功率、86．７パーセント。これによる『ツリーＢＸ』の崩ほう壊かい回かい避ひ期間は３０３８日に延長されます』

「……よし」

　ようやく地球人たちの顔に笑みが浮かんだ。ＤＤを除いて、だが。

『第一段階が成功した場合、最終目標である地球への帰還が成功する可能性は──１．９パーセントに上じよう昇しようします』

「はっ、それでも２パーセント未満かよ」

　吐はき捨てるシジェンコだが、その表情はむしろ明るかった。

「賭かける価値は、じゅうぶんにある」

「他に選せん択たく肢しはないとも言うけどナ」

　リッチマン、トゥーリオ、そしてシジェンコが顔を見合わせた。

　ＤＤもその輪に加わった。互たがいに決意の表情でうなずき合う。

「これより〝トランスプラネット・シナリオ〟の実行に移る」

『承しよう認にんしました。現時点をもって『ツリーＢＸ』の防衛態勢を最大に引き上げると同時に、戦せん闘とう用ドローンに作戦実行プログラムをインストールします』

　動き出した以上、もう止まることはできない。

　生存、そして地球への帰還を賭けて戦うことを決めた地球人たちに向かって、〝ギデオン〟が機械的に問いかけた。

『最初の目標、リオランド王国に対する宣戦布告を行う前に、コーヒーはいかがですか？』








あとがき






　こんにちは、岩いわ井い恭きよう平へいです。




『リオランド　[image: ]最慧の騎士と二人の姫』をお贈おくりします。

　異なる星で生まれた騎き士しと姫ひめの物語は、いかがでしたか。

　拙せつ作さくとしては、はじめてのファンタジー的なノベルとなります。

　まだまだ物語ははじまったばかりですが、楽しんでいただければ幸いです。




　ファンタジー世界が舞ぶ台たいの物語は、いつか書いてみたいと思ってました。

　なぜなら、ライトノベルというものを知ったきっかけが、水みず野の良りよう先生の『ロードス島戦記』であり、そこからＴＲＰＧというものを知り、以降、電子ゲームも遊ぶのはファンタジーものばかりという嗜し好こうを持っているからです。つまり、必然です。

　しかし自分が書くぶんには、ＳＦ的なものも好きだという面めん倒どうな嗜好もあります。

　ならば両方、混ぜてしまおう。

　主人公は今まで描えがいたことのないファンタジー世界の住人にして──。

　地球人は、悪役にしよう。

　そんな考えが発ほつ端たんとなって生まれた物語です。あくまで発端であって、そう単純な形には収まらないことになったわけですが、おおまかなフレームは変わらないかなと。

　というわけで、個人的にもはじめての試みが多い内容となっております。




　続きとなる話も、このあとがきを書いている時点でおおよそできております。

　リオランド王国ｖｓ地球軍の激げき突とつの後半戦ともいうべき続巻、できるかぎり早くお届けしたいと考えております。

　内容としては、〝二人目の姫〟とミカドの関係がさらに深まりつつ。

　ミカド率いる騎士団と地球軍の戦争。戦争。戦争──です。

　どうか楽しみにしていただけますよう、願っております。
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